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観察表凡例
・木製品の分類、名称および型式は F木器集成図録 。近畿原始編』 (奈良国立文化財研究所 1993)と

『木器集成図録 。近畿古代編』 (奈良国立文化財研究所 1994)を 基準にし、これに従った。

・遺構番号は原則として発掘調査時のものを踏襲したが、番号の連続しないものについては連続するよ

うに変更した。

・調査区は広範囲にわたり、調査区により遺構の状況が大きく異なるため、遺跡の北半分と南半分をそ

れぞれ北区 。南区とし、北区については各遺構面ごとに、南区についてはSR3001を各調査年度・区

で分割し、各層位ごとに遺物出土状況 ドット図など各平面図をのせている。また、第Ⅳ系国土座標を

表記することで絶対位置と方位に代えている。

・調査区番号は原則として本報告書段階において発掘調査時のものを使用している。調査区香号の前に

「98-」 とあるものは1998年度に発掘調査を行った時点で出土したものである。

・法量は可能な限り計測し、残存値および復元値は ( )で表している。計測値は cm、 重量の単位は

gで表記した。

・表面の状態は、整理作業担当者が保存処理前の実測の際に肉眼観察を行った結果を記してある。

。大別層位の中で帰属層位が複数に渡るもの (例 :Ⅲ ～V層 )は、その範囲の中で最上位層に含めた。

土器 計測部位

孔

ぴ

-3-



表 3 木製品

載
号

掲
番

分類 名称
土

橋

出

遺
調査区

出土地点
法量
L

濯
Ｗ

法量
H

特 徴 表面の状態 型式 木 取 樹種
別
位

大
層

農具 木錘 〕R4001
北区

(01-1)

Loc F-1
e― Ⅲ
P-10

17 0 61 5ウ くびれ部分の長さ3 5cm。 やや滑 らか 志持 ち材

容器
円形曲物側
板底板

3R4001
北区

(01-2)

Loc F― 〕
C~Ⅲ
O-11

(164) 162 器高
4 6cm

ミ板は木釘 3本、本釘孔 5ケ 所残存。刃物傷
多数。側板は樺度結合用小孔 8ケ 所残存。側
阪厚 3mm、 底板厚 lcm、 底板復元径=15E やや

'骨

らか
釘結合 曲

物F型式
板 目 Ⅶ

容器
円形 曲物底

板
SR4001

北区
(01-1)

Loc F-1
ε~Ⅲ

P-10
(185) (57) 12

倒板をはめ込む溝有り。裏面に使用痕有り。
直径=2mmの 孔が Lの 中心に有る。樺皮
結合用小孔2ケ 所残存。復元径=23 4cm。

やや滑 らか

合

型

結

Ｃ

皮

物

樺

曲

式
板 目

容器
ヨ形 曲物底

阪
SR4001

引ヒ区
(01-2)

Loc F-1
C~Ⅲ
N-12

155 (92) 11
側面に木釘孔2ヶ所残存。側面の下部に穿孔
1ケ 所残存。復元径=15 5cm。 裏面に、刃
物傷多数有り。

やや粗 �
曲
式

合

型

結

Ｆ

釘

物 板 目 ヒノキ Ⅶ

容器
把手付楕円
形由物底板

SR4001
北区

(01-1)
63 5 (228) 12 樺皮結合紐 3ケ 所残存。穿孔3ケ所。底板に

溝有り。表面は刃物傷多数。
やや滑 らか

樺皮結合
曲物C型
式

オ夏目

文房具 木札 SR4001 北区
(01-2)

Loc F-1
C~Ⅲ
N-13

210 44 06 人形の可能性有り。下都中央に穿孔有り。 やや粗 � 寸札 形 オ反目 Ⅶ

祭祀具 人形 SR4001
北区

(01-2)

LOc F-1
E~Ⅲ
P-10

02
薄い板の上端を九 く切 り込み、足はV字 に
成形。胴体に切り込み有り。切り込み :左右
両側に下から各2回。

滑らか
正面全身
人形

柾 目 Ⅶ

祭祀具 舟形 SR4001 北区
(01-2)

Loc F-1
C~Ⅲ
M-14

(167) 全体的に摩減 している。屋形船形。平底。 粗 い A2類 板 目 Ⅶ

祭祀具 舟 形 SR4001 引ヒ区
(01-2)

Loc F-1
ε~Ⅲ

L-16
160 34 35

2ケ 所になUり 込みを入れて、屋形部を成形。
屋形船形。九底。樹皮残存。

やや粗し A2類 芯持ち材 Ⅶ

祭祀具 丹 形 SR4001
北区

(01-2)
163

llR首 に上面からの削り有り。屋形部の削り出
しが浅い。屋形船形。平底。

やや粗し A2類 辺材

祭祀具 舟形 SR4001
北区

(01-2)

Loc F― ユ
C~Ⅲ
O― H

(87) 全面 を削って成形。屋形 1合形。平底。 やや渭 らか A2類 芯持 ち材 Ⅶ

祭祀具 舟 形 SR4001 ヨヒ区
(01-2)

Loc F― ユ

c― 皿

N-12
(128) 25 21 屋形部の削 り出 しが浅い。屋形船形。九底。 やや滑 らか A2類 芯持ち材 Ⅶ

祭祀具 舟 形 SR4001 北区
(01-1)

Loc F-1
C~Ⅲ
P-9

(H6) 21 屋形部の削り出しが浅い。屋形船形。九底。 滑らか A2類 芯持 ち材
サ

属

ヒ

キ

祭祀具 斎 串 SR4001
北区

(01-1)

Loc F-1
C~Ⅲ
P-9

(84) 19
上部欠損。下部は片側から斜めに削つて尖ら
せる。

やや滑 らか A型式 布反目

46 祭祀具 斎 串 SR4001
封ヒ区

(01-2)

しoc F― l

C~Ⅲ
N-12

(193) 16
切り込み :左側に上から1回、右狽1に上から
2回 。

粗 し CⅢ 型式 板 目 Ⅶ

部材 部材 SR4001 北区
(01-2)

Loc F-1
ε― ll

N-13
(448) 22 12 上端部 に両側面か らの快 り有 り。 やや i骨 らか 柾 目 Ⅶ

51 紡織具 防輪
第4包合
層

Jヒ 区
(01-2)

(42) 15
正円で中心に貫通する径 8mmの紡茎孔が有
る。復元径=6 0cm。

粗 し 板 目
サガ

ラ

ト

ワ

工 具 掛矢 SR5001
北区

(01-2)

Loc F-1
C~]

M-11

81

芯持ち材の約1/2を 頭とし、他の部分を細 く
削って柄をつくる。頭部に鋭利な刃物で刻ま
れた網線有り。全面削りによって成形。対応
する三面に敲打による窪み有り。

やや粗 し 芯持ち材

工 具 柄 SR5001
Jヒ 区

(01-2)

Loc F-1
ε~Ⅲ

干-19
(310) 24

上部に身を差し込むための楕円形の孔有り。
辺材を丁黛に削り成形。上下共に焼けこげ。

滑らか 辺 材

農 具 田下駄 SR5001
北区

(01-1)

Loc F-1
C~Ⅱ
S-10

1) (71) 方形のホゾ穴 2ヶ 所残存。 *ユ� 板 目 ヒノキ

農具 編棒 SR5001
北区

(01-2)
337 11 1 1

両端を細く尖るように成形。細かい削りによ
り断面は円形。

滑らか 辺 材

農具 木錘 3R5001
北区

(0ユ ー2)

Loc F-1
C~Ⅲ
L-13

130 61 39 lT面は正方形で、未製品の可能性有り やや滑 らか 辺材

農具 鎌柄 3R5001
北区

(01-1)

Loc F― ]

C~Ⅲ
O-13

(493)
全体的に細かく丁寧な削りにより断面を楕円
形に成形。上端部は斜め45° に反る。上端部
に茎孔有り。木釘 2ケ 所残存。

滑らか 辺 材

漁猟具 窪 SR5001
ヨヒ区

(01-2)
(754) (70) 42

厚みのある木製品を削り出し、柄の下端を次
第に広げて水かきとする。水かきの一面に細
かな削りが多い。

粗 し 一木式 柾 目

容器
楕円形 曲骸

底板
SR5001 北区

(01-2)

Loc F-1
C~Ⅲ
K-20

(566) (87) (11)
樺皮結合組残存。樺皮結合紐用小孔 2組 (2
孔で 1組 )。

やや滑 らか

合

型

結

Ｄ

皮

物

降

曲

式
板 目

祭祀具 斎 串 SR5001
北区

(01-2)

Loc F-1
ε―皿

J-18
30 7 27 03

切 り込み :左側上段 に上か ら 2回 、中段 に下

か ら 3回 、下段 に下 か ら 6回 。右 側 に は無

し。上下両端 は右辺が短 くなるように斜めに

削 り、台形状 を呈す る。

やや粗し AV型 式 板 目

―- 4 -―



掲載
番号

分類 名 称
出土

遺構
調査区

出土地点
法量
L

涯
Ｗ

法量

H 特 徴 表面の状態 型 式 木取 村種
別

位

大

層

路 祭祀具 斎串 SR5001 北区
(01-1)

Loc F-1
C~Ⅱ
P-9

(90) 18 上端部は右上から左下に斜めに削って尖らせ
る。下部欠損。 1骨 らか A型式 柾 目

密 祭原E具 斎串 SR5001 北区
(01-2)

LOc F-1
ε~Ⅲ

N-12
(124)
(864)

03
すべて上からの切り込み :左側4ヶ 所に各ユ
回。右側は6ケ 所に分散し、 1回が 3ヶ 所、
2回 が2ヶ 所、3回 が lヶ 所。

壮阻し CⅣ型式 板 目

祭祀具 斎 串 SR5001 北区
(01-2)

Loc F-1
C~Ⅱ
L-19

(128) 22 07 やや厚手の板の上端部を主頭状に削る。 粗 し C型式 板 目

部材 部材 3R5001
北区

(01-2)

LOc F― 〕
e― Il

J-17
(491) 72 19 厚手の板の片端を丁寧に削つて細くする。4_「

用の可能性有り。ホゾ穴有り。
やや滑 らか 板 目

雑具 火鑽板 3D3001 南区
(00-2)

75 17 鹿用痕 2ヶ 所。 粗 , 辺材

ラ

カ

亜

ナ

ア

シ

ヨ
属

ガ

属

農具 鋤 SR3001 南区
(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
R-19

29 2 187 43
柄が取 り付けられていた痕有 り。上部は摩
減 欠損により調整は不明。下部は工具幅29
cmの削りにより成形。

やや粗し 板 目 ヒノキ ll

晨具 柄 SR3001 南区
(03-8)

92 8 22 上部に手で握られたような圧痕有り。下端言F

は片面より削り尖らせる。 粗 し 芯持ち材 Ⅲ

農 具 馬鍬 SR3001 南区
(03-8)

23 7 19 17 厚みのある木材を削り出し成形。その後、摩
減によって表面は滑らか。 骨らか 辺材 皿

祭祀具 人 形 SR3001 荷区
(03-8)

(168) 10 10
上端は斜めに切り落とし尖らせる。目 鼻
口を削りにより表現。

i骨 らか
円筒状人
形

芯持 ちt/1 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
Q-20

25 3 全面削 りで成形。 やや滑 らか CI型式 板 目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(03-8)

しoc F-1
6-ll
Q-19

1) 14 02 切り込み :左右両側に上から各1回。 ややlIヤ CⅢ 型式 板 目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
R-18

1) 17 02 下端部は両側面からの削 りによって尖らせ
る。 やや滑 らか 3型式 板 目 ヒノキ lll

弔途不明 不 明 SR300〕
南区

(03-8)
33 29 表面全体 に樹旗、漆の ような付着物有 り。柄

力、 ,骨 らか 芯持 ち材 Ⅲ

ロ
パ

曲民 鋤 先 SR3001 南区
(03-8)

(136) 14 14 丁寧に削つて下端郡を尖らせる。上端部穿孔
痕有り。 滑らか 辺材 V

服飾具 檜 扇 SR3001 南区
(03-8) (65) (1 02 上端部は鈍角の主頭状を呈する。 滑らカ 不 明 板 目 V

容器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
Q-19

28 2 (142) 07 祥皮結合用の孔2ヶ 所残存。復元径=28彦
やや滑 らか

合
型

結

Ｅ

皮
物

樺
曲

式
板 目 V

容器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
Q-20

1) 05
側板の圧痕 (刃物で印を付けたものか)有 り。
樺皮結合紐 lヶ 所残存。樺皮結合用小孔 1対
残存。裏面刃物傷有り。復元径=17 6cm。

やや粗ヽ

合

型

結

Ｅ

度

物

樺

曲
廿

板 目 V

文房具 木札 SR3001 南区
(03-8) (100) 27 06 左右一対の切り欠き有り。 滑らか 付札形 羽見目 V

容 器
円形 曲物狽
板

SR3001 離
０３．８

(320) 02 絶の一部 と思 われる。 滑らか 禅度結合
曲物

板 日 V

164 祭祀具 常J形 SR3001
南区

(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
O-19

(185) 10 04 下端部は両側からの肖Jり によって細く成形。
斎串か。 i骨 らか 板 目 V

祭祀具 紡織具形 3R300] 南区
(03-8)

LOc F-1
δ―lll

P-19
(94) 08 細い棒の上端を主頭状に削り、 5mm下 に切

り欠きを入れ成形。断面は平行四辺形。
やや粗 � 辺材 V

祭祀具 人形 SR300〕
南区

(03-8)

LOc F― ]

δ―Ⅲ
R-19

(166) 30
上部を切り込んで頭部を成形。墨で眉 目
鼻を描く。胴に利孔有り。切り込み :左狽1下

部に下から2回 、右側下部に下から3回。
や や粗 ,

正面全身
人形

板 目 V

祭祀具 人形
南区

(03-8)
(204)

芯持ち材に目 口 顎を彫り込んで表現。両
側面に首を表現した同夕り込み有り。下端は斜
めに切り落として成形。

1骨 らか
円筒状人

形
志持 ち材

ウツギ
属

V

祭祀具 人形 SR3001 南区
(03-8) (201) 13 目は深 く、頬  口は浅い同夕り込みで表現。 粗 し 円筒状人

形
志持 ち材 V

祭祀具 人形 SR3001 南 区
(鶴 -8)

LOc F-1
δ―Ⅲ
R-18

(158) 1〕
芯持ち材に目 鼻 口 顎を浅い彫り込みに
より表現。 滑 らか

円筒状人
形

芯持 ち羽 V

祭祀具 棒状祭祀具 SR3001 南区
(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
@-18

12 10 断面多角形。上端は斜めに削り落とし、下端
は尖るように削られる。

やや滑 らか 板 日 V

祭祀具 人形 SR3001 南区
(03-8) (138) 12 12

上端は斜めに切り落とし、目 国 顎を彫り
込んで表現。 骨らか

円筒状人
形

芯持 ち材 V

祭祀具 人 形 SR3001 南区
(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
Q-19

(93) 11 14 目 鼻 口を彫り込んで表現。上端は削り十
より成形。 やや粗 い 円筒状 人

形
志持 ち材 V

祭祀具 人 形 SR3001 南区
(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
O-19

(65) 09 11 目 口 顎 左頬を彫 り込んで表現。上端は
斜めに切り落とす。

滑らか 円筒状人

形
芯持 ち材 V

174 祭祀具 斎串 SR300] 南区
(03-8)

LOc F-1
δ―皿

O-20
132 21 台形状 を呈す る。 やや滑 らか AI型式 柾 目 V

祭祀具 斎串 SR3001
南区

(03-8) (132) 21 欠損が多く状態が悪い。切り込み :左側に上
から5回 、右狽1に 上から8回 。 滑らか 3Ⅲ 型式 板 目 V
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載
号

掲
番

分類 名称
土

構

出

遺 調査区

出 土 地 点

法量
L

遅
Ｗ

法量
H

特 徴 表面の状態 型 式 木取 樹種
別

位

大

層

祭祀具 斎 串 〕R3001
南区

(03-8)
(125)
(192)

21
み込

ｏ

り

回

切

６
:左側に上から4回、右側に上から

やや粗し 3皿 型式 板 目 V

177 祭祀具 斎 串 】R3001
南区

(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
Q-19

33 0 24
み

回

回

込

３

６

切

か

か

:左狽」上部 に上か ら 6回 、下部 に下

右側上部 に上か ら8回、下部 に下 やや滑 らか DV型 式 板 目 V

178 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(03-8)
29 2 21 切 り込み :左側 に上か ら 7回 、下か ら 5回 。

右側 に上か ら 5回 、下か ら 6回 。
水&� DV型 式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(03-8)

Loc F― 〕

心― lll

Q-19
(20 8) 15 03 切 り込み :左側 に下か ら 5回 、右側 に下か ら

7回 。上部欠損。
やや粗� DV型式 オ反目 V

祭祀具 斎串 SR3001
南 区

(鶴 -8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
Q-18

32 0 15 18
上部はll面台形。下部は面取りを行い断面多
角形。

'合

らか DI型 式 柾 目 V

祭祀具 斎串 SR3001
南区

(03-8)

Loc F-1
δ一Ⅲ
Q-19

(122) 16 02
切り込み :左側に上から4回 、下から4回。
右狽1に上から4回 、下から6回 。

滑らか CV型式 オ反目 V

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
Q-19

(118) 18 03
切り込み :左側に上から10回 、下から5回。
右側に上から5回 、下から7回。

やや粗ヽ CV型 式 板 目 V

祭祀具 斎串 SR3001
南区

(03-8)
(104) 16 03

切り込み :左側に上から8回 、下から3回 。
右側に上から5回 、下から3回 。

やや粗ヽ CV型 式 板 目 V

184 祭祀具 斎串 SR3001 南区
(03-8)

25 9 03 屈山している。上端部左右からの削 りで成
形。下端部は杭状に尖らせる。

やや粗 ヒ DI型 式 板 目 V

容器 栓状木器 SR3001
南区

(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅱ
Q-18

34 15 14
ごく僅かに塗装の痕跡有り。中央に貫通して
いない、円錐状のくりぬき有り。

やや粗彰 芯持ち材 V

部材 部材
南区

(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
Q-18

109 13
全体的に摩滅している。上部の右側にコの字
型の切り込みを入れているが、左狽1は磨減の
ため、不明瞭。

やや滑 ら力 本屁目 V

杭 杭 SR3001
南 区

(饂 -8)

Loc F-1
5-Ⅲ
Q-19

(359) 22 下端部をやや丁寧に削つて、尖らせる。上端
欠損。

i骨 らか 芯持 ち材 V

杭 杭 SR3001
南区

(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ

P Q-18
(521) 17 12

下端部を丁寧に削って細くしているため、部
材の可能性有り。

i弓 らか 板 目 V

旦
（

叩板 SR3001
南区

(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ

Q-18、 1(

22 1 92 18
厚手の板の両側面を削 り、持ち手部分を成
形。指による圧痕残存。左側面は摩減により
加工痕不鮮明。

滑らか lFt目 ヒノキ Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(03-8)
(110) 15 上端部は鈍角の圭頭状を呈する。 沿らか I型式 柾 目 Ⅵ

197 祭TE具 斎 串 SR3001
南区

(03-8)

Loc F―
δ一Ⅲ

R-17、

]

受

(180) 17
上端は左右より削り、尖らせていたと思われ
る。下端は細く成形。刀形や剣形の可能性有
り。

光とし DI型式 柾 目

祭祀具 人形 3X3001
南区

(03-8)

LOc F-1
δ―Ⅲ
R-18

左
(50)
右
(21)

(12)
(10)

(03)
(01)

薄い板の上部を左右から切り込んで頭部を成
形。目 眉等を昌で書いて表現。

やや滑 らか
正面全身
人形

板 目

祭祀具 斎 串 SX3001
南区

(03-8)

Loc F-1
δ―lll

R-19
(144) 23 02

切 り込み :左側上部 に上か ら4回、下部 に上

か ら 1回。右側上部 に とか ら10回 、下部 に下

か ら 2回 。

粗 い BV型 式 板 目

祭 ifB具 斎串 SX3001
南区

(03-8)
31 1 23 切り込み :左側上部に上から7回 、右側上部

に上から6回。
'骨

らか CⅢ 型式 板 目

202 祭祀具 斎串 SX3001 南区
(03-8)

(64)
(153)

切 り込み :左側 に上か ら 2回 。 やや粗い CⅢ 型試 lFk目

203 祭祀呉 斎 串 SX3001
南区

(03-8) (119) 22
み
回

回

込

３

４

切

か

か

左側上段 に_し か ら 2回 、下段 に上

右側上段 に_ヒ か ら 2回 、下段 に上 やや滑 らか CⅢ 型式 板 目

204 祭祀具 斎 串 SX3001
南区

(03-8)
(88) 18 04

切 り込み :左側に上から6回 、右側上段に上
から3回 、下段に上から2回 。

粗 セ CⅢ 型式 板 目

祭祀具 斎 申 SX300]
南区

(03-8)
15 02 切り込み :左側に上から2回 、右側に上から

1回。
i骨 らか CⅢ 型式 板 目

祭祀具 斎串 SX3001 南区
(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
R-19

04
切り込み :左狽lL部 に上から8回、下部に下
から4回。右側上部に上から8回 、下部に下
から5回 。

i母 らか CV型式 板 目

祭祀具 斎 串 SX3001 南区
(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
R-19

31〔 18
切り込み :左側に上から4回、右側に上から
6回 、下から5回 。

粗 セ 3V型式 板 目

212 服飾具 檜扇 SR3001
南 区

(偲 ―S-2)

∪
(227)
②

(237)
③

(236)

D②③要孔 1残存。 ②墨痕か。 ややi骨 らか AI型式 板 目 V

服飾具 下駄 3R300]
区

８．

南

３．
143

右足用。小型の下駄 (子供用か)。 連歯下臥。
使用により摩減している。前歯と後歯の間を
九く判り抜 く。

や や滑 らか
CIb型
式

板 目 V

祭祀具 人形 3R3001
南区

(偲 -8-2) (127) 11 11
上端部を斜めに削る。日 口 顎 (も しくは
目 鼻 口)を 浅く彫り込んで表現。

滑らか
ヨ筒状人
形

芯持 ち材 V

郡材 子る材 3R3001
南区

(鰐 -8-2) 140 23 20 上部 を綱 く削 り、 きの こ状の頭部 を成形。 やや滑 らか 芯持 ち材 V

一- 6 -―
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部材
=Б

材 SR300ユ
南区

(03-8-2)
17 (105)

全体的に
「

寧な削りにより、面取りが施され
る。湾曲しており、把手の可能性がある。

や守滑らか lI目 V

杭 杭 SR3001 南区
(03-3-2)

(297) 22 21 芯持ち材を四方から削り、先端が細くなるよ
うに成形。

滑らか 芯持ち材 V

杭 杭 SR3001 南区

(弼
-8-2) (166) 40 厚みのある芯持ち材の下端部を3方向から斜

めに削り、先端を切り落とす。
滑らか 芯持 ち材 V

杭 杭 SR3001
南区

(弼 -8-2) 0) 32 31
下端部を四角錐に成形し、先端は鋭利に尖ら
せる。 1骨 らか 芯持 ち材 V

227 祭祀具 人形 SR3001 南区
(02-7)

Loc F-1
5-Ⅳ
H-9

17 18 目 口を浅く彫り込んで表現。上端は表裏か
ら、山形に削り成形。

,骨 らか 円筒状人

形
志持ち材 Ⅵ

祭祀具 人形 SR3001 南区
(02-7)

Loc F― 〕
δ―Ⅳ
O-9

(163) 11 15 芯持ち材に、目 口 頬を彫り込む。全体に
つぶれて変形。状態が悪い。樹度一部残存。

'骨

らか
円筒状人

形
芯持 ち材 Ⅵ

祭祀具 人形 SR3001 南区
(02-7)

Loc F-1
δ―Ⅳ
O-9

(94) 13 13 ロ ロを浅く彫り込んで表現。 滑らか 円筒状人

形
芯持 ち材 Ⅵ

祭祀具 人形 SR3001 南区
(02-7)

Loc F― 〕
δ―Ⅳ
G-9

(258) 17 13

芯持ち材の上端部を斜めに切り落とし、頭部
を成形。目 鼻 口 頬を浅い彫 り込みに
よって表現。目 鼻 口 頬 頭部が黒く変
色している。

滑らか 円筒状 人

形
芯持ち材 Ⅵ

祭祀具 人形 SR3001 南区
(02-7)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
O-9

14
上端部にV宇形の切 り込みが有る。目 口
類を浅い彫 り込みで表現。

*ユ |
円筒状人
形

芯持 ち材 Ⅵ

祭祀具 人形 SR3001 南区

(磁 -7)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-9

(80) 17 目 鼻  口を彫 り込み によって表現。 粗 し 円筒状人
形

芯持 ち材 Ⅵ

杭 杭 SR3001 南区

(磁 -7)

Loc F-1
δ―Ⅳ
O-10

(1559) 76 66 少し湾曲した自然木の下端を、杭状に尖らせ
たもの。

滑らか 芯持 ち材

ヨナラ

属コナ

ラ節

Ⅵ

農 具 編台か SR3001 南区
(00-1)

21 (151) 12
上部 に 6ケ 所の刻 み有 り。両端部欠損。 目盛

板の可能性有 り。
粗 し 板 目 Ⅱ

236 紡織具 糸巻横木 SR3001 南区
(00-1)

1 1 相欠き仕日の中心に、軸孔有り。 やや滑 らか A型式 板 目 ヒノキ Ⅱ

部材 部材 SR3001
南区

(00-1)
23

上端部に3ヶ 所、下部に 1ケ 所の穿孔が有
る。

1骨 らか 板 目 Ⅱ

農具 木錘 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
L-19

63 志持 ち材 をt■ く削 り、 くびれ部分 を成形。全

体 に雑 な造 り。
1骨 らか 芯持 ち材 阻

239 紡織具 中筒 SR3001
南区

(00-1)

LOc F― ]

δ―Ⅲ
F-20

(210) 35 やや厚めの板の上端部 に左右か ら切 り欠 きを

入れる。下部欠損。
やや粗し 柾 目 ス ギ 阻

240 子Б材 郡材 SR300] 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
F-20

17 15 棒状の部材。下端 は右側面か ら弧 を描 くよう
に深 く削 る。

滑らか 辺材 Il

241 容器
円形 山物底
板

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-19

(176) (30)
側板による円周状の圧痕。外面に刃物傷多
数。復元径=18 2cm。

やや粗い
樺皮結合
曲物 E型
式

板 目 Ⅲ

242 容器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
F-20

147 木釘孔4ケ 所残存。 やや滑らか 釘結合曲
物F型式

板 目 Ⅲ

243 祭祀具 棒状祭祀具 SR3001
南区

(00-1)

Loc F― ]

δ―Ⅲ
I-19

06 断面台形で、両端部 を尖 らせ る。 滑らか 辺材 Ⅲ

祭市E具 人形 SR300]
南区

(00-1)

LOc F-1
δ一Ⅳ
G-1

(274)
日 口 顎 頬を浅い彫 り込みによって表
現。下端部は削りによって尖らせる。

滑らか 円筒状人
形

芯持 ち材 Ⅲ

245 祭祀具 人形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
G-1

(255) 16 15

芯持ち材の上端を削り (5回 )で成形。下端
部は斜めに削って杭状に成形。上部には目
口 顎を彫 り込んで表現。その裏面にも、片
目 国が彫 り込まれている。

やや i骨 らか
円筒状 人

形
芯持 ち材 Ⅲ

祭祀具 人形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-1

(203) 09
上端は全めに成形。目 口 顎を周夕り込んで
表現。

やや 1骨 らか
円筒状 人

形
志持ち材 Ⅲ

祭祀具 人形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
H-8

(139) 14 13 細い芯持ち材の一端を斜めに切り落として頭
部を成形。目 回 顎を彫り込んで表現。

滑らか 円筒状 人

形
芯持 ち材 Ⅲ

祭祀具 人形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F― ]

δ―Ⅲ
O-19

20 1 1
表面を面取りで細かく成形。上部は表面と両
側面からの削りによって頭部を成形。陽物形
の可能性有り。

i脅 らか 立体人形 辺 材 Ⅲ

祭祀具 人形 SR300]
南区

(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
G-2

(82) 11 1 1
正面上部に鼻 口を浅い彫り込みで表現。目
の部分は欠損。

滑らか 円筒状人

形
芯持 ち材

ウツギ
属

Ⅲ

250 祭祀具 人 形 SR3001
南区

(00-1)

LOc F-1
δ一Ⅳ
G-2

(52) 目 (彫 り込み残存)の位置で欠損。日は残存
する。側面は左右ともに削り有り。

滑らか 円筒状人

形
悉持 ち材 Ⅲ

祭戸E具 人形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ― Il

H-19
(146) 10 10 芯持ち材に目 口 顎を彫り込み表現。顔の

裏側に2 3cmの 削り有り。
やや滑 らか

円筒状人

形
志持 ち材 Ⅲ
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252 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-3

(90) 13 切 り込み :左側 に上か ら 6回 、右側 に上か ら
6回 。

滑 らか CⅢ 型式 布反目 Ⅲ

祭祀 具 斎 串 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
H-8

25 3 01 切り込み :左右両側に上から各5回 、下から
各5回。

滑らか CV型式 板 目 Ⅲ

254 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
H-8

(25 0) 09 切 り込み :左側 に上か ら 5回 、下か ら 5回 。
右側 に上か ら 6回 、下か ら 8回 。

やや滑 らか CV型式 布反目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
I-19

(221) 19 切り込み :左側に上から3回 、下から10回。
右側に下から8回 。

刑巳▼ CV型 式 板 目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

しoc F-1
δ―Ⅲ
O-20

(188)
切り込み :左右両側の上段に上から各3回。
中段に下から各1回。

粗 し CV型 式 板 目 皿

工 具 柄 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
H-4

(45 5) 15
全体に、ほぼ同じ太さ。断面は精円形状を呈
する。

やや滑 らか 辺材 Ⅳ

農具 木錘 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ一Ⅲ
F-20

(66)
削 り部分以外 は村皮が残存。 くびれ部分 を丁
寧 に成形。

イ骨らか 志持 ち材 Ⅳ

祭祀具 徳織具形 SR3001 南区
(00-1)

しoc F-1
δ一Ⅳ
H-6

(156) 14
上端部 を九 く成形 し、両側か ら浅 く切 り欠 き
を入れる。下部欠損。

やや滑 らか 辺 材 Ⅳ

祭祀具 防織具形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-20

07 両端部 に浅い切 り欠 きを入れて成形。 粗め
'仮

目 Ⅳ

2烈Э祭祀具 防織具形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-5

(125) 上端部のみ に切 り欠 きを入れて成形。 骨らか 板 目 Ⅳ

祭祀具 人形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-5

(31.1) 23 19 芯持 ち材の上部 に目 口 額 を彫 り込 んで表
現。下端 は斜 めに削 って杭状 に成形。

肘皮に覆われ
ている

円筒状人
形

志持 ち材 Ⅳ

272 祭祀具 人形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-3

(28.4) 10 1_ユ

芯持 ち材 に国 顎 類 を彫 り込 んで表現。 目

無 し。上端部 は斜めに切 り落 とし、下瑞部 は

杭状 に尖 らせ る。

やや滑 らか
円筒状人
形

芯持 ち材 Ⅳ

273 祭祀具 人形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
G-2

(245) 12 目 国 顎 (も しくは目 鼻 口)を浅 く彫
り込 んで表現。下端部は杭状。

骨らか
円筒状人
形

芯持 ち材 Ⅳ

274 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
F-20

17 台形状の斎 串の一端。 やや滑 らか A型式 布見目 Ⅳ

275 部 材 棒状木製品 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
H-6

(22 5)
上端部 は圭頭状 に尖 らせ、下端部欠損。刺串
の可能性有 り。

やや滑 らか 板 目 Ⅳ

276 紡織具 糸巻横木 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
M-18

相欠 き仕 国の中心 に軸孔有 り やや粗� A型式 辺材 Ⅳ

277 文房具 木 札 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
P-18

(85) 25 上部の両側面か ら三角形の狭 り有 り やや i骨 らか 付札形 本尻目 Ⅳ

278 祭祀具 人 形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
M-19

(59) 15 15
上端部六角形 に細 く削 り出す。眉  目 国

額 類 を彫 り込 んで表現。 目に涙の ような切
り込み有 り。

やや滑 らか 立体人形 辺材 Ⅳ

279 祭祀具 舟形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
O-1

11 左右 に各 3ケ 所、切 り込みがある。九木舟形。
丸底。

やや粗 し Al類 柾 目 Ⅳ

280 究髯万巳歩き 斎 申
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
P-20

(70) 10 02 切 り込み :左右両側 に上か ら各 4回。 i骨 らか CⅢ 型式 板 目 Ⅳ

祭祀 具 斎 串 SR3001 離
００・．

Loc F-1
δ―Ⅲ
O-20

(105) 1 1 02 下端部 を尖 らせ る。 滑 らか 型式 板 目 ス ギ Ⅳ

292 農 具 横槌 SR3001 離
００・‐

Loc F-1
δ―Ⅳ
H-6

66 56 一木造 り。身部 に樹度残存。 i骨 らか 芯持 ち材 V

293 農具 横槌 SR3001 南区
(00-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅲ
G-20

28 1 74 68
一木造 り。柄の部分 を有頭状 に削 り出す。表
面 中央 に刃物傷 有 り。全 体 に使 用痕 (敲 打
痕)有 り。

やや粗 し 芯持 ち材 V

294 工 具 有頭棒 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
H-3

147 上部 は斜め にカ ッ トされている。上部の両側
面を削 り、頭部 を成形。

粗 � 辺 材 V

工 具 木 釘 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
P-19

25 5 22
頭部 か ら軸 にか けて ゆるやか な カー ブ を描
く。頭径 =2 0cm。 下部 は削 りによつて尖 ら
せるぅ

やや滑 らか 辺材 V

紡繊具 糸巻横木 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―■
F-20

92 相欠 き仕国の中心 に軸穴有 り。 やや滑 らか A型 式 辺材 V

民 具 鎌 柄 SR3001 南区
(00-1)

Loc F― ユ
δ一Ⅳ
S-3

(168)
(84)

上部 に鎌 の刃部 を装着 す るための細長 いス

リッ トが有 る。
北巳彰 布尻目 V

農 具 編棒 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
G-3

(518) 14 削りによって th面 多角形の捧状に成形され
る。

滑らカ 辺 材 V

紡織具 糸巻 枠 木 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ一Ⅲ
L-19

(161) 1.8 (1
横木 を入れるための子しが 1ケ 所。貫通 して�

ない。下部欠損。
やや粗 ψ A型式 辺 材 V
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出土地点

濯
Ｌ

濯
Ｗ

濯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木 取 樹種
別
位

大
層

300 防織具 織 機 SR300ユ
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-1

(363) 27 芯持 ち材 の端部 を面取 りし、頭部 を成形。 1骨 らカ 芯持 ち材 V

301 武器 九木弓 SR3001 南 区
(00-1)

Loc F― ユ

δ一 皿

0-20
(60 4) 17 16 端部の両側か ら削 って、扁平で凸状 の末 PITを

成形。
滑らカ 芯持 ち材 V

容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(00-1)

・
Ⅲ

‐９

Ｆ

一　
一

〇Ｃ
δ

Ｎ

〕

15 2 149 樺皮結合祉 3ケ 所残存。結合用穿孔 と思われ
る欠損 1ケ 所有 り。

や や滑 らか

合
型

結
Ｅ

皮
物

樺
曲
十

板 目 V

303 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ

G-1
18 7 (77)

内面 に側板 による円周状の圧痕有 り。外面 に
暁印 と刃物傷多数有 り。復元径 =18 6cm。

や や滑 らか

法
型

方

Ｅ

合
明

結
不
十

柾 目 V

304 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-1

152 05
内面 に側面 による圧痕。外面 に刃物傷 多数有
り。復 元径 =16 8cm。 樺 度 結 合 組 lヶ 所 残
存。

や や滑 らか

合
型

結

Ｅ

度
物

樺
曲
式

柾 目 V

容 器
円形 由物底
板

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
S-2

8) (25) 06 復元径 =20 2cm。 樺皮結合紐 lヶ 所残存。 やや粗ψ
合
型

結

Ｅ

皮
物

樺
曲
式

布反目 V

306 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
G-1

3) (75) 07 内面 に側面 による圧痕有 り。樺度結合祉 1ケ
所残存。復元径 =18 6cm。

i骨 らか

合
型

結

Ｅ

皮
物

樺
曲
式

柾 目 V

307 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-2

(123) (27) 06 側面に断面四角形の木釘 1ケ 所残存。復元径
=18 0cm。 やや,骨 らカ

曲
式

合
型

結

Ｆ

釘
物 柾 目 V

308 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(00-1)

LocF-1
δ一Ⅳ
G-3

135 (37) 08 側面 に木釘孔 lヶ 所有 り。復元径 =26 0cm。 やや滑 らカ
曲
式

合
型

結

Ｆ

釘
物 柾 目 V

容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
G-3

(169) (72) 07 側面 に木釘孔 1ケ 所有 り。復元径 =17 8cm。 やや滑 らか
釘結合曲
物F型式

柾 目 V

容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-19

(137) (56) 側面 に木釘孔 2ケ 所有 り。復元径 =14 4cm。 やや滑 らか
釘結合曲
物F型式

柾 目 V

容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
5-Ⅲ
H-20

06 側面 に木釘孔 5ケ 所有 り。 うち lヶ 所 は円形
木釘残存。復元径 =14 0cm。 やや滑 らか

釘結合 曲
物F型式

柾 目 V

容器
司形 曲物底
阪

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-2

(185) (9 7) 05 側板用段差が残存。裏面は平 らである。やや
不整円形 を呈する。復元径 =19 0cm。

やや滑 らか

法
型

方

Ｄ

合
明

結
不
式

柾 目 V

容器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(00-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
G-4

(149) (41) (0 7) 復元径 =17 8cm。 やや粗し 結合方法
不明曲物

板 目 V

容 器
円形 曲物底
板

R300] 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
H-3

117 (91) 07
ほぼ正 円に近 い楕 円形 (一 部 欠損 )。 端部 の
成形 も滑 らか。復元径 =11 6cm。 滑 らか

結合方法
不明曲物

板 目 V

容器
円形 曲物底
板

R300] 南区
(00-1)

Loc F-1
5-Ⅲ
G-20

98 06 側面 に木釘孔 3ケ 所有 り (木釘残存 ) 兆とし 釘結合庄
物F型式

柾 目 V

容器
楕円形 曲物
底板

SR3001 南区
(00-1)

Loc F― ]

δ―Ⅲ
P-19

(525) (62) 08 樺皮結合組 3ケ 所残存。側板止め用の板が残
存。狽1板による円周状の圧痕有 り。

滑らか
樺皮結合
曲物 E型
式

板 目 V

容器
精 円形 曲物
底板

3R3001 南区
(00-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
G-3

(426) (127) 10 両面 に使用痕有 り。樺皮結合紐用孔 2ヶ 所残
存。 うち lヶ 所 に樺皮残存。

'骨

らか
樺皮結合
曲物 E型
式

板 目 V

容器
方形 曲物底
板

3R3001 南区
(00-1)

Loc F-1
5-Ⅲ
P-20

36 (93) 06
平面 形が 隅九方形 を呈 す る。穿孔 lヶ 所 残
存。樺皮結合紐 1ケ 所残存。片面 に刃物傷多
数有 り。

やや滑 らか
合
型

結
Ｅ

度
物

拝
曲
式

板 目 V

容器
方形曲物底
板

〕R3001 南区
(00-1)

Loc F-1
5-Ⅲ
F-20

477 70 06 表裏に使用痕多数有り。 やや粗ψ 結合方法
不明

板 目 V

容器
方形曲物底
板

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
P-18

(80) 06 表面 に使 用痕有 り。結 合 用 の小 孔 2ケ 所 弗
存。

やや粗し
樺度結合
曲物 E型
式

板 目 V

容 器
楕 円形 曲物
底板

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-19

(215) (62) 樺度結合紐 1ケ 所残存。 やや滑 らか
樺皮結合
由物 E型
式

柾 目 V

容 器
円形 曲物側
板

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-2

16 6 166 器高
5 5cI

樺度結合組 ユケ所残存。穿孔 1ケ 所残存。復
元径 =16 6cm。 板厚0 2cm。

滑 らカ
結合方法
不明曲物

板 目 V

323 容 器
円形 曲物蓋
板

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-1

16 9 (43)
中央部 に穴有 り。把手が付 いていた痕か。復
元径 =16 9cm。 滑 らカ

結合方法
不明曲物

柾 目 V

324 容 器
円形 曲物側
板

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-1

175 175 器高
5 6cr

樺皮結合紐 2ケ 所残存。下部 に穿孔 4ヶ 所舛
存。結合部の近 くに穿孔 lヶ 所残存。釘孔か。
結合部の内面 にけび き線。表面 に樹皮残存。

や や粗 し 釘結合曲
物F型式

柾 目 V

容 器
方形容器側
板

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-19

34 29 9 04 右端部に組み合わせのためのホゾ有り。器高
3 4cm。 滑らカ 結合方法

不明 山物
本尻目 V

容 器 槽 SR3001 南区
(00-1)

Loc F― ユ
δ一Ⅳ

G-lF-1
126 78 やや滑 らか 辺 材 ヒノキ V

容 器 栓 SR3001 南区
(00-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
G-2

35 25 22
円柱状 に加工 し、上下の縁辺 を面取 りしてし
る。中′亡ヽに穿〒Lが有 り、穿子し部 に径 7mm、
長 さ 3cmの棒が残存 している。

滑らカ 芯持 ち材 V

328 食事具 匙 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
5-Ⅲ
P-19

と25 15 03 襄部は楕円形で平坦。 イ骨らカ B型式 板 目 V

―- 9 =



載

号

掲

番 分類 名称
土
構

出
遺

調査区

出土地点

遅
Ｌ

濯
Ｗ

濯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型 式 本取 樹種
別

位

大

層

食事具 杓子 SR3001 南区
(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅲ
F-19

(286) 07 扁平 な板状で、裏面 に使用反有 り。 やや粗立 A型式 柾 目 V

文房具 算木 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
H-8

11 06 角柱状木製品の両端を方錐形に成形 してし
る。四面に4本の刻線が有る。

やや粗ヽ 辺 材 V

文房具 木札 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
P-19

21 07
上端部を鈍角の主頭状に成形。右辺上部に切
り欠き有り。

やや粗 し 肘札形 板 目 V

文房具 木札 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
P-19

(100) (1 7) 04 上部 に直径 3mmの 穿孔有 り。 滑らか 板 目 V

333 遊戯具 琴柱 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-4

20 06
上端部中央に琴糸を渡した溝有り。下端部の
中央を三角形に切り落とし足部分を作る。上
部から下部に向かつて厚くなる。

やや滑 らか A型式 灰目 V

遊成具 独 楽 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-20

33 上面の中央部 に穿孔有 り。深 さ約1 5cm。 粗 し 芯持 ち材
タブノ
キ

V

335 祭祀具 刀子形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
5-I
F-20

(167) 04
全面を削りにより成形。特に刃部に細かな削
り面が有る。

やや滑 らか A型式 板 目 V

336 祭祀具 刀子形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅲ
F-19

(120) 19 07 享手の板を成形し、断面菱形を呈する。 やや滑 らか 3型式 辺材 V

祭祀具 紡織具形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-4

(75) 10
上端に浅い切 り欠きを入れて成形。下部欠
損。

やや滑 らか 板 目 V

祭祀具 紡織具形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
G-1

(79) 07
上端に浅い切 り欠きを入れて成形。下部欠
損。

やや粗 い 辺材 V

祭祀具 紡織具形 SR300〕
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-2

(63)
337、 338と 類似しているが、断面形状はやや
扁平。

やや滑 らか 板 目 V

祭祀具 紡織具形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F― ]

δ一Ⅳ
H-3

11 10 上下端とも浅い切り欠きを施す。 滑らか 辺 材 V

祭祀具 紡織具形 3R3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-2

(164) 09 上端部は切り欠きにより成形。下部欠損。 やや滑 らか 柾 目 V

祭所E具 人形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―ll

P-20
(173) l l 11 芯持ち材に目 鼻 口を彫り込んで表現。上

端は斜めに切り落とす。
'骨

らか
円筒状人

形
芯持 ち材 V

祭祀具 人 形 SR3001 南区
(00-1)

しOc F-1
δ―Ⅲ
P-20

(296) 16 と4 目 口を彫 り込 んで表現。 やや滑 らか
円筒状人
形

芯持ち材 V

祭祀具 人形 S肥001
南区

(00-1)

Loc F-1
心―Ⅳ

Q-2
(151) l.1 10 角柱状木製品の一面に目 鼻 口を浅く彫り

込んで表現。上端は方錐形に成形。
滑らか 円筒状人

形
板 目 V

祭TE具 人形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―ll

P-19
(133) 13 目 鼻  口を彫 りこんで表現。 滑らか 円筒状人

形
芯持 ち材 V

祭祀具 人形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―I
P-20

(128) 09 10
上端部は斜めに切り落とす。目 鼻・口 頬
を浅く彫り込んで表現。

i骨 らか
円筒状人
形

芯持 ち材 V

祭祀具 人形 SR3001 南区
(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅲ
P-20

(11 5) 17 節を利用。目 鼻 口 頬を彫 り込んで表
現。

滑らカ 円筒状人
形

志持 ち材
ウツギ

属
V

祭 lB具 人形 SR3001 離
００・‐

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-5

(586) 41

上端部 は方錐状 に成形。下端部 は杭状 に尖 ら

せる。 日はやや深 く、日 頬は浅 く彫 り込 ん

で表現。顕部 は 4ケ 所 の浅 い彫 り込 みで表

現。樹皮残存。

やや滑 らか
円筒状人

形
芯持 ち材 V

祭祀具 入形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-5

15

目が4ヶ所。国ともに深い彫り込みで表現。
上端部は8分 目まで斜めに肖」った後、先端を
立ち上げて頭部を表現。下端部は斜めに切 り
落とし杭状に成形。

滑らカ 円筒状人
形

芯持 ち材 V

祭祀具 人形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-2

(46 0)
目 口を浅い彫り込みで表現。 2重 に削った
もの。下端部は抗状に成形。

滑らか
円筒状 人

形
芯持ち材 V

祭祀具 人形 SR300ユ
南区

(00-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
G-2

(423) (27) (22)
国
損

顎を深い彫り込みで表現。上下両端は欠
滑らか 円筒状人

形
芯持 ち材 V

祭祀具 人形 SR300〕
南区

(00-1)

LOc F― ]

δ―Ⅳ
F-1

(229)
(198)

21 目 口 顎 を彫 り込みで表現。 やや粗 し 円筒状人

形
芯持ち材 V

祭祀具 人形 SR3001
南区

(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
G-2

32 2 17
日 口 顎を浅い彫り込みで表現。上端部は
裏側へ切り落として尖らせる。下端部は杭状
に尖らせて成形。

滑らか 円筒状人
形

志持ち材 V

祭祀具 人形 3R3001
南区

(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
G-4

(274) 24
目 口・顎を,完 い彫り込みで表現。上瑞部は
左右からの削 りで山形に成形。下端部は杭
状。

やや粗ヽ 円筒状人
形

芯持 ち材 V

祭祀具 人形 SR3001 南区
(00-1)

しOc F-1
δ―Ⅳ
G-1

(250)
目 口を深い彫り込みで表現。上端都は左右
からの削りで山形に成形。全面に樹皮有り。

やや粗 し 円筒状人
形

芯持 ち材 V

―- 10 -



載

号

掲

番 分類 名称
土

構

出

遺
調査区

出土地点

濯
Ｌ

涯
Ｗ

法量
H

特 徴 表面の状態 型式 木 取 樹種
別
位

大
層

祭祀具 人形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F― 〕
δ―Ⅳ
G-2

(292) 15 15 目 鼻 口 頬を浅い彫り込みで表現。下端
は斜めに切り落として抗状に成形。

やや滑 らか
円筒状人
形

志持 ち材 V

祭祀具 人形 3R3001
南区

(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ

F G-1
(47 6) 22 22

目 口を彫り込んで表現。上端は3方向から
斜めに削つて山形に尖らせ、下端は前面から
斜めに削り杭状に成形。樹皮残存。

滑らか 円筒状人

形
芯持 ち材 V

祭祀具 人形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
H-8

(44 1) (22) (20)
目 鼻 口を切り込みによって表現。上下両
端部を裏側から斜めに切り落として成形。

粗 し
円筒状人

形
志持 ち材 V

祭祀呉 人形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-2

(438) 30
目 鼻 口を浅い彫り込みで表現。下端部は
杭状に尖らせる。欠損部分が多 く、状態不
良。一部樹皮残存。

滑らか 円筒状人
形

芯持 ち材 V

祭祀具 人形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-1

(304) l l 11 鼻 口を彫り込みで表現。上下両端欠損。 滑らか 円筒状人
形

芯持 ち材 V

祭祀具 人形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
5-Ⅲ
G-20

(200) 23
目
縦

鼻を浅く彫 り込んで表現。特に左目は、
3重に表現される。上下両端は欠損。

l■し 円筒状人

形
芯持ち材 V

362 祭祀具 人 形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-19

(144) 17 17
目 鼻 口を彫り込みで表現。上端部を斜め
に切り落として、頭部を成形。

やや滑 らか
円筒状人

形
芯持ち材 V

363 祭祀具 人形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
F-1

(135) 16 15 目 口 顎を浅い彫り込みで表現。頭部は3

方向から削り落とす。
やや粗 ヤ 円筒状人

形
芯持 ち材 V

364 祭祀具 人形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-2

(100) 13 13
目を上下 2段の彫り込みによって表現したも
のか。頭部に斜め上からの刃物傷有り。本の
中′亡ヽ部が抜ける。上下両端欠損。

滑らか 円筒状人

形
′亡、持 ち羽 V

365 祭所E具 人 形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G一 ユ

(58) 17 14
口

ｏ
損

目
欠

頬を,莞 い彫り込みで表現。上下両端
i骨 らか

円筒状人

形
芯持ち材 V

祭祀具 人形 SR3001 南区
(00-1) (71) 2]

三面に顔を表現したものか。浅い彫り込みに
よつて目 鼻 口を表現。

やや滑 ら力
円筒状人

形
芯持 ち材 V

祭祀具 人形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-19

(■ 9) 10
目 口 顎を浅い彫り込みによって表現。上
部の一端を斜めに切り落とし、頭部を成形。
下部欠損。

やや滑 らか
円筒状人

形
忍持 ち材

ウツギ
属

V

368 祭祀具 人形 SR3001 南区
(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅲ
F-20

(313) 37
目 鼻 口を浅い彫り込みで表現。上端部は
裏側からの削りで成形。大部分が樹皮に覆わ
れている。下端部は杭状。

粗 い
円筒状人

形
芯持ち羽 V

祭祀具 人形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
F-1

18 16
ロ ロを浅く彫り込んで表現。下端部は杭状
に尖るように成形。上端は3回切り落とし、
段を作って頭部を成形。一部樹皮残存。

やや滑 らか
円筒状人
形

芯持ち材 V

祭祀具 人形 SR300]
南区

(00-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
G-3

36 5 18 15
目 口をi完 い彫り込みで表現。下端は斜めに
削つて杭状に成形している。一部に樹皮有
り。

,骨 らか 円筒状人
形

志持 ち材 V

祭祀具 人形 SR300]
南区

(00-1)

Loc F― 〕
δ―Ⅲ
H-19

(337) 18 19
目 鼻 口を彫り込みによって表現。下端は
杭状に削り成形。心持ち材中心は空洞化して
いる。

滑らか 円筒状人
形

芯持 ち材 V

372 祭祀具 人形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-1

(321) 22C
線状の刻み によつて 目 昇  口を表現。顎は

大 きく深い彫 り込み による。上端部は前面ヘ

斜めに切 り落 として成形。

i骨 らか
円筒状人

形
志持 ち材 V

祭祀具 人形 SR3001
南区

(00-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
G-1

(143) 15 16
目 口 顎を浅い彫り込みによって表現。上
端部は削り成形、下部欠損。

やや粗い 円筒状人
形

芯持 ち材 V

祭祀具 人形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
F-20

(140) 10 11 目 鼻 口を彫り込みによって表現。 ,骨 らか 円筒状人
形

芯持 ち材 V

375 祭祀具 人形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
M-18

(83) と4 14 目 口を浅い彫り込みで表現。細い芯持ち材
の一端を切り落として頭部を成形。

渭らか 円筒状人
形

芯持 ち材 V

376 祭祀具 人形 SR3001 南区
(00-1)

(68) (13) 15 目 口 顎を浅い彫り込みによって表現。 ,骨 らか 円筒状 人

形
芯持ち材 V

377 祭TB具 人形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
O-20

(70) 10 目 鼻 口を浅い彫り込みによって表現。上
端部を前面に向かって斜めに切り落とす。

滑らか 円筒状人

形
芯持 ち材 V

378 祭祀具 人形 SR3001 南区
(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅲ
O-20

65 1〕 11 目 口を浅い彫 り込みで表現。 阻し
円筒状人
形

芯持 ち材 V

祭祀具 人形 SR3001 離
００・‐

Loc F-1
δ―Ⅲ
P-20

81

上端部を前後斜めに切り落とし、下端郡は周
囲から鋭く杭状に削る。全体を細かい削りに
より成形。上部は下部よりや守細い。目 口
を小さな彫り込みで表現。

滑 らか 立体人形 辺 材 V

祭祀具 人形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
G-1

(161) 25
板の上部に両側から切り込みをいれ、頭部を
成形。墨で顔を表現。手 足は下からの切り
込みによつて成形。

やや渭 らか
正面全身
人形

板 目 V

祭祀具 人形
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-1

176 (26) 03 〕80と 酷似。ほIF同 じ特徴を持つ。 滑らか
正面全身
人形

板 目 V

- 11 -―



載

号

掲

番 分類 名称
土
構

出
遣

調査区

出土地点
法量
L

濯
Ｗ

法量
H

特 徴 表面の状態 型 式 木取 樹種
別

位

大

層

382 祭祀具 人 形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
Q-20

18

上端部は頸部 を彫 り込み、頭部 を立体的に成
形。 目 算  国 首 を彫 り込んで表現。下端
部にも同様 に頭部 を成形す るが、顔の表現 は
無い。

骨らか 立体人形 辺 材 V

383 祭祀具 舟 形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-19

(22 4) 45 船首 に上面か らの削 り有 り。 Ff― 形部の削 り出
しが浅い。屋形船形。平底。

やや滑 らか A2類 芯持 ち材 V

祭層E具 舟形 SR3001 離
００・．

Loc F-1
5-Ⅲ
G-20

21
をみ込

ｏ

り
底

判
平

庁に

。

所
形

ケ
船

２
形屋ヽ

で
　
ｏ

態
形

状
成

た
を

し
部

存
形

残
屋

が
　
ヽ

皮
れ

樹
入 粗ラ A2類 芯持 ち材 V

祭祀具 舟 形 SR3001 駆
００・‐

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-2

(187) 35 31
2ヶ 所 にな」り込み を入れ、屋形部 を成形。屋
形船形。平底。村皮残存。

滑らか A2類 芯持 ち材 V

祭祀具 舟形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
I-19

(201) 35 26 船体上部 を逆台形状 に削 る。屋形部は無 く
九木舟形 に近い形状 を呈する。平底。

やや滑 らか A2類 芯持 ち材 V

祭祀具 舟 形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-2

(166) 39 34 芯持 ちの材 の全面 を削 り船首、船尾 と屋形部
を削 り出す。屋形船形。平底。

やや 滑 らか A2類 芯持 ち材 V

祭祀具 舟形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

160 46 4 1
志持 ち材 に 2ケ 所のを」り込み を入れて屋形部
を成形。屋形船形。平底。樹皮残存。船首、
船尾 を両側か ら削 つて尖 らせ る。 '骨

らか A2類 志持 ち材 V

祭祀具 舟 形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
G-2

4) 27 志持 ち材 に 2ケ 所の制 り込み を入れて屋形部
を成形。屋形 1合形。九底。

やや粗 い A2類 志持 ち材 V

390 祭TE具 舟形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-3

(125) 25 芯持 ち材の一端 を斜め に削る。 i支 い削 り出 し
によ り胎体 を表現。九底。

やや滑 らか A2類 芯持 ち材 V

祭祀具 舟形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
H-4

(107) 21 19 上面に樹皮が残存す る芯持 ち材 に今」り込み を
入れる。朔合尾欠損。屋形船形。九底。

や や粗 立 A2類 芯持 ち材 V

祭祀具 舟形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-1

(17.3) 37 37 1合首、船尾 の両端か らの削 り出 しによつて屋
形部 を成形。屋形船形。平底。

やや粗 ラ A2類 辺 材 V

祭祀具 舟形 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-3

船体上部の中央 を今」り込 むことで、屋形部の
ない 4Bk体 を表現す る。屋形船形。平底。

,骨 らか A2類 志持 ち材 V

祭祀具 舟形 SR3001
南区

(00-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
G-4

(162)
芯持 ち材 に 2ケ 所の割 り込み を入れて屋形部
を成形。屋形船形。平底。部分的 に樹度残存。

やや滑 らか A2類 志持 ち材 V

祭祀具 舟形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-20

35 32 船首、船尾 の両端か ら浅 く削 りだ して屋形言「

を成形。 F‐―形船形。平底。392に類似す る。
やや滑 らか A2類 芯持 ち材 V

祭祀具 舟 形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-5

(177) 36 27 船首、船尾 の両端か ら,実 く削 りだ して屋形言|

を成形。屋形船形。平底。3921こ類似する。
滑らか A2類 芯持 ち材 V

祭祀具 舟 形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
H-2

158 2ケ 所 の浅い今Jり 込みによって屋形部 を粗 く
成形。屋形船形。平底。

や や滑 らか A2類 芯持 ち材 V

398 祭祀 具 舟形 SR3001 南区

(00-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
G-3

(170) 40 37
芯持 ち材 に 2ケ 所 のな」り込みを入れて屋形部
を成形。摩減、欠損が激 しい。屋形船形。平
底。

や や粗 ヽ A2類 芯持 ち材 V

399 祭祀具 舟 形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-20

(149) 34 船首 に 1ケ 所、浅い今Jり 込み有 り。船尾部 は
欠損。屋形船形か。平底。

やや粗 し A2類 芯持 ち材

ヨナラ
属
アカガ
シ亜属

V

400 祭祀 具 舟 形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-3

1) 27
両端 を欠損。 2ヶ 所の浅い到 り込みによって
E形部 を成形。屋形 1合形。九底。全 lthに つぶ
れて変形。

やや粗 し A2類 芯持 ち材 V

祭祀 具 舟 形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-1

(157) 37
芯持 ち材 に 2ケ 所のな」り込み を入れて屋形都
を成形。両端は側面か らの削 りにより細 く成
形。屋形船形。平底。3881こ類似す る。

やや滑 らか A2類 芯持 ち材 V

祭祀具 舟 形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ― lll

G-20
(195) 31 芯持 ち材の 2ヶ 所 に丁寧 なな」り込み を入れて

屋形部 を成形。屋形船形。平底。
やや滑 らか A2類 芯持 ち材 V

403 祭祀具 舟形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
G-1

164 4〕
船首、船尾の両端か らの削 りだ しによって屋
形部 を成形。屋形船形。平底。屋形部 に樹皮
残存。392に類似す る。

i骨 らか A2類 芯持 ち材 V

404 祭祀具 舟形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ一Ⅲ
G-20

(162)
の
形

材
成

ち

を

持

部

ｏ

芯
形
損

ケ所 に浅い割 り込み を入れて屋
屋形船形。九底。船尾 は一部欠 やや粗 し A2類 芯持 ち材 V

祭祀具 舟形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-1

(131) 3] 志持 ち材の 2ケ 所 に浅い今」り込み を入れて屋
形部 を成形。屋形船形。九底。樹皮残存。

やや粗 ▼ A2類 芯持 ち材 V

406 祭祀具 舟 形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-3

5)
未製形の芯持 ち材 に剣 り込みを入れて粗 く屋
形部 を成形。船尾部分欠損。屋形船形。九底。

滑らか A2類 芯持 ち材 V

祭祀具 舟 形 SR3001 南 区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
P-20

164 19 船体の上部 中央 を薄 く削 り、船首 と船尾 を残
して成形。九木舟形か。平底。

やや粗ヽ Al類 辺 材

祭祀具 斎 串 SR3001 南 区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
F-20

(200) 板材の両端 をそれぞれ 1側面か ら削 り、台形
状 に成形。

やや粗ヽ AI型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
F-20

3) 24
板材の両端 をそれぞれ 1側面か ら鋭 く斜めに
切 り落 とし成形。切 り込み :左側 に下か ら 1

回。
やや滑 らか AI型式 板 目 V

-12-



載
号

掲
番

分類 名称
出土

遺構
調査区

出土地点

潅
Ｌ

漣
Ｗ

漣
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木 取 樹種
大別
層位

祭 TE具 斎 串
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
F-19

93 20 0 1
両面 に墨痕有 り。上下端 ともに 1方向か らの

削 りによつて台形状 に成形。
やや滑 らか AI型 式 阪 目 V

祭 TE具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F― ユ
δ―皿
F-20

(110) 19 01 両面 に墨痕有 り。上下端 ともに 1方 向か らの

削 りによつて台形状 に成形。410に類似。
差[し AI型 式 テ阪 目 V

412 祭 TE具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

(285) 03 切り込み :右側上部に上から2回 。左右非対
称。左側は三角形の大きな切り込み有り。

イ骨らか AШ 型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
F-20

20 2 06
上下端 とも 1方 向か らの削 りによって台形状
に成形。切 り込み :左側上部 に下か ら 1回。

やや,骨 らか AⅢ 型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ一Ⅲ
F-20

19 4 05
上下端 とも 1方向か らの削 りによつて台形状
に成形。切 り込み :左狽1に 下か ら 1回。

滑らか AⅢ 型式 板 目 V

祭TE具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

一
Ⅲ

２０

Ｆ

一　
一

ｏｃ

δ

Ｆ
(192)

上下端 とも 1方 向か らの削 りによって台形状
に成形。切 り込み :左側上部 に下か ら 1回。
上端部 に削 り面。

やや滑 らか AⅢ 型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-4

(183) 16 02 切 り込み :左側上部 に上か ら 1回 、右側上部
に上か ら 2回 。

粗し AⅢ 型式 柾 日 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
F-20

(122) 17 03 切り込み :左右両側上部に上から各 1回。 滑らか AⅢ 型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
F-20

19 9 4ユ 05
4片 接 合。上下両端 とも両側 か らの削 りに
よって尖 らせている。

やや粗 し BI型 式 柾 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―]
F-20

73 02
上下両端 とも両側か らの削 りによって尖 らせ
ている。 中央部 に孔有 り。

やや粗 し BI型 式 オ夏目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
5-Ⅲ
O-20

70 l ] 04 圭頭状 を呈する。下部 は下端 に向かって幅が

狭 く、先端 は尖 っている。
i骨 らか BI型 式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ― 皿

O-20
(93) 14 03 圭頭状を呈する。 滑 らか I型式 板 目 V

祭TE具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ― ll

F-20
(126) 03 下端部は削 りによ り尖 る。上部欠損 のため、

切 り込みの型式 は不明。
やや滑 らか E型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-2

(179) (21) (05)
中央部が細 く成形 されて い る。下端 部 は尖
る。切 り込み不明。

やや粗 ψ ∋型式 板 目 V

祭祀呉 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
5-lll
C-20

140 08 厚みがあ り、断面 5角 形 を呈す。下端部 は尖
る。

やや粗し 〕型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-20

(129) 03 下端部 は 1方 向か らの削 りに よつて尖 らせ
る。

やや粗 ヤ 〕型式 本尻目 V

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ一Ⅲ
G-20

1) 2 1 1]
lF面 は四角形 で、主 頭状 を呈 す る。下部 欠

損。表面 に大 きく削 った痕有 り。粗い削 り。
や や滑 らか I型式 板 目 V

427 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ一Ⅱ
F-19

03 圭頭状 を呈 し、下端 は鋭 く尖 らせ る。切 り込
み無 し。

粗 い I型式 オ夏目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-19

(237) 04
上端は大部分が1方向からの削りによつて尖
らせる。切り込み無し。

や や滑 らか I型式 オ冗目 V

祭TB具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―皿
G-19

(164)
(17)

切 り込み無 し。 粗 ψヽ I型式 オ夏目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
G-3

(115) 切 り込み無 し。 やや粗ψ I型式 柾 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―皿
P-20

22 03 切り込み :左右両側上部に上から各2回 。 やや粗し 3Ш 型式 板 目 V

432 祭祀具 斎 串
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ш
G-20

1 1 02 切 り込み :左 右両側上部 に上か ら各 1回。 滑らか aI型式 辺材 V

438 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
G-3

(173) 15 切 り込 み :右側 上部 に上 か ら 1回。 米ユψ 31型 式 正 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F― ]

δ―Ⅲ
N-18

(200) 切 り込み :左右両側 に上か ら各 2回 。 やや滑 らか 3Ⅲ 型式 板 目 V

435 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
F-1

277 14
切 り込み :左側上部 に上か ら 1回、右側上部
に上か ら 2回 。

や や滑 らか εⅢ型式 に 目 V

祭祀 具 斎 串 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

(261) 23 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 や や滑 らか εⅢ型式 板 目 V

437 祭祀 具 斎 串 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

257 18
表面 やや九 みが有 る。 切 り込 み :左狽1上 部 に

上 か ら 1回 (2回 にみ え るが 、年輪 で表 面剥
離 )、 右側 上 部 に上 か ら 1回。

粗 � εⅢ型式 板 目 V

祭祀 具 斎 串 SR3001
南区

(00-1)

とoc F-1
δ―Ⅲ
G-20

21 7 11 02 切 り込み :左側上部 に上か ら 3回 、右側上部
に上か ら 1回。

滑らか 3Ⅲ 型式 板 目 V

439 祭祀具 斎 串
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

277 15 05
切 り込み :左側 上部 に上か ら 1回 、右側上部
に上か ら 1回。

滑らか CⅢ 型式 板 目 V

―- 13 -―



載

号

掲

番 分類 名称
土

構

出

遺
調査区

出土地点

逓
Ｌ

涯
Ｗ

法量

H 特 徴 表面の状態 型式 木 取 樹種
別

位

大

層

祭祀具 斎 串 3R3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-1

13 切 り込み :左側上部 に上か ら 2回 、右側上言
「

に上か ら 1回 。
粗 し DⅢ 型式 板 目 V

祭祀呉 斎串 3R300〕
南区

(00-1)

LocF-1
δ―Ⅳ
G-3

(307) 22
3片接 合。切 り込 み :左側 上 部 に下 か ら 5

回、右側上部 に下か ら 1回 。以下欠損のため

不明。
粗 ヽ εⅢ型式 柾 目 V

祭祀具 斎 串 )R3001
南区

(00-1)

Loc F― ]

δ―Ⅲ
G-19

(194) 21 01 切り込み :左側上部に上から1回、右側上言「

に上から2回 。
やや粗ψ 3Ⅲ 型式 板 目 V

祭祀具 斎串 3R3001
南区

(00-1)

Loc F― ]

δ―Ⅲ

G-20
165 17

切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。上

端 と下端の厚 みが異 なる。粗 く削 つた簡単 な
つ くり。

や や滑 らか 3Ⅲ 型式 l「A目 V

祭TB具 斎串 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

165 19 03 切 り込み :左側上部 に上か ら 3回 、右側上部
に上か ら 2回。

や や滑 らか D皿 型式 柾 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001
南 区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-20

160 02 切 り込み :左右両狽J上 部 に上か ら各 1回。右

側面部 は欠損。
や や粗 ▼ Ⅲ型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
G-4

148 16 02 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 滑らか Ⅲ型 式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
F-1

(127) 15 (03) 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 米ユウ Ⅱ型式 柾 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

しoc F-1
δ―Ⅱ
G-20

(155) 24 03 上端は圭頭状、下端 はやや細 く尖 らせ る。 やや滑 らか Cm型 式 IFx目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

(161) (19) (04) 切 り込 み

に上 か ら

左 側 _ヒ言る1こ 上 か ら 3回 、 Йζ狽J上 音Б

回。
やや粗 し C皿 型式 板 目 V

条祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

(153) 19 切 り込み :左側上部 に上か ら 2回 。右側 L郡
に上か ら 1回。

滑らか CⅢ 型式 本反目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
F-1

(161) 19 切り込み :左右両側上部に上から各1回。 滑らか CⅢ 型式 板 目 V

452 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
5-Ⅲ
G-20

(153) 04
lflく 削 って成形 しているため、形状不整。切
り込み :右側上部 に上か ら 1回。上下両端、

左側上部 に欠損有 り。
滑らか CI型 式 板 目 V

453 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
F-20

(149) 18 03 切 り込み :左側上部 に上か ら3回。右側上部
に上か ら 2回 。縦方向の裂け 目有 り。

やや粗 し CШ 型式 板 目 V

454 祭ЛE具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

7) 15 03
切 り込み :左側上部 に上か ら 2回 。右側上部
に上か ら 5回 。

やや滑 らか CⅢ型式 板 目 V

455 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

(140) 02 切 り込み :左倒上部 に上か ら 1回。右側上部
に上か ら2回。

やや粗ヽ ,Ⅲ 型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
F-1

(134) 03 切り込み :左側上部に上から1回。右側面欠
損により不明。

やや粗 し ,Ⅲ /1f l式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区

(00-1)

Loc F-1
δ―肛
G-20

155 03 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 やや滑 らカ ,Ⅲ 型式 lFA目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

(125) 02 切 り込み :左側 に下か ら19回 、右狽1に 下か ら
13回 。

やや,骨 らか 3Ⅲ 型式 柾 目 V

祭 TE具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-19

(126) 14 02 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 やや滑 らか 3皿 型式 柾 目 V

460 祭 TE具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―皿
G-20

(115) 17 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 やや滑 らか ,Ⅲ 型式 板 目 V

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F― 〕
δ―Ⅳ
F-3

(105) 19 15
切 り込 み :左側 上 部 に上 か ら 2回 、右 狽1上部

に上 か ら 3回。
やや i骨 らか 31型式 柾 目 V

462 祭祀 具 斎 串
南区

(00-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅲ

G-19
(83) 2 1

切 り込み :左狽1上 部 に上か ら3回、右側上部
に上か ら4回。

やや粗� DⅢ 型式 灰 目 V

463 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F一 ユ
δ―孤
G-20

(87) 1 1
切 り込み :左側上部 に_Lか ら 1回 、右側上部
に上か ら 2回 。

粗 ψ DⅢ 型式 柾 目 V

464 祭祀具 斎 串 SR300]
南区

(00-1)

Loc F一 ]

δ―Ⅲ

G-20
(93) 2 1 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 米ヒヤ ε皿型式 板 日 V

祭祀 具 斎 串 SR300]
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

(75) 16 切り込み :左側上部に下から9回以上。右側
上部に下から11回 以上。

やや粗ψ εⅢ型式 柾 目 V

祭 TE具 斎 串 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-2

(63) 12 01 切 り込み :左右両側上部 に上か ら 5回 以上。 粗 � CⅢ 型式 柾 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
6-Ⅲ
F-20

(105) 19 切 り込み :左側上部 に上か ら 6同 、右側上部
に上か ら 7回 。

やや粗彰 CⅣ型式 板 目 V

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
F-19

(2 9) 04 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各10回 。下
か ら各 7回 。

やや粗い CV型 式 板 目 V

祭 TE具 斎 申 SR3001 南区

(00-1)

Loc F-1
5-lll
G-19

tJ」 り込み :左 右両側上部 に上か ら各 9回 、下
か ら各 7回 。

やや滑 らか CV型 式 オ夏目 V

-14-



掲載

番号
分類 名称

土
構

出
遺

調査区

出土地点
法量
L

遅
ｗ

法量
H 特 徴 表面の状態 型 式 木取 樹種

冒
～

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F一 ユ
δ一Ⅲ
F-19

(44 5) (27) (04)
切 り込み :左右両側 上部 に上か ら各11回 、下
か ら各 6回 。

ややi骨 らか 3V型式 オ正目 V

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-19

43 2 04 切り込み :左狽1上部に上から10回 、下から8
回、右側上部に上から8回、下から9回 。

粗 い ,V型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
G-4

01
み

回

回

込

７

８

切

か

か

左側上部 に下か ら10回 、下部 に上

右側上部 に下か ら10回 、下部 に上 やや粗ヽ ,V型式 柾 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F一 ユ
δ一Ⅳ
G-4

03
切り込み :左狽】上段に下から3回、中段に下
から3回、下段に上から8回  右側上段～中
段に下から11回 、下段に上から7回 。

やや滑 らカ ,V型式 柾 目 V

黍祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
F-20

32 0 04

切り込み :左側上部の上段に上から5回 、中
段に下から7回 、下段に上から5回 。右側上
部の上段に上から5回 、中段に下から6回 、
下段に上から6回 。

やや滑 らか ,V型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-19

切 り込み :左側 上部 に上か ら 1回 、下か ら 1

回。右側上部 に上か ら 2回 、下か ら 1回。す
べて欠損 している。

滑らか aV型式 】工目 V

476 袋TE具 斎 串
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-1

(130)
(217)

03
切 り込み :左側上部の上段 に上か ら 2回 で 5

ケ所、中段 に 1回 1ケ 所。 下段 に下 か ら 6

回。右側上部 に上か ら 1回。下か ら2回。

やや滑らカ 3V型式 オ正目 V

477 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F― ユ
δ一Ⅳ
F-1

(270) 04
切 り込み :左側上部の上段 に下か ら3回、中

段 に下か ら 2回 、下段 に上か ら12回 、右倒上

部の上段 に 下か ら11回 、下段 に上か ら16回 。

や や粗 � 3V型式 柾 日 V

478 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

(300) (25) (05)
切り込み :左側上部に上から14回 、下から4

回。右側上部に上から14回 、下から5回 。
粗 い DV型式 板 目 V

479 黍祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

LOc F― ]

δ―Ⅳ
G-1

(143)
(120)

17
切り込み :左側中央部に上から5回 、下から
4回。右側上部に上から2回 、中央部に上か
ら3回 。

粗 い 3V型式 オ反目 V

480 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
H-6

212
切 り込み :左狽1上 部 に上か ら 1回 6ケ 所 、 2

回が 1ケ 所。下部 に下か ら 1回。右側上部 に

上か ら 1回 5ケ 所、 2回 1ケ 所。

やや i骨 らか
CV+型
式

板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-19

(17 1) 17
切り込み :左側上部に上から10回 、下から6

回。右側上部に上から10回 、下から5回。
粗 ヽ 3V型 式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR300]
南区

(00-1)

LOc F― ]

δ―Ⅲ
F-20

(162) 27 03 切 り込 み :左側上部 に上か ら 8回 、下か ら7

回。右側上部に上か ら 7回 、下か ら 7回 。
やや粗� 3V型 式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(00-1)

Loc F― ]

δ一Ⅳ
F-1

(138) 29 切り込み :左側上部に上から12回 、下から12

回。右側上部に上から14回 、下から11回。
やや滑 らか 3V型 式 灰目 V

484 祭祀具 斎串 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
H-3

(78) 19
切り込み :左側上部に上から13回 、右側上部
の上段に下から10回。下段に下から6回 。

オ&し 3V型 式 阪目 V

祭祀具 斎串 SR3001
南区

(00-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
F-1

(127) 20 03
切 り込み :左側上部 に上か ら 9回 、下か ら14

回。右側上部 に上か ら 6回、下か ら10回 。
やや粗し 3V型 式 lI目 V

祭祀具 斎 串 SR300]
南区

(00-1)

LOc F-1
δ―皿

F-20
(147) (1 4) (03)

切り込み :左側上部に上から8回 。右側上部
に下から9回。

やや滑 らか εV型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
G-3

180 20
やや厚手の板の上端を圭頭状に削り、上部両
側に三角形の狭りを入れる。下端は両倒から
尖らせる。木簡の033形式に類似。

滑らか εⅥ型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
5-ll
P-20

(178)
上端を圭頭状に削り、上部両側に三角形の狭
りを入れる。下端は両側から尖らせる。

粗 立 εⅥ型式 圧日 V

祭祀具 斎串 SR3001 南区
(00-1)

しoc F-1
δ―Ⅱ
P-20

55 6 17
切 り込み :左右両側上部に上から各4回、下
から各4回 。

,骨 らか CV型式 板 目 V

祭祀具 斎串 SR3001
南区

(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅲ
P-20

(365) 18 切 り込み :左側中央部に下から3回。右側上
部に上から5回 、中央部に下から8回 。

粗 し CV型式 板 目 V

祭祀具 斎串 SR3001 南区
(00-1)

しoc F-1
δ―Ⅲ
O-20

33 8 21
切 り込み :左狽1上 部の上段 に上か ら 2回 、中

段 に下か ら 7回 、下段 に上か ら 1回 。右狽」上

部 に下か ら 6回 。

光Lψ CV型式 オ王目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-4

(345) 09 07 上部欠損。下端を鋭く尖らせる。刺串か。 やや滑 らか DI型 弐 板 目 V

493 祭TE具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

19 表表共 に全面削 り。上端 は主頭状 を呈 し、下

端 は徐 々に細 く削 らせ る。
滑 らか DI型 ゴ オ反目 V

494 祭RL具 斎 申 SR3001 南区
(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅲ
F-20

1) 10
切 り込み :右4J上部に下から4回深く入る。
下端は鈍利に尖つている。断面正方形。刺串
か。

やや滑 らか D型式 辺 材 V

祭祀具 斎串 SR3001
南区

(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
P-1

(156) 27 切り込み :左側上部に上から2回 、右側上部
に上から1回。上部欠損。

やや滑らか DI型 ユ オ反目 V

祭祀具 斎串 SR3001
南区

(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
F-1

29 6 19
切り込み :右側 L部に上から2回 。上端は斜
めに削る。

やや i骨 らか DⅢ型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 離
００・‐

Loc F-1
δ一Ⅳ
F-1

(135) 09
切り込み :右狽1に下から2ケ 所。先端部は鋭
利に尖っている。断面正方形。刺串か。

滑らか D皿 型式 辺材 V

-15-



載

号

掲

番 分類 名称
土
構

出
遺

調査区

出土地点

濯
Ｌ

濯
Ｗ

涯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木 取 樹種
別

位

十
へ
雷
自

祭祀具 斎串 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-1

214 上下端部の左右に三角形の狭り有り。下端が
やや細く成形。木簡の031形式に類似。

滑 らか DⅥ型式 布反目 V

雑 具 自在 SR3001
南区

(lXl-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

(135) 51 自在鉤の上部 に使 われていた部材。板の両端
に貫通す る孔 をあけている。

やや滑 らか 板 目

ラ
カ
亜

ナ

ア
シ

ョ
属

ガ
属

V

都材 坂材 引R3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ

G-2
(74) 曲物の一部 を切 り折 りした もの。転用 して木

簡 などに使用 した残 りの板材か。
やや滑 らか 板 目 V

部材 部材 3R300ユ
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
M-18

77
辺材の使用。上部力淋田くなるように成形され
ている。

やや滑 らか 板 目 V

502 部材 部材 SR300] 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-4

上部 はキノコの傘 の ように張 り出 し、その下
は細 く削 っている。下面 に貫通 しない穴が有
る。ホゾ穴か。

やや滑 らか 柾 目 V

503 部材 部材 3R300」
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-20

37 1.7
円柱状の木 の上下両端 を中心 に向か って削 つ
て尖 らせ る。下面 の 中央 部 に深 さ3 3cmの
穴があいているが、貫通 していない。

やや滑 らか 芯持 ち材 V

504 部材 部 材 SR3001
南区

(00-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
G-4

l.5
503に 類似 してい るが、中心 に径0 3cmの 穴
が有 る。

やや滑 らか 芯持 ち材 V

505 部材 部 材 3R300ユ
南区

(00-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
G-3

23 棒状木製品の下端部 を削 り六角形 に成形。 中
央部 に穿孔有 り。

滑らか 芯持 ち材 V

506 部材 部 材 3R300ユ
南区

(00-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅲ
F-20

61 7
上端部は抗状に尖らせる。上部には削りによ
る断面台形状の狭りと浅い削り痕有り。下都
1よ 削り落とし。

滑らか 志持 ち材 V

507 部材 棒状木製品 SR3001 南区
(00-1:

20 0 07 07 断面は不整人角形。上下端を斜めに削り落と
す。刺串か。

やや粗 セ 辺材 V

508 部材 部材 SR3001 南区
(00-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
G-5

(137) 17 則面 に断面正方形の木釘 1ケ 所残存。 やや粗▼ 柾 目 V

509 部材 言Б材 3R3001 南区
(lXl-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-2

165 全体的に摩減 している。 やや粗し 柾 目 V

用途不明 不 明 】R3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-1

本の葉形 に成形。穿孔 6ケ 所有 り。裏面 は粗
く仕上げる。

滑 らか 本尻目 V

都材 不 明 】R311111 南区
(00-1)

Loc F-1
δ一Ⅲ
P-19

(136)
両端部 に穿孔 2ヶ 所有 り。全体 を削 りによっ
て楕円形 に成形。

やや滑 らか 辺材 V

512 部材 不 明 】R3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
H-2

(50) 07 下端部 を尖 らせ る。 i骨 らか 辺材 V

部材 不 明 SR311kll
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-20

(54) (70)
木釘が 4枚の板 にささった状態で残存。板 は

柾 日、木釘 は辺材 である。
やや滑 らか 柾 目 V

部材 部材 〕R3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-20

(180) 19 上部 に穿孔 3ヶ 所有 り。 やや粗 し 柾 目 V

部材 音Бわす SR3001
南区

(00-1)

一
Ⅳ

５

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ

Ｈ
(22 2) 表面 中央部 に到 り込み有 り。 滑 らか オ尻目 V

杭 杭 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

(295) 12 下端部 を尖 らせ る。断面は長方形。 やや滑 らか 辺 材 V

杭 杭 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

(214) 1.1
角柱状で下端 は四方か らの削 りによ り尖 らせ
る。断面 は長方形。

滑 らか 辺材 V

杭 杭 SR3001 離
００・．

一
Ⅳ

ｌ

Ｆ

一　
一

Ｏｃ
δ

Ｆ
(214) 15 角柱状で下端は両側面か らの削 りによ り鋭利

に尖 らせ る。
やや滑 らか 辺 材 V

杭 杭 SR3001 南区
(00-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
F-1

(20 0) 13 下端 は両側面か らの削 りにより尖 らせ る。 やや沿 らか 辺 材 V

552 農具 木錘 SR3001 離
００・‐

157 4.ユ 芯持 ち材の中央部 を肖」つて細 く整形。 やや粗 い 芯持 ち材 Ⅵ

553 容器
円形 曲物側
板

SR3001 離
００・‐

191 器高
52

幸皮結合用小孔 1ケ 所残存。内面に罫引線有
り。復元径=20 5cm。 やや粗し 樺皮結捨

曲物
柾 目 ヒノキ Ⅵ

容器
円形 出物底
板

SR3001 離
００・．

Loc F-1
δ―Ⅳ
Q-3

(18,6) (77)
不明の穿孔 1ケ 所残存。側板 による円周状の

圧痕有 り。側板の内側 に樺皮結合用小乳が 2
ヶ所残存。復元径 =18 6cm。

滑 らか

合
型

結

Ｅ

皮
物

樺
曲
式

板 目 Ⅵ

部材 部 材 SR3001 駆
００・‐

Loc F― ユ
δ一Ⅲ
K-19

(298) 07 上部の両側面 に三角形の切 り欠 き有 り。 粗 い 本反目 Ⅵ

556 部材 都材 SR3001 離
００・‐

Loc F-1
δ―Ш
K-20

(366) 25 05
上部の両側面 に三角形の切 り欠 き有 り。55[

に類似す るが、上端 は折 れ。
やや滑 らか 板 目 Ⅵ

祭祀具 人 形 SR3001 駆
００・‐

Loc F― l

δ―Ш
M-18

志持 ち材 に目 口を彫 り込み顔 を表現。 骨らか
円筒状人
形

芯持 ち材
サ クラ
属

Ⅵ

祭祀具 鳥形か SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ш
P-20

11.5 03 首を仲 ば した状態 を表現か。 やや滑 らか A型式 布反目 ヒノキ Ⅵ

祭祀 具 舟形 SR3001 南区
(00-1)

175 Ⅲ盲の側面 に削 りがある。船尾 は欠損。屋形
∫形ぅ平底

^
やや粗 し A2類 芯持 ち材

ヤナギ
属

Ⅵ

-16-
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号

掲

番 分類 名称
土

構

出

遺 調査区

出土地点
法量
L

涯
Ｗ

法量

H 猫 徴 表面の状態 型 式 本取 樹種
別

位

大

層

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
P-20

切 り込み :左狽I上 部 に下か ら 1回 、中央部 に
下か ら 1回が 2ヶ 所。右側 は下か ら 1回が 9
ヶ所。

粗 い BⅣ型式 板 目 Ⅵ

祭祀 具 斎 串 SR3001 植
００・‐

(65) 17 切 り込み :左側 に上か ら 7回 、右側 に上か ら
6回 。

やや粗し C皿 型 式 柾 目 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001 駆
００・．

Loc F-1
5-Ⅳ
K-6

(16 4) 20 下端部 を尖 らせ る。 やや滑 らか C型式 板 目 Ⅵ

祭万B具 斎 串 SR3001 駆
００・‐

Loc F-1
δ― 皿

G-20
(162) 18 切 り込み :左右両側の上端 に上か ら各 1回。 i骨 らか CⅢ 型式 柾 目 Ⅵ

564 祭祀具 斎 串 SR3001 駆
００・‐

Loc F-1
δ―Ⅲ
L-18

(67 8) 80 14
やや厚手の板の上端 を主頭状 に成形 し、下部
はやや細 く削 る。斎串 としては大形。

やや滑 らか CI型 式 板 目 Ⅵ

杭 杭 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
H-8

(325) (13) 下端 部 を尖 らせ る。 滑 らか 辺 材 Ⅵ

566 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
O-4

(132) 30 04 大形の斎 串の下端部か。 粗 ψ C型式 板 目 ヒノキ Ⅵ

杭 杭 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
O-1

29 0 19 15
側面 を丁寧 に面取 りして、緩やかな多角形 に
成形。上部 に 1ケ 所削 り込み有 り。下端部 は
杭状 に成形。

滑らか 辺 材 Ⅵ

573 祭祀具 人 形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ

F G-2
(167) 23 顔 を墨で表現。左手部分 に切 り込み 3回。 滑らか 正面全 身

人形
板 目 Ⅷ

574 祭祀具 舟形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
H-1

(127) (42) (39)
大 まかな削 りによって屋形部 を削 り出す。 1合

尾欠損。屋形船形。平底。
やや粗ラ A2類 志持 ち材 Ⅷ

575 祭 祀 具 舟形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
M-8

(101) (31) 船尾久損。屋形船形。平底。 やや粗 い A2類 芯持 ち材
ツブラ
ジイ

Wl

576 言【ルオ 部材 SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
H-1

(82) 37 12 厚 めの板 をな」り込 んで、凹み を付 けた もの。
下部欠損。

滑 らか 板 目 Wl

582 工 具 箆 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ一 ll

P-19
21 1 4面 ともに丁寧 な削 りによ り成形。 滑 らか 板 目 Ⅸ

583 漁猟具 確 力 SR3001
南区

(00-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
I-2

(550) (90)
水か きの先端 を片面か ら削 って薄 く成形。食
体 に摩滅 している。

光丘V 辺 材 ヒノキ Ⅸ

584 祭祀具 人 形 SR3001 南区
(00-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
N-3

30 2 20 20
上端 を斜めに切 り落 とす。 目 口を浅 く彫 り
込 んで表現。全体 に樹度が残存。

/11ψ
円筒状人
形

芯持 ち材 Ⅸ

585 祭祀具 舟形 SR3001 南区
(00-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
P-5

(180) 53 32 船首 船尾 は久損。船体上部 を今1り 込 んで屋
形部 をlilり 出す。粗い成形。屋形船形。平底。

対阻し A2類 芯持 ち材 Ⅸ

祭祀具 舟形 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
P-8

(232) (46) (32)
芯持 ちの板材か ら成形。屋形部 は浅い削 りで
成形。全体的 に粗 い成形。屋形船形。

粗 ψ A2類 志持 ち材 Ⅸ

祭祀具 舟形 3R3001 南区
(00-1)

35
船体上部 は両端か らの浅い削 りによって F_―形
部 を成形。右側面 に削 り有 り。屋形船形。平
底。樹皮一部残存。

やや滑 らか A2類 芯持 ち材 Ⅸ

588 祭祀具 斎 串 SR300]
南区

(00-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
K-1

257 25 02 上端部 は斜めに切 り落 とす。 やや滑 らか A型式 灰 目 Ⅸ

592 容 器
円形 曲物底
板

SR3001
南区

(00-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
F-1

(85) 摩減のため破損部分多い。裏面 はほ とん ど欠
損。復元径 =23 0cm。 粗 し 結合方法

不明曲物
阪 目 ヒノキ

593 祭祀具 舟形 SR300] 南区
(00-1)

両端 か らの削 りに よつて屋形 部 を成形。摩
滅、圧迫 による傷み多 し。 F_‐形船形。平底。

やや粗し A2類 志持 ち材

594 祭祀具 舟形 SR3001 南区
(00-1)

両端か らの浅い削 りによって屋形部 を成形。
側面 も削る。屋形船形。平底。

滑らか A2類 芯持 ち材

595 祭 TB具 斎 串 SR3001 南区
(00-1) (71) 03 切 り込み :左側 は下か ら 3回 、右側は上か ら

1回 。上端 は斜めに切 り落 とす。
やや粗ψ A型式 布反目

農具 編 棒 SR300ユ
南区

(04-2)

Loc F― ]

δ―Ⅲ
M-18

(312) 20 12 下端部 を丁寧 に削 つて九 く成形。全体 にやや
楕円形の断面。

やや粗▼ 辺材

598 妻具 編 棒 SR3001 南区
(04-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅲ
K-17

(147) 13 13
全面 を削 つて棒状 に成形。片側か ら狭 りを入
れた釣状の部分有 り。

やや滑 らか 辺材

599 防織具 中 筒 SR3001 南区
(04-2)

Loc F― ユ
δ―Ш
K-17

(362) 56 厚い板 の両端部 に狭 りを入れ、I字状 を呈す
る。一端 は欠損。

やや滑 らか 板 目

防織具 織 機 SR300ユ 離］
(261) 11 墜耗 によ り、加工痕不明。 粗 い 板 目 E

lFk飾 具 槽 扇 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
K-17

(187) (1

要の部分 に小 さな円孔 lヶ 所有 り。 3片が残
存。いずれ も下端都欠損。LWHは 残存状態
の もっとも良い 1片 の値。

やや滑 らか A型 式 オ反目

602 谷器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
M-17

(157) (58) 07 樺皮結合紐 2ケ 所残存。復元径 =16 8cm。 やや粗 し
合
型

結

Ｅ

皮
物

俸
曲
式

柾 目

603 谷器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
K-17

(14 1) (53)
側板 による円周状の圧痕残存。樺皮結合用小
孔 2ケ 所 に樺 皮結 合紐 残 存。復 元 径 =164 やや滑 ら力

合
型

結

Ｅ

皮
物

梓
曲
式

本反目

6C14 さ器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
M-17

16 5 (39) 06 側板 による円周状の圧痕。樺皮結合用小孔 1

ケ所残存。復元径 =16 4cm。
やや粗 ψ

合
型

結

Ｅ

度
物

梓
曲
式

lI目

―- 17 -―



載
号

掲
番

分類 名称
土
構

出
遺 調査区

出土地点

涯
Ｌ

濯
Ｗ

法量
H

特 徴 表面の状態 型 式 木 取 樹種
凧

●

大

冒

605 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南 区
(04-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅱ
M-17

(39)
側板 による圧痕一部残存。樺度結合用小孔 1

ケ所残存。復元径 =16 0cm。 やや粗 し
合
型

結
Ｅ

皮
物

膵
曲
式

板 目

606 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南 区
(04-2)

Loc F一 〕
δ―Ⅱ
L-17

144 (60) 側板 による圧痕有 り。復元径 =14 4cm。 滑 らか
儒合 方 法

示明 E型
計

板 目

607 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(l14-2)

Loc F-1
δ一Ⅲ
Q-16

(127) (46)
尿辺 は削 りによ り円形 に成形。復元径 =13.6

やや粗 ヤ 結合方法
不明曲物

本反目

608 合器
円形 曲物底
板

SR300〕
南 区

(04-2)

LocF一 〕
δ―Ш
I-18

(10.5) (26) 05 欠損多 く型式不明。復元径 =15 1cm。 滑らか 結合方法
不明 曲物

柾 目

609 容器
方 形 曲物底
板

SR3001 離］
Loc F― ユ

δ―Ⅲ
K-17

(41)
樺皮結合紐 2ケ 所残存。底板 を結合 した もの
か。両端 は中央都 よ り薄 く成形。

滑らか 結合方法
不明曲物

板 目

吾器
楕 円形 曲物
底板

SR3001 南 区
(磁 -2)

Loc F-1
δ― 皿

K-17
(233) (8.3) 07 側板 による円周状 の圧痕の一部が残存。 滑らか

法
型

方
Ｅ

合
明

結
不
式

板 目

容器 IJL物 基部 SR300ユ 駆］
Loc F― ]

δ―Ⅲ
L-17

70 2.1
裏面 にロクロの爪 による傷 と、爪の傷 による
と思 われる割 れ、それぞれ 2ケ 所残存。転用
か。

刑土▼ 横木取 E

食事具 箸 3R3001 南区
(04-2)

Loc F-1
5-Ⅲ
K-17

(25 8) 10 細長 い棒 を肖Uり 九 く成形。先 は細 く尖 らせ
る。

滑 らか 辺 材 Ⅱ

文房 具 木 札 3R3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ш
R-15

(66) 32 上端の両側面 に各 1ケ 所の切 り欠 き有 り。 滑 らか 付札形 圧 目 Ⅱ

文房 具 木 札 3R3001 南 区

(磁 -2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
M-17

(88) 31 10 上端 の両側面 に各 1ケ 所の切 り欠 き有 り。 滑 らか 付札 形 阪 目 ほ

文房 具 木オL SR3001
南区

(04-2)

Loc F-1
δ―]
L-17

7.7 05 長方形の板状。 滑 らか 板 目 Ⅱ

616 祭祀 具 人 形 3R3001 南 区
(04-2)

一
Ⅲ

・８

ぼ
予ト

(96) 薄 い板 に墨 で顔 と服 を表 現 。 滑らか 正面全身
人形

板 目 Ⅱ

祭祀具 斎 串 SR3001
南 区

(04-2)

しoc F-1
δ― 皿
L-17

124 0.2 幅 の狭 い平行 四辺形 状 を呈 す る。 や や滑 らか AI型 式 板 目 ]

祭祀具 斎 串 SR3001 南 区

(磁 -2)

Loc F-1
δ―皿
R-15

(119) 1.0 上端部が圭頭状 を呈する。 /1B ψ I型式 板 目 Ⅱ

祭祀 具 斎 串 S鷲001 離
０４．２

うoc F-1
δ一Ⅲ
Q-16

(138)
切 り込み :左側 中央部 に上か ら 1回 、他 は上
部欠損 によ り不明。

やや滑らか Ⅲ型式 柾 目 ]

祭 祀 具 斎 串 SR3001 駆
０４．２

Loc F-1
δ―Ⅱ
L-18

(198) 切り込み :右側中央部に下から1回。 滑 らか CⅢ型式 板 目 B

祭TE具 斎 串 SR3001 南 区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
M-17

(12.0) 17 切 り込み :左右両側 とも下か ら4回。 やや粗い CШ 型式 板 目 Ⅱ

622 祭祀 具 斎 串 SR3001 南 区
(∝ -2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
M-17

(343) (33) 上 部 欠損 。 下部 はや や細 く成形 。 やや滑 らか C型式 板 目 Ⅱ

623 祭祀 具 斎 申 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
L-18

(151) 14 やや厚手の板 の下端 を尖 らせ る。 滑 らか C型式 柾 目 ツガ属 ■

624 男髯〒B歩き 斎 串 SR3001 南区
(∝ -2)

Loc F-1
5-Ⅲ
L-18

(117) 17 FR長 い薄板の面側か ら削 り、下端 を尖 らせて
いる。

骨らか C型式 板 目 Ⅱ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
M-17

(76) 11 下部の大部分 を欠損 し、切 り込みは不明。圧
迫によ り変形 している。

やや滑 らか C型式 板 目 Ⅱ

626 祭祀具 斎 串 SR31X11
南 区

(04-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅲ
O-17

(195)
(92)

下端 は片側 か ら削 つて尖 らせ る。 やや粗 し DI型ゴ 板 目 Ⅱ

627 祭祀 具 斎 串 SR3001 南 区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
L-17

12 06 下端 都削 りに よって尖 らせ る。 断面楕 円形。 やや粗 し DI型 式 板 目 Ⅱ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-2)

Loc F一 ユ
δ― 皿
L-17

(182) 08 08
上端都は両側か ら斜めに切 り込み中央 を尖 ら
せる。

骨らか DI型 式 柾 目 Ⅱ

祭祀具 斎 串 SR3001 南 区

(磁 -2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
L-18

07 07 下端 は 3方向か らの削 りによつて尖 らせ る。
断面 は正方形。刺 串か。

1骨 らか D型式 辺 材 Ⅱ

祭祀具 斎 串 】R3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
L-17

(95) 下端 を鋭利 に尖 らせ る。 滑 らか D型式 板 目 Ⅱ

祭祀 具 斎 串 3R3001 離］
Loc F-1

δ―Ш
K-17

(12.7) 04 欠損 のため形状不明。 や や粗 ▼ 不 明 布夏目 Ⅱ

632 祭祀兵 棒状祭祀具 3R3001 駆］
Loc F-1

δ―Ⅲ
K-18

(74 0) 1_5 下端 は削 りによつて細 く成形。 粗 ヽ 本反目 Ⅱ

633 部材 板 材 3R300ユ
商区

(図 -2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
L-17

享い板の角 を丁寧 に面取 りして成形。 やや滑 らか 布反目 E

634 部 材 含座 SR3001 南区
(04-2)

loc F-1
δ一Ⅲ
M-18

(223) 1 1 長 方形 の板 材 に、弧状 のな」形 を入 れ る。 やや粗 ヤ 板 目 Ⅱ

部 材 子Бおオ SR3001
南区

(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
I-18

厚 み のあ る板 を九 く削 り、中央 に穴 をあ け
る。座金か。

や や滑 らか 板 目 Ⅱ
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載
号

掲
番

分類 名称
出土

遺構
調査区

出土地点

潅
Ｌ

灌
Ｗ

遅
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木 取 樹種
別
位

大
層

部材 部材 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
5-Ⅲ
P-17

20 19 上下両端 を L字に加工 し、ホゾを成形。 滑らか 辺 材 Ⅱ

部材 不 明 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-19

50 四角い板の角 を削 り楕円状 に成形。中心か ら
外れた場所 に穿孔有 り。

滑らか 阪 目 Ⅲ

農 具 編 台 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-18

(214) 26 側面 に18ケ 所の切 り込み有 り。摩滅 している
部分有 り。膨の可能性 も有 る。

や や i骨 らか 阪 目 Ⅳ

旦
（

由辰 編 棒 SR3001 南区
(04-2)

しoc F-1
δ―Ⅲ
H-18

(274) 08 丁寧 な削 りで断面 円形 に成形。 やや滑 らか 週材 Ⅳ

服飾具 留 針 SR3001 南区
(04-2)

Loc F― ]

δ―Ⅲ
H-19

175 07 全体を丁寧な削りで成形。両端を鋭利に尖ら
せる。 滑 らか 辺 材 Ⅳ

650 容器
円形 曲物底
板

南区
(04-2)

Loc F一 ]

δ―Ⅲ
H-18

161 側板 による円周状 の圧痕有 り。樺皮結合紐 2
ケ所残存。

やや滑 らか

合
型

結

Ｅ

皮
物

孝
当
式

オ反目 Ⅳ

容器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅲ
H-19

(13.4) (57) 07 側面 に木釘痕 1ケ 所 残存。裏 面 に刃物 惨 多
数。復元径 =14 0cm。 滑 らか

釘結合曲
物F型式

柾 目 Ⅳ

652 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-2)

Loc F―
δ―Ⅲ
H-19

ユ

(136) (62) 07 木釘痕 2ヶ 所残存。復元径 =13 6cm。 1脅 らか
釘結合 曲
物F型式

板 目 Ⅳ

653 容 器
円形 曲物底
板

南区
(04-2)

・
・

‐８

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ

Ｈ

ユ

(345) (133) 10
側面 に釘孔 と木釘が折れて詰 まっている釘孔
が計 11ケ 所 に残存。表面刃物傷有 り。裏面刀
物傷多数有 り。復元径 =37 0cm。

滑らか
曲
式

合
型

結

Ｆ

釘
物 4反 目 Ⅳ

容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-2)

Loc F―
δ―Ⅲ
H-18

1

8) (59) (07)
ややい びつ な円形 を呈 す る。復 元径 =394

やや粗 セ 結合方法
不明曲物

板 目 Ⅳ

655 杏 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-19

70 52 08 裏面 に漆 を塗布。釘孔 3ケ 所。木釘が残存す
る。

滑らか 釘結合 曲
物F型式

オ尻目 Ⅳ

656 祭祀 具 人 形 SR3001 南 区
(04-2)

Loc F-1
δ― Ill

I-19
(191) 19 19 上端は削 りによ り面取 り。 目 鼻  口を浅し

彫 り込みで表現。下部欠損。
滑らか 円筒状人

形
芯持 ち材 Ⅳ

657 祭 TE具 斎 串 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅱ
I-18

(135) 10 厚みのある板 の上端 を圭頭状 に削る。下部欠
損。

やや粗� BI型 式 板 目 Ⅳ

658 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
5-皿
H-18

(17 1) 37 05 上端 は鈍角の主頭状 を呈する。下部欠損。 粗 ヤ CI型 式 板 目 Ⅳ

659 祭TE具 斎 串 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-18

(201) 19 02
上端は圭頭状 を呈す る。上部 と下部の両側 2
ケ所 に狭 り有 り。下都欠損。

やや粗 ラ CⅥ型式 板 目 Ⅳ

660 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-18

(186) 19 0 1
下端は両側面か らの削 りで尖 らせ る。上部の

両側 に狭 り有 り。
滑らか C型式 板 目 Ⅳ

66] 部材 不 明 SR3001 南区
(04-2)

しoc F-1
δ―Ⅲ
G-19

(45) (66)
盤

ヤ
“

円
０
軸

人角形の車輪の様 な物 に軸が差 し込 まれて立
る。軸の中央部 には木釘が残存す る。

やや滑 らか 板 目 Ⅳ

662 言トル| 部材 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-18

11 1 31 31
上部は削 りによって仕 口を成形。下部やや斜
めに成形。

粗 し 辺材 Ⅳ

663 雑 具 腰当て SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
6-Ⅲ
G-19

62 09
中央部の上側には紐を通すための子しが2ケ フ〒
残存。穴の左右は削りによってやや細く成形
される。

やや粗ラ 板 目 Ⅳ

工具 契か SR3001 南区

(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-18

70 全体 に粗い削 り。 粗 ヽ 辺 材 V

紡織具 防輪 SR3001 南 区

(04-2)

Loc F-1
5-Ⅲ
G-19

45 07 円盤状の板の中央 に穿孔。左右で厚みが異 な
る。穿 7し径 =0 7cm。 滑 ら力 板 目 V

673 防織具 糸巻 3R3001
南区

(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅱ
I-18

155 厚手の板 を丁寧 な削 りによって成形。長方形
の短辺の両端 に突起有 り。

滑らか 板 目 V

674 防織具 糸巻枠木 3R3001
南区

(04-2)
21 1 13 17

横木のホゾ穴 2ケ 所有 り。 lヶ 所 に横木の端
部が残存。両端 を細 く尖 らせ、ホゾ穴部分は

台形状 に成形。 '骨

らか A型式 辺 羽 V

服飾具 下 駄 3R300ユ
南区

(磁 -2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
イー18

166 22
身緒孔が 3ケ 所。前倒の穿孔 は下駄の横断面
中央部 に位置す る。左右不明。前の穿孔 に鼻
緒残存ぅ

滑らカ C tt b型
式

柾 目 V

676 容器
円形 曲物底
板

3R3001 南区
(儀 -2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-18

(17 7) (36) 07 樺皮結合組用孔 1ケ 所が残存。復元径 =17〔
やや滑 らか

合
型

結

Ｅ

皮
物

倖
曲
式

オ反目 V

677 容 器
円形 曲物底
板

】R3001 南区
(04-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅲ
イー18

(164) (59) 04
貝」板 による円周状 の圧痕が残存。樺度結合紐
1ケ 所残存。復元径 =17 1cm。 滑らか

合
型

結

Ｅ

度
物

樺
曲
式

板 目 V

678 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
M-17

(126) (31) 05
貝」板 による円周状の圧痕が残存。樺皮結合紐
1ケ 所残存。復元径 =17 0cm。 やや滑 らか

合
型

結

Ｅ

度
物

樺
曲
式

柾 目 V

容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
Q-15

(103) (49) (06) 欠損のため結合方法不明。復元径 =13 5cm。 滑らか 結合方法
不明山物

オ反目 V

谷 器
円形 曲物底
板

南区
(04-2)

一
Ⅲ

‐８

Ｆ

一　
一

∝
δ
Ｊ

ユ

172 (81) 06

樺度結合組用孔 1ケ 所残存。樺皮結合組 も残
存。側板 による円周状の圧痕 と、それに沿 っ
た刃物歩有 り。裏面 に刃物 傷多数。「貝」 と
い う文字が彫 られている。復元径 =17 4cm。

米ユラ

合
型

結

Ｅ

皮
物

祥
曲
式

柾 目 V
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載
号

掲
番

分類 名称
出土

遺構
調査区

出土 地点

濯
Ｌ

濯
Ｗ

遅
Ｈ

特 徴 表面の状態 型 式 木 取 樹種
別
位

大

層

容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
R-16

147 07 側面 に木釘孔 1ケ 所残存。表面刃物痕有 り。 滑らか 釘結合由
物F型式

板 目 V

682 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-2)

・
Ⅲ

・８

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ

Ｈ
(118) (57)

側面 に木釘孔 1ケ 所残存。周囲の摩減が激 し
い。復元径 =12 0cm。 やや滑 らか

釘結合曲
物F型式

柾 目 V

683 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
∬-18

(95) (32) 07 摩波のため稜線不鮮明。復元径 =H6cm。 粗い摩減気味
結合方法
不明曲物

板 目 V

684 食事具 匙 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
R-16

(60) 12 03 扁平 な板の一端 を削 り、柄 を成形。 やや粗ヽ 不 明 柾 目 V

文房具 木札 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-19

(51) 22 03 木釘 で686と 重 なっていた と考 え られ るが、
明確 な接点 は不明。

やや滑 らか 柾 目 V

丈房具 刀ヽ 本し SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-19

(44) 23 02 薄い板 に木釘が刺 さつている。木釘の先端摩
減 。

やや滑 らか 柾 目 V

祭祀具 刀子形 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
5-]
H-18

155 12 05
上端部斜 め に切 り落 とす。下端 部 は削 り 1

よって細 く成形。
やや滑 らカ C型式 柾 目 V

祭祀具 紡織具形 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-18

10 上下両端 に細かな切 り欠 きが施 されている。 やや粗 し lk目 V

689 祭祀 具 島形 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ― 皿

H-19
19 (173) 05 表面摩減。上下 か らの削 りに よ り細 く成 形

し、鳥の頸部 を表現。
粗 い A型式 柾 目 V

祭祀具 島形 SR3001 南区
(0/4-2)

Loc F-1
5-Ⅲ
L-17

19 (151) 厚手の板の一端 を斜めに削 つて尖 らせ、鳥の

頭部 を表現 した ものか。
やや滑らか A型式 板 目 V

祭TE兵 鳥 形 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
I-18

67 22 05 中央部 をやや細 く成形。両面 に塁痕有 り。鳥
の羽 を表現 した ものか。

滑らか A型式 柾 目 V

祭祀具 鳥 形 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
5-ll
H-18

17 (106) 04 両面 に墨痕有 り。 やや滑 らか A型式 オ反目 V

祭祀 具 人 形 SR3001 南区
(04-2)

197 22
目 鼻 口 類 (目 口 顎 盲か)を浅 く

削 つて表現。頭 は摩耗 によ り加工痕不明。下
端部 は杭状 に尖 らせ る。樹度が全体 に残 る。

やや粗し 円筒状人
形

志持 ち材 V

694 祭祀 具 入形 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
5-Ш
G-19

と67 33 04
上端 は鈍角の圭頭状 を呈 し、肩 手 足 を成

形。墨で髪の毛 眉毛  目 鼻  口 手 (袖 )

が描かれている。女性 をかた どった ものか。
やや粗� 正面全身

人形
板 目 V

695 祭TE具 人形 SR3001 南区
(04-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅲ
O-15

43 05 上端 は鈍角の圭頭状 を呈 し、肩 足 を成形。 やや粗ヤ 正面全身
人形

本屁目 V

祭祀 具 馬形 か SR3001 南区
(04-2)

Loc F― ユ
δ―I
K-18

(25) (56) 03 中央部に狭 りを入れて、馬 (鳥 )を表現した
ものか。

滑 らか 不 明 II目 V

祭祀具 舟 形 SR3001 南区
(04-2)

(137) 33 船体上部の今」り込みが小 さ く、屋形部の削 り
出 しが ,実 い。屋形船形。九底。

やや粗ψ A2類 芯持 ち材 V

698 祭祀具 舟形 SR3001 南区
(04-2)

(172) 27 船体上部の判 り込みが小 さ く、全体的に摩溺
している。 F●―形船形。平底。

粗 ψヽ A2類 芯持 ち材 V

699 雫祀具 舟 形 SR3001 南区
(04-2)

Loc F―
δ―Ⅲ
H-18

ユ

il 34 船体上部の今」り込みは簡易 だが、船首都は側
面か らの成形が見 られる。屋形船形。九底。

やや粗 彰 A2類 芯持 ち材 V

700 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
K-18

01
上下両端 を斜めに切 り落 とし、平行四辺形】大
を呈す る。

滑らか AI型 式 柾 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南 区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-18

(106) 01
上端 を斜めに切 り落 とす。切 り込み :左側 に
上か ら4回。

滑らか AⅢ 型式 板 目

702 祭祀具 斎 串 SR3001 南区

(04-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅲ
I-18

(74) 09 03
上下両端 を左右か らの削 りによ り尖 らせて成
形。

滑 らか BI型 式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-2)

Loc F― ユ
δ一Ⅲ
M-17

3) 12 02 上端 は圭頭状 を呈す る。 やや滑 らか BI型 式 阪目 V

祭祀具 斎 串 SR300ユ
南区

(04-2)

Loc F― 〕
δ―Ⅲ
H-18

(190) 13 06 下端 は表面のみ削 りによる成形。 やや滑 らか 3型式 灰目 V

祭祀具 斎串 SR3001
南区

(04-2) (134) 17 03 下端 は左右か らの削 りにより尖 らせ る。 米ユψ D型式 灰 目 V

祭祀具 斎串 3R300]
南区

(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
L-17

(109) 20 下端は左右か らの削 りによ り尖 らせ る。 滑らか 3型式 板 目 V

紹D7 祭TB具 斎串 SR3001
南区

(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-19

(102) 19 下端 は左右か らの削 りによ り尖 らせる。 滑らか ε型式 板 目 ヒノキ V

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(04-2)

Loc F― ]

δ―Ⅲ
I-19

(115) 20 上端は圭頭状 を呈す る。 氷L立 3型式 柾 目 V

祭祀具 斎 串 SR300] 南区
(04-2)

Loc F-1
5-]
H-18

23 07
上端 は鈍角の主頭状 を呈する。下端は左右か

らの削 りによ り尖 らせ る。
滑らか I型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―皿
K-17

(86) 12 上端 は圭頭状 を呈す る。 やや粗い I型式 板 目 V

71] 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-2) (59) 11 上端 は圭頭状 を呈す る。 滑 らか CI型 式 板 目 V

―- 20-―
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番 分類 名称
土

構

出

遺 調査区

出土地点

濯
Ｌ

濯
Ｗ

遅
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木 双 樹種
別

位

大

層

祭祀具 斎 串 SR3001 南 区

(隧 -2)

しoc F-1
δ―Ⅲ
H-18

(7 7) 18 切 り込み :左側上部 に上か らlo回 、右側上部
に上か ら 6回 。下部久損。

滑らか DⅢ 型式 布反目 V

祭祀具 斎 串 SR300] 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-18

(94) 1 7
切 り込み :左側上部 に上か ら 2回、下か ら5
回。右側上部 に上か ら 1回、下部 に上か ら 1

回。
やや滑 らか 3V型式 オ尻目 V

祭祀具 斎 串 SR300ユ
南区

(磁 -2)

Loc F― ユ
δ―Ⅱ
H-19

(88) 16 02 切り込み :左側上部に上から5回 、下から2
回。右側上部に上から3回 、下から6回。

やや滑 らカ V型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ一Ⅲ
O-15

(166) 20 02 切 り込み :左側上部 に上か ら 1回。下か ら 1

回。右側 は欠損 により不明。
やや滑 らカ V型式 柾 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
I-18

15 05
切 り込み :左側上部 に上か ら 1回 、下か ら 5
回。右側上部 に上か ら 1回 、下か ら3回。欠
損部分が多い。

やや滑 らか CV型 式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-18

(288) 19 02

切 り込み :左側上部 に上か ら 6回 、中央部上
部に下か ら 5回 、中央下部 に上か ら 6回 、 下
部に下か ら 3回 。右側 L部 に上か ら10回 、中
央上 部 に下 か ら 6回 、中央 下 部 に上 か ら7
回、下部 に下か ら 3回 。

粗 ψ CV型 式 柾 目 V

祭万B具 斎 串 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-18

(96) 24 01 切 り込み :左 右両側上部 に上か ら各 1回 。 やや粗 し Cu型 式 柾 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南 区

(儀 -2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
I-18

(62) 14 03 切 り込み :左右両側 に上か ら各 1回。 やや粗 W CⅢ 型式 板 目 V

720 祭TB具 斎 串 SR3001 南区
(04-2)

(35) 16 02 切 り込み :左側上部 に上か ら 1回。右側上部
に上か ら 2回 。以下欠損 のため不明。

やや滑 らか Ⅲ型 式 柾 目 V

721 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(C14-2)

しoc F-1
δ一Ⅲ
K-18

(130) 18 03 切り込み :左右両側上部に上から各7回 、下
から各5回 。 やや滑 らか εV型式 板 目 V

722 旦
（

体
ボ 斎 串 SR3001 南区

(04-2)

Loc F-1
δ―皿
H-18

(211) 12 04 切 り込み :左側上部 に下か ら 6回 、上か ら4
回。右側上部 に下か ら 5回 、上か ら 6回 。

やや粗 し 3V型 式 板 目 V

723 祭祀具 斎 串 3R300]
南区

(04-2)

Loc F― ]

δ―Ⅲ
I-18

(193) 19 02 切 り込み :左側上部 に上か ら 5回 、下か ら2
回。右側上部 に上か ら4回、下か ら 3回 。

1骨 らカ 3V型 式 板 目 V

724 祭祀具 斎 串 SR300] 南区
(04-2)

Loc F-1
5-Ⅲ
K-18

(222)
下端 は左右か らの削 りによ り尖 らせ る。上剖
欠損。

やや滑 らか C型式 オ反目 V

祭祀具 斎 串 〕R3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-19

(225) 14 下端 を左右か ら鋭 く削 る。一部焦げている。 や や粗 ψ C型式 板 目 V

726 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-18

(251) 02 下端は左右からの削りにより、緩やかに尖ら
せる。 i骨 らか C型式 板 目 V

727 祭涌E具 斎 串 SR3001 南区
(l14-2)

Loc F-1
δ―Ⅱ
G-19

(125) 05 上端 は圭頭状 を呈する。 やや粗 � D型式 板 目 V

祭 FP具 斎 串 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
5-皿
H-18

(229) 1]
狽J面 を面取 りし、断面多角形 に成形。上端 は

斜めに切 り落 とす。下部 は僅か に細 く成形 さ
れる。

やや滑 らか D IZ型 試 オ夏目 V

729 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ一Ⅲ
I-18

(170) 04 切 り込み :左側上部 に上か ら11回 。右側上部
に下か ら 1回 、上か ら11回 。

やや粗 い DV型 試 オ反目 V

730 祭 祀 具 斎 串 SR3001 南区
(C壁 -2)

Loc F-1
5-Ⅲ
H-18

(63) 22 01 大部分が欠損。上部は圭頭状。 やや滑 らか 不 明 柾 目 V

維 具 自荏 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
K-18

(77) 13
上部 中央 に穿孔 lヶ 所有 り。下 部 にホ ゾ穴
(長 方 形)ら しき もの lヶ 所 有 り。下 部 欠

1員 6

粗 し 辺 羽 V

732 雑 具 火付棒 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
Q-16

114 25
木札か らの転用か。穿孔 lヶ 所。貫通 しない

孔 1ケ 所。右側面 に狭 り lヶ 所有 り。一部炭
化。

やや滑 らか 板 目 V

部 材 不明 SR3001
南区

(04-2)

しoc F-1
5-皿
L-17

60 15 上端部 に加工痕有 り。 ややイ骨らか 灰 目 V

建築部材 部材 SR300] 南区
(04-2)

(64) (115) (44) 上面 に凹状 の溝 を成形。 や や粗 � 辺 材 V

杭 枕 SR3001 南 区

(磁 -2)

Loc F一 ユ
δ―Ⅲ
M-18

(413) 29 28 全体 を削 りで成形。下端 を斜めに尖 らせ る。 滑らか 志持 ち材 V

742 祭祀 具 人形 SR300] 南区
(04-2)

Loc F― ]

δ―Ⅱ
∬-18

(134) 17 15 口
損
。ｎｗ

ち
上

持

。

芯
現

顎 を彫 り込 んで顔 を表 滑らか 円筒状 人
形

芯持 ち材 Ⅵ

743 祭TE具 舟形 SR300ユ
南 区

(図 -2) (178) 40 船体上部の到 り込みが小 さ く浅い。船尾は欠
損。屋形船形。九底。

ややイ骨らか A2類 芯持 ち材

ラ

カ

亜

ナ

ア

シ

ヨ
属

ガ

属

Ⅵ

744 部材 部材 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
M-17

149 52 隅九長方形 の短辺の中央 に、各 1ケ 所の狭 り
有 り。

粗 い 本反目

748 恨飾具 下 駄 SR3001 南区
(05-1)

右17
左 17

右73
左73

右21
左24
(歯込
30)

差歯下駄。
左側 :算緒孔 3ケ 所。差歯の一部残存。使用
圧痕有 り。
右側 :鼻緒孔 3ヶ 所。焼印有 り。使用圧痕有
り。左右 とも前側の孔 は横断面の中央部 に位
置する。

i召 らか
不明 C
(4ヽ 半」形)

板 目 I

-21下
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番 分類 名称
土

構

出

遺
調査区

出土地 点

涯
Ｌ

遅
Ｗ

法量
H

特 徴 表面の状態 型 式 木双 樹種
別

位

大

層

749 容器 挽 物 SR300]
南 区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-10

回径
124

径
お

底
５

一局

ワ

器

６
表面は黒い漆、内側は朱い漆が塗られて彰
る。

粗い

(漆塗布 )

横 木取 り I

工 具 楔 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

11 4 43 31
TI」 波が激 しい ため、加工痕 の確認 が で きな

やや粗ψ 週 材 ll

工 具 茎金形 SR3001 南区
(05-1)

しoc F-1
6-Ⅳ
C-10

(48) 12 6 09
六花形 に成形。穿孔 3ケ 所有 り。木釘孔 1ケ

所有 り。
やや滑 らか オ夏目 Il

752 工 具 不 明 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
A-10

(139) 13 1 1 一端 を 1方 向か らの削 りによつて薄 く成形。 オユし 辺材 ヒノキ

753 農 具 馬鍬 SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-11

(145) (17) 13 鍬先のみ残存。下部 は尖 らせ る。 滑らか 柾 目 Ⅲ

754 農 具 ′碍鍬 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-11

(133) 12 11 側面 を面取 りし、断面不整円形 に成形。下端
にかけて尖 らせ る。上部 に穿孔 1/3残存。

滑らか 辺材 Ⅲ

755 農 具 横 槌 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
A-10

32 4 57
頭部上端 は一部 に原木 を生か して成形。柄部
は削 り出 しによるが、柄の下端 は有頭状 を呈

す る。 P_k減損耗が激 しい。 '阻

ψ 芯持 ち材 Ⅲ

756 防織具 糸巻横木 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-9

1) 15 相欠 き仕 日。軸穴有 り やや粗せ A型式 板 目 ノガ属

757 恨飾具 檜 扇 SR3001 南区
(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
A-10

305 04 下部 に要用の孔有 り。薄い板 を細長 く削 り成

形。 1片 のみ残存。
滑らか AI型 式 柾 目

〕R飾具 檜 扇 SR3001
南区

(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
A-10

(49)
(114)

13
下部 に要用の孔有 り。薄い板 を細長 く削 り成

形。 1片 のみ残存。
滑 らか AI型 式 オ尻目

服 飾具 檜 扇 SR3001
南 区

(05-1)

Loc F― ]

γ
~Ⅳ

T-10
1) (16)

下部 に要用の孔有 り。薄い板 を細長 く削 り成

形。上部へ細 くなる。 1片 のみ残存。要残存。
やや滑 らか AI型 式 板 目 皿

服飾呉 槍 扇 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(95) 17
下部 に要用の孔有 り。薄い板 を細長 く削 り成

形。上部へ細 くなる。 1片 のみ残存。
滑らか AI型 式 肛目 Ⅲ

服飾具 槍扇 SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-10

1) 15
下部 に要用の孔有 り。末端部のみ残存。 1片
のみ残存。

滑らか AI型 式 柾 目 lll

762 服飾具 下 駄 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

100 47
全体的に2_k減 している。鼻緒孔 3ケ 所。
の子しは横断面の左 よ りに位置す るため、

用か。

側
足

前
右 やや粗し C tt a型

式
板 目 阻

容 器
底物曲

板
形
側

円
板 SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(179) 183 器高
59

支

に
分

ｏ

艇酬卸
５ｃｍ

底
の
久
∈

ｏ板
に
〓

韓
」
Ⅷ
瞬

か
板
板
底

加
劉城存。

臓
船
る。緩
ｍ。

期帷
命綺
硫

陳
雅
却搬
高〓

任
婢
堪
り。�

底え
は有
支

滑らか
樺皮結 合
曲物 E型
式

板 目 El

容 器
円形 曲物底
板側板

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(172) (76)
器高
50

狽1板 を樺皮結合祉で とじる。側板 に樺皮結合

任が残存。樺皮結合用孔 8ヶ 所。狽J板 2枚が

重なる部分 に罫引線有 り。側板の一部が山形
に盛 り上が る。復元径 =17 4cm。 器高 =50
cmだ が、樺庄結 合部 が 山状 に高 くな り58

滑らか
結合方法
不明曲物
E型式

板 目 lll

容 器
円形 曲物底
板

〕R3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ

C-10
176 05

狽‖板 による円周状の圧痕有 り。樺皮結合用小

孔 4ケ 所 (う ち樺皮結合祉 3ケ 所残存。)。 裏
面 に焼印有 り。

やや滑 らか

合
型

結

Ｅ

皮
物

樺
山
式

オ反目 ll

容器
円形 曲物底
板

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

175 (105) 08 樺皮結合用小孔 1ケ 所、樺度結合紐 1ケ 所残

存。両面 に使用痕有 り。復元径 =17 7cm。
やや滑 らか

合
型

結

Ｅ

度
物

倖
曲
式

布反目 ヒノキ Il

容 器
司形 曲物底
阪

SR3001
南区

(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
C-10

(189) (81) 06
梓皮結合用小孔 2ケ 所残存。 うち 1ケ 所 に樺

皮結合 |■ が残存。側板 による円周状の圧痕有
りぅ正 円。復元径 =18 9cm。

やや粗 し
合
型

結

Ｅ

皮
物

樺
曲
式

柾 目 ]

768 容 器
円形 曲物底
板

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

17 1 (68) 05 樺皮結 合紐 1ケ 所残 存。内外 と も刃物 傷 多

数。円周状の罫引線有 り。復元径 =18 2cm。
やや滑 らか

合
型

結

Ｅ

皮
物

樺
由
式

板 目 Ⅲ

容 器
円形 曲物底

板
SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(128) (30) 05 樺皮結合組 lヶ 所残存。裏面 に刃物傷多数有
り。復元径 =16 2cm。

やや滑 らか

合
型

結

Ｅ

皮
物

樺
曲
式

板 目 Ⅲ

770 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南 区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(147) 4) 06 木釘孔 2ケ 所残存。表面に漆塗布。復元径=
17 0cm。

やや滑 らか

(漆 塗布 )

釘結合曲
物F型式

板 目 皿

771 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

(281) 09 木釘孔 2ケ 所 に 2つ ずつ残存す るも摩減。復
元径 =86 0cm。

釘結合 曲
物F型式

板 目 Ⅲ

772 容 器
円形 曲物蓋
板

SR3001 南 区
(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
A-10

(114) 09 穿孔 3ケ 所残存。一つは中央部 に位置す る。 ややIIし

法
物

方
曲
式

合

明
型

結

不

Ｅ
板 目

773 容 器 曲物■1板 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-11

(347) 03 垂直方向 と右上か ら左下方向への多数の罫引

線有 り。器高 =4 8cm。
やや滑 らカ

結合方法
不明山物

柾 目

774 食事具 杓 子 SR3001 南 区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

26 3 64
Fm平 な板状で、柄部 をやや細 く成形。全体的
に滑 らかに削 つて成形。

滑 らか B型式 オ尻目 皿

食事其 杓子 SR300ユ
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-12

4) (57) 04 扁平 な板状で、柄部 を細 く成形。 や や滑 らか B型式 板 目 Ⅲ

―- 22 -―



載
号

掲
番

分類 名称
土
構

出
遺

調査区

出土地点
法量
L

濯
Ｗ

涯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型 式 木 取 樹種
別
位

大
層

776 食事具 杓子 3R3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-9

(160) 扁平 な板状 で、柄部 を細 く成形。 やや滑 らか A型式 板 目 ll

食事具 箸 3R3001
南区

(05-1)

Loc F― 〕
δ―Ⅳ
B-12

23 8 両端を尖るように成形。断面多角形。 やや滑 らか 辺材 Il

778 食事具 箸 ]R3001 南区
(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
B-10

(178) 0_6
全面削りで成形。箸として使用した後、火付
け棒に転用か。刃物傷らしきもの有り。

やや滑 らか 辺材 ll

779 食事具 刺 串か 〕R3001 南区
(05-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
B-10

129 1.2 板 を丁寧 に削 り、平 らな部分 と棒状の部分 を

成形。下端 は斜めに切 つて尖 らせ る。
i骨 ら /9 柾 目 Il

780 紡織具 織 機 】R3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(125)
左右両側上部の各 lヶ 所に三角形の切り欠き
有り。

やや粗 い 付札形 オ夏目 Il

祭祀具 刀子 形 SR3001
南区

(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
A-11

(18)
上部 は刀の刃 の部分 を表現 し、
り柄 を表現す る。 カ ミツリの よ

削 り、文様 をつけた ものか。

削

で

く

刃

細

い

は
薄

部
な

下
う 滑らか 3型式 布尻目 コ

祭祀具 父U形 3R3001
南区

(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
B一 ll

(231) 07 扁平 な板 の両側 に刃 をつ け、切先 を尖 らせ
る。刃 と柄 を表す。

やや滑 らか 板 目 Il

祭祀具 剣 形 】R3001 南区
(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
B-10

(217) (2.2) (04) 上部欠損。下部 は細 く削 り、柄 を表現する。 やや滑 らか 柾 目 ]

784 祭祀具 人形 ]R3001
南区

(05-1)

Loc F― 〕
δ一Ⅳ
B-10

(263) 人升多の月Π音ると脚著Бか やや粗ψ 正面全 身
人形

オ反目 とノキ ll

785 祭祀具 人形 3R3001
南区

(05-1)

一
Ⅳ

ｌ０

Ｆ

二
∝
δ
Ｃ

38 8

切 り込み :右側上部 に上か ら12回 、下か ら3
回。上部 は主頭状 を呈す る。下端 は剣先状 に

尖 らせ、斎 串の CV型 式 に似 る。墨 で眉・

目 鼻 口を表現す る。

滑らカ 正面全身
人形

板 目 ll

祭祀具 人形 】R3001 南区
(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
B-10

(84) (1,9) 墨で目 鼻 口 着物を表現。 やや粗し 正面全身
人形

板 目 』

787 祭祀具 人形 ]R3001
南区

(05-1)

Loc F― 〕
δ―Ⅳ
C-10

垂

勝

は

ｏ

顔

くを成形。脚
螂
桐る。

半
導
訥

跡
帽欝

郵
堀陀

つて
ａ
臥

悧
煎
配

板

で
部

滑らカ 正面全 身
人形

本反目 □

788 祭祀具 鳥 形 ]R3001
南区

(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
A-10

(30.9)
厚めの板 を削 り鳥 をかたど り、墨で羽毛 を表
現。頭部欠損。

やや粗 V A型式 板 目 ]

789 祭iTE具 鳥形 ]R3001
南区

(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-10

15
やや厚めの板を細く削つて成形。馬の可能性
も有り。 滑ら力 A型式 板 目 ]

祭祀具 鳥形 SR300〕
南区

(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
A一二

一端 を左右か ら削 つて尖 らせ、 もう一端 は斜
めに切 り落 とす。鳥形か。

やや滑 らか A型式 板 目 Ⅲ

祭祀具 鳥形 か 3R3001 南区
(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
AB-10

Ll(9
L2(14

L3(15

Й鬱8

W137
M1238
M「338
W463

阪に何 らかの記号 を墨書 した もの。上部 を欠
隕しているが、縦 に同 じような記号が昌書 さ
れている。絵画的な鳥が漢字 に変化 してい く
牒を描 いた もの ともとれる。

やや粗い 不 明 板 目 Ⅲ

792 祭祀具 棒状祭祀具 3R300ユ
南区

(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
A-11

27 5 14 全体 に細かい肖Uり によ り断面多角形 に成形。 滑らか 辺材 Ⅲ

793 祭祀具 棒状祭祀具 3R300〕
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

172
側面 を丁寧 に削 つて箸状 に した もの。上端 を

斜 め に切 り落 とす。下部 は少 し屈 曲 して い

る。
やや滑 らか 辺材 Ⅲ

7銘 祭TE具 棒状祭祀具 SR300ユ
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

側面を丁寧に削つて成形。上端部は多方向よ
り肖Uる 。下端は細く尖らせる。

滑らか 辺材 Ⅲ

795 祭祀具 棒状祭祀具 3R300ユ
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(181) 下端 を左右両側面か ら削 って尖 らせ る。 やや滑 らか 板 目 Ⅲ

796 祭祀具 斎 串 3R300〕
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-11

09 表面は全体的に剥離。台形状を呈することカ
ら、曲物の転用材か。

本とψ AI型 式 板 目 Ⅲ

797 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(88) 20 03 表面 に墨で線 を引いた もの。下部 tよ 欠損 して
いるが、台形状 または平行四辺形状の斎 串。

滑らか AI型 式 本反目 Ⅲ

798 祭祀具 斎 串 3R300ユ
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(43 5) 23 1 1 厚みのある板の下端 を、緩やか に細 く成形。 やや滑 らか I型式 板 目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 3R300」
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

(12.5) 25 板の両端 を山形 に削って尖 らせ る。墨痕 らし
きものがあるが、判読で きない。

や や粗 い BI型 式 板 目 I

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

10,7 17 03 下端を左右両側面から鋭く削り、尖らせて▼
る。 滑らか B型式 板 目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(321) 1_1 06 下端 を両端 よ り削 つて尖 らせ る。 滑らか I型式 柾 目 Ⅲ

802 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

17 8 1_8 0_3 切り込み :上端木日から左右に各2回。 滑らか CI型 式 板 目 Ⅲ

803 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-11

(85) 0_2 切り込み :左右両側上部に上から各1回。 滑らか CI型 式 板 目 Ⅲ

―- 23 -一



載
号

掲
番

分類 名称
土

構

出

遺 調査区

出土地点
法量
L

漣
Ｗ

法量

H 特 徴 表面の状態 型 式 木 取 樹種
別

位

大

層

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
D-10

(298)
切 り込み :左側上部 に上か ら 9回 、下部 に下
か ら 4回 。右側上部 に上か ら11回 、下部 に下
か ら12回 。裏面は刃傷 多数。

やや i召 らか CV型 式 HFx目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
C-10

(186)
切 り込み :左狽1上 部 に上か ら 3回 、下部 に下
か ら 9回 。右狽1上 部 に上か ら12回 、下部 に下
か ら 5回 。

骨らか CV型 式 lI目 lll

祭祀臭 斎 串
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-10

(169) 0 04 切 り込み :左側上部 に下か ら 6回 。右側上部
に下か ら 3回 。

骨らか CV型 式 IFA目 El

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-10

(61)
(■ 2)

16 02 切 り込み :左右両側上部 に下か ら各 1回。欠
損 のため切 り込みの開始位置は不明。

骨らか CV型 式 本反目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

(136) 12 07
下端 は左右両側面か ら削 つて緩やか に尖 らせ
る。左 側 に 3角 形状 の小 さな切 り込 み lヶ
フ千。

骨らか CⅥ型式 柾 目 Ⅲ

祭祀呉 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-9

(151) 16 下端は左右両側面から削って緩やかに尖らせ
る。

やや粗い C型式 板 目 lll

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

(221) 27 下端 は左右両側面か ら削 って緩やかに尖 らせ
る。上端部 は斜め に削 られる。

滑らか C型式 板 目 Ⅲ

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

(148) 15 05 下端は左右両側面から削って緩やかに尖らせ
る。

やや滑 らか C型式 板 目 Ⅲ

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

03 下端は左右両側面から削つて緩やかに尖らせ
る。

やや滑 らか C型式 板 目 El

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

(129) 19 02 細 い板 の下瑞 を、左右両側面か ら削 つて鋭利
に尖 らせ る。

'骨

らか C型式 板 目 El

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(110) 08 03 下端 は左右両側面か ら削 つて緩やかに尖 らせ
る。

沿らか C型式 板 目 田

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
A-10

13 07 側面 は丁寧 に面取 りされる。上端 は複数の削
りによ り薄 く、下端はやや細 く成形。

滑らか DI型 弐 柾 目 巴

祭祀具 所 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ

B-10他

上端 は 1方 向か ら削 り、下端 は両側か ら削 つ
て尖 らせ る。 ltF面平行四辺形。刺串か。

IE ψ DI型 弐 辺材 Ⅲ

817 祭祀 具 所 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
B-10

(62) 15 04 上端部の左右 に狭 り有 り。 やや粗� DⅥ 型弐 板 目 Ⅲ

雑 具 l雰予ト SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
A-10

(123) 24 板材 の一側面が内側 に湾曲す るように、弧状
の今」形 を入れる。

やや滑 らか 板 目 ヒノキ Ill

きКル| 台座 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-10
(138) (37) 10 板材の一側面 に弧状の割形 を入れる。 やや滑 らか 板 目 Il

部羽 棒状木製品 SR3001 南 区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(180) 10 側面 を丁寧 に削 って lT面楕 円形 に成形。下端
はやや細 く削 られる。箸か。

'骨

らか 板 目 Ⅲ

音Бホオ 棒状木製品 SR3001 南区
(05-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
B― H

44 5 1 1 上下両端部 を若千削つて成形。 ,骨 らか 板 目 Ⅲ

部 材 部材 SR3001 南区
(05-1)

しoc F-1
γ
~Ⅳ

T-10
(147) 30 25 厚手の板の上部 を、 3面か ら細 く削 りだ して

断面円形 に成形。
やや粗ヤ 辺 材 Ⅲ

部 材 部材 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

25 13

全体 を滑 らかに削 つて成形。上下両端 を削 つ
て尖 らせ、表面 と左右両面の中央は溝状 に細
く削 る。裏面 は、やや上部 に半円形の溝 を付
ける。

滑 らか 辺材 Ⅲ

部 材 部羽 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-10
52 (29) 1 1

上端 は鈍角の三頭状 を呈す る。左側上部 に切
り欠 き有 り。

滑 らか 板 目 Ⅲ

部 材 不 明 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

(100) 27 全体的に摩滅 していて、削 りな どは不明 e やや粗� 板 目 Ⅲ

部材 不 明 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(55) 20 09 片側 を削 つて細 くす るが、端部のみ幅広 に成
形 される。

滑 らか 板 目 Ⅲ

部 材 樺巻棒 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

(13 1) 09 棒状木製品に、木 を薄 く紐状 に削 つた ものが

巻 きつけ られている。
やや粗 ψ オ尻目 Ⅲ

用途不明 不 明 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(62) (11) 07 下部 に木釘孔有 り。槍扇基部 に似 るが厚 し やや滑 らか lFA目 Ⅲ

用途不明 不 明 SR3001 南区
(05-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
B-11

28 28 上下両端部 に丁寧 な面取 りを施 して成形。断
面正方形。

滑 らか 芯持 ち材 Ⅲ

874 工 具 箆 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

16 8 12 05
上下両端を九く成形。下端は、やや薄く成形
される。

滑 らか 柾 目 Ⅳ

875 農具 木錘 SR3001 南区
(05-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
C-11

145 50 39 中央部 を削 つて細 く成形。 くびれ部分は丁寧
に削 られる。

やや滑 らか 芯持 ち材 Ⅳ

876 服飾具 檜扇 SR3001 南区
(05-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
B-11

(24 0) 23 02 下部 に要孔有 り。薄い板 を細長 く削 り成形。 滑らか AI型 式 板 目 Ⅳ

―- 24 -―



掲載
番号

分類 名称
出土

遺構
調査区

出土地点
法量
L

濯
Ｗ

漣
Ｈ

特 徴 表面の状態 型 式 木取 樹種
別

位

大

層

877 服飾具 櫛 SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

刻歯式横櫛。歯 =65本残存。 ヤ骨らか AⅡ 型式 板 目 Ⅳ

878 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

7) (59) 05
側板 を乗せ るために、刃物の ような物で印 を
つけた円周状の痕跡有 り。樺皮結合用小孔 1

ケ所。樺度結合紐残存。復元径 =18 2cm。
滑らか

樺皮結合
曲物 E型
式

板 目 Ⅳ

容 器
円形 曲物広
板

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
D-9

173 (166) 06
側板 による円周状 の圧痕が二重 に残存。樺皮
結合用小孔 3ヶ 所、樺皮結合組残存。復元径
=17 3cm。

やや粗 し
合
型

結

Ｅ

皮
物

樺
曲
式

板 目 Ⅳ

880 容 器
円形 曲物底

阪
SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
A-10

(77) (24) 05 復元径 =8 3cm。 やや滑 らか
結合方法
不明曲物

板 目 ス ギ Ⅳ

881 容器
弓形 曲物広
阪

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(154) (41) 07 側板 による円周状の圧痕有 り。樺度結合紐 1

ケ所残存。復元径 =18 5cm。 滑らか
樺皮結合
曲物 E型
式

板 目 Ⅳ

容器
円形 曲物底
阪

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(168) (56) 04
側板 による円周状の圧痕有 り。樺皮結合紐 1

ケ所残存。裏 面 刃物 傷 少 数 有 り。復 元径 =
20 1cm。

滑らか
樺皮結合
曲物 E型
式

柾 目 Ⅳ

容器 挽 物 3R300] 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

径

０
ロ
ー８

底径
156

一局

や

器

０
内面刃物傷有 り。外面幌幅の爪跡 5ケ 所。お
外面 に削 リエ具痕多数有 り。

やや滑 らか 縦木取 り Ⅳ

884 容器 曲物 側 板 R3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F― H

93 (37 2) 09 やや厚めの板に垂直方向と右上から左下、左
上から右下方向の罫引線多数有り。 滑らカ 結合方法

不明曲物
板 目 Ⅳ

食事具 者 3R3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

25 4 07 07 側面を面取りし断面円形に成形。下端やや尖
る。

やや粗 し 辺 材 Ⅳ

886 食事具 俎 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

(52) (27) 無数の切 り傷有 り。 やや滑 らか 志持 ち材
ユズリ
ハ属

Ⅳ

887 文房具 木札 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

19 上部の左右両側面 に切 り込み有 り。樺度 を結
んだ痕訴有 り。

やや粗� 付札 形 オ反目 Ⅳ

文房具 木本L 3R3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-10

(82) 19 滑らカ 布反目 Ⅳ

祭祀具 刀子 形
南区

(05-1)

Loc F― 〕
δ―Ⅳ
C-10

15 1 12 刀身をやや薄 く成形。下部 を細 く削 って柄 を
成形す る。

やや滑 らか 3型式 オ反目 Ⅳ

祭祀 具 人形 ⅢR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

23 0 21 02 下端 は斎 串 と類似 した形状。上部 に顔 を墨書
している。手足の表現 は無い。

や や粗 し
正面全身
人形

柾 目 Ⅳ

祭祀 具 人形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(27) 04 人形が中央か ら縦 に割れた もの。 ややIEヤ
正面全身
人形

板 目 Ⅳ

祭祀 具 人形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(183) 48 05 左側面 に三角形の狭 りによ り首 を表現。頭部
は鳥帽子 を表現 した物か。

や や滑 らか
側面全身
人形

本反目 Ⅳ

893 祭 TE具 棒状祭祀具 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(118)
(105)

10 07 側面 を面取 りし断面多角形 に成形。両端 は、
やや尖 り気味 に削 る。

やや粗ヤ 柾 目 Ⅳ

894 祭祀 具 鳥形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-12

20 11 1 03 側面 を削 つて首 と背 を表現。尾 は尖 らせ る。
表面 に墨痕有 り。

滑 らか A型 式 オ夏目 Ⅳ

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
A-10

(166) 22 04 上端斜め切 り落 とす。下部欠損。 やや滑 らか AI型 式 オ見目 Ⅳ

896 祭TE具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ

D-10H
14 ] 07 05 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 1慢 し CI型 式 板 目 Ⅳ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-9

(186) 16 02
t7」 り込み :左狽1上部 に上か ら 2回 。右側上部
に上か ら 1回。

やや滑 らか CⅢ 型式 板 目 Ⅳ

898 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

21ユ 13 切 り込み :左右両狽」上部 に上か ら各 3回 。 粗 し CⅣ型式 布反目 Ⅳ

899 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(171) 20 切 り込み :左側上部 に上か ら15回 、下か ら8
回。右側上部 に上か ら10回 、下か ら 7回 。

やや粗し CV型 式 板 目 Ⅳ

900 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
D-9

(115) 17 02
切 り込み :左側上部 に上か ら 5回 、下か ら3
回。右側上部 に上か ら4回、下か ら3回。右
側下部 に下か ら 2回 。

粗 し CV型 式 柾 目 Ⅳ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
A-10

(55) 14
上端 の左右の角 を切 り落 とし、両側面 に切 り
欠 きが 3ケ 所残存。下部欠損。

やや粗 ▼ CⅥ 型式 板 目 Ⅳ

902 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(30 6) 22 切り込み :右側上部に下から3回 。下端は両
側から削って緩やかに尖らせる。

粗 し C型式 板 目 Ⅳ

903 祭市E具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-11

(216) 18 下端 は両側か ら削 つて緩やかに尖 らせ る。上
部欠損 しているが、やや細 く成形。

滑らか C型式 オ民目 Ⅳ

祭祀具 斎 串 S路001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

(77) 22 下端 は九 く削 つて成形。 やや粗い D型式 オ尻目 Ⅳ

雑 具 火付棒 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-10

(129)
(28 4)

12 側面 を面取 りし、断面楕円形 を呈す る。
は斜めに削 り、下端部 は炭化 している。

上端 やや粗い 辺 材 Ⅳ

―- 25 -=



掲載

番号
分類 名称

出土

遺構
調査区

出土地点

漣
Ｌ

潅
Ｗ

涯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型 式 木取 樹種
別

位

大

層

工 具 斧柄
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-12

(■ 4)

b
(76)

枝分かれ材を使用。斧台は長方形で両端がや
や細い。斧台は細かい削りによって成形され
る。中央に節が有る。

やや滑 らか 横斧 芯持 ち材 V

工 具 箆 SR3001
南区

(05-1)

Loc F一 ユ
δ一Ⅳ
A-10

227 17 柄の部分は四角に削つて成形。身の部分は平
らで、先端に行く程に薄く成形。先端は丸い。

滑らか 本反目 V

工 具 柄 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-9

(198) 24 全体 に削 りによって丸 く成形。 やや滑 らカ 辺材 V

工具 楔 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-10

147 43 幅広の形態で先端が薄く成形される。角材の
先を山形に尖らせる。

l■い 芯持 ち材 V

工 具 柄 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-9

575 57 34
工具を止めた圧痕と木釘孔有 り。摩滅のた
め、明確な加工痕不明。

やや滑 らか 辺材

ラ
カ

亜

ナ

ア
シ

コ
属

ガ
属

V

農具 馬鍬 SR300] 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(131) 12
上部に穿孔1/2残存。面取 りをし断面円形に
成形。先端は平坦。

やや滑 らか 辺材 V

農具 木錘 SR3001
南区

(05-1)

Loc F一 ]

δ―Ⅳ
C-10

132 49

最大
55
最小
22

両端部は削って扁平。中央くびれ部分は細力
く削って細く成形。一部炭化。

やや滑 らか 志持 ち材 V

農具 木錘 3R3001
南区

(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
A-11

58 くびれ部分をやや丁寧な削りによつて成形。 やや滑 らか 芯持ち材 V

920 農具 木錘 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-10

67
志持ち材の中央を左右から削り、 くびれ部分
を成形。両端も削って九みを持たせている。

滑らか 芯持ち材 V

服飾具 櫛 SR3001 南区
(05-1)

二oc F-1
δ―Ⅳ

C-10
42 (92) 刻歯式横櫛。歯=75本残存。

'骨

らか AI型 式 板 目 V

服飾具 櫛 SR3001 南区
(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
C-11

44 (86) 刻歯式横櫛。歯=68本残存。 ,骨 らか AⅡ 型式 板 目 V

服飾具 オ即 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-10
4 ユ (2 刻歯式横櫛。歯 =18本残存。 ,骨 らか AI型式 板 目 V

924 服飾具 檜扇 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-12

317 幅広の板の下端に小さな要孔有り。墨書が有
る桧扇に近い形状。

i骨 らか AI型 式 柾 目 V

紡織呉 糸巻枠木 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

22 8 14 16
横木のホゾ穴2ケ 所有り。 1ケ 所に横木の端
部が残存。側面から木釘が貫通する。ホゾ穴
間隔13 0cm。

粗い A型式 辺 材 V

紡織具 経巻具 SR3001 南区
(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-10

26 (27 2) 24 志持ち材の一部を削つて凹みを付け、糸固定
剖
`分

を成形。
骨らか 芯持 ち材 V

紡織具 紡 輪 SR3001 南区
(05-1)

LOc F-1
6-Ⅳ
C-10

弓盤状の板の中央に穿孔有り。 i骨 らか 柾 目 V

紡織具 糸巻横木 SR3001
南区

(05-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
F-9

(46) 11 両端 を細 く成形 し、中央 に軸孔有 り やや滑 らか A型式 板 目 V

容 器
楕円形曲物
底板

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(649) (80)
樺皮結合用の小孔 3ケ 所。各孔に樺皮結合組
が残存。隅九長方形の曲物。

やや滑 らか

合
型

結

Ｅ

皮
物

博
曲

キ
板 目 V

容器 柄杓 SR3001
南区

(05-1)

Loc F一 ]

δ一Ⅳ
C-11

山部
135
柄長
145

曲部
133
柄幅
1 1

部

お
厚

■

山

０
柄

１

柄を通すための大小の孔 2ケ 所有り。垂直方
向と右上から左下方向の罫引線多数有り。側
板と絶を留めるための樺皮 2ケ 所残存。

滑らか 結合方法
不明曲物 板 目 V

容器 挽物 SR300〕
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-9

(106) (1 1)
浅い皿。内面に漆付着。底部外面に幌櫨の爪
痕4ケ 所残存。

や や 滑 ら カ

(漆 塗布 )

横木取り V

容器
円形曲物底
阪側板推

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
G-11

(186) (11 2)
一局
ユ

器

３
側板を結合するための樺皮結合紐が残存。裏
面に刃物傷多数有り。範が残存。

やや粗立
樺皮結合
曲物E型
式

lI目 V

933 容 器
円形山物底
板側板

SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-9

132
一局

お

器

６

底板の側面に木釘孔 5ケ 所。内 lヶ 所に木釘
残存。側板に樺皮結合紐が残存。復元径=
13 2cm。 底板厚=0 7cm。

やや粗い
曲
式

合
型

結

Ｆ

釘
物 板 目 V

934 容器
底物曲

板
形
側

円
板

S船001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-12

(122) (107)
一局

Ю

器

２

曲物の蓋か。側面に木釘孔 3ケ 所。内 2ヶ 所
で木釘残存。復元径=12 2cm。 底板厚=05 滑らか

曲
式

合

型

結

Ｆ

釘

物 板 目 V

容 器
円形 曲物蓋

板側板
SR3001

南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B― H

161
一局
刊

器

２

蓋板。倒面に木釘孔 5ケ 所。内4ケ 所に木釘
残存。表に「山」の焼EΠ 有り。裏に刃物傷有
り。側板 穿孔4ケ 所残存。蓋板厚=0 6cm。

i骨 らか
曲
式

合

型

結

Ｆ

釘

物
柾 目 V

容 器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(05-1)

一
Ⅳ

ｌ０

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ

Ａ

7) (75)

樺皮結合組 1ケ 所残存。側板による円周状の
圧痕有り。片面に刃物傷多数有り。貫通した
穴 3ケ 所残存。底板をつなぐためか。復元径
=19 6cm。

やや滑 らか

合

型

結

Ｅ

皮

物

梓

曲
式

柾 目 V

奪 器
円形 曲物底
板

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-9

(98)
側板による円周状の圧痕有り。樺皮結合組 2

ケ所残存。復元径=18 2cm。
やや滑 らカ

合

型

結

Ｅ

皮

物

樺

曲

式
板 目 V
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載

号

掲

番
分類 名称

土
構

出
遺

調査区

出土地点

遅
Ｌ

濯
Ｗ

遅
Ｈ

特 徴 表面の状態 型 式 木取 樹種
別

位

大

層

容 器
円形山物底
板

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(188) (82)

樺皮結合紐3ケ所残存。内 1ケ 所は中央に。
側板による円周状の圧痕有り。中央寄りに残
る樺皮結合紐は底板と底板を結合するための
紐か◇蓋の把手の可能性 もある。復元径=
19 3cmぅ

滑らか
合

型

結

Ｅ

皮

物

樺

曲

式
板 目 V

容 器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(157) (37)

樺皮結合用の小孔と樺皮結合紐 1ケ 所残存。
側板による円周状の圧痕有り。刃物で印をつ
けたものか。裏面に刃物傷多数。復元径=
18 7cm。

滑らか
合

型

結

Ｅ

度

物

樺

曲
式

板 目 V

940 容 器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

(170) (70) 07
樺皮結合用の小孔と樺皮結合紐 lヶ 所残存。
側板による円周状の圧痕有り。裏面刃物傷多
数。復元径=18 0cm。

滑 らか

樺皮結合
曲物E型
式

板 目 V

941 容 器
円形山物底
板

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(93) (23) 復元径 =14 4cm。 粗ψ
倖皮結合

山物 E型
式

板 目 V

容 器
円形曲物底
板

S略001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-10

(22) (06)
梓皮結合用の小孔と樺度結合l■ 1ケ 所残存。
復元径=11 lcm。 骨らか

合

型

結

Ｅ

皮

物

樺

由

式
柾 目 V

容 器
円形曲物底

板
SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

295 (97) 1ユ

倶!面 に木釘孔 2ケ 所残存。側板による円周状
の圧痕有り。表裏ともに刃物傷多数。焼E口の
様な痕跡有り。復元径=30 4cm。

やや滑 らか
曲

式

合

型

結

Ｆ

釘

物 柾 目 V

944 容 器
円形 曲物底

板
SR3001 植

０５．‐

LOc F-1
δ―Ⅳ
D-12

175 (83) 則板に木釘孔 1ケ 所残存。復元径=17 5cm。 やや粗ヽ
曲
式

合

型

結

Ｆ

釘

物 板 目 V

容 器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-10

(108) (45)
側面に木釘孔 2ケ 所。内 1ケ 所に木釘残存。
復元径=11 6cm。

i骨 らか
釘結合山
物F型式

柾 目 V

946 容 器
円形曲物底
板

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-11

(158) (35) 07 木釘孔 1ケ 所残存。外面は黒掲色。復元径=
22 1cm。

やや滑 らか
釘結合山
物F型式

板 目 V

947 容器
円形 曲物側

板
SR3001

南区
(05-1)

Loc F-1
6-Ⅳ
D-10

(60) (398)
側板中央部の 2ヶ 所を樺度で結合。木釘孔 3

ケ所残存。
やや lllし

釘結合曲
物F型式

柾 目 V

948 容器
円形 曲物狽‖

板絶
SR3001

南区
(05-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
F一 ユユ

器高
40

山物の側板と紅、ほぼ完形。木釘孔3ケ 所。
内 lヶ 所に木釘残存。樺皮残存。支え板高=
1 5cmo lgl板内面全体に罫引線有り。

滑らか 釘結合曲
物F型式

板 目 V

容器
円形 曲物側

板
SR3001

南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(174) (172)
一局
Ю

器

５
側板を結合する樺皮結合紐孔が3ケ 所。木釘
孔が2ヶ所。内面に罫引線有り。

滑らか 釘結合曲

物F型式
板 目 V

食事具 杓子 〕R3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(147) 31 04 高平な板状。細く削つて柄部を成形。 滑らカ 不 明 板 目 V

食事具 箸 3R3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(138) 07 側面を面取りし、断面を六角形に成形。上端
部は四方向から削り、短く尖らせる。

滑らカ 辺材 V

952 文房具 木本し 3R3001
南区

(05-1)

Loc F― ]

δ一Ⅳ
B-10

11 0.3
上端は平らに削る。上部に三角の狭 り有り。
下端は緩やかに斜めに削る。斎串の可能性有
り。

滑らか 付札形 柾 目 V

953 文房具 木本L SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(64) 17 上端の左右両側に三角形の決り有り。 やや粗 セ 付オL形 オ反目 V

954 遊戯具 琴柱 3R3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

28 35 05
上部中央に琴糸を渡した溝有り。上部から下
部へやや厚く成形。

や そ粗 立 A型式 柾 目 V

祭TL具 刀形 SR300]
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-10

(165) 07 刀身と柄を表現。上下両端欠損。 粗い F―
F減 B型式 板 目 V

祭祀具 刀形 SR3001
南区

(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
D-11

(143) 13 摩滅により刀身の調整は不明。 やや滑らか 不 明 柾 目 V

祭祀具 防繊具形 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

185 08
上下両端の左右側面に細かい狭り有り。断面
正方形。

滑らか lFA目 V

祭祀具 防織具形 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-11

1 1 10
上下両端の左右側面に細かい狭 り有り。断面
正方形。

やや粗 い 辺羽 V

祭祀具 防繊具形 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-9

12 3
上下両端の左右側面に細かい狭り有り。lllT面

正方形。
やや滑 らか 辺材 V

祭祀具 紡織具形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

(118) 07
上下両端の左右側面に細かい狭り有り。断面
正方形。

やや粗� 板 目 V

祭祀具 紡織具形 SR3001 南区
(05-1)

一
Ⅳ

９

Ｆ

一　
一

∝
δ

Ｄ
(129) 13 11

上端の左右側面に細かい狭 り有 り。下部欠
損。LIll面 正方形。

滑らか 板 目 V

祭祀具 紡繊具形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
C-10

(85) 05
上端の左右側面に細かい決 り有 り。下部欠
損。断面正方形。

1骨 らか 辺材 V

963 祭祀具 鳥形 SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

29 (27 0) 06 薄い板の一端を削つて鳥の頭部を表現したも
のか。

滑らか B型式 板 目 V

964 祭祀具 舟 形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
心―Ⅳ
C-11

149 25 船体の上部中央を削って成形。九木舟形。平
底。

やや滑 らカ A2類 芯持 ち材 V

祭祀具 舟 形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-9

(155) 34 31
1合体上部に浅い今」り込みを2ケ 所入れて屋形
部を表現。屋形4・・形。九底。

やや粗ヽ A2類 芯持 ち材
ブ

イ

ツ

トン
V

―- 27 -―



載

号

掲

番 分類 名称
土
精

出
遺

調査区

出土地点
法量
L

遅
Ｗ

漣
Ｈ

特 徴 表面の状態 型 式 木取 樹種
別

位

大

層

祭祀具 舟形 SR3001 離
０５．‐

LOc F-1
δ―Ⅳ
G-10

(120) 17
船体上部に浅いな」り込みを2ヶ 所入れて屋形
部を表現。船首欠損。屋形船形。九底。樹皮
残存。

やや滑 らか A2類 芯持 ち材 V

祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-9

34 3 17 16
目 鼻 口 (目 口 顎)を浅い彫り込みに
よって表現。頭部はやや斜めに成形。下端は
尖らせる。部分的に樹皮残存。

沿らか 円筒状人
形

芯持 ち材 V

祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-10

15 12
目・鼻 口を小さな彫り込みによって成形。
芯持ち材の上部をうすく削つて顔面を成形。
下端は抗状に尖らせる。

,骨 らか 円筒状人
形

芯持ち材 V

祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-9

(335) 20 22 目 国 顎を浅く成形する。右目は欠損のた
め一部のみ残存。下端は杭状に尖らせる。

滑らか 円筒状人

形
芯持ち材 V

970 祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-9

23 03 頭部は主頭状を呈する。削りにより首 肩
足を表現。墨書により顔を表現。

やや滑 らか
正面全身
人形

阪目 V

祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

25
削りによって頭 首 腕 脚を成形。足は成
形途中で欠損したと思われる。墨書により顔
を表現。

滑らか 正面全身
人形

阪 目 V

972 祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-1)

ioc F-1
δ一Ⅳ
E-11

(26) 削 りによって頭 首 足 を成形。 やや滑 らか
正面全身
人形

lFA目 V

973 祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-1)

一
Ⅳ

Ю

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ
Ｇ

(188) 17
上端部圭頭状を呈する。上部両側面に狭り有
り。裏側下半を削り薄く成形。斎串の可能性
有り。

,骨 らか
正面全身
人形 坂目 V

9馳 祭祀具 人形 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

(238)
頭部は圭頭状を呈する。削りにより首 肩
腰を表現。塁書により眉と目のみ表現。

,骨 らか 正面全身
人形

板 目 V

祭祀具 人形
南区

(05-1)

LOc F一 〕
δ一Ⅳ
A-11

頭部の先端は中央部に凸部をもつ。削りによ
り首 肩 手 足を表現。墨書により顔を表
現ぅ

ややIEヽ
正面全身
人形

板 目 V

976 祭祀具 人形 SR300] 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(115)
削りにより全身を成形。墨書により顔を表
現。手から足にかけて下方向からの切り込み
が左側 2回、右側6回残存する。

滑らか 正面全身
人形

板 目 V

祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
心―Ⅳ

D-12
(123) 03 頭部は圭頭状を呈する。削りにより首 足を

表現。欠損部が多い。
やや粗ヽ 正面全身

人形
板 目 V

978 祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(136) 21 03 頭部は圭頭状を呈する。削りにより首 肩
足を表現。手は下からの切り込みによる。

滑らか
正面全身
人形

板 目 V

祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-10

(140)
表

向

を

方鯵
軒

よ

↓ヽナ鶉叫３回。全身を成形。一帥
り

髭

り

ま

い
切

に
長

の

削

現

か
滑らか 正面全身

人形
板 目 V

祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-8

1) (11) 02
上端を九く削り、右側を台形状に狭って首を
表現か。大分部が欠損している。

滑らか 正面全身
人形

オ尻目 V

981 余祀具 人形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-10

(123) (28) (04)
上下両端と右半分は欠損。左狽‖面を三角形に
切り込んで首を表現。墨書により顔を表現。
髭が多く描かれる。

滑らか
正面全身
人形

オ夏目 V

982 祭祀具 棒状祭祀具 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
E-9

(32 8) 1] 07
全体に断面長方形。上下両端ともに、一方か
らの削りで尖らせる。下端は薄く成形。

やや滑 らか 辺材 V

祭祀具 棒状祭祀具 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-10

17 2 下端 を削 り鋭 く尖 らせ る。上端は九 く成形。 滑らか 辺材 V

984 祭層E具 棒状祭祀具 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

(133) 10 断面五角形 に成形。頭部 は圭頭状。下郡欠損。滑らか 辺 材 V

985 祭祀呉 棒状祭祀具 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

153 07 断面多角形。下端を細かい削りで尖らせる。
上部欠損。

や や粗 ラ 辺 材 V

祭祀具 棒状祭祀具 SR3001 南区
(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
F-10

断面多角形。両端をやや尖り気味に成形。 やや滑 らか 辺材 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

しoc F-1
δ一Ⅳ
C-11

12 5 14 02 台形状を呈する。表裏に塁で複数の横線を描
く。

やや滑 らか AI型式 阪目 V

祭祀具 斎串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-12

12 7 02 台形状を呈する。表裏に墨で複数の横線を硝
く。987と 類似。 ,骨 らか AI型 式 板 目 V

989 祭祀具 斎串 SR3001 南区
(05-1)

LOc F― ユ
δ―Ⅳ
D-11

15 2 05 台形状を呈する。表裏に墨で複数の横線を描
く。

やや滑 らか AI型 式 柾 目 V

祭祀具 斎串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-12

(146) 21 05 台形状を呈する。表裏に墨で複数の横線を描
く。 滑らか AI型 式 柾 目 V

99ユ 祭祀具 斎串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(49) 10 台形状を呈する。 やや滑 らか AⅡ 型式 板 目 V

992 旦
（

本
不 斎串 SR300] 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-12

173 17 平行四辺形状の斎串。切り込み :右側上部に
上から1回。 滑ら力 AⅢ 型式 板 目 V

993 祭祀具 斎 串 SR300]
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-10

(162) 16 台形状 を呈す る。 粗 ヽ AI型 式 板 目 V

―- 28 -―



載

号

掲

番 分類 名称
土

構

出

遺 調査区

出土地点
法量
L

濯
Ｗ

法量

H 特 徴 表面の状態 型 式 木取 樹種
別

位

太

冒

9銘 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
C-10

(20 1) 台形状 を呈す る。長辺が若干内湾する。 滑らか AI型式 柾 目 V

995 祭祀 具 斎 串 〕R3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
D-9

(171) 19 平行四辺形状であるが、上端の角度が緩やか
で、下端 は鋭 く成形 される。

滑 らか AI型式 柾 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-9

(76) 17 平行 四辺形 状 を呈す る。上端 はやや 薄 く成
形。

滑 らか AI型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
6-Ⅳ
G-11

(77) 14
上端 は斜めに切 り落 とす。下部欠損。長辺が
若千内湾す る。

やや滑 らか AI型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR8001 南区
(05-1)

・
Ⅳ

・２

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ

Ｄ
(98) 10 07 厚板の上端 を主頭状 に成形。 骨らか BI型 式 柾 目 V

祭祀具 斎 申 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-9

07 上下両端 を主頭状 に成形。 やや粗い BI型 式 板 目 V

1000 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(195) 1: 上端 を圭頭状 に成形。 やや粗い BI型 式 右昆目 V

1001 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

(186) 10 上端 を圭頭状 に成形。 滑らか BI型 式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

(241) 厚板の上端 を主頭状 に成形。 やや粗い BI型 式 柾 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(417) 09 上下両端 を鋭 く尖 らせ る。 滑らか DI型 猷 オ夏目 V

1004 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
B-10

10 l.1 上端 は圭頭状、下端 は尖 らせ る。 滑らか DI型 弐 阪 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
E-11

07 上端 は主頭状、下端 は尖 らせ る。 滑 らか DI型 式 辺 材 V

祭祀具 斎串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
G-9

(34 5) 上端 は主頭状、下端 は尖 らせ る。 滑 らか DI型 弐 旺 目 V

!001 祭祀具 斎串 SR300〕
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-10

(32 7) 下端 は尖 らせ る。上部欠損。 やや滑 らか DI型 式 辺材 V

100〔 祭祀具 斎串 SR300ユ
南区

(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
G-10

(25,2) 1_0
上端は平坦。下端を表裏両面から削つて尖ら
せる。 滑らか DI型 式 反 目 V

100( 祭祀具 斎串 SR300ユ
南区

(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-10

上端 は圭頭状、下部欠損。 やや滑 らか DI型 式 板 目

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

(104)
上端 は左右非対称 の主頭状。下端 は表裏両面
を削 り薄 く成形。

やや滑 らか DI型 式 辺 材 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
E-10

15 1
上端は角を落として台形状に、下端は鋭く尖
らせる。 ややIEし DI型 式 柾 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-11

(109)
上端 は細か く削つて多角形状 を呈する。下部
欠損。

やや滑 らか DI型 式 オ反目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

LocF-1
δ一Ⅳ
F-9

(142) 05 上下両端 を鋭 く尖 らせ る。 滑 らか DI型 式 辺材 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
E-11

(30 2) (27) 04
上端は圭頭状で左右両側面に三角形の切り欠
き有り。 粗 い DⅥ型式 布見目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
G-10

(169) 17 14
上端は圭頭状で左右両側面 に三角形の切 り欠
き有 り。下端 は片側か ら削 って尖 らせ る。

やや滑 らか D型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(162) 17 04
上端部 は四方向か ら四角錐状 に成形。切 り込
み :右上か ら 1回。

滑らか DⅥ 型式 板 目 V

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-12

10 上端は主頭状 で両側面 に三角形の切 り欠 き有
り。下端 は片側か ら削 って尖 らせ る。

やや滑 らか DⅥ 型式 板 目 V

祭 祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

68 1 16 断面平行四辺形 を呈する。上下両端部 を若千
削 つて尖 らせ る。

粗 し CI型 式 板 目 V

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-10

11
上端 は圭頭状。下瑞は左右両側面か らゆるや
かに削 つて尖 らせ る。

滑 らか CI型 式 板 目 V

1020 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

一
Ⅳ

ｌ０

Ｆ

二

ｏｃ
δ

Ｆ
(20 3) 1.2

厚みのある板の上端 を三頭状、下部 を細 く成
形 。

滑らか CI型 式 柾 目 V

1021 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-9

23 1 16 切り込み :左右両側に上から各1回。 やや滑 らか Cm型 式 板 目 V

t022 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
F-9

20 3 21 切り込み :左右両側に上から各1回。 滑らか CⅢ型式 柾 目 V
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別

位

大

層

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

17 8 14 切 り込 み :左右 両側 に上 か ら各 1回。 滑らか CⅢ 型 式 布反目 V

1024 祭祀具 斎 串 SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(176) 18 切 り込み :左右両側 に上か ら各 2回。 滑らか CⅢ 型式 オ反目 V

1025 祭祀 呉 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C― H

(146)
(43)

2ユ 0ユ 切 り込み :左右両側 に上か ら各 1回。 滑らか CⅢ型式 板 目 V

1026 祭 祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(149) 21 切 り込み :左右両側 に上か ら各 1回。 粗 い C皿 型式 オ反目 V

1027 祭祀 具 斎 串 SR3001 駆
０５．‐

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(134) 16 切 り込み :左側上部 に上か ら 2回 、右側上部
に上か ら 1回。

やや沿 らか CⅢ 型式 板 目 V

1028 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-9

(126) 17 切 り込み :左右両側 に上か ら各 1回。 やや粗ヽ CⅢ 型式 板 目 V

1029 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-9

(126) 19 03 切 り込み :左側 に上か ら 3回 、右狽‖に上か ら

1回。
滑らか CⅡ 型式 IFA目 V

祭祀 具 斎 串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
E-11

(78) 1 1 切 り込み :左右両側 に上か ら各 1回。 i骨 らか CI型 式 板 目 V

祭 TE具 斎 串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-10

(73) 04
切 り込み :左側 に上か ら 7回 、右側 に上か ら

8回 。
やや滑 らか CⅢ 型式 板 目 V

祭 TB具 斎 串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F― 項
δ―Ⅳ
F-9

(105) 14 切 り込み :左側上部 に上か ら4回、右側上 ll

に上か ら 2回。
粗 � 3Ⅲ 型式 板 目 V

1033 祭祀 具 斎 串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
F-10

15 切り込み :左右両側に上から各1回。切り込
み位置非対称。

i合 らか 3皿 型式 板 目 V

1034 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-9

(106) 21 切 り込み :左側上部 に上か ら 7回 。右側上音「

に上か ら 8回 。
やや粗ψ EI型式 柾 目 V

1035 祭TE具 斎 串
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

(70) 15 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 4回。 やや滑 らか 3Ⅲ 型式 板 目 V

103( 祭祀具 斎串 SR3001
南区

(05-1)

loc F-1
δ―W
E-9

(78) 13 05 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 ,骨 らカ εⅢ型式 板 目 V

1037 祭祀具 斎串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F― H

24 3 21 02 切 り込み :左側上半部 に上か ら8回、右側上

半部 に上か ら 9回 。
や や滑 らか εⅣ型式 板 目 V

103モ 祭祀具 斎串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

(259) 02
切 り込み :左側上部 に上か ら 6回 、下部 に下
か ら 7回 、右側上部 に上か ら 5回 、下部 に下
か ら4回。

滑らか εV型式 板 目 V

1039 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(133) 17 02 切 り込み :左側上部 に上か ら14回 、右側上部
に上か ら 8回 。

やや滑 らか Ⅳ型式 板 目 V

104C 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

318 1 4 04
切 り込み :左側上部 に上か ら8回、下部 に下
か ら4回。右側上部 に上か ら 7回 、下部 に下
か ら4回。

やや粗ψ CV型 式 板 目 V

1041 祭TE具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-10

312 18 03
切 り込み :左側上部 に上か ら4回、下部 に下
か ら 6回 。右側上部 に上か ら 5回 、下部 に下
か ら 4回 。

沿 らか CV型 式 板 目 V

1042 祭 TDL具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-9

237 15 04
切 り込み :左側上部 に上か ら10回 。右側上部
に上か ら 7回 、下部 に下か ら4回。

兆とし CV型 式 柾 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-11

(270) 14 03
切 り込み :左狽‖上部 に上か ら 7回 、下郡 に下
か ら 5回 。右狽1上 部 に上か ら 6回 、下部 に下
か ら4回。

やや滑 らか CV型 式 板 目 V

祭TB具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
B-12

(101)
(183)

22 03 切 り込み :左側上部 に上か ら 5回 、下部 に下
か ら2回。右側上部 に上か ら 3回 。

米ユし CV型 式 /11目 V

1045 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-10

(283) 21 03
み
回
回

込

５
８

切
か
か

左側上部 に上か ら 7回 、下部 に下

右側上部 に上か ら 6回 、下部 に下 滑らか CV型 式 板 目 V

1046 祭所E具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-10

(259) 27
み
回
回

込

８
８

切
か
か

左側上部 に上か ら 7回 、下部 に下

右側上部 に上か ら 7回 、下部 に下 やや粗ヤ CV型 式 柾 目 V

1047 祭TE呉 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(253) 03

切 り込み !左狽‖上部 に上か ら 8回 、中央部上

設に上か ら 5回 、下段 に下か ら 5回 。右側上

部に上か ら 5回 、中央部上段 に上か ら 6回 、
下段 に下か ら 5回 。

やや粗ヽ DV型式 本夏目 V

1048 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
B-11

(224) 37 03
み
回
回

込

９
７

切
か
か

左側上部 に上か ら8回、下部 に下

右側上部 に上か ら 7回 、下部 に下 やや粗 し 3V型 式 IFk目

104C 姿祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

(215) 02
切 り込み :左側上部 に上か ら10回 、下部 に下
か ら4回。右側上部 に上か ら 9回 、下部 に下
か らH回。

滑らか 3V型 式 オ反目

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-12

(84)
(107)

21 02
切 り込み :左側上部 に_し か ら 7回 、下部 に下
か ら 5回 。右側上部 に上か ら 5回 、下部 に下
か ら10回 6

やや粗ψ 3V型 式 仮 目 V

1051 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-11

176 24 02
み
回
回

込

６
８

切
か
か

左側 _と 部 に_ヒ か ら 7回 、下部 1こ 下

右側上部 に上か ら 5回 。下部 に下 やや粗ラ DV型 式 柾 目 V
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10「J2 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
F-11

(110) 24
切り込み :左側上部に上から7回 、下部に下
から1回。右側上部に上から11回 、下部に下
から3回 6

滑らか CV型 式 板 目 V

[053 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-12

(177)
切り込み :左側上部に上から7回 、下部に下
から5回 。右側上部に下から2回 。

やや粗い CV型 式 板 目 V

1054 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-11

(135)
切り込み :左側上部に上から4回、下部に下
から7回 。さらに下部に上から1回。右側上
部に上から6回 、下部に下から6回 。

やや粗 い CV型 式 柾 目 V

祭祀具 斎 串 S門001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-9

(93)
(48)

21 02 切り込み :左側上部に上から5回 、下部に下
から1回。右側上部に上から6回 、下部欠損。

やや粗し 3V型 式 板 目 V

祭祀具 斎串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-11

(150) 25
中央部くびれ有り。切り込み :左側上部に上
から2回、下部に下から3回 。右側上部に上
から3回、下

=Б

lこ 下から3回 。
やや滑 らか εV型式 l■ 目 V

祭祀具 斎 串 SR300]
南区

(05-1)

ンoc「 -1
δ―Ⅳ
E-9

(63) 28 05
人形の可能性有り。上端は圭頭状。左狽1に三
角形の決り有り。右側は欠損。

滑らか εⅥ型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
E-11

(150) 23 02 下端は両側からの削りで尖らせる。上部欠
損。 滑らか 3型式 圧目 V

都材 支脚 SR3001 南区
(05-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
B-11

(97) 49 下端部 は 4側面 よ り削 り面取 りを施す。 やや滑 らか 辺材 V

106( 部材 支脚 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B― H

(25 4) 27 14 板状の木製品の上部先端を、ホブ状の凸に成
形。

やや粗 ヤ 辺材 ヒノキ V

1061 部 材 部材 3R3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

10 断面半円形に削り成形。両端に穿孔各 lヶ 所
有り。

滑らか 辺材 V

106彦 部材 部材 SR300]
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-11

(86) 29 14 断面半円形 に成形。穿孔 2ヶ 所有 り 粗 し 坂目 V

用途不明 小明 SR300〕
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

21 裏面は剥離している。墨刺しか。 やや滑 らか 板 目 V

部材 部羽 SR3001 南区
(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
B-11

17 9
薄板の一端の角を九く削って成形。他端に釘
孔と思われる穿孔2ヶ所残存。

滑らか 板 目 V

用途不明 不 明 SR3001
南区

(05-1)

Loc F― 〕
δ一Ⅳ
C-10

142 37 下端部は粗 く削 って尖 らせ る。木鉦の未成品
力ち

粗 い 芯持 ち1/1 V

用途不明 不 明 SR3001 南区
(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
B― H

13 厚手の板の両側を面取りし、断面多角形に成
形。上下両端は九く削る。

やや滑 らか テ阪目 V

司途不明 不 明 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-16

辺材を丸く削り、断面半円形を呈する。 i骨 らか 辺材 V

弔途不明 不 明 SR3001 南区
(05-1)

LOc F一 ユ
δ―Ⅳ
F-9

平面形は人角形を呈する。木釘の頭郡か。 やや粗 ヽ 板 目 V

¶途不明 不 明 S昭001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-11

(35) 02 薄い板の片側 に狭 りを入れ、歯状 の凸凹を成

形。
滑らか 柾 目 V

1086 旦
（

曲
民 竪杵 SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-9

51 5 40 辺材の両端と中央部分を細く削る。全体に摩
滅が激しい。

滑らか 辺 材 Ⅵ

1087 農具 木錘 SR3001 南区
(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-11

12 7
円柱状の材の中央部を上下両側から削り、中
央部を細く成形。樹皮が残存。

i骨 らか 芯持 ち材 Ⅵ

1088 農 具 木錘 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
A-11

(77) 5] 42 全体に摩減しており、削り痕は不鮮明。 やや滑 らカ 芯持 ち材 ンキミ Ⅵ

1089 農 具 木錘 SR3001 南区
(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
C-10

142 円在状の材の中央部を上下両側から削り、中
央部を細く成形。樹度が残存。

粗 い 志持 ち材 lll

農具 木錘 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

183 58 円柱状の材の中央部を上下両側から削り、中
央部を細く成形。

滑らか 芯持 ち材 Ⅵ

紡織具 紡 輪 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-12

(58) (27) 05 軸孔 lヶ 所有 り やや滑 らカ 板 目 Ⅵ

紡縦具 糸巻横木 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

56 12 03
相欠き仕口無し。中心より、少しずれて軸孔
有り。上端より下端をやや広く削り成形。通
常の横木より小さい。

滑らか A型式 柾 目 Ⅵ

1093 服飾具 留針 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-12

13 9 12 12 棒状の材の下端が細くなるように多方向から
削り成形。

滑らか 辺材 Ⅵ

1094 服飾具 留針 SR3001 南区
(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
C-12

1) 10 08 棒状の材の下端が細くなるように多方向から
削り成形。

やや滑 らか 辺羽 Ⅵ

1095 服飾具 櫛 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

11 把手と歯ともに丁寧な作り。刻歯式横櫛。歯
=26本残存。

滑らか AI型式 板 目 Ⅵ
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濯
Ｌ

遅
Ｗ

濯
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大別

層位

服飾具 櫛 SR3001
南区

(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-12

(23) 10 亥」歯式横櫛。歯=H本残存。 やや滑 らか 不 明 板 目 Ⅵ

容器
円形 曲物底
板側板

SR3001 南区
(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
F-8

144
高

■

器

４
樺皮結合用の小孔と樺皮結合紐 6ヶ 所残存。
内壁の高さ力弩 3cm程の浅い容器。

滑らか
樺皮結合
曲物E型
式

板 目 Ⅵ

1098 容器
円形曲物底
板側板

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-12

(557) (442)
一局
お

器

３

樺度結合用の小孔と樺皮結合紐 2ヶ 所残存。
側板は範の可能性有り。傷みが激しい。復元
径=57 6cm。

兆巳し

合

型

結

Ｅ

皮

物

樺

曲
式

板 目 Ⅵ

1099 杏器
円形 曲物底
板

SR3001 離
０５．‐

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-11

190 1)

樟皮結合紐4ケ所残存。結合紐の内2ケ所は
底板同士を結合させている。外面に刃物傷多
数。復元径=19 0cm。

滑らか
樺皮結合
曲物E型
式

板 目 Ⅵ

t100 容器
円形曲物底
板

SR3001 駆
０５．‐

一
Ⅳ

９

Ｆ

一　
一

∝
δ

Ｄ
(157) 7) 07

刃物傷多数。釘孔 1ケ 所残存。復元径=185
滑らか

曲

式

合

型

結

Ｆ

釘

物 柾 目 Ⅵ

容器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(05-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
G-11

126 131 木釘孔 5ケ 所残存。 やや粗い 釘結合曲
物F型式

板 目 Ⅵ

1102 容 器
円形山物底
板 離

０５．‐

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

(104) (50) 07
'卜

面に刃物傷多数。内面に側板による圧痕有
り。復元径=10 5cm。

やや滑 らか

淳

骸紡
噺
臥

結
不
Ｅ

板 目 ヒノキ Ⅵ

容器
円形 曲物底

板

南区
(05-1)

LOc F― ユ
δ―Ⅳ
D-11

(9.8) (67) 05 内面の 2ケ 所に焼印有り。木釘 1ケ 所残存。
復元径=16 9cm。

骨らか
釘結合曲
物F型式

柾 目 Ⅵ

容器
円形曲物側

板

南区
(05-1)

Loc F一 ユ
δ一Ⅳ
C-11

165 器高
(22)

眸皮結合紐が 1ケ 所、結合用小孔のみ lヶ 所
残存。側板の二重部分は罫引線が斜めに直交
する。

骨らか
樺皮結合
曲物

柾 目 Ⅵ

容 器
円形由物底
板側板

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

一局
９

器

３
木釘 5ケ 所と樺皮による側板同士の結束部分
残存。底板厚0 6cm。

滑らか 釘結合世

物F型J 柾 目 Ⅵ

1106 容 器
円形曲物底
板側板

〕R3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

145 14 1
高

お

器

３

側板 同士 を結合す る樺皮結合祉 と、狽I板 と底

板 を結合す る木釘 4ヶ 所残存。側板 内面全体
に罫引線ぅ底板厚 =0 9cm。

滑らか
世

ゴ

合

型

結

Ｆ

釘

物
底 狽1板

とも柾目
Ⅵ

容器 蓋板 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

110 110 口径1lcmの 菱の蓋か。厚みのある板を円形
に成形。

阻ラ 板 目 Ⅵ

容器 槽 3R3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(42)
角材の内側 を割 りぬいて成形。作 りは粗 く内

面は工具痕が残 つている。角の部分 は削 つて

面取 りを施す。

やや粗し 辺材 Ⅵ

遊成具 琴 3R3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

07 上部に4孔の集弦孔有り。 やや粗し TuE目 Ⅵ

祭祀具 剣 形 3R300ユ
南区

(05-1)

LOc F― ユ
δ―Ⅳ
G-8

(415)
辺材 の一端 を細 く削 り、握 りを成形。上端 は

欠損。
滑らか 辺材 Ⅵ

llll 祭TE具 人形 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

(42 5) 27

目 口を彫り込みによって表現。右は眉と目
を、左は目を2段 に成形。上端部は前後 2方
向より削り、下端部は四方より削つて尖らせ
る。

滑らか 円筒状人

形
芯持 ち材 Ⅵ

祭祀具 人形 3R3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

目 口 顎を深い彫り込みによって表現。頭
は平らに削る。

やや滑 らか
円筒状人
形

芯持 ち材 lll

祭祀具 人形 SR300]
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

44 1 29
目 口を浅い彫り込みによって表現。上端は
周囲からの削りによってやや九い。樹皮残
存。

やや粗し 円筒状人

形
芯持 ち材 Ⅵ

祭祀具 人形 3R3001
南区

(05-1)

LOc F-1
5-Ⅳ
C-11

(536)
目 口 顎を僅かに局夕り込んで表現。上端を
斜めに切り落とす。全体に樹皮が残存。

粗 �
円筒状人

形
芯持 ち材 Ⅵ

1115 祭祀具 人形 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-10

(373) 21
上端は3面から斜めに削り、下端は、一面か
ら斜めに切り落として杭状に成形。左目は欠
損。鼻は節を利用か。

滑らカ 円筒状人
形

志持 ち材 Ⅵ

祭祀具 人形 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(304) 27
つ
せ取つて尖

雅
軽

】
カ

ロ
刑

目
端

に
上

切

現
。

持
表

ｏ

芯

て
る

滑らカ 円筒状人
形

芯持 ち材 Ⅵ

111 祭祀具 人形 SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

(169) 19 17
目 国 首を浅く削つて表現。上端は斜めに
削つて尖らせる。

滑らカ 円筒状人
形

志持 ち材 Ⅵ

祭祀具 人形 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(289) 31 芯持ち材に目 鼻 口を彫り込んで表現。上
端は平坦。

滑らカ 円筒状人
形

志持 ち材 Ⅵ

祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-1)

しOc F-1
6-Ⅳ
C-11

(500) 32 31
日と口は欠損 によ り不明。鼻の一部 と両側 に

類 を浅 く削 つて表現。上下両端 とも四方か ら
の削 りで尖 らせ る。

やや粗し 円筒状人
形

芯持 ち材 Ⅵ

祭祀具 人 形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F一 l

δ一Ⅳ
C-11

(89) 25
目 口を同夕り込 んで表現。頸部 に削 り有 り。
目が両側面 に位置 し正面か ら見 えない。頭言【
は前面か らの削 りで斜めに成形。

滑らか 円筒状人
形

芯持 ち材 Ⅵ

祭祀具 舟形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-11

(85) 24 19 船首側からの削 り出しによって屋形部を成
形。船尾欠損。屋形船形。九底。

'骨

らか A2類 芯持ち材 Ⅵ

祭祀具 舟形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

175 芯持ち材の 2ケ 所に浅い今Jり 込みを入れて屋
形部を成形。屋形船形。九底。

やや滑 らか A2類 芯持ち材 Ⅵ

―- 32 -―
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掲
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土

構

出

遺 調査区
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L

涯
Ｗ

法量
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別

付

■
へ
目
日

1123 祭祀具 舟 形 SR3001 南区
(05-1)

しoc F― ユ
δ―Ⅳ
C-10

(197) 28 芯持 ち材 か ら船 首 船尾 と屋形 部 を削 り出
す。屋形船形。九底。村皮が残存。

やや滑 らか A2類 芯持 ち材 Ⅵ

1124 祭祀具 舟 形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

17 5 31
船首 船尾 は下面か らの削 りで成形。屋形部
は製作直後 に欠けた と思 われる。屋形船形。
九底。

ややi骨 らか A2類 芯持 ち材
ツブラ
ジイ

Ⅵ

112C 祭祀具 舟形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(163) 33 27 屋形 llE・ 形。平底。木のなが抜 けて中空 になる。滑らか A2類 芯持 ち材 Ⅵ

1126 祭扁E具 舟形 SR3001 南区
(05-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
B-12

(191) 31 船首  船尾両側か らの浅い削 りだ しによって
屋形部 を成形。屋形船形。平底。

やや滑 らか A2類 志持 ち材 Ⅵ

1127 祭祀具 舟形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

57 (37)
やや厚手の志持 ち材 を削 り、船尾 を成形か。
屋形船形。 滑らカ A2類 志持 ち材 Ⅵ

祭祀具 舟形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
B-10

171 2ケ 所 に今」り込み を入れ、屋形部 を成形。船
底部 はRIk状 を呈す る。屋形船形。九底。

粗 ▼ A2類 芯持 ち材 Ⅵ

祭祀具 丹 形 3R300ユ
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

168 22
2ヶ 所 に浅 い割 り込 み を入 れ、屋 形部 を成
形。屋形船形。平底。村皮一部残存。

*ユし A2類 芯持 ち材 Ⅵ

祭祀具 舟 形
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(103) 船首部分欠損。屋形船形。九底。 やや粗 し A2類 芯持 ち材 Ⅵ

祭祀具 舟 形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(96) 22 邑形船形。平底。 骨らか A2類 芯持 ち羽
ヒサ カ
キ属

Ⅵ

祭祀具 舟 形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

25 2 32
芯持 ち材 を丁寧 に削 り、船首
を削 り出す。屋 形部 は船体 よ
る。屋形船形。平底。

部
れ

形
ら

屋
削

縄
細 やや粗い A2類 志持 ち材 Ⅵ

祭祀 具 舟形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

志持 ち材 を丁寧 に削 り、rlHN首 船尾 と屋形部
を削 り出す。屋形部は船体 より細 く削 られ、
正方形 を呈する。屋形船形。平底。

滑 らか A2類 芯持 ち材 Ⅵ

祭祀呉 舟形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-10

(125) 27 31 側面 と船底部 を粗 く削 って成形。平底。 滑らか A2類 志持 ち材 Ⅵ

祭祀 具 舟形 SR3001 南区
(05-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
B-12

37 芯持 ち材 を丁寧 に削 り、船首 船尾 とF_―形部
を削 り出す。屋形船形。平底。

やや滑らか A2類 芯持 ち材 Ⅵ

祭所B具 舟形 SR300] 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-8

(109) 38 屋形船形。九底。

'骨

らか A2類 芯持 ち材
ヤナキ
属

Ⅵ

祭祀 具 斎串 SR300ユ
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

(107) 14
上下両端共に斜めに切り落とし、台形状を呈
する。 i脅 らか AI型 式 柾 目 Ⅵ

祭 TB具 斎 串 SR300ユ
南区

(05-1)

Loc F― 〕
δ―Ⅳ
C-10

(83) 01
上下両端共に斜めに切り落とし、台形状を呈
する。 '阻

い AI型 式 板 目 Ⅵ

妥TE具 斎 串
南区

(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
A-10

(86) 19 04 上下両端共 に斜め に切 り落 とし、平行 四辺形
状を呈す る。

やや滑 ら力 AI型式 柾 目 Ⅵ

祭祀 具 斎 串
南区

(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-10

15 と10 上下両端共に斜めに切り落とし、平行四辺形
状を呈する。 ややIE▼ AI型式 板 目 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

と33 22 04
上下両端共に斜めに切り落とし、台形状を呈
する。 やや滑 らか AI型 式 板 目 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

147 05 上下両端 を斜め に切 り落 し、台形状 に成形。
両面 に塁痕有 り。

i骨 らか AI型 式 柾 目 Ⅵ

1143 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

188 18 03
上下両端共 に斜めに切 り落 とし、平行四辺形
状 を呈す る。

やや粗 い AI型 式 板 目 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

20 5 04
上下両端共に斜めに切り落とし、台形状を呈
する。 滑らか AI型 式 板 目 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-10

切 り込み :左狽」上部 に上か ら 1回。右側上訂
に上か ら 2回。 粗 ヽ A]型 式 板 目 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001 南 区

(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
C-10

(132) 1 1 上端部 を圭頭状 に成形。 やや粗 ψ BI型 式 板 目 Ⅵ

1147 祭祀具 斎串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
C-11

18 厚めの板の上端部 を主頭状 に成形。 やや滑 らか BI型 式 辺 材 Ⅵ

祭祀具 斎 串 3R3001 南区
(05-1)

Loc F― ]

γ
~Ⅳ

T-10
(154) 10 切 り込み :左側上部 に下か ら 9回 。右側上音I

に下か ら 6回 。 滑 らか B]型 式 板 目 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(236) 切 り込み :左右両側上部 に下か ら各 1回。 やや滑 らか BⅢ型式 オ反目 Ⅵ

1150 祭祀具 斎 串 SR3001 植
０５．‐

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(191) 19 切 り込み :左側上部 に上か ら15回 、下か ら 6
回。右狽‖上部 に上か ら12回 、下か ら 5回 。

やや粗 立 BV型 式 lFk目 VI

1151 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-10

(121) 上端は斜めに切 り落 とす。下部欠損。 やや粗い AI型 式 オ反目 Ⅵ

1152 祭祀具 斎 串 SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-9

(105) 02 上端 は斜め に切 り落 とす。下部欠損。 滑 らか AI型 式 布夏目 Ⅵ
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遺

調査区
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涯
Ｌ

遅
Ｗ

濯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型 式 木 取 樹種
別
位

大
層

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(130) 15 02 下端 は斜めに切 り落 とす。上部欠損。 i骨 らか AI型 式 板 目 Ⅵ

1154 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ

C-10
(157) (17) 厚 めの板の上端部 を圭頭状 に成形。 や や i骨 らか DI型 拭 辺材 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

15 3 14
上端は圭頭状 を呈 し、上部の左右 に浅い切 り

久 き有 り。下部 1方 向 よ り斜 め に切 り落 と

す。

やや滑 らか DⅥ 型式 板 目 Ⅵ

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-10

(271) 25 切 り込み :左側上部 に上か ら15回 、下か ら6

回。右狽1上部 に上か ら13回 、下か ら 6回 。
やや滑 らか CV型 式 板 目 Ⅵ

祭〒E具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-10

(256) (24)
切 り込み :左側上部 に上か ら 8回 。右側上部
に上か ら10回 。

i骨 らか C皿 型式 板 目 Ⅵ

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(226)
切 り込み :左側上部 に上か ら 1回。右側上部
に上か ら 2回 。

やや粗い CⅢ 型式 lFk目 Ⅵ

1159 祭祀具 斎 串 SR3001 駆
０５．．

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-11

(212) 05
切り込み :左側上部に上から2回 。右側上部
に上から1回。裏面は剥離。

やや紐 彰 CⅢ 型式 板 目 Ⅵ

1160 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ

C-9
(182) 17

切り込み
損。

:右側 上 ヨ
`に

上 か ら 1回。左 側 欠
i骨 らか CⅢ 型式 /11目 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-10
(144) 2 1

切 り込み :左側上部 に上か ら 1回。右側上部
に上か ら 2回 。

やや粗 ψ CI型 式 板 目 Ⅵ

1162 祭 TB具 斎 串 】R3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(158) 17 02
切 り込み :左側上部 に上か ら 3回 。右側上音F

に上か ら 1回。
やや滑 らか CⅢ 型式 /11目 Ⅵ

1163 祭祀 具 焉 串 SR300ユ
南区

(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-11

(83) 16 03 切 り込み :左側上部 に上か ら 1回。 や や滑 らか DⅢ 型式 板 目 Ⅵ

1164 祭祀具 斎 串 SR300ユ
南区

(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
C-10

(35) 05
切り込み :左側上部に下から5回。右側上言「

に下から2回 。上端は斜めに切り落とす。
粗 ▼ DⅢ型式 布え目 Ⅵ

祭祀具 斎串
南区

(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ

C-10
22

上端部 は主頭状。上部の左右 に浅い切 り欠 き

有 り。下端 は斜め に切 り落 とす。
やや滑 らか DⅥ 型式 布反目 Ⅵ

祭祀具 斎 串 3R3001 南区
(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ

C-10
16 03

上端部 は圭頭状。上部の左右 に浅い切 り欠 き

有 り。下端 は斜めに切 り落 とす。
やや粗 立 DⅥ 型式 柾 目 Ⅵ

1167 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-10

(120) 22 03 切 り込み :左側上部 に下か ら 8回 。右側上言|

に下か ら13回 。
渭らか 3V型 式 板 目 Ⅵ

1168 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-12

(117) 18 02
切 り込み :左側上部 に上か ら4回。右側上部
に上か ら 3回 。

滑らか CⅢ 型式 板 目 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ一II

B-10
(90) 03

切 り込み :左側上部に上か ら 1回。右側上部
に上か ら 3回。

やや粗 い CⅢ 型式 板 目 Ⅵ

117C 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-9

(76) 03 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 やや粗 ヽ CⅢ 型式 板 目 Ⅵ

1171 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-9

(59) 18 03 切 り込み :右側上部 に上か ら2回。

'骨

らか CⅢ 型式 4FA目 Ⅵ

1172 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(91) 18 02 下端部のみ残存。 やや粗ヒ C型式 板 目 ヒノキ Ⅵ

1173 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-11

(110) 15 02 下端部のみ残存。 やや滑 ら力 ,型式 オ反目 ヒノキ Ⅵ

1174 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-12

114 07
上半 を断面六角形 に、下半 を薄い縫状 に削 つ

て成形。
やや滑 らカ 辺材 Ч

1175 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-11

(57) 17 0〕 上端 を斜 め に切 り落 とす 。 やや粗 し AI型 式 柾 目 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-11

(157) 22 03 上端 を斜めに切 り落 とす。 粗 �ヽ AI型 式 柾 目 Ⅵ

1177 祭祀具 斎串 SR300]
南区

(05-1)

Loc F―
δ―Ⅳ
F-10

ユ

(158) 12
み
形

込
角

り
三

＾

切
面

ス

左右両側上部に上から各1回。断
上端は前後左右から圭頭状に削 やや粗▼ 3Ⅲ 型式 板 目 Ⅵ

祭市B具 斎串 3R300〕
南区

(05-1)

Loc F― ]

δ一Ⅳ
F-11

(315) 26 01 切 り込み :左右両側 に上か ら 1回以上。欠損
のため数は不明。

や や粗 � DⅢ 型式 板 目 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―W
F-10

(353) 13
上半 は平 らに成形 しているが、下端は th面 七

角形 を呈す る。材 にね じれがあ り、上部 は板
目で下部は柾 目。

滑 らか ε型式 辺材 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

ioc F-1
δ―Ⅳ
F-11

(109) 12 09
棒状祭 TB具か。断面が正方形状 を呈 し、上部
は角 を削 つて断面人角形 に成形。上端部 は 4

方向か ら削 り尖 らせ る。
滑 らか D型式 辺材 Ⅵ

部 材 き卜材 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

(103) 35 24 右側面 を斜め に削 り、上端 を細 く成形。支脚
の一部か。

やや滑 らか 辺材 Ⅵ
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遺
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濯
Ｌ

濯
Ｗ

濯
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別

位

大

層

音卜本オ 部 材 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

157 l l 09 断面楕円形 に細か く成形。両端 に各 lヶ 所¢
小 さな穿孔有 り。

滑 らか 辺材 Ⅵ

1183 用途不明 不 明 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

37 50 43 角材の底部 を斜めに削 る。上部 は削 りによっ
て凹形 に窪 ませ る。

滑ら力 辺材 Ⅵ

用途不明 不 明 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

24 05 下端部 は削 って細 く成形。 やや粗し 板 目 Ⅵ

用途不 明 不明 SR3001
南区

(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
C-11

(82) (1 4)
なだ らかな半 円状 を呈す る。人形 な ど祭TB具
の一部か。

滑らカ 布冗目 Ⅵ

用途不 明 不明 SR300ユ
南区

(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
B-12

131 32 上端部 を薄 く、下端部 を方形状 に削 り成形。
塁刺 しまたは箆か。

滑 らか /11x目 Ⅵ

用途不 明 不 明 3R3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

(50) 細い棒状の材の上端を尖らせる。下部は上部
より細く削っていたと思われる。 滑らか 辺 材 Ⅵ

1188 用途不明 不 明 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-10

(11 2) 13 07
上部 は平 らに削 り、下部 を細 く成形す る。祭
祀具か。

i骨 らか 布反目 Ⅵ

1189 用途不明 不 明 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-10

76 中央部 を削 って凹状の窪み作 り出す。 阻ψ 辺 材 Ⅵ

1204 農具 馬鍬 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(197) 18
両端が折れているが、 2ケ 所 に穿孔が残存す
る。全体的 に摩減が激 しい。

やや粗い 辺 材 ヒノキ Ⅷ

1205 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-10

(91) 15 04 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 やや i骨 らか CⅡ 型式 布反目 Ⅷ

祭昴E具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-10

(144) 18 0 1 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回 c やや粗 い CⅢ 型式 オ正目 Ⅷ

1207 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-10

(169) 17 切 り込 み :左 側 上 部 に上 か ら 1回。右 側 欠
主員。

やや滑 らか CⅢ 型式 柾 目 Ⅷ

余祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-10
(62)

(26 1)
26

切 り込み :左側上部 に上か ら 5ケ 所。右側上
部 に上か ら 3ケ 所。各切 り込みは単独で離れ
た位置 に有 る。

滑らか ⅣT_式 阪 目 Ⅷ

祭扁E具 人 形 SR3001 南区
(05-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
G-10

(密 4) 26 4

表
ら

て
か大

よつ雄熊嚇処靴脚肱
を
後

首
前

顎
部端

口
上

ｏ

。

そ
つ

目
現
せ

やや滑 らか
円筒状人
形

芯持 ち材 Ⅷ

祭祀具 人 形 SR3001 南区
(05-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
C-10

42 7 26
目 鼻  口を浅い彫 り込み によって表現。顔
部分 は故意 に村皮 を除去。上端部 は四方か ら
削 り、下端部 は斜め に削 つて尖 らせる。

滑らか 円筒状人

形
芯持 ち材 Ⅷ

1211 祭祀具 舟形 SR3001 南区
(05-1)

しoc F-1
δ一Ⅳ
F-9

36 3 1
2ヶ 所 に浅 い創 り込 み を入 れ、屋 形 部 を成
形。屋形船形。九底。

や や i骨 らか A2類 志持 ち材 Ⅷ

祭祀具 舟 形 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E― H

14 4 27
2ヶ 所 に奪Uり 込み を入れ、屋形部 を成形。船
底部は弧状 を呈す る。屋形船形。丸底。

湘ユψ A2類 志持 ち材 Ⅷ

祭祀具 舟 形 SR300]
南区

(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
C-10

やや厚みのある芯持 ち材 の 2ヶ 所 に引 り込み
を入れ、屋形部 を成形。船首 と船尾 は側面か
らの削 りで尖 らせ る。屋形船形。九底。

滑 らか A2類 芯持 ち材 Vll

部材 板 材 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

(115) 穿孔 lヶ 所残存。 滑らか 柾 目 Ⅷ

部材 言h本オ SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(139) 27 下端 に四角 いホ ゾ穴有 り。表 面右側 の1/3程
よ り削 り、 なだ らかに傾斜 させ る。

滑 らか 柾 目 Ⅷ

1216 子Ь材 音【材 SR3001 南区
(05-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
F-9

07 長辺片側に穿孔 3ケ 所。刃物傷多数有り。 やや滑 らか 板 目 Ⅷ

122C 弓R飾具 下駄 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-8

20 7 56

左足用。使用 による親指 の圧痕有 り。鼻緒孔
3ケ 所残存。穿孔 4ケ 所 (う ち釘 3ケ 所)残
存。裏面 中央部が山形 になる 日和下駄か。差
歯下駄 (中 世以降 )。

滑らか 差歯下駄 芯持 ち材

1221 容器
円形 曲物底
板

南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

21 ] (103) 09
釘孔 2ケ 所残存。外側 よ り中心の方が板が薄
くなってい る。復 元径 =21 lcm。 表面 全 体
に漆残存。

滑らか
曲

式

合

型

結

Ｆ

Ｗ

勿 板 目

1222 容 器 槽 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-10
315 (■ 4) 4ユ

やや厚手の板状部材の内狽1を 、凹状に削る。
上面に多数の使用痕が有り、窪んでいる。

やや粗 ヤ オ尻目

1223 食事具 杓子 SR3001 南区
(05-1)

24 4 (5 7) 07 柄部 を細 く成形。身部先端部 に漆塗布か。

'骨

らか A型式 柾 目

1224 文房具 木 札 SR3001 南区
(05-1)

一
Ⅳ

８

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ

Ｇ
(107) 26 05 長楕 円の板の上部 に穿孔 lヶ 所残存。 やや滑 らか 板 目

1225 祭祀 具 紡織具形 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
D-11

15 0 07 上下両端 ともに小 さな切 り欠 きが施 される。 滑らか 辺材

祭祀 具 棒状 祭 TB具 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B― H

196 11 10 上下両端 を薄 く成形。上端郡炭化。棒状祭祀
具を火付 け棒 に転用 した ものか。

滑らか 辺材

1227 祭祀 具 不 明 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

(96)
(27 1)

(56) (05)
下部の両側 を削 って緩やかに くびれをつけ
その中央部 を穿 Tと。祭祀具の一部か。

滑 らか 柾 目
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載
号

掲
番 分類 名称

土
構

出
遇

調査区

出土地点
法量
L

涯
Ｗ

濯
日

特 徴 表面の状態 型式 木取 樹種
別
位

大
層

1228 部材 部材 SR3001 離
０５．‐

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-12

(194) 11 下部の両側を削って細 く成形。細い部分の中
央部に穿孔有り。

滑 らか 柾 目

1229 用途不明 不 明 SR3001 離
０５．‐

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

(72)
上端部の周囲を細かく削り、釘の様な形状に
成形。

やや粗い 辺材

1230 用途不明 不 明 SR3001 離
０５．‐

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-10
(139) 析面三角形の棒状木製品。 やや滑らか 辺材

建築部材 柱 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
B-11

(1075) 160
かなり大きな材を約1れ に割り、面取 りをし
て成形。上端部は九く削る。上部に長方形の
ホゾ穴有り。

骨らか 辺材
コウヤ
マキ

1232 杭 杭 SR3001 離０５．‐
(1186)

大きな辺材の下端部を抗状に成形。中心部は
到り出してホゾ穴を成形。

やや粗い 辺 材

1233 杭 杭 SR3001 離
０５．‐

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
A-10

(90 3) 19.2
下端は削りしろを長く取つて尖らせる。側面
は平坦に削られる。樹皮残存。

粗い 芯持ち材 ケヤキ

1234 その他 花 器 】R3001 南区
(05-1)

164 Hl=4;
貶=2(

享い板の中央を小判形にくり抜き、
盤をはめ込む。Hl全高=4 7cm、
台高=2 3cm。

水
製紳

殊
陶

Ｈ 滑らか 板 目

1238 服飾具 下駄 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-7

右足用。使用により浅い圧痕。鼻緒孔 3ケ

所。連歯下駄。
滑らか C型式 板 目 I

容器 合子 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-6

経

・
８

口
６

器高
20

内面と底面は幌櫨削り後、黒の施漆。外面・
口縁から体部にかけては強櫨削り後、黒い施
漆と朱施漆。底部外面は魏輯削 り後黒の施
漆。

滑らか (漆塗
布)

縦木取り I

服飾具 下駄 3R3001
南区

(05-2)

Loc F一 〕
δ―Ⅳ
F-7

191

左足用。前歯より前の部分が後に比べて薄
い。後歯は本体の溝に差し込まれる。断面形
状は逆三角形を呈する。後歯の一部残存。前
歯を固定した釘残存。親指の圧痕有り。全体
に摩減している。

やや滑 らか
差ａ

駄
Ⅱ
下

Ａ
歯 辺材 Ⅱ

日R飾具 下駄 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
F-6

左足用。差し歯用溝2ヶ 所。鼻緒孔3ケ所有
り。後側の穿孔は2ヶ所とも欠損有り。

やや粗し
差ａ

駄
Ⅱ
下

Ｃ
歯 心材 Ⅱ

1を〉4て 工具 楔 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

20 角材の下端を四角錐のように削って尖らせ
る。

滑らか 辺材 Ⅲ

1241 農具 馬鍬 SR3001
南区

(05-2)
20 1.1

馬鍬の歯の部分。下部四方から斜めに削り尖
らせる。上部ホゾ穴 1ケ 所残存。円形で上部
開く。

やや滑 らか 板 目 ll

124〔 農具 零鍬 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-9

下端部は一方より削つて尖らせる。表面圧痕
多数。

粗 ヽ 辺 材 Ⅲ

124〔 農具 需鍬 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

(149) 11 上端部の穿孔 に木釘が残存。 やや粗 い 辺材 Ⅲ

125C 農具 尋鍬 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

(132) 17 下端を削つて尖らせる。 滑らか 辺材 ヒノキ Ⅲ

1251 農具 毛鍬 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

(137) 1.5 上端部の穿孔に木釘が残存。 滑 らか 辺材 Ⅲ

1252 農 具 木錘か SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

(43) 12 07

底部と両側面は平坦に削る。上下両端は細か
な削りによって斜めに成形。中央部に長軸と
直交する浅い切り込み有り。文房具の算木の
可能性有り。

滑らか 柾 目 Ⅲ

1253 農具 陵槌 3R3001
南区

(05-2)

hcF-1
δ―Ⅳ
A-8

柄の部分を有頭状に削り出す。 やや粗い 芯持ち材 Ⅲ

1254 農具 隔棒 SRBCCll
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

24 7 細かい削りによって一端を細く尖らせる。 やや粗い 辺材 Ⅲ

125[ 農具 隔棒 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
A-8

21.2
細かい削りによつて、下端に向かい細 くなる
ように成形。断面多角形。

やや滑 らか 辺 材 Ⅲ

1256 農具 木錘 SR3001
南区

(05-2)

一
Ⅳ

８

Ｆ

十　
一

ｏｃ
δ

Ａ

芯持ち材の中央部分を肖Uり 、くびれを成形。
遺存状態が非常に悪い。

ポ巳し 志持 ち材

1257 農 具 木錘 SR3001 南区
(05-2)

一
Ⅳ

９
呻δ．Ａ．

(75)
厚い板目材を面取りして成形。上端部を平ら
に削る。下部は欠損。

やや滑 らか 辺材

1258 紡織具 紡輪 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

中央部に軸穴有り (径 =0.6mm)。 やや滑 らか 板 目

紡織具 中筒 SR3001 南区
(05-2)

一
Ⅳ

９

Ｆ

一　
一

∝
δ

Ｂ
(16.3) 10 上端部両側に切 り欠き有り。 祖い 板 目
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載

号

掲

番 分類 名称
土
構

出
遺

調査区

出土地点

濯
Ｌ

潅
Ｗ

灌
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木 取 樹種
別

位

大

層

126( 紡織具 糸巻横木 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-8

相欠き仕日の中心に軸孔有り。両端のホゾ罰
分は断面円形に成形。 滑らか A型式 柾 目 lll

1261 防織具 糸巻横木 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
γ
~Ⅳ
T-8

110 (23) 1260と 同形。 滑らか A型式 紅 目 lll

126彦 紡織具 糸巻枠木 3R300〕
南区

(05-2)

Loc F-1
心―Ⅳ
C-8

(229) 16 両端に貫通しない円形のホプ穴有り。ホゾ穴
部分以外は細く削る。

やや滑 らか A型式 辺材 Ⅲ

1263 紡織兵 糸巻枠木 3R3001
南区

(05-2)

LOc F-1
δ一Ⅳ
A-9

(179) (15)
方形のホゾ穴有り。ホゾを組んだ状態で固定
するための木釘孔が側面から貫通する。

やや滑 らか A型式 辺 材 Ⅲ

1264 紡織具 糸巻枠木 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

(153) 12
ホゾを組んだ状態で固定するための木釘が残
存する。

骨らか A型式 辺材 ヒノキ Ⅲ

紡織具 糸巻枠木 SR3001
荷区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-9

(106) 1.3 1〕
ホゾを組んだ状態で固定するための木釘孔が
側面から貫通する。

やや滑 らか A型式 辺材 Ⅲ

紡織具 織機 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
心―Ⅳ
C-8

28.8 14 上下両端に頭部を削り出す。 粗い 柾 目 Ⅲ

1267 紡織具 織機 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

27 2
上下両端の両側面に切り欠きが有り、糸 (紅 )

を巻きつけた圧痕が残る。上端の圧痕は常状
を呈す。

滑らか 板 目 El

1268 紡織具 戯機 SR3001 南区
(05-2)

一
Ⅳ

７

ｆ

一　
一

〇ｃ
δ

Ｄ
28.1 24 1.2

上下両端の両側面に切り欠き有り。端部を九
く成形。

やや

'骨

らか 柾 目 阻

紡織具 繊機 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

26 2 (3.1) 14 上下両端の両側面に切り欠き有り。 ややIIlい 柾 目 El

武器 鏃 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-7

(48) (15) l l 栓状鏃か。 やや滑 らか 辺材 Ⅲ

1271 武 器 鳥鏑 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

33 (18)

半裁。中央より上部は三面、下部は四面に削
る。中央部に穿孔が3ケ所。キ裁されている
ため、元は六～人角形で穿孔は7～ 8ケ 所
か。下部中央に柄を差し込む孔有り。

滑らか 七日鏑 志持ち材 Ⅲ

服飾具 檜扇 SR3001 南区
(05-2)

ッOc r-1
δ―Ⅳ
B-9

完形。下端 に要孔有 り。 滑らか AI型式 旺目 Ⅲ

12【 服飾具 檜 扇 SR3001 南区
(05-2)

ッoc F-1
δ―Ⅳ
E-6

下端に要孔有り。4枚重なって出上した。 やや粗 い AI型式
枚
枚

柾
板

Ⅲ

1274 ]R飾具 槍扇 SR3001 南区
(05-2)

しoc F-1
δ―Ⅳ
D-6

1,7
要により3枚が重なって出土。 1枚 目は柾
日、残り1よ 板目。

粗 し AI型式
柾

板 Ⅲ

IR飾具 檜扇 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

16 完形。下端 に要子し有 り。 やや滑らか AI型式 灰目 Ⅲ

[2k 〕R飾具 檜扇
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

1,7
9枚がまとまって出土。下端部は鈍角の圭頭
状に成形。

やや粗� AI型式 柾 目 Ⅲ

1271 服飾具 檜扇 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

11枚の骨が要に留まった状態で出土。骨の幅
が狭く薄い。骨の厚さは均―でない。

やや粗 し AI型 式 板 目 Ⅲ

12疫 lR飾 具 檜扇 SR3001 南区
(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
A-9

下端に要孔有り 滑らか AI型式 板 目

127〔 服飾具 檜扇 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
D-6

要に留まった状態で4本残存。 やや滑 らか AI型 式 柾 目

128( 恨飾具 檜 扇 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

(6.3) 07 下端部は圭頭状。Cのみ柾目。 2本は要に留
まった状態。

やや粗ヽ AI型式 板 目

恨飾具 檜 扇 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-7

(9,7) 下端部は圭頭状に成形。 やや滑 らか AI型式 板 目

1282 lFk飾 具 檜 扇 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

(98) (16) 下端部は九く成形。 やや滑 らカ AI型式 板 目

1283 恨飾具 槍扇 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
F-6

(157) 17
３
分

６

α
部

１
・

要 やや厚めの材。要が残存する。 滑らか AI型式 柾 目

1284 服飾具 檜扇 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

(137) 下端部は九く成形。 粗い AI型式 板 目

128[ 服飾具 檜 扇 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(13.9) (17) 厚い材の両側を台形状に削る。 やや滑 らカ AI型 式 板 目 ヒノキ

1286 服飾具 檜 扇 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

(96) 15 (15)
2本の骨が要で留まっている。下端部は九く
成形。 やや滑 らか AI型 式 板 目

1287 服飾具 檜 扇 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-9

(69) 14 下端部は鈍角の圭頭状に成形。 滑ら/jゝ AI型式 板 目 Ⅲ
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ヨ
⊇

口
巧

掲

番 分類 名称
土
構

出
遺

調査区

出土地点

漫
Ｌ

濯
Ｗ

濯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木取 樹種
別
位

大
層

1281 服飾具 階扇 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-9

(95) 下端部は平坦に成形。 滑らか AI型式 阪目 Ⅲ

服飾具 懺扇 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

(102) 下端部は圭頭状に成形。 やや滑 らか AI型式 阪目 Ⅲ

服飾具 陰扇 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
B-7

(71) 下端部を丸く成形。 やや滑らか AI型式 阪目 Ⅲ

1291 服飾具 節 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-9

(57)
刻歯式横櫛。歯=56本残存。7本折れた痕有
り。 滑らか AI型式 阪目 Ⅲ

服飾具 獅 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-7

(47) 11 刻歯式横櫛。肩部から歯=42本残存。 滑らか AI型 式 阪目 Ⅲ

1293 服飾具 節 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
B-8

(4.6) 刻歯式横櫛。歯=45本残存。 i骨 らか AI型 式 板 目 皿

1294 服飾具 節 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

(46) 10 把手と歯共に丁寧な作り。刻歯式横櫛。歯=
44本残存。

滑らか AI型 式 板 目 Ⅱ

1295 服飾具 櫛 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

(28)
把手 歯とも丁寧な作り。刻歯式横櫛。歯=
33本残存。うち10本は完形。

やや滑 らか 不 明 板 目 Ⅲ

服飾具 留針 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
γ
~Ⅳ
T-9

下端部 を削 り尖 らせ る。 滑らか 辺材 阻

1297 服飾具 留針 SR3001 南区
(05-2)

Loc F一 l

δ―Ⅳ
A-7

(15.0) 1.0
上端は浅い切り欠きを施す。下端部は尖らせ
る。

粗 し 肛目 Ⅲ

服飾呉 下駄 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

(15.8) (42) (15)
欠損、摩滅部分が多い。右足用。親指の圧痕
残存。前この半分及び、後壺 (右側)残存。

やや粗 い C型式 板 目
タブノ
キ 巴

容器
円形曲物底
板側板維

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
C-8

高

お

器

５
内面全体に細い罫引線有り。釘孔4ケ所のう
ち、木釘2ケ所残存。

やや粗 い 釘結合直
物F型試

板 目 Ⅲ

容器
円形曲物底
板側板籠

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-7

一局
ヤ

器

５

木釘3ケ 所残存。側板範の内面に罫引線多
数。底板表面に焦げ跡 ?残存。復元径=138
cm。 絶高2.Ocm。 底板厚0.9cm。

やや滑 らか
曲
式

合

型

結

Ｆ

釘

物 板 目 Ⅲ

1301 容器
円形曲物底
板狽J板維

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
E-5

(138) (14.2)
一局

，
１

器

３

内面全体に漆を塗布。側板と征の連結部に木
釘 lケ 所残存。底板に木釘 3ケ 所残存。大く
平たい釘を使用。籠高1 9cm。 底板厚0.8cm。

兆L▼
曲

式

合

型

結

Ｆ

釘

物 板 目 Ⅲ

容 器 柄杓 SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-9

曲部
15 6
柄長
61 2

曲部
15 5
柄幅
24

高

ち
厚

ヤ

器

Ю
柄

１

同一個体の身と柄。身の側板の結合は lヶ 所
4段。結合部残存。側板上部に木釘孔3ヶ 有
り。身の下縁に紅をつける。絶との結合は 1

ケ所、横に六段。外面で両者をつなぐ。底板
との結合は側板の外面から3ケ所木釘を打ち
込む。統と側板だけを木釘で止めている部分
が 1ケ 所。柄を差し込んでいたと思われる孔
1ケ 所残存。その反対側の側板が一部欠損し
ているため、柄が貫通していたと思われる孔
は残存 しない。柄に3ヶ 所連続 して穿孔有
り。 lヶ 所は木釘で身を止めていた。側板の
内面全てに平行な罫引線有り、重なり部分の
一部に斜めの罫引線有 り。底板厚=0 7cm。
範幅=1 5cm。

滑らか 釘結合曲
物

板 目 Ⅲ

容 器
円形曲物底
板

南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

13 7 139 樺皮結合用小孔3ケ所残存。内面に罫引線残
存。

やや滑 らか
樺度結合
曲物E型
式

柾 目 Ⅲ

容 器
円形曲物底
板

SR3Cll11
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

170
樺皮結合I13ケ 所残存。うち 1ケ 所は側板と
底板を結合。側板による円周状の圧痕有り。
復元径=18 2cm。

骨らか

合

型

結

Ｅ

皮

物

樺

曲

式
柾 目 Ⅲ

容 器
円形由物底
板

SR30Э l
南区

(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
D-6

降皮結合用小孔4ケ 所有り。樺皮結合紐2ケ
所残存。復元径=18 4cm。

骨らか

捨

型

結

Ｅ

皮

物
樺
曲
式

板 目 Ⅲ

1306 容 器
円形曲物底
板

SR3001 離
０５．２

一
Ⅳ

８

Ｆ

一　
一

Ｏｃ
心

Ｂ
24 1 (165)

(41)

膵皮結合用小孔 5ケ 所。うち 1ケ 所は中央に
有り。 lヶ 所に樺度結合紐残存。側板による
円周状の圧痕と罫引線有り。内面に刃物傷多
数。復元径=%Ocm。

やや粗 い

合

型

結

Ｅ

皮

物

樺

曲

式
板 目 Ⅲ

1307 容器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-6

(20 4) (97) 07
則板による円周状の圧痕有り。樺皮結合紅 1

ケ所残存。刃物傷多数有り。復元径=22( やや粗 し
樺皮結合
曲物E型
式

板 目 lll

1308 容器
円形曲物底
板

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
心―Ⅳ
C-8

17.2 (99)

側板による円周状の圧痕有り。裏面刃物傷多
数。底板の円周を4等分して樺皮結合用小孔
を配置、そのうち3ヶ所残存。中央部に樺皮
結合紐残存の補修孔2ケ 所。復元径=173

やや滑 らか

合
型

結
Ｅ

度
物

樺
曲
式

板 目 Ⅲ

―-38-一



載

号

掲

番 分類 名称
土
構

出
遺

調査区

出土地点

遅
Ｌ

遅
Ｗ

濯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木 取 樹種
別
位

大
層

容器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(17 0) (74)
1幸皮結合用小孔 2ヶ 所残存。うち lヶ 所に樺
皮結合紐残存。復元径=17 3cm。 側板の位
置に刃物による傷711有 り。

滑らか
樺皮結合

曲物 E型
式

旺 目 Ⅲ

容器
円形 曲物底
板

SR300] 南区
(05-2)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
C-8

(166) (74)

側板による圧痕有り。側板を留める梓皮結合
用小孔 lヶ 所 (樺度結合紐残存)。 中央部に
補修孔2ヶ 所。うち 1ケ 所に樺皮結合紐残
存。復元径=16 9cm。

やや滑 らか

合
型

結

Ｅ

皮
物

樺
曲

式
阪目 Ⅲ

容 器
円形曲物底
板

SR300ユ
南区

(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
B-9

122 (61)
円周状の細い線状痕有り (一部 2重に巡る)。

復元径=12 2cm。 樺皮結合紐 1ケ 所残存。
イ骨らか

樺皮結合
曲物E型
式

正 目 皿

1312 容器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-7

180 (61)

樺皮結合用小孔4ケ 所。うち3ヶ所は補修孔
か。側板を留める樺皮結合組 lヶ 所残存。裏
面に刃物傷多数。底板が薄いため蓋の可能性
有り。復元径=18 0cm。

滑らか
合

型

結

Ｅ

皮

物

樺

曲

式
柾 目 Ⅲ

1313 容器
円形 山物底
板

南区
(05-2)

Loc F― ユ
δ一Ⅳ
C-8

(187) (7
貝J板 による円周状の圧痕有り。樺皮結合紐 ユ
ケ所残存。復元径=17 0cm。 渭 らか

合

型

結

Ｅ

皮
物

樺
曲

廿
柾 目 Ⅲ

容器
円形 曲物底
板

南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

(159) (61)
側板による円周状の圧痕有り。復元径=17〔

滑らか
合

型

結

Ｅ

皮

物

樺

曲
式

板 目 Ⅲ

容器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

(135) (34)
樺皮結合組 1ケ 所残存。側板の一部が残存。
復元径=16 0cm。 やや粗�

合

型

結

Ｅ

度

物

樺

曲

式

,阪 目 Ⅲ

容 器
円形曲物底
板

SR3001
南区

(05-2)

LOc F一 ユ
δ―Ⅳ
E-6

122 119 狽1板 による円周状の圧痕有り。釘孔4ケ 所有
り。うち lヶ 所に木釘残存。内面漆塗布。

滑らか
(漆塗布)

釘結合曲
物F型式

オ夏目

容 器
円形曲物底
板

SR300ユ
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

138 128 07
釘孔 8ケ 所。補強のため斜めに打つているも
の有り。うち2ヶ 所に木釘残存。

滑らか 釘結合 曲

物F型式
テ阪日

1318 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(05-2)

Loc F―
δ―Ⅳ
D-6

ユ

130 126 やや不整円形。裏面に一部焦げ有り。釘孔 4

ケ所有り。うち 1ケ 所に木釘残存。
やや滑 らか

釘結合 曲

物F型式
板 目

容 器
円形 曲物底

板
SR3001 南区

(05-2)

LOc F― ユ
δ―Ⅳ
C-7

138 07 釘孔4ケ 所有り。うち 1ケ 所に木釘が残存。
内面に漆が残存。

や や粗 ψ
曲
式

合

型

結

Ｆ

釘
物 板 目

1320 容 器
円形曲物底
板

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-7

154 07 釘孔 3ケ 所有り。一部が炭化。復元径=14〔
やや粗� 釘結合曲

物F型式
板 目

1321 容 器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

131 (89) 08 釘孔 3ヶ 所有り。うち2ケ 所に木釘が残存。
瑞部に削り有り。復元径=13 1cm。 やや粗 ヽ 釘結合曲

物F型式
板 目

1322 容 器
円形 山物底

板
SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-9

(138) (58) 06
釘孔2ヶ 所有り。うち lヶ 所に木釘が残存。
斜めに打ったため木釘が表面に出ている。側
板の圧痕有り。復元径=13 9cm。

滑 らか
釘結合曲
物F型式

本反目

1323 容 器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

20 5 (130) 釘孔大4ケ 所、小4ケ 所有り。内面全体に漆
と思われる塗料が残存。復元径=20 6cm。 i骨 らか

釘結合山
物F型式

板 目

容 器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(05-2)

LOc F一 ユ
δ―Ⅳ
C-8

(290) (110) (1 1)
釘孔 2ケ 所有 り。刃物傷有 り。一部が炭化 c

復元径 =29 4cm。 やや滑 らカ
釘結合曲
物F型式

板 目

容 器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-7

07
釘孔3ケ所有り。うち lヶ 所に木釘が残存。
裏面全体に圧痕有り。表面に漆塗布。復元径
=21 8cm。

粗 し 釘結合山
物F型式

板 目

容 器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

(57) (37) 04 全体が摩減。円形山物蓋の可能性有り。復元
径=5 9cm。

やや粗ヽ 結合方法
小明曲物

板 目

1327 容 器
円形 曲物底
板

南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

(154) (73) 05 釘孔 4ケ 所有 り。刀物 による円周状 の傷跡有
り。復元径 =16 0cm。

やや滑 らカ
釘結合曲
物P型式

板 目

容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
A-9

(139) (59) 釘孔4ケ所有り。復元径=14 4cm。 やや滑 らカ
釘結合曲
物F型式

板 目

1329 容器
円形 曲物底
板

南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

141 (88) 07
側板による円周状の圧痕有り。狽‖板痕より内
側に漆残存。左半分の漆は剥がれている部分
多い。復元径‐14 0cm。

やや滑らか
か塗布

結合方法
不明曲物
E型式

柾 目

容器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

137 06 不整円形。裏面に刃物傷多数。復元径=137
滑らか 結合方法

不明山物
板 目

容 器
円形 曲物蓋

板
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

137 (98) 08 釘孔3ケ所有り。中央に径0 6cmの 穴有り。
復元径=13 7cm。 やや滑 らか

曲

式

合

型

結

Ｆ

釘

物 板 目

1332 容 器
円形 曲物蓋
板

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

138 (65) 06 周囲が中央部より薄い。中央に径1 2cmの
孔有り。復元径=14 0cm。

やや粗し 結合方法
不明曲物

柾 目

容 器
円形 曲物蓋
板

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-9

(127) (36) 06 焼印有 り。 粗 し 結合方法
不明曲物

板 目

容 器
円形曲物側
板笠

SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-7

163 164 器高
40 釘孔 4ケ 所有 り。 滑らか

曲
式

合
型

結

Ｆ

釘
物 板 目

1335 容 器 山物側板征 SR3001
南区

(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
D-6

(63) (500) 04
樺皮結合祉 1ケ 所残存。純を上める釘孔 2ケ
所有り。うち lヶ 所に木釘が残存。内外面に
漆塗布。

粗 し 結合方法

不明山物
オ正目

―-39 -―



載

号

掲

番 分類 名称
土

構

出

遺
調査区

出土地点

濯
Ｌ

濯
Ｗ

濯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木 取 樹穫
別
位

大
層

133そ 容 器 曲物側板矩 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-7

(310)
穿孔 3ケ 所有 り。釦孔か。範 に樺度結合紐 ユ

ヶ所残存。
滑らか 結合方法

不明曲物
阪目 Ⅲ

t334 容 器
円形 曲物側
板

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

41 樺度結合紐 lヶ 所残存。内面 に罫引線有 り。 やや滑 らか 結合方法
不明曲物

柾 目 Ⅲ

133〔 容 器 曲物楚 SR300]
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

(123) 18 板 を 2枚重 ね、樺皮結合組で結合。 滑らか 結合方法
不明曲物

灰 目 Ⅱ

[33〔 容器
楕円形 曲物

底板
SR300]

南区
(05-2)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
B-7

(49 3) (96)
倖皮結合紐 3ケ 所残存。内面に刃物傷多数有
り。

粗 ψ
樺皮結合
曲物 E型
式

板 目 Ⅱ

134( 容器
楕円形曲物
底板

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

(■ 0) (450) 欠損が多く状態が悪い。樺度結合紐 2ヶ 所残
存。側板による圧痕有り。

や や粗 し
樺皮結合
曲物 E型
式

lFk目 Ⅲ

1341 容器 今J物蓋 3R3001
南区

(05-2)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
D-6

日経
140

一局
つ

器

１

大小の穿孔 2ケ 所有 り。外面中央部 は平坦。
外周方向への削 り。側面 は横方向の削 り。内
面 は刃物傷多数有 り。

粗 し 黄木取 り Ⅲ

!34セ 容 器 槽 SR300]
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(43) (72) 34
上面に穿孔 3ケ 所、底部に十字の切り込み有
り。内面を焼いたものか。

滑 らか 蓑木 取 り Ⅲ

134〔 容 器 槽 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

(83) (39) (31)
内外面 とも削 りによ り、滑 らかに成形。内面
に炭化 した部分有 り。

滑らか 辺材 Ⅲ

1344 容器 蓋 SR300]
南区

(05-2)

Loc F一 ]

δ―Ⅳ
C-7

4) (57)
一島
お

器

２

釘孔 2ケ 所有 り。本釘が lヶ 所 に残存。上部
外面は平坦 に削 る。内面積方向に削 り。工具
幅2 1cm以 上。

やや滑 らか 横木取 り Ⅲ

134〔 容器 蓋 SR300]
南区

(05-2)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
A-7

12 1 (82) 15 復元径 =12 0cm。 粗 ψ 阪 目 Ⅲ

容器 挽物 )R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

回 径

177
一呂
Ｒ

器

１

底部外面に9「t輯 の爪跡4ケ 所残存。側面は内
外ともに削り。工具線多数。内外面に刃物傷
多数。

やや滑 らか 貰木取 り Ⅲ

容器 挽物 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

(17 4)
一局

Ю

器

１ 両面に刃物傷多数。復元径=17 4cm。 やや滑 らか 衰木 取 り ヒノキ Ⅲ

134返 容 器 栓 SR300]
南区

(05-2)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
B-8

① 40 芯持 ち材の上部の縁辺 を面取 り。軸の部分 は

細い円柱状 に成形。上部 に樹皮残存。
やや滑 らか 志持 ち材 Ⅲ

!34〔 容器 栓 か 3R300ユ
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ

C-7
(109) 21 17

上端部は四方から削って尖らせる。下端部は
ネロかな肖Uり による。

1骨 らか 志持 ち材 Ⅲ

容器 栓 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-8

4 1 28 全体的に摩滅 し、九み を帝びる。下端 を僅カ
に削 って尖 らせ る。

やや粗 し 志持 ち材 Ⅲ

食事具 杓子 SR300]
南区

(05-2)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
E-7

47 先端は欠損。残存部か ら半円形状 の可能性力

高い。柄の端部は鈍角 な主頭状。
滑らか B型式 板 目 Ⅲ

食事具 杓 子 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ

C-7
(170)

先端は半円形。柄の端部 は欠損。表裏共漆が

部分的 に残存。
やや滑 らか B型式 lFA目 Ⅱ

食事具 杓子 3R300]
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

(136) 67 先端は半円形。柄部欠損。 ,骨 らか B型式 lFA目 Ⅲ

食事具 杓子 SR300J
南区

(05-2)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
E-6

(144) (38) 半戎 されているが、先端 は半円形。 ,骨 らか B型式 反目 Ⅲ

135t 食事具 杓子 SR300]
南区

(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
A-8

(103) (49) 柄の端部のみ残存。 やや滑 らか 不 明 lFk目 ヒノキ Ⅲ

食事具 杓子 SR300]
南区

(05-2)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
C-8

(156) 03 先端は直線状。柄部 を細 く成形。 やや粗 し A型式 板 目 Ⅲ

食事具 杓 子 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

(193) (42) 身は楕 円形状で、中央 を浅 く削 り若干 くはみ
を作 る。匙か。

滑らか B型式 灰 目 Ⅲ

食事具 杓 子 SR3001 南区
(05-2)

LOc F― ]

δ―Ⅳ
C-9

(185)
(140)

(17)
(35)

先端は半円形。大部分が欠損。復元幅 =8cm
程度。

粗 し B型式 阪目 Ⅲ

食事具 杓子 SR300]
南区

(05-2)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
C-7

(220) 20 先端部欠損。柄部 は細 く長ψ やや渭 らか 不 明 灰 目 Ⅲ

食事具 箸 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

24 1 06 05
全体に面取りし、LT面 多角形に成形。上下は
やや細めに削る。

やや滑 らか 辺材 Ⅱ

食事具 箸 SR300]
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

23 1 06 05 下端がやや尖 る。 やや滑 らか 志持 ち材 Ⅲ

食事具 箸 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ

D-6
(188) 07 全体 に面取 りを し、下端がやや尖 る。 やや滑 らか 辺 材 Ⅲ

食事具 箸 SR3001
南区

(05-2)

しoc F-1
5-Ⅳ
A-8

05 04 断面多角形。下端部を尖らせる。箸にしては
短いか。

やや滑 らか 辺材 Ⅲ

―- 40 -―



掲載
番号

分類 名称
土
構

出
遺 調査区

出土地点

濯
Ｌ

濯
Ｗ

濯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木取 樹種
別
位

大
層

1364 食事具 箸 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
B-8

(15。 1) 下端 をやや細 く削 る。断面 は七角形。 滑らか E材 ヒノキ Ⅲ

食事具 匙 3R3001 南区
(05-2)

しoc F-1
γ
~Ⅳ
T-9

先縁 は半円形 を呈す る。身は平坦。柄は削 っ
てやや細 く成形。

滑らか B型式 灰目 Ⅲ

食事具 匙 SR300ユ
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

(75) 12 先端 は半円形。身はほぼ平端で、僅 かに両側
を薄 く削 る。柄 は率田く削 る。

やや滑 らか B型式 辺 材 Ⅲ

1367 食事具 匙 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(9,1) 1.6
厚手の板の端 を薄 く削 り、身の部分 を成形。
全体 に丁寧 な作 り。先端 は直線状。身 と柄の

付け根の上面が、削 りによって僅 かに屈 曲。
滑らか 3型式 板 目 ヒノキ

1368 食事具 匙 SR3001 南区
(05-2)

Loc F― 〕
δ一Ⅳ
B-9

(8,7)
身の左端 を削 つて薄 く成形。右端は久損。両
端部欠損。

滑らか 不 明 オ反目

1369 食事具 匙 SR3001 南区
(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
B-9

(70) 身は削 りによつて扁平 に成形。両端部欠損。 やや滑 らカ 不明 板 目

1373 食事具 匙 SR3001 南区
(05-2)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
D-9

(74) 身は削 りによつて曲面 に成形。先端欠損。 滑 らか 下明 柾 目

食事具 刺 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-7

21 1 下端の角 を削 り落 として尖 らせ る。 滑 らか 板 目

1372 文房具 木札 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

(166) 上端部両側 の 2ケ 所 に浅い切 り欠 き有 り。 滑 らか 付オし形 板 目

1373 文房具 木オし SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

(156) 上端部両側 に深 い切 り欠 き有 り。 やや粗 し 付 札 形 板 目 Ш

1374 文房具 木札 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
A-9

(83)
上端近 くの両側 に浅い切 り欠 き有 り。上下両
端 は欠損。

滑 らか 付札形 板 目 Ⅲ

1375 文房具 木札 S昭001 南区
(05-2)

一
Ⅳ

８

Ｆ

二

ｏｃ
δ

Ｃ
(6.9) 上端都両側 に浅い切 り欠 き有 り。 やや粗い 付札形 柾 目 Ⅲ

1376 文房具 木札 3R3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-8

0.6 上端部両側 に深い切 り久 き有 り。 やや滑 らか 付札形 柾 目 Ⅲ

137「 祭祀具 刀 形 SR3001 南区
(05-2)

しoc F-1
δ―Ⅳ
B-8

(176) 27 03 刀身は片側 を薄 く削 つて刃 を付 ける。下部欠
損。

やや粗 い A型式 板 目 Ⅲ

137〔 祭TE具 刀 形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

(143) 1_8 07 全体に摩滅している。刀身部分は欠損する方
柄は残存。刀子形の可能性有り。

やや粗 い A型式 板 目 Ш

137〔 祭祀具 鵞J形 3R3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

(19.9) 27 07
り
形

削
山

い
を

か
先

細
切

に
　
ヽ
ｏ

体

け
か

全
付
形

よって成形。両側 に歯 を
尖 らせ る。柄部欠損。錫 滑 らか B型式 板 目 Ш

祭祀具 刀 形 SR300」 駆
０５．２

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

1) 10 柄を細く削り出して表現。 やや滑 らか B型式 板 目 Ⅲ

1381 祭祀具 刀 形 SR300ユ
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

(143) 16 10 刃部、柄部 ともにやや厚手。摩滅激 しい。 やや粗 ヤ B型式 本反目 モ ミ属 Ш

1382 祭 lFB具 刀形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
B-9

(15_0) 1,9
やや厚手の板状で断面 は楕 円形。刃部 は細 く
成形。

滑らか 不 明 板 目 Il

1383 祭TE具 鋸歯付刀形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
B-9

(319)
刀形木製品の一側縁に鋸歯状の刻みを入れ
る。 滑らか 板 目 Ⅲ

1384 祭祀 具 鏃形 :R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-8

25 7 14
やや厚めの板 を削 つて身 と柄 を表現。切先 は

山形 に鋭 く尖 らせ る。
やや滑 らか 板 目 □

1385 祭祀 具 鏃 形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

先端 を山形 に尖 らせ る、柄 は細 く削 つて表
現。

やや滑 らか 板 目 ]

1386 祭 祀具 鏃 形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
B-8

(166) 先端 を山形 に尖 らせ る、柄 は細 く削 つて表
現。

やや滑 らか 板 目 ll

祭祀具 矛形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-9

(38 2)
厚めの材の下端部を削り出し、柄を成形。刃
部は徐々に細くなるように削る。 粗い 板 目 皿

祭祀具 鏃形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-9

(325)
刃部 はヘ ラ状 に薄 く肖Uり 、先端 は九 く成形。
柄は細長 く削 り出す。

滑 らか 板 目 皿

祭祀具 剣形 SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-9

(27 0) 09 享めの材 を削 り、鏑 を鋭 く成形。柄 は短 い。 骨らか 板 目 Ⅲ

祭祀具 剣形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-9

(24 3)
(75)

05
全体 に細かい削 りによって成形。両側 に歯 を
寸け、切先 を山形 に尖 らせ る。鏑 に沿 って斜
うに文様有 り。

骨らか 板 目 Ⅲ

祭祀具 鏃形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
γ
~Ⅳ
T-8

(297) 19 先端 を山形 に尖 らせ る、柄 は細 く削 って表
現。 骨らか 板 目 Ⅲ

139を 祭祀具 鵞]形 3R3001 南区
(05-2)

Loc F-1
6-Ⅳ
B-9

先端 は九 く成形。ヘ ラ状 の木製品か。 イ骨らか 板 目 Ⅲ
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掲載

番暑
分類 名称

土
構

出
遺

調査区

出土地点
法量

L
濯
Ｗ

遅
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木取 樹種
別
位

大

層

旦
（

な
不 剣形か SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ

C-7
141 40 木葉形 に模 った ものか。 中央部の孔 は裏面か

らの穿孔。
滑らか 板 目 Ⅲ

1394 祭祀具 剥形 か SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

(88) 木葉形 に模 った ものか やや滑 らか 板 目
コウヤ
マキ

皿

祭祀具 剣形か SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

07 上部の左右両側 に突起有 り。 滑らか 板 目 Ⅲ

1396 祭祀具 防織具形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-7
05 上下両端の両側面 に細かい快 り有 り。 やや滑 らか 辺材 El

1397 祭祀具 紡織具形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-7

上下両端の両側面 に細かい狭 り有 り。 やや滑 らか 板 目 lll

1398 祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

(102) (15) 18 眉  目 口を浅 く彫 り込 んで表現。左側面 に

切 り込み有 り。腕か。頭部 は平坦。
やや滑 らカ

円筒状人
形

芯持 ち材 Ⅲ

1399 祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

(189) 18 05 板に切 り込み を入れて頭 腰 足 を成形。 やや滑 らカ
正面全身
人形

本反目 Ш

1400 祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(195) (28) 02 下端部 に切 り込み を入れて足 を成形。上半身
に墨痕有 り。

阻し
正面全身
人形

板 目 皿

祭祀具 人 形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

(222) 64 05 下端部 に切 り込み を入れて足 を成形。 やや滑 らか
正面全身
人形

オ尻目 Ⅲ

と402 祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

(145)
(36 3)
(40 6)

(62) 07 預 胴 足が分離しているが、同一個体と判
tT。

やや滑 らか
正面全身
人形

オ尻目 Ⅲ

祭祀具 人形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-9

(96) 64 墨で髪 眉 目 口 鼻 を表現。頭部のみ残

存。墨痕は薄い。
滑らか 正面全身

人形
板 目 ]

1404 祭祀具 人形 SR3001
南区

(05-2)

一
Ⅳ

９

Ｆ

一　
一

。ｃ
δ

Ｂ

1

(11 04 首の上側 に墨線 有 り。右側 に切 り込 み を入
れ、横顔 を表現 した ものか。

滑らか 側面全身
人形

,阪 目 Il

祭lFB具 人形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-9

(88) (33) 預部の一部か。杓子の可能性有 り。 やや粗し 正面全 身
人形

板 目 ll

祭祀具 人形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

(88)
上端 は左右か ら削 り、鈍角の圭頭状 に成形。
斎串の可能性有 り。

滑ら力
正面全身
人形

板 目 Il

祭祀具 人形
南区

(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
E-6

(63) 19
上端部 は九 く削る。上部の左右両側 に小 さな

切 り込みにより、首 を表現 した ものか。
やや粗 ψ

正面全身
人形

オ屁目 ll

140モ 祭祀具 人 形 3R3001
南区

(05-2)

Loc F― ]

γ
~Ⅳ
T-8

(77) (10) (02)
中央から裁断したもの。三角形の切り込みに
より首と腰を表現。足は内湾。

やや滑 らか
正面全身
人形

柾 目 Ⅲ

140〔 祭祀具 人 形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
B-6

77 13 棒状の厚手の板 を丁寧 に削 り、頭 と胴体 を成
形。下端 は尖 らせ る。裏面 は平坦で加工無 し。

,骨 らか 立体人形 布反目 Ⅲ

祭祀具 人 形 SR3001
南 区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

67 16 厚手の板 を削 り、頭 と胴体 を成形。裏面 は平
坦で加工無 し。

t■し 立体人形 布見目 Ⅲ

祭祀具 人 形 SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-7

70 17 15
表 と側面 は丁寧 な削 りによ り成形。上端部 を

3面か ら削 って尖 らせ る。裏面は平坦で加工

無 し。

や や粗 い 立体人形 辺 材 Ⅲ

1412 祭祀 具 人 形 SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-8

86 15 08 頭 と胴体 を丁寧 に成形。上下両端 は主頭状。
裏面は平坦で加工無 し。

,骨 らか 立体 人形 lI目 Ill

祭 TP_具 場物形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

62 16 表 と側面 は丁寧 な削 りによ り成形。上端 を亀

頭状 に成形。裏面 は平坦。1411に 類似。
やや滑らか 板 目 皿

祭祀 具 場物形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

(231) 18 19
上端部は丁寧 な削 りで尖 らせ、両側面 と表面
に浅い溝 をつけ、亀頭部 を表現。

滑らか 柾 目 ヒノキ Ⅲ

祭昴巳具 棒状 祭祀 具 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
A-8

26 3 08 07 全体的に細かな削りによりllT面 多角形。下端
を鋭く尖らせる。

'骨

らか 辺 材 Ⅲ

祭祀 具 棒状 祭 TE具 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

22 7 07 04 下端 を鋭 く尖 らせ る。 やや粗� 辺 羽

祭祀 具 棒 状祭 祀 具 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-9

(230) 13 09 断面多角形の棒状。上端四方より削って尖ら
せる。

滑らか 板 目

祭祀 具 棒 状 祭 TE具 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
D-7

(108) 16 15 上方四方か ら削 つて尖 らせ る。下部欠損。 粗 い 辺材

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-7

(336) 27 03
上下両端斜 め に切 り落 と し、台形 状 を呈 す
る。

やや粗ヽ AI型 式 板 目

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

132 03
上下両端斜 め に切 り落 と し、台形 状 を呈 す
る。両面 に線状の墨痕有 り。

滑らか AI型 式 lFA目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

(100) 13 03 上瑞 は圭頭状で、先端 を切 る。下部欠損。 やや滑 らか BI型 式 板 目 Ⅲ
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掲載

番号
分類 名称

出土

遺構
調査区

出土地点
法量
L

法量
W

法量
H 特 徴 表面の状態 型式 木取 樹種

別

位

大

層

1422 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ

C-7
(254) 2 1 05 一端 は圭頭状。他端 は欠損。 やや粗 し B型式 板 目 Ⅲ

1423 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
C-7

(79) 14 03 1421と 同様 の形態か。下部欠損。 やや滑 らか I型式 布反目 皿

1424 祭涌B具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-7

192 19 04
切り込み :左右両側上部に上から各 1回。下
瑞は尖るよう成形。

やや滑 らか D皿 型式 仮 目 皿

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-8

18 3 03 切 り込み :左側上部 に上か ら 2回 。右側上部
に上か ら 4回。

粗 い aI型式 反目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

102 02
切 り込み :左側上部 に上か ら4回。右側下部
に下 か ら 1回。全体 の形状 は C型 式 に近 い

が、切 り込みが左 に偏 つている。
粗 し 3Ⅲ 型式 反 目 Ⅲ

1427 祭祀 具 蒜 串 SR300ユ
南区

(05-2)

Loc F― 〕
δ―Ⅳ
D-6

17 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 滑らか εⅢ型式 板 目 Ⅲ

祭祀 具 斎 串
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

(238) 22
切 り込 み :左側 上 部 に上 か ら 3回。 右側 上 部

に上 か ら 4回。
粗 ψ εⅢ型式 旺目 Ⅲ

祭祀具 斎 串
南区

(05-2)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
D-6

(206) 切 り込み :左側上部 に上か ら 2回 。右側上部
に上か ら 5回 。

ややl■し εⅢ型式 板 目

祭祀具 斎 串 SR300]
南区

(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-7

(194) 13 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回 。 ややIEや εⅢ型式 柾 目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-8

(160) 19 05 切り込み :左側上部に上から3回 。右側上部
に上から4回 。

や や粗 ラ ε皿型式 板 目 Ⅲ

t43彦 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ― II

B-9
切 り込み :左右両狽1上部 に上か ら各 2回 。 滑 らか 3皿 型式 板 目 Ⅲ

祭TB具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

(11 1) 15 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 3回 。 やや粗 ψ 3Ⅲ 型式 阪 目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

しoc F-1
δ―Ⅳ
C-7

(86) 20 切 り込み :左側上部 に上か ら 4回 。右側上言【
に上か ら 3回。

やや滑 らか Ⅲ型式 オ尻目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

うoc F-1
γ
~Ⅳ

T-9
(119) 13 切 り込み :左側上部 に上か ら2回、右側上部

に上か ら3回。
やや粗 し CⅢ型式 オ尻目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

ioc F-1
δ―Ⅳ
E-6

10 8 20 03 切 り込み :左側上部 に上か ら4回。右側上部
に上か ら 3回 。

やや滑 らか CⅢ 型式 本反目 皿

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

(93) 2 1 04 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 滑らか CⅢ 型式 布反日 Ⅲ

祭TE具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
6-Ⅳ
A-7

(55) 18 02
切 り込み :左側上部 に上か ら 3回 。その他欠

損のため不明。
やや i脅 らか C皿 型式 本反目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-10
367 2 1 03

切 り込み :左狽1上 部 に上か ら 3回 。右側上部
に上か ら 3回、中央郡 に下か ら 6回 。

やや粗い CV型式 板 目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
A-8

(258) 2 1 02 切 り込み :左側上部 に上か ら 3回 、下か ら5

回。右側上部 に上か ら 4回、下か ら 6回 。
やや粗い CV型式 オ反目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

(187) 19 02 切り込み :左側上部に上から5回 、下から4

回。右側上部に上から6回 、下から6回 。
やや滑 らか CV型 式 】反目 Ⅲ

1442 祭TE具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
D-6

(130) 21
欠損部分が多 く状態は悪い。切 り込み :左側
上部 に上か ら 3回 、下か ら 4回 。右側上部 に
上か ら 3回、下か ら 2回 ハ

i骨 らか CV型 式 lI目 Ш

1443 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

(119) 25 切り込み :左側上部に上から8回 、下から4

回。右側上部に上から6回 、下から6回 。
ややt■立 CV型 式 板 目 皿

1444 祭祀呉 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-8

(121)
切 り込み :左側上部 に上か ら 6回 、下か ら2

回。右側上部 に上か ら 8回 、下か ら 2回 。
号らか CV型 式 板 目 lll

1445 祭所B具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-7

(99) 24 05
L7」 り込み :左右両側上部 に上か ら各 3回 、下
か ら各 2回 。

やや粗 ψ C VI_l式 板 目 ]

1446 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
A-9

193 12 01 左狽14ケ 所、右側 5ケ 所 に切 り久 き有 り。上

瑞部 は主頭状。
滑らか CⅥ型式 lFx目 Ⅲ

1447 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(142) 15 01 生右に各 5ケ 所、三角形の小さな切り欠き有
り。

や や粗 し CⅥ型式 オ反目 ll

1448 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(132) 17
残存部の左側 4ケ 所、右狽13ケ 所 に三角形の

切 り欠 き有 り。切 り込み :左倒下部 に下か ら

3回 。右側下部 に下か ら4回。

や や粗 し Ⅶ型式 布冗目 Il

1449 祭祀具 斎 串 SR3001 離
０５．２

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

(334)
上部 をやや細 く削 り、下端部 を鋭角 に尖 らせ

る。 上部久損。
や や粗 し 3型式 布反目 ll

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
6-Ⅳ
A-8

(275) 上部欠損。 粗 ▼ 3型式 板 目 ]
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漣
Ｌ

漫
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法量
H

特 徴 表面の状態 型 式 木取 樹種
別

位

大

層

祭祀具 斎串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-7

(162) 18
上部をやや細 く削り、下端部を鋭角に尖らせ
る。上部欠損。

やや滑 らか C型式 布反目 ヒノキ Ⅲ

14V 祭祀具 斎 串 】R3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

(11 15 04 上部欠損。 やや滑 らか C型式 柾 目 Ⅲ

1453 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

ll 全体を削り、下部を鋭角に尖らせる。 骨らか DI型 ゴ 板 目 ll

1454 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F一 ユ
δ一Ⅳ
E-8

21 3 37
上端は鈍角の主頭状。幅広で短く、下端は九
く成形。

やや/1■ t DI型 ゴ 板 目 Ⅲ

1455 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(220) 1.4
両面 とも細かな削 りによって成形 し、上端 を

尖 らせ る。下端は欠損。
やや滑 らか DI型 ゴ 板 目 Ⅲ

1456 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(187) 10 02 両面とも細かな削りによって成形し、上端を
尖らせる。下端は欠損。

やや滑 らか DI型 弐 板 目 El

1457 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

20
上部に方形の穴有り。右上に狭りのような切
り込み lヶ 所有り。 粗▼ D型式 板 目 El

祭祀具 斎串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

13 両面に線状の塁痕有り。上下両端欠損。 滑らか 不 明 板 目 Ⅲ

1459 雑 具 把手 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

l] 144 13 表面を丁寧に削 り、両端部を削つて窪ませ
る。

やや滑 らか 辺材 ス ギ 皿

1460 雑 具 把手 SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-9

板の両端 中央部 に穿孔有 り。 滑らか 板 目 ヒノキ Ⅲ

雑具 吊り棚 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

17
上端は削り残して頭部をつくる。下端は前後
から削り出す。紐による圧痕有り。把手か。

やや粗 い 芯持ち材 Ⅲ

1462 部材 部材 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

(217) 22 14
上端部削りしろを長く取って尖らせる。上部
に細かく削ったホゾ孔有り。

やや滑 らか 柾 目 Ⅲ

1468 雑 具 等本 SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
5-Ⅳ
A-7

12 全面削りにより断面多角形。 滑らか 阪目 Ⅲ

1464 雑具 鐸木 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

(78) 全面削りにより断面多角形。 滑らか 柾 目 ヒノキ Ⅲ

言Бル| 吾トル↑ SR3001
南区

(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
E-6

24 5 12
上部は平坦に削り落とす (圧痕有 り)。 下言[

は角を削って九みを帯びる。断面半円形。 滑らか 板 目 皿

音トル| 台座 SR3001
南区

(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-9

(68) l l
長方形の板に、長辺から弧状に割形を入れ
る。

やや滑 らか 板 目 ヒノ■ Ⅲ

部材 部材 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

(123) 15 正方形のホゾ穴残存。ホゾ (L=33cm W
=13cm H=1 3cm)が残存。

やや粗 し 板 目 Ⅲ

部材 部材 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-7

(25) 30 (17)
角材の角を削り球状に成形。下部より貫通し
ない穿孔有り (径 =1 0cm)。 滑らか 辺材 Ⅲ

部材 部材 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

(48 5) 10
上端部を削り込んで紐掛け部分を成形。上端
は若千尖らせる。 滑らか 辺材 Ⅲ

部材 部材 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-7

上端に穿孔 1ケ 所。右狽‖下部に台形状の狭り
有り。下端の方がやや幅が狭い。

滑らか 板 目 Ⅲ

部材 部材 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

(307) 14 享みのある板の一端を尖らせる。 やや滑 らか 胆材 Ⅲ

14雅 部材 部材 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

(55) 60 上部中央に組み合わせのための溝有り やや粗し 芯持ち材 Ⅱ

14賓 都材 部材 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-6

39 一面 を九 く成形。 滑らか 辺材 ヒノキ Ⅲ

部材 板材
南区

(05-2)

Loc F― J

δ―Ⅳ
C-8

11 4
両端に各4ケ 所の穿孔有り。上部より下部が
若千細い。 滑 らか 板 目 Ⅲ

t47〔 部 材 板材 3R300]
南区

(05-2)

Loc F― 〕
δ―Ⅳ
D-6

(312) 1,0
板の中央部に貫通しない穿孔4ケ 所有り。平
行した2つ の穴を何かでとめた痕跡が残る。

やや滑 らか 柾 目 Ⅲ

t47て 部材 樺巻棒 3R300]
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-9

(13.5) 14 12
1本の棒状木製品を縦に3分割し、樺皮紐で
東ねて1本 にしたもの。巻きはじめは木に切
り込みを入れ、樺度組を挟み込み留める。

滑らか 辺材 Ⅲ

t471 部材 樺巻棒 3R300]
南区

(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
C-8

(67)
(173)

15 斎串状の板と4本の棒状木製品を樺皮紐でま
とめている。上下は欠損。

滑らか 不 明

分
他

部
目
材

板
板
辺

Ⅲ
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涯
Ｗ
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位

大

層

1478 容器 栓 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-7

(103)

円柱形の身と棒状の柄からなる。身の部分は
一部に面取りを行い滑らかに成形。都分的に
樹皮残存。柄の部分は面取りを行い成形。下
端部削りにより尖らせる。

活らか 芯持ち材 Ⅲ

1479 杭 眈 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
E-6

(115) 17 1,3
辺材を粗く削り下端を尖らせる。上端部は四
方から削る。右側面は窪む。棒状祭祀具か。

粗 し 辺材 Ⅲ

雑具 簿木か SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

1,7 上端部は僅 かに凹形 に窪む。 やや粗い 板 目 Ⅱ

容器 陰 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-9

(4.5) 全体に摩減が激しい。 やや粗 い 辺 材 Ⅱ

用途不明 不 明 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-8

(56) 21 四角柱を2段階削つて上部を細く成形。右側
面に鉄片 ?2ヶ所残存。

やや滑 らか 辺材 Ⅲ

用途不明 不 明 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-7

(66)
両端は尖らせ、中央部両側から扶 りを入れ
る。双葉のような形状。 滑らか 阪目 Ⅲ

1484 用途不明 不 明 3R3001 駆
０５．２

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-7

中央に穿孔 1ケ 所有り。 やや滑らか 阪目 Ⅱ

服飾具 檜扇 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-7

(20 2)
甚欅rの

下端部を鈍角の主球 に削る。ATL
やや滑 らか AI型式 柾 目 Ⅳ

運搬具 天秤棒 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-6

(96) 23 1.5

け
樹

掛

ｏ

を

形

紐

円
ヽ
楕

れ

面

入
断

を

ｏ

み
り

込
作

り

な
切
寧

い
丁

深

ｏ
ｏ

に
形
存

側
成
残

片
を
に

の
分
か

部
部
僅

端
る
皮

,骨 らか 切 り込み

型
芯持 ち材

アワブ
キ属

Ⅳ

1「j31 容 器
円形山物底
板

SR3001 南区
(05-2)

ッOc r-1
δ―Ⅳ
D-8

(4.7)
裏面に刃物傷多数。「述」の文字が彫られて
いる。復元径=16 4cm。 やや粗い 結合方法

不明曲物
板 目 Ⅳ

153ウ 容器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(05-2)

ioc F-1
δ―Ⅳ
E-7

(250) (7 1)
樺度が切れており紐の結び方は不明。復元径
=29.4cm。 滑 らか

樺度結合

曲物 E型
ギ

板 目 Ⅳ

[開  〔容 器
円形曲物底
板

SR3001
南区

(05-2)

ioc F-1
δ―Ⅳ
E-7

(100)
側面に釘孔3ケ所有り。うち2ヶ所に木釘残
存。復元径=18,lcm。 滑らか 釘結合曲

物F型式
柾 目 Ⅳ

1534 容器
円形 曲物底
板

SR3001
南区

(05-2)

一
Ⅳ

５

Ｆ

二

ｏｃ
δ

Ｆ
(166) (8.4)

釘孔2ヶ所有り。表面全体に漆が残存。復元
径=19 2cm。 やや滑 らか

釘結合由
物F型試

lI目 Ⅳ

t53〔 容器
円形 山物底
板

3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
γ
~Ⅳ
T-8

(63) 釘孔 3ヶ 所有 り。復元径 =15 8cm。 やや滑 らか
釘結合曲
物F型式

lI目 Ⅳ

[53て 容器
方形曲物底
板

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

42 3 107 11
穿孔 3ヶ所有り。うち2ヶ所は木釘が残存。
内外面とも刃物傷多数有り。全体に叩いたよ
うな圧痕が有る。

やや粗 い
樺皮結合
曲物E型
式

阪目 Ⅳ

[53; 容器
方形曲物底
板

SR3001
南区

(05-2)

LOc F-1
δ一Ⅳ
C-8

(43 9) 隅九方形。 米Lし
結合方法
不明曲物

lI目 Ⅳ

食事具 箸 3R31X11 離
０５．２

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

05 全体に細かい削り。両端部がやや細く成形。 滑らか 辺材 Ⅳ

文房具 木札 SR3001 駆
０５．２

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

31
上部の両側に切 り久き有 り。下端は九 く成
形。 滑らか 付札形 灰目 Ⅳ

[図   ( 文房具 木札 SR3001
南区

(05-2)

一
Ⅳ

７

ｆ

一　
一

ｈ

δ
Ｅ

26 上端の両狽jに切り欠き有り。右辺一部欠損。 やや粗し 付札形 灰 目 Ⅳ

1541 祭祀具 刀形 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-9

(170) 板の片側を両面から削つて刀の刃部を成形。
東の部分は粗く削る。 滑らか A型式 正目 Ⅳ

tyゥ 祭祀具 刀形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-7

(153) 上部を九く、下部は少し細く成形。 滑らか B型式 灰目 Ⅳ

[M  〔築祀具 紡織具形 3R3001
南区

(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-7

07 上下両端の左右側面に細かい決り有り。 やや滑 らか 反目 Ⅳ

1幽 祭祀具 紡織具形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-7

10 上下両端の左右側面に細かい狭り有り。 i骨 らか 辺材 Ⅳ

[54〔 祭所E具 人形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F― 〕
δ―Ⅳ
B-7

(277) 13 1.3
目・口 顎・頬を浅い彫り込みにより表現。
上端部は斜めに削り、下端部は裏面から斜め
に削って尖らせる。

円筒状人
形

志持 ち材 Ⅳ

ty  ( 祭祀具 人形 SR300ユ
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

(272) 12 節のある細い自然木に目 鼻 口を彫 り込
む。欠損のため片側の目のみ残存。

粗 い
円筒状人
形

志持 ち材 Ⅳ

t[滋う祭祀具 人形 SR300]
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

(36.2) (5.8)
肩 腰 膝に三角形の切り込みを入れる。顔
の表現は墨書による。髭有り。

滑 らか
正面全身
人形

反目 Ⅳ

t54〔 祭祀具 馬形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-6

17 61 板に切り込みを入れて首 背を表現。鳥形の
可能性有り。

やや粗い AI型 式 王目 Ⅳ
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掲
番

分類 名称
土
構

出
遺

調査区

出土地点

濯
Ｌ

濯
Ｗ

法量
H 特 徴 表面の状態 型 式 木取 樹種

別
位

大
層

154〔 姿祀具 馬形 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
6-Ⅳ
C-8

14 (1.5)

(0.4)

板に切り込みを入れて胴 頭 尾を成形。鳥
形か。

滑らか AI型式 阪目 Ⅳ

祭祀具 棒状祭祀具 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

(93)

中央部使用頻度が多かつたためか摩耗してい
る。上端部は左右二方向より尖らせる。下端
は左右から尖らせるが、薄く成形し耳かきに
類似。

滑 らか 板 目 Ⅳ

祭祀具 棒状祭祀具 SR3001 駆
０５．２

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

(399) 07 断面正方形。下端部は枕状に細か く尖 らせ
る。

滑 らか 辺材 Ⅳ

15税 築祀具 斎 串 SR3001 離
０５．２

Loc F-1
5-Ⅳ
C-8

上下両端を斜めに切り落として台形状を呈す
る。

粗 し AI型 式 板 目 Ⅳ

祭祀具 斎 串 SR3001 離
０５．２

Loc F-1
δ一Ⅳ
F-8

上下両端を斜めに切り落として台形状を呈す
る。下端はやや細めに成形。

粗 し AI型 式 板 目 Ⅳ

15M 祭祀具 斎串 SR3001
南区

(05-2)

しocF-1
5-Ⅳ
E-7

上下両端を斜めに切り落として台形状を呈す
る。全面に削りが認められる。

滑らか AI型 式 板 目 Ⅳ

[55t 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
A-8

(9.4)
上下両端を斜めに切り落として台形状を呈す
る。

やや粗い AI型 式 板 目 Ⅳ

t55て 祭祀具 斎串 SR3001 南区
(05-2)

うoc F-1
δ―Ⅳ
A-7

(22 0)
やや厚みのある板で、上端は主頭状を呈す
る。

やや滑 らか BI型式 板 目 Ⅳ

[55; 祭祀具 斎串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-8

(163) (1.8) 切り込み :左右両側上部に上から各2回。 滑らか CⅢ 型式 板 目 Ⅳ

[5「Jf 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

(96) (38) (06)
上端はやや丸味を帯びる。切り込み :左側に
上から1回。残りは欠損で不明。

滑らか CⅢ 型式 板 目 Ⅳ

祭祀具 斎串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

(8.5)
切り込み :左側上部に上から7回。右側上部
に上から5回。

*L▼ C皿 型式 柾 目 Ⅳ

156 ( 祭祀具 斎串 SR3001
南区

(05-2)

しoc F-1
δ一Ⅳ
B-6

(305) (21)
切り込み :左側上部に下から3回、下部に上
から4回。右側上部に下から2回、下部に上
から6回。

兆ユし CV型式 本昆目 Ⅳ

1561 祭祀具 斎串 3路001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-8

(73)
切り込み :左側上部に下から6回。右側上部
に下から8回。CⅢの位置に逆方向からの切
り込み。下部欠損。

やや粗い CV型式 板 目 Ⅳ

祭祀具 斎串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(12.2)
切り込み :左側上部に上から8回、下から4

回。右側上部に上から7回 、下から6回。
滑らか CV型 式 板 目 Ⅳ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

(25,0) 1.3
薄い板の上端部を主頭状に、下端を細 く成
形。

骨らか DI型ゴ 板 目 Ⅳ

1564 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-7

(193) 07 下端は両側面からの削りによって尖らせる。 やや粗 ψ DI型 ゴ 柾 目 ヒノキ Ⅳ

1565 雑 具 把手 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

12 11 板の両端に穿孔有 り。 骨らか 辺 材 Ⅳ

1566 部材 部材 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

15 両端の角を落として凸部を削り出す。上面両
貝!縁 の角を削って、断面がD字形を呈する。

骨らか 板 目 Ⅳ

1567 部材 部材 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-8

21 19 下端の角は細かい削りで落とされる。中央に
自然孔有り。栓か。

i骨 らか 志持 ち羽
ウツギ
属

Ⅳ

1568 部材 部材 SR3091 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

(13.2) (1 5) 11 宇孔部で欠損。端部に突起状の段を削 り出
す。紡織具の一部か。

滑らか 板 目 Ⅳ

1585 工 具 攀柄 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
6-Ⅳ
E-5

137 (19)

太めの芯持ち材を切断し、聾の柄としたも
の。上面の木口には、断面が方形の茎を焼き
込んで挿入した痕跡有り。側面は削り成形し
ているが、摩滅により滑らか。

滑らか 芯持ち材

ラ
カ
亜

ナ

ア
シ

ョ
属

ガ
属

V

1586 工 具 木釘 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
F-6

(43) 上端のみ削り残し、下端にかけて細く成形。 滑らか 辺 材 V

1587 工 具 箆 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

21
全体的に著しく摩滅している。自然木の可能
性も有り。

やや粗い 板 目 V

農具 田下駄 〕R3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-7

(22 8) 中央部に方形状のホゾ穴が lヶ 所残存。 やや粗し 柾 目 V

農具 柄 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-6

(45,2) 全面削りで、断面多角形を呈する。 粗 し 辺材 V

旦
（

歯
辰 横槌 3R3001

南区
(05-2)

LOc F一 ユ
δ―Ⅳ
F-6

404 柄の部分は大きな削 りで断面七角形を呈す
る。

滑らか 芯持ち材 V
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掲

番
分類 名称

出土
遺構

調査区

出土地点

漣
Ｌ

濯
Ｗ

濯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木 取 村種
大別

層位

農具 偏棒 SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
5-Ⅳ
D-8

(314) 13 11 下端 をやや細 く成形。上端 は九 く削る。 やや滑 らか 迎材 ヒノキ V

1592 農 具 木錘 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

54 47 芯持ち材の中央部を細く削つて成形。一部、
樹皮残存。

滑らか 芯持 ち材 V

1598 農 具 木錘 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

62
芯持 ち材 の両端 に丸木面 を残 し、中央 に向
か つて両端 か ら円錐形状 に削 り込む。 くびれ

部分一部 FfF波 気味。
滑らか 芯持 ち材 V

1594 農 具 木鍾 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

17 1 53
中央部は削りで細く成形。上端は平坦に、下
端は中心に向かって削 り落とし九みを帯び
る。

やや粗 い 志持 ち材 V

1595 農具 木鍾 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-6

(73)
全体的に摩減している。中央部の削りが大き

粗 し 芯持 ち材 V

農 具 木錘 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-6

(91) 51 下部欠損。 光とし 芯持ち材 V

農 具 木錘 SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
D-8

(104) 65 (28) 辺材 を用いる。 米巳ψ 志持ち材 V

1598 旦
（

鱒辰 鎌柄 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
E-7

35 2 35 32
全体に粗く削り成形。握りは直線状で柄尻に
山形の突起をつくる。穿孔3ヶ所有り。柄元
に装着孔有り。

やや滑 らか 芯持 ち材 V

1599 紡織具 糸巻横木 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

17 04 先端部に焼けこげ有り。火付棒に転用か。全
体に傷みが激しい。ホゾ7し残存。

粗 しヽ A型式 柾 目 V

1600 紡織具 糸巻枠木 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

11 16 円形の貫通 しないホゾ子し2ヶ 所有 り。ホゾ孔
よ り外側 を削って細 くしている。

滑 らか A型式 オ反目 V

160] 紡織具 糸巻横木 SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
A-9

(104) 1.5
厚手の板の両端を棒状に削り成形。相欠き仕
口部分は厚さが半分くらいに削る。

やや粗 , A型式 布冗目 V

1602 紡織具 糸巻横木 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

97 07 相欠き仕国の中心に軸孔有り。両端を細く成
形。

やや滑 らか A型式 板 目 V

紡織具 糸巻横木 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

(97) 19 07 相欠き仕国の中心に、軸孔有り。 やや滑 らか A型式 オエ目 V

紡織具 糸巻横木 SR3001
南区

(05-2)

LOc F-1
5-Ⅳ
D-8

(78) 11 中心に軸孔有り。相欠き仕国無し。 やや滑 らか A型式 布尻目 V

1605 用途不明 不 明 SR3001
南区

(05-2)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
D-8

(44 4) 29 27 芯持ち材の上端部の上面のみを削り、狭りを
成形。下部欠損。

やや粗し 芯持 ち材 V

1606 武器 丸木弓 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

(581) 12 1 1
上下端部 を削 り込 んで弓耳 を作 り出す。上端

部か ら15cm程 は細 かな削 りで断面多角形。
それ以外 は部分的に樹庄残存。

滑らか 芯持 ち羽
ロム

一ン
V

1607 服飾具 櫛 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-7

47 (80) 07 把手と歯ともに丁年な作り。刻歯式横櫛。歯
=70本残存。

滑らか AI型 式 板 目 V

1608 服飾具 TFi 〕R3001 南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
E-5

(57) 刻歯式横櫛。歯 =42本残存。 粗 し AⅡ 型式 板 目 V

1609 容 器
円形曲物底
板

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

(204) (83)

底板に対して垂直方向の釘孔3ケ 所有り。う
ち2ヶ 所に木釘残存。底板側面の釘孔 3ケ 所
有り。うち 1ケ 所に本釘残存。段を入れる時
に付いた刃物傷 7条。復元径=21 lcm。

やや粗し 釦結合曲
物D型式

板 目 V

容器
円形曲物底
板

SR3001
南区

(05-2)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
C-8

(200) (89)
側板による円周状の圧痕有り。樺皮結合紐 2

ケ所残存。裏面に刃物傷有り。復元径=20ウ やや1骨 らか
樺皮結合
山物E型
式

板 目 V

容器
円形曲物底
板

SR3001
南区

(05-2)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
A-9

(417) (97) 樺皮結合紅 3ケ 所残存。復元径=54 8cm。 滑らカ
合

型

結

Ｅ

皮

物

樺

曲

式
板 目 V

容器
円形 曲物底
板

3R300]
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

172
樺皮結合組 1ケ 所残存。側板による円周状の
圧痕有り。外面に刃物傷多数。復元径=174 やや滑 らか

合

型

結

Ｅ

皮

物

樺

曲

式
板 目 V

容器
円形曲物底
板

SR300〕
南区

(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-9

(190) (76) 06
樺皮結合紐 2ケ 所残存。側板用の目印 (刃 物
痕)有 り。表面に明確な刃物痕と、裏面に無
数の刃物傷有り。復元径=202c函。

滑らか
樺皮結合
曲物E型
式

板 目 V

容器
司形曲物底
板

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

17 6 95 刃物傷 2ヶ所有り。一部炭化。 滑らか
合

型

結

Ｅ

皮

物

樺

曲

式
柾 目 V

容器
ヨ形曲物底
阪

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-5

(167) (61) 04 樺皮結合用小孔と樺皮結合組 1ケ 所有り。狽1

板用の目印 (刃 物傷)有 り。
やや滑 らか

樺皮結合
曲物E型
式

阪目 V

容器
ヨ形曲物底
阪

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

(139) 07 樺皮結合用小孔2ヶ 所残存。復元径=194
やや粗 い

樺皮結合
曲物E型
式

板 目 V

容 器
円形由物広
板

SR3001
南区

(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
F-8

(191) (47) (09)
樺皮結合用小孔と樺皮結合社 1ケ 所有り。彼
元径=20 9cm。

やや粗し
樺皮結合

山物 E型
式

板 目 V
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掲

番
分類 名称

土

構

出

遺
調査区

出土地点

濯
Ｌ

渥
Ｗ

法量
H 特 徴 表面の状態 型式 木双 樹種

別

位

大

層

容 器
ヨ形曲物底
灰

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
D-6

(150) (33)
樺皮結合用小孔 と紐 1ケ 所。突 き刺 した未貫

通の孔 2ケ 所有 り。側板 による円周状の圧痕
有 り。復元径 =18 6cm。

i骨 らか

合

型

結

Ｅ

度
物

樺
山

式
板 目 V

容器
ヨ形曲物底
阪

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

(166) (61)
樺皮結合用小孔 2ケ 所有り。側板の目印 (刃

物傷)有 り。裏面刃物傷多数有り。復元径=
17 6cm。

やや滑 らか

合

型

結

Ｅ

皮

物

樺

曲
式

オ反目 V

容器
η形曲物底
阪

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-9

210 (149) 08 釘孔 2ヶ 所有り。復元径=20 3cm。 やや粗し 釘結合曲
物F型式

板 目 V

1621 容器
ヨ形曲物底
阪

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
F-8

178 10 樺皮結合用小孔4ケ 所有り。側板による円周
状の圧痕一部分残存。復元径=17 8cm。

やや滑 らか
釘結合曲
物F型式

lI目 V

1622 容器
]形曲物底

阪
SR3001

南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-7

169 10 不整円形。釘孔4ケ 所有り、うち3ケ 所に木
釘が残存。

'骨

らか
釘結合由

物F型式
板 目 V

1623 容 器
円形 曲物底

板
SR3001

南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

118 07 木釘 3ケ 所残存。裏面に付着物有り。漆か。 滑らか 釘結合曲
物F型式

板 目 V

1624 容 器
円形 曲物底

板
SR3001

南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
F-6

173 17 1 08 釘孔12ヶ 所有り。うち6ヶ 所に本釘が残存。
表裏両面に刃物傷有り。

やや滑 らか
釘結合曲
物F型式

柾 目 V

容器
¬形曲物底
阪

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

16 1 (118) 08
木釘が4ケ 所に残存。表面は全体的に圧痕
が、裏面は刃物傷多数有 り。復元径=16C 粗 帝 釘結合曲

物F型式
板 目 V

1626 容器
¬形曲物底
Fx

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

(138) (64) 06 釘孔 2ケ 所有 り。復元径 =13 8cm。 やや滑 らか
釘結合曲
物F型式

板 目 V

1627 容器
Il形曲物底
阪

3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-9

177 (85) 07 木釘 1ケ 所残存。復元径=17 6cm。 1骨 らカ
釘結合曲
物F/11式 柾 目 V

1628 容 器
ヨ形 曲物底
阪

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-6

17 0 (88) 06 表面に焼E「有り。刃物傷多数。木釘が 1ケ 所
残存。複元径=16 8cm。 やや粗ψ 釘結合曲

物F型式
柾 目 V

1629 容 器
円形曲物底
板

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(129) (66) (05)
釘孔 2ケ 所有り。円の外周にそって指先程¢
圧痕が一周している。復元径=13 0cm。 粗 ヽ 釘結合曲

物FI_式 柾 目 V

163C 容器
ヨ形曲物底
阪

SR3001
南区

(05-2)

しOc F-1
δ―Ⅳ
F-8

185 (51) 03 狽1板 による円周状の圧痕有り。穿孔 2箇所殊
存。復元径=18 6cm。

やや粗ヤ
結合方法

不明曲物
E型式

柾 目 V

容器
ヨ形曲物蓋
阪

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

160 (85) 07

釘孔 2ケ所有り。うち lヶ 所に木釘が残存。
中央に穿孔 lヶ 所有 り。全体的に圧痕が有
り、円周状の圧痕が見えない箇所がある。復
元径=8 0cm。

やや粗 し 釘結合曲
物F型式

柾 目 V

1632 容器
円形 曲物底

板
SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

115 (79) 06 復元径=11 3cm。 やや粗し 結合方法
不明曲物

板 目 V

容器
円形 由物蓋

板
SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-5

16 6 (91) 09 中心に把手用の穿孔有り。釘孔 3ヶ 所有り。
うち木釘が2ヶ所に残存。復元径=16 6cm。 滑らか 釘結合曲

物F型式
板 目 V

容 器
方形 曲物底

板
SR3001

南区
(05-2)

しocF-1
δ―Ⅳ
F-5

472 (134) 10
側板による圧痕が部分的に残存。樺皮結合用
小孔 7ケ 所有り。うち5ケ 所に樺皮結合紐残
存。焼けこげ2ケ所有り。

や や粗 �
樺皮結合
由物E型
式

板 目 V

163E 容器
楕円形 曲物
底板

SR3001 南区
(05-2)

しoc F-1
δ―Ⅳ
D-7

(318) (154) 13 転用の可能性有り。樺皮結合紐 1ケ 所残存。 やや粗�

合

型

結

Ｃ

皮

物

樺

曲

式
オ反目 V

容器
楕円形曲杉
底板

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-9

(498) (61) 07 樺皮結合用小孔2ヶ 所有り。うち 1ケ 所は樺
皮結合紐残存。裏面刃物傷多数。

粗 ヽ
樺皮結合
曲物E型
式

板 目 V

容器 曲物範 SR3001
南区

(05-2)

しOc F-1
δ―Ⅳ
C-6

14 (67) 04 2ケ 所に木釘が残存。 やや滑 らか
結合方法
不明曲物

柾 目 V

1638 容 器
方形曲物仰
板

SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
F-6

60 (262) 06 側板の中央部に樺皮結合紐が残存。貫通して
いない孔4ケ 所有り。

滑らか 結合方法
不明曲物

板 目 V

容 器
方形曲物狽
板

SR3001 南区
(05-2)

しoc F-1
δ―Ⅳ
A-9

83 (183) (03)
樺皮結合紐 3ケ 所に残存。 2枚の狽‖板を樺皮
結合紐で結合。器高=8 3cm。

滑らか
樺度結合

曲物 E型
式

柾 目 V

杏器 曲物底板 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-8

650 1) 12 形状不明。 やや滑 らか
結合方法
不明由物

板 目 V

容 器 柄杓 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

134 03 側板内面に罫引有り。柄は面取りを施し、丁
寧に成形。全体に漆が施されている。

滑らか
法

物

方

曲

合

明

結

不 板 目 V

容 器 栓状木器 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

(20) 27 25
4方向か ら削 つて屋根状 に成形。下部 は正方
形の凸部 を削 り出す。付 け根 に深 さ 5mm位
の穿 7し有 り。

滑らか 辺羽 V

容 器 栓 SR3001
南区

(05-2)

LOc F-1
6-Ⅳ
E-5

(62) 31 25 下部 を細 く削 り、円笠状 に成形。独楽の可能

性有 り。
光と� 芯持 ち材 V

容 器 今」物容器 SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
δ一Ⅳ
D-8

底径
80

一局
２

器

１０
芯持ち材の内部を今Jり 抜いて成形。墜減が激
しく幌輯の痕跡は不明瞭。

磨減激 しし 縦木取 V
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載

号

掲

番 分類 名称
土

構

出

遺 調査区

出土地点

濯
Ｌ

涯
Ｗ

法量

H 特 徴 表面の状態 型 式 木取 樹種
別

位

大

層

容器 把 手 3R3001
南区

(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-7

126 11 両端 に穿孔有 り。 骨らか 板 目 V

1646 容器 挽物 SR3001
南区

(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
E-7

底径
(128)

器高
(12)

やや滑 らか 縦木取 り V

1647 食事具 箸 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-9

%9 05 網かい削りによって下端はやや細く成形。 やや滑 らか 辺材 V

1648 食事具 杓子 SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-9

63
厚い板を削り、持ち手と底部 側板を成形。
先端と持ち手側に、別の板を釘で打ち付けて
箱を作る。木釘残存。

滑らか 不 明 板 目 V

1649 食事具 匙 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-7

(103) 19 04 柄は片側から削り断面円形に、身は平坦に成
形。 滑らか A型式 板 目 V

文房具 木札 SR3001 離
０５．２

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

117 30 全体が摩減。上端部両側に切り欠き有り。 粗 し 付札形 板 目 V

1651 文房具 木札 SR3001
南区

(05-2)

一
Ⅳ

９

Ｆ

一　
一

∝
δ
Ｄ

(147) 29 上端に穿孔有り。 粗 ヤ 阪 目

遊賊具 栓 カ 3R3001
南区

(05-2)

しoc F-1
δ―Ⅳ
E-7

44 52 51
上部円柱状。中央部より下部を削って円錐形
を呈する。 やや滑らか 辺材 V

遊戯具 琴 3R3001 南区
(05-2)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
D-8

37 7 71 12 頭部に3カ 所の集弦孔と、尾部に3つの突起
で櫛形を成形。

やや滑 らか 柾 目 V

16M 祭TB具 紡繊具形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
F-5

10 全面削りで成形。上下両端に浅い切り欠き有
り。 滑らか オ反目 V

165〔 祭祀具 紡織具形 SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
δ一Ⅳ
G-5

(105) 08 上端に浅い切り欠き有り。下部欠損。 やや滑 らか 板 目 V

1656 祭祀具 紡織具形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

124 04 上下両端 に切 り欠 き有 り。 滑らか 辺 材 V

祭祀具 紡織具形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-9

(109) 04 03 上端 に浅い切 り欠 き有 り。 やや滑 らか 板 目 スギ V

祭TE具 紡織具形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ

F G-5
(84) 上端 に浅い切 り欠 き有 り。 i骨 らか 辺材 V

祭祀具 鋸歯付剣形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-5

(79) (29) 08 両側面を鋸歯状に刻む。上下両端欠損のた
め、形状は不明。 やや滑 らか 板 目 V

166C 祭祀具 黛J形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

146 14
薄い板状で身 鍔 柄部分を成形。刀身は余|

めに鋭く削つて成形。鍔は別の板を組み合わ
せるハ

滑らか 板 目 V

祭祀具 刀子形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

(149) 18 03 薄い板を全面削って成形。片側に刃部有り。 i骨 らか A型式 柾 目 V

1662 祭祀具 人 形 SR3001
南区

(05-2)

しoc F-1
δ―Ⅳ
C-6

20 18
上下両端を削って尖らせる。上端は前後から
山形に切り落とす。目 鼻 口 顎を浅く彫
り込んで表現。

やや滑 らか
円筒状人
形

芯持ち材 V

166〔 祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-6

(452) 36 27 目 鼻 口 顎を浅く彫り込んで表現。樹皮
残存。 粗 し 円筒状人

形
芯持ち材 V

1664 祭祀具 人形 SR300] 南区
(05-2)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
F-8

(582)
上端を五方向から切 り落として尖らせる。
目 口 顎を彫り込みによって表現。右頬と
手の位置に削り有り。

滑らか 円筒状人
形

芯持 ち材 V

1665 祭祀具 人形 3R3001
南区

(05-2)

LOc F― 〕
δ―Ⅳ
D-8

(42 7) 31
芯持ち材に目 鼻を深い彫り込みで、国は浅
い彫 り込みで表現。下端都斜めに切 り落と
す。

やや滑 らか
円筒状人

形
芯持 ち材 V

1666 祭祀具 人形 SR3001
南区

(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-7

17 21
目 鼻 口を浅い彫り込みによって表現。後
頭部は斜めに切り落とす。下端斜めに削つて
杭状に成形。樹皮残存。

やや滑 らか
円筒状人

形
悉持 ち材 V

1667 祭祀具 人形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

(407) 27 25
目 口 顎を彫り込んで表現。上端部は削り
によって緩やかに成形。下端部は抗状に尖ら
せる。樹皮残存。

滑らか 円筒状 人

形
芯持ち材 V

1668 祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-5

30 1 27 2] 目 鼻 口を浅い彫り込みによって表現。下
瑞を鋭く尖らせる。樹度残存。

やや粗し 円筒状人

形
芯持 ち材 V

1669 祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

(274) 20 15
目 鼻 口を浅い彫り込みによって表現。頭
部は細かな削りで丸く成形。下瑞は斜めに切
り落とす。

やや滑 らか
円筒状人

形
志持 ち材 V

祭TE具 人形 SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-6

(25 0) 25 25 眉 目 鼻 口を浅い彫 り込みによって表
現。上端削りによって山形に成形。

やや滑 らか
円筒状人

形
芯持 ち材 V

祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

(348) 27
樹度のついた志持ち材に直接、目、鼻、日を
浅い彫り込みによって表現。下端は杭状に削
る。

光Lし
円筒状人
形 芯持 ち材 V

t6貶 祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

(329) 16 15 ロ ロ 顎 類をi完 く彫り込んで表現。下端
部は前面から斜めに成形。 滑らか 円筒状人

形
芯持 ち材 V
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載

号

掲

番
分類 名称

土

構

出

遺 調査区

出土地 点

濯
Ｌ

濯
Ｗ

遅
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木 取 樹種
別

位

大

層

祭祀具 人形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

(98) 18 16 目 口 顎を浅い彫り込みで表現。頭は細カ
く削つて九く整形。

1骨 らね
円筒状人
形

志持 ち材
ツプラ
ジイ

V

1674 祭原E具 人形 SR3001
南区

(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
F-9

(95) 02 首や腰を切り込んで表現。墨痕は残っていな
いが、顔が描かれていた痕跡有り。

ヤ旨らカ
正面全身
人形

オ反目 V

祭祀具 人形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
G-6

(24 4) 18 06
上下両端を細く成形。左上に昌で顔の右半分
を描く。斎串の切り込みと同様のものが左縁
に6ケ所有り。人形を斎串に転用か。

ややll立
側面全身
人形

板 目 V

祭TB具 人形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
F-6

(47 4)
斎串同様の切 り込みが、左右10固有り。人形
を斎串に転用か。

やや滑 らか
正面全身
人形

板 目 V

1677 祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-8

(6.4) (06)
頭部は鋭角の主頭状。切り欠きにより首を表
現する。下端部に両足残存。頭部に穴が有る
が、人為的では無い。

やや滑 らか
正面全身
人形

板 目 V

祭祀具 人形 S踏001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

(路 1) (53) 05
墨痕不鮮明。板を人形に成形。女性の髪
眉 目 鼻 日を墨書で表現。

粗 い
正面全身
人形

板 目 V

祭祀具 陽物形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

(81) 20
る

に

せ
形抄］こより、独

］
込婢『

部

面

端

側

ｏ

上

両

工
粗 しゝ 芯持 ち材 V

168C 祭祀具 馬形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
E-6

(192) 04
一端を斜めに切 り落とし、下辺を削つてM
宇状を呈する。鳥形の可能性有り。

粗 �ゝ A型式 オ反目 V

祭祀具 馬形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-5

21 薄い板に深い切り欠きを入れて成形。鳥形の
可能性有り。

やや粗立 A型式 オ夏目 V

1682 祭祀具 馬形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-7

20 (163) 01 i完い削りによって背を成形。鳥形の可能性有
り。

やや滑 らカ A型式 柾 目 ヒノキ V

祭祀具 馬形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
A-7

(173) 鳥形の可能性 も有 り。 滑らか オ反目 V

1684 祭祀具 馬形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
E-5

(206) 10 表裏両面とも多数の刃物傷有 り。把手 台
座 脚座の可能性有り。

やや滑 らか B型式 板 目 V

祭祀具 鳥形
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

19 (184) 尾を細長く成形。 滑らか A型式 板 目 V

168て 祭祀具 鳥形 3R300]
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

15 132 片面のみに削 り有 り。背部分 を肖Uる 。 ,骨 らか A型式 阪目 V

1687 祭祀具 舟形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-7

(116) 22
2ヶ 所に引り込みを入れ屋形部を成形。屋形
船形。平底。

やや粗立 A2類 芯持 ち材 V

祭祀具 舟形 SR3001
南区

(05-2)

しoc F一 ユ
δ―Ⅳ
F-8

(94)
始首狽1か ら浅く削って屋形部を成形。船尾欠
損。屋形船形。九底。

粗 し A2類 芯持 ち材 V

旦
ハ

寒
不 舟形 SR3001

南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-6

(233) 55
2ヶ 所に今Jり 込みを入れ屋形部を成形。屋形
船形。九底。

やや滑 らか A2類 芯持 ち材 V

祭祀具 舟形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

20 3 31
芯持ち材の 2ケ 所に浅い今」り込みを入れて屋
形部を成形。屋形船形。平底。樹度が部分的
に残存。

窯や粗 い A2類 芯持 ち材 V

祭祀具 舟形 SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
6-Ⅳ
B-8

178 24
2ヶ 所に浅いなJり 込みを入れて屋形部を成
形。屋形BIIN形。九底。

粗 ▼ A2類 芯持 ち材 V

祭祀呉 舟形 S肥001
南区

(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
A-9

(226) 44 船首 船尾両側から削つて屋形部を成形。屋
形船形。九底。

やや滑 らカ A2類 芯持 ち材
サクラ
属

V

祭祀具 舟 形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

21 1 40 4〕
船首 船尾両側から削って屋形部を成形。屋
形船形。九底。一部、樹皮残存。

やや粗し A2類 芯持 ち材 V

祭祀具 舟形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

全体的に摩減。船首 船尾は両側からの削り
によって尖らせる。屋形船形。九底。

粗 し A2類 志持 ち材 V

1695 祭祀具 舟形
南区

(05-2)

LOc F-1
δ一Ⅳ
A-7

(171) 41 全体的にFF減。屋形船形。九底。 やや粗セ A2類 芯持 ち材 V

1696 祭祀具 舟 形 8R3001
南区

(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
G-7

(194)
2ケ 所 に浅 い割 り込 み を入 れて屋 形部 を成

形。1合首 船尾の側面下部 に削 り有 り。屋形

船形。平底。

1骨 らか A2類 芯持 ち材 V

1697 祭祀具 舟形 SR300ユ
南区

(05-2)

Loc F一 ]

δ―Ⅳ
D-8

(19 37
粗い削 りにより屋形部 を成形。屋形船形。丸

底。
粗 ヽ A2類 志持ち材 V

169モ 祭祀具 舟形 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-9

(140) 27
首

ｏ

船

底
船尾は削って尖らせる。屋形船形。平

粗 し A2類 芯持ち材 V

祭祀具 舟形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F― 〕
δ―Ⅳ
F-7

133 27 船体の上部中央を削って成形。九木舟形。平
底。

やや粗し A2類 芯持ち材 V

170C 祭祀具 舟形 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

136 37 33
船首 船尾両側から削つて屋形部を成形。屋
形船形。平底。

やや滑 らか A2類 芯持 ち材 V
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号

掲

番 分類 名称
土

構

出

澄 調査区

出土地点

濯
Ｌ

涯
Ｗ

涯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型 式 木取 樹種
別

位

大

層

祭祀具 舟形 SR300ユ
南区

(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-8

177 4 1
2ヶ 所 に浅 い今」り込 み を入れ て屋形部 を成
形。船首 船尾 の両側面 に削 り有 り。屋形船
形。九底。

滑 らか A2類 芯 持 ち材 V

17磁 祭祀具 舟形 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

(163) 3 1 27 浅い到 り込みによって屋形部 を成形。屋形船
形。九底。樹度が残存す る。

粗 � A2類 芯持 ち材 V

1703 祭祀具 舟 形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
G-7

(144) 4 1 芯持 ち材の両端 を細か く削 つて洵合首 月合尾 を
成形。屋形船形。九底。

やや粗W A2類 心持 ち材 V

1704 祭祀具 舟 形 】R3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

(140)
2ヶ 所に,完 い今Jり 込みを入れて屋形部を成
形。屋形船形。平底。摩減による欠損多数有
り。

粗 ヤヽ A2頚 志持 ち羽 V

1705 祭祀具 舟形
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

(181) 37 船体 中央部 を薄 く削 って成形。丸木舟形。平
底か。

やや滑 らか A2類 志持 ち材 V

1706 祭祀具 舟形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
A-8

183 23
2ケ 所 に深 い割 り込 み を入 れて F_A形 部 を成
形。屋形船形。平底。

租 い A2類 芯持 ち材 V

1707 祭祀具 舟形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
F-6

22 3 丸木の 2ケ 所 に到 り込み を入れて屋形部 を成
形。屋形船形。九底。

骨らか A2類 芯持 ち材 V

とi08 祭祀具 舟 形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-6

(136) 26 浅いなUり 込 み に よ り屋形 部 を成 形。 F_― 形 船
形。丸底。船尾欠損。

粗 ψ A2類 芯持 ち材

ラ

カ
亜

ナ

ア

シ

ヨ
属

ガ

属

V

1709 祭祀具 舟形 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

(156) 27 27
首
形

船
成

船尾両側か らの削 りによって屋形部 を
屋形船形。九底。

滑らか A2類 芯持 ち材 V

祭祀呉 舟 形
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

九木 に 2ヶ 所 の小 さな奪Jり 込みを入れること
によって FF― 形部 を表現。船首 flHk尾 ともに上
面か らの削 り有 り。屋形 llHk形 。九底。一部樹
皮残存。

やや粗い A2類 志持 ち材 V

祭扁E呉 舟形 SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-9

43 37 丸木の一面 を細か く削 って屋形部 を成形。屋
形船形。九底。

滑らか A2類 芯持 ち材 V

祭祀 具 舟 形 SR3001 商区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

(155)
船盲か らの浅い肖Uり によ り屋形部 を成形。屋
形船形。九底。

やや滑 らか A2類 志持 ち材

ラ
カ

亜

ナ

ア

シ

ヨ
属

ガ

属

V

祭祀具 舟形 SR3001 南 区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

52 芯持 ち材の両端 を多方面か ら削 り、尖 らせて
いる。樹度が残存。舟形の未製品か。

やや粗 い 不 明 芯持 ち材 V

祭TE具 棒状祭祀具 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

(209) 09
LT面五角形。上端部は2方向より削って尖ら
せる。 滑 らか 板 目 V

祭祀具 棒状祭祀具 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

37 2 LIF面正方形。上下両端 を鋭 く尖 らせ る。 滑 らか 辺材 V

祭祀具 棒状祭祀具 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
C-7

(24 6) 07 断面は台形。両端 をやや尖 り気味 に成形。 やや滑 らか 辺材 V

祭祀具 棒状祭祀具 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-7

上端部は前後からの削りで平坦。下端部は尖
らせる。

やや滑 らか 辺材 V

祭祀具 棒状祭祀具 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

07 上下両端 を斜めに削 る。 やや滑 らか 辺材 ヒノキ V

祭祀具 棒状祭祀具 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

上下両端 に削 り有 り。 やや粗ψ 板 目 V

祭祀具 俸状祭原E具 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-7

(155) 08 下端 をやや尖 らせ る。 i骨 らか 辺材 V

1721 旦
＾

寒
ポ 棒状祭祀具 SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-8

(157) 12 07
上端部は圭頭状を呈する。両側面に削 り有
り。 滑らか 柾 目 V

旦
（

な
本 棒状祭祀具 SR3001 南区

(05-2)

しoc F-1
δ―Ⅳ
C-7

(162) 06 上端部は圭頭状。 渭 らか 板 目 V

172〔 旦
（

体
ボ 棒】犬祭TE具 SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

(156) 07 05 上端部は圭頭状。 やや滑 らか 柾 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-7

(269) 19 03 上端 は片側か ら斜 めに削 る。 やや粗し AI型 式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

(233) 18 02 台形状 を呈す るが、下端はやや鋭角 に成形。 ややIIl� AI型 式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

12 04
上下両端 ともに同 じ側面か ら削 り、台形状 を
呈す る。

lllし AI型 式 板 目 V

172「 旦
（

ヘ
ボ 斎 串 SR3001

南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

171 2 1 03 台形状 を呈する。 や や滑 らか AI型 式 圧目 V

旦
（

ヘ
ボ 斎 串 SR3001

南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

124 20 04 台形状 を呈す る。 や や滑 らか AI型 式 旺目 V
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番 分類 名称
土

橋

出

遺 調査区

出土地点
法量
L

遅
Ｗ

法量
H

特 徴 表面の状態 型式 木取 樹種
別

位

大

層

祭万巳具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

(125) 15 平行 四辺 形状 を呈 す る。 やや粗 V AI型 式 オ反目

173( 祭祀具 斎 串 〕R3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

(122) 19 02 台形状 を呈 す る。 骨らか AI型 式 板 目 V

1731 祭 TB具 斎 串 】R3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

107 19 台形状 を呈 す る。 骨らか AI型 式 本反目 V

1732 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-8

(107) 19 04 台形状 を呈 す る。 上部 中央 に釘 有 り やや粗 セ AI型 式 板 目 V

1733 祭 TE具 斎 串 】R3001 南区
(05-2)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
F-6

(84) 13 03 台形状 を呈 す る。 やや粗 ヤ AI型式 柾 目 V

1734 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-7

(60) 13 02 台形状 を呈 す る。 やや粗 い AI型 式 板 目 V

1735 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-7

79 12 05 平行四辺形状 を呈す る。 やや滑 らか AI型式 柾 目 V

1736 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-7

(14 1) 15 02 台形状 を呈す る。 i骨 らか AI型 式 柾 目 V

1737 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

(101) 15
やや厚めの板 を粗 く削 つて平行四辺形状 に成
形 。

滑 らか AI型 式 柾 目

1738 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-9

(105) 02 平行 四辺 形状 を呈 す る。 粗 し AI型 式 IFx目 V

1739 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-7

(11 5) 17 03 平行 四辺 形状 を呈 す る。 tEし AI型 式 4T目 V

174( 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-6

(127) 13 01
上端 は片側 か ら尖 らせ る。両面 に線状の墨痕
有 り。剥離面 にも墨痕。

滑らか AI型 式 ホ反目 V

1741 男鷺万B歩き 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

一
Ⅳ

８

Ｆ

一　

一

∝

δ

Ｂ
(90) 17 02

上端 は片側か ら尖 らせ る。片側 に線状の墨痕
有 り。裏面の墨痕 は肉眼では見 えない。

やや粗 ψ AI型 式 柾 目 V

1742 祭祀 具 斎 串
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-6

71 20 02 両面 に線状の墨痕有 り。平行四辺形状 を呈す
る。

滑 らか AI型 式 布夏目 V

1743 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-7

(126) 18 03 台形状 を呈 す る。 やや滑 らか AI型式 お反目 V

1744 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
F-7

(11 2 1 03 上端 は片側 か ら尖 らせ る。下部欠損。 やや粗 し AI型 式 板 目 V

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

(145) 22 03 切 り込 み :左側 上 部 に上 か ら 2回。 右側 上部
上段 に上 か ら 1回 、下段 に上 か ら 5回 。

i骨 らか AⅢ 型式 板 目

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-9

(60) 15 02 切り込み :右側上部に上から1回。 1骨 らか AⅢ 型式 板 目

1747 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
A-9

(292) 16 03 切 り込み :右側上部 に上か ら11回 、下部 に下
か ら11回 。

やや滑 らか AV型式 板 目

1748 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

14
上下両端 は左右か ら狭 り、先端 を鋭 く成形。
表裏両面は割 りの まま。

IEラ BI型 式 布反目 V

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-7

(254) 14 05 上端 圭頭 状 を呈 す る。 やや滑らか BI型 式 本反目 V

175( 祭祀 具 斎 串 】R3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-7

(237) 13 上端圭 頭状 を呈 す る。 やや滑らか BI型 式 本反目 V

1751 祭祀 具 斎 串 〕R3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-6

(22 0) 14 03 上端 は鈍角の圭頭状 を呈す る。 滑らか BI型 式 本庭目 V

1752 祭祀 具 斎 串 】R3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

22 8 25 02 上下両 端 と もに圭 頭状 。 滑 らか BI型 式 オ反目 V

1753 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-7

183 08 05 断面長 方形 。 上端 は圭 頭状 。下端 は両側 か ら

削 り鋭 く尖 らせ る。
滑 らか BI型 式 辺 材 V

1754 祭祀 具 斎 串 】R3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

(148) 18 下端部 は両側か ら削 って尖 らせ る。 滑 らか BI型 式 オ反目 V

175〔 祭祀 具 斎 串 3R3001 南区
(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
B-6

(11 03 上端圭頭状 を呈す る。
'阻

� BI型 式 板 目 V

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

(88) 上端圭 頭状 を呈 す る。 やや粗 ヤ BI型 式 柾 目

1757 祭祀具 斎 串 SR3001 離
０５．２

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

13 両端 ともに圭 頭状 。 中央 に木釘 力沸」さって▼

る。 別 の種 類 の木 製 品か。
やや粗 セ BI型 式 板 目

1758 祭祀 具 斎 串 SR300ユ
南区

(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
E-6

258 彦 1
切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。切
り込み部分の摩減が激 しい。

や や滑 らか BⅢ 型式 板 目

175〔 姿祀具 斎 串 3R3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-6

(88) 14 02 切 り込み :左側上部 に上か ら 1回。右側上部
に上か ら 2回 。

や や粗 し BⅢ 型式 板 目 V
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176C 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

24 0,3 下端 部 は両側 か ら削 つて尖 らせ る。 やや滑 らか B型式 板 目

1761 祭祀具 斎 串 3R3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
F-5

(239) 15
み
回
回

込
５
６

切
か
か

:左側上部 に上か ら 7回 、下部 に下
右側上部 に上か ら11回 、下部 に下 やや粗 ψ BV型 式 板 目 V

176修 祭祀 具 斎 串 SR3Clll]
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

35.5 1.4 上端圭頭状、下端 は鋭 く尖 らせ る。 i骨 らか CI型 式 板 目 V

176〔 祭祀 具 斎 串 3R3001 南区
(05-2)

Loc F― 〕
δ―Ⅳ
C-6

11
厚みのある板 を成形。上端圭頭状 を呈す る。
下端は欠損。

骨らか CI型 式 紅 目 V

1764 祭 if巳 具 斎 串 3R300ユ 離
０５．２

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
F-8

(23 4) 13 05 上端圭頭状 、下端 は鋭 く尖 らせ る。 骨らか CI型 式 板 目 V

176〔 祭 祀 具 斎 串 】R3001 駆
０５．２

Loc F-1
δ一Ⅳ
E-8

(16.2) 25 上端主 頭状 、下端 は久損 。 やや粗 い CI型 式 板 目 V

1766 祭祀具 斎 串 】R3001 南区
(05-2)

Loc F-1
心― Ⅳ

C-6
(185) 1.9 上部 欠損 。 下端 は鋭 く尖 らせ る。 やや粗 い CI型 式 板 目 V

1767 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-7

19 上端 圭 頭状 、下端 は欠損 。 やや滑 らか CI型 式 板 目

1768 祭祀具 斎 串 SR3001 南 区
(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
F-5

(103) 13 01 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 やや滑 らか CⅡ 型式 板 目 V

1769 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-7

(91) 18 02 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 4回。 滑らか Ⅲ型 式 圧 目 V

17紹9 祭 祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-9

8ユ 1 1 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 やや滑らか 3Ⅱ 型式 阪 目 V

177ユ 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

(115)
切 り込み :左側上部 に上か ら 1回。右側上部
に上か ら 3回。

米巳ψ 3Ⅲ T_l式 板 目 V

1772 劣そ〒巳具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
E-6

12 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 滑 らか ЭⅢ型式 阪 目 V

177C 祭 祀 具 斎 串 SR3001 南 区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

(39)
(85)

と 6
切 り込み :左側上段に下から2回、下段に下
から2回。 や や粗 ψ 3Ш 型式 柾 目 V

1774 祭 祀 具 斎 串 SR3001 駆］
一
Ⅳ
８

Ｆ

一　
一

ｏｃ
Ｓ
Ｃ

(11 1) 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 2回 。 や や粗 ヤ εⅢ型式 柾 目 V

177【 祭 祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

(27 1)
切り込み :左側全体に上から14回 。右側全体
に上から11回 。 差&V εⅢ型式 阪 目 V

1771 祭祀具 斎 串 SR3001 離
０５．２

一
Ⅳ

７

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ
Ｄ

17 02 切 り込 み :左側上 部 に上 か ら 1回 。 *&▼ εⅢ型式 灰 目 V

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
E-9

(21.2)
切 り込み :左側上部 に上か ら 8回 。右側上部
に上か ら 6回。

粗 し εⅢ型式 灰 目

17質 祭祀具 斎 串 3R3001 南 区
(05-2)

うoc F-1
δ―Ⅳ
B-8

213 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 やや粗 ψ 3Ⅲ 型式 板 目

祭祀具 斎 串 SR3001 南 区
(05-2)

しoc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(194) 12 切 り込み :右側上部 に上か ら 1回。 や や滑 らか a lll型 式 柾 目 V

178( 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

18 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 粗 ψヽ 3Ш 型式 板 目 V

1781 祭祀 具 斎 串 3R3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(339) ユ.9
切り込み :残存部の左側上部に下から8回。
右側上部に下から9回 。 や や粗 ▼ εⅢ型式 板 目 V

178彦 祭祀 具 斎 串 SR300ユ
南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
D-6

(25,9) 1.5 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 やや粗 ψ ,Ⅲ 型式 柾 目 V

178〔 祭祀具 斎 串 SR3001 南 区
(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-7

(272) 15 02 切 り込み :左側上部 に下か ら 5回 。右側上部
に下か ら 2回。

滑 らか 3Ⅱ 型式 板 目 V

1784 祭祀 具 斎 串 SR300ユ 離
０５．２

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
G-5

(47) 2.5 02 切り込み :左側上部に上から2回。 滑らか ,Ⅲ 型式 柾 目 V

178〔 姿昴E具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F― ユ
δ一Ⅳ
B-8

(90) 04 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 やや滑 らか 〕Ⅲ型式 板 目 V

178( 黎祀具 斎 串 SR3001 南 区
(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
B-9

(88) 14 04 切 り込み :左側上部 に上か ら 1回。右側上部
に上か ら2回。

やや粗 ヽ IШ 型式 柾 目 V

1787 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

(72) 切 り込 み :左側 上 部 に上 か ら 4回。右 側 上部
に上 か ら 2回。

やや粗 ヽ DⅢ 型式 ホ反目

1788 装祀具 斎 串 SR311K11
南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-8

(404) 23 切り込み :左側上部に上から3回。右側上部
に上から4回。 粗 し 3Ⅲ 型式 板 目

178〔 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-8

(211)

切 り込み :左側上部上段 に上か ら 6回、中段
に上か ら 5回 、下段 に上か ら4回。右側上部
上段 に上か ら 6回 、中段 に上か ら 5回 、下段
に上か ら3回。

やや粗し
'Ш

型式 板 目 V
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179( 祭TE具 斎 串 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

(180) 23
切り込み :左側上部に上から5回 。右側上剖
に上から1回。

やや粗 し 3Ⅲ 型式 柾 目 V

祭iE具 斎串 3R300]
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-8

(166) 19 切り込み :左右両側上部に上から各1回。 やや粗立 3Ⅲ 型式 柾 目 V

祭祀具 斎串 SR300〕
南区

(05-2)

LOc F-1
5-Ⅳ
D-7

(169) 18 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 i骨 らか DⅢ 型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
E-8

163 16 切り込み :左右両側上部に上から各 1回。 ,骨 らか DⅢ 型式 板 目 V

17M 祭祀具 斎串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

18 02 切り込み :左右両側上部に上から各1回。 やや粗ψ 3Ⅲ 型式 板 目 V

1795 旦
（

篠
不 煮串 SR3001

南区
(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
D-7

(141) 19 03
切り込み :左側上部に下から9回 。右側上司
に下から6回。

やや沿 らか DⅢ 型式 板 目 V

179C 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-9

(152) 25 02 左右両側に各5回 の切り欠き有り。 滑らか 3Ⅵ 型式 板 目 V

1797 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

(95) 03 切り込み :左側上部に上から8回。右側上著【
に上から6回 。

や や滑 らか εⅢ型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

(107) 13 05
やや厚みのある板の上端を主頭状に成形。切
り込み :右側上部に上から2回 。

粗 し Ⅱ型式 柾 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-7

(102) 21
切り込み :左側上部に上から8回 、下部に下
から2回 。右側上部に上から6回 、下部に下
から1回。

米&虚 CV型式 阪目 V

1800 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-5

(173) 03
切り込み :左側上部に下から9回 、中央に上
から8回 。右側上部に下から14回 、中央に上
から4回。

やや粗い CV型式 板 目 V

180] 祭所E具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

LocF-1
δ―Ⅳ
C-9

1) 03
切り込み :左側上部に上から8回、下部に下
から6回。右側上部に上から9回 、下部に下
から4回。

i骨 らか CV型式 板 目 V

1802 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-6

(254) 18 03
切 り込み :左側上部に下から4回、中央に上
から2回 、下部に上から6回。右側上部に下
から5回 、下部に上から3回。

粗し CV型 式 柾 目 V

1803 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(221) 02 切り込み :左側上部に上から8回 。右側上部
に上から10回 、下部に下から5回 。

滑らか V型式 板 目 V

1804 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
F-8

(242) 04
み
回

回

込

６

７

切

か

か

左側上部 に上か ら 8回 、下部 に下

右側上部 に上か ら 9回、下部 に下 やや粗ヽ ,V型式 板 目 V

姿祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

36 7
切り込み :左側上部に上から16回 、下部に下
から4回。右側上部に上から19回 、下部に下
から5回 。表面全面削り。

やや粗し EV型式 板 目 V

祭祀具 斎串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

387 02
み
回

回

込

９

９

切

か

か

左側上部 に下か ら11回 、下部 に上

右側上部 に下か ら10回 、下部 に上 粗 い DV型式 板 目 V

祭TB具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

(315) 27 02
み
回

回

込

５

４

切

か

か

左側上部 に上か ら 8回 、下部 に下

右側上部 に上か ら4回、下部 に下 粗 い 3V型式 板 目 V

180〔 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F― ユ
δ一Ⅳ
D-6

21 03
切り込み :左側上部に下から11回 、中央に上
から9回。右側上部に下から12回 、中央に上
から9回。

滑らか 3V型式 板 目 V

[80〔 祭所E具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
G-7

(332) (24)
切り込み :左側上部に下から7回 、中央に上
から7回。右側欠損。

やや粗し 3V型 式 王目 V

祭祀具 斎串 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

22
切り込み :左側上部に下から4回、中央に下
から4回、下部に上から7回。右側中央に下
から4回、下部に上から9回 。

粗 し DV型 式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(300) 20 切り込み :左側上部に上から4回、下から7

回。右側上部に上から7回 、下から8回 。
やや粗 立 3V型 式 阪目 V

旦
（

寒
不 斎 串 SR3001

南区
(05-2)

一
Ⅳ

８

Ｆ

一　

一

ｏｃ
δ

Ｃ
(262) 03 切 り込み :左側上部 に下か ら 5回 。右側上部

に下か ら3回、下部 に下か ら 1回。
やや粗し 3V型式 llE目 V

祭耐B具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-7

(248) 20 上部欠損。下端は鋭く尖らせる。 やや粗い 3型式 柾 目 V

祭 FB具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-8

(210) 17 04 上部欠損。下端は鋭く尖らせる。 やや/1■ い C型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

(190) 25
上端は片側から斜めに削り、下部は左右両側
から削って尖らせる。

やや粗い DI型 試 柾 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

13 04
上端は片側から斜めに大きく削つて尖らせ
る。切り込み :右側下部に下から1回。

やや粗い DI型 試 板 目 V

祭祀具 斎 串
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(179) 17 上端は片側か ら斜めに削 る。下部欠損。 1骨 らか DI型 パ 板 目 V
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漣
Ｌ

漣
Ｗ

灌
Ｈ
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大別

層位

1818 祭祀具 斎串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
E-6

上瑞は片側から斜めに削り、下部は左右両側
から削つて尖らせる。切り込み :右側上部に
上から1回。

やや滑 らか DⅢ 型式 板 目 V

1819 祭戸E具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

しoc F-1
δ一Ⅳ
E-8

15 03
上部は左右から狭って細く成形。中央右側の
み、同様の狭り有り。下部は両面を削って薄
く成形。装飾具の可能性有り。

滑らか D型式 正目 V

182C 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

(40 9) 13 上部欠損。下部は鋭 く尖 らせ る。 滑らか DI型式 阪目 V

1821 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
6-Ⅳ
A-8

11
上下両端は鋭く尖らせる。切り込み :左側上
部に上から1回。

やや粗い DⅡ型式 板 目 V

1822 祭祀具 斎串 SR3001 南区
(05-2)

しoc F-1
δ一Ⅳ
G-6

(6.7) 02
上瑞は片側から削つて尖らせる。左右に切り
欠き有り。

やや粗い DⅥ型式 板 目 V

1823 祭祀具 蓉形木製母 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-9

(111)
上瑞部は非常に細かく削り球面に成形。屋根
には墨で瓦を表現する。4重の塔のミニチュ
アか。仏具。

やや滑 らか 辺材 V

1824 雑具 自在 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

(183) 21 両端に各 1ケ 所の穿孔有り。 滑らか 芯持ち材 V

182E 部材 疇状木製F SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
心―Ⅳ
D-6

(32.6) 12 11
上部は細かな削りで多角形に成形。下端部は
やや尖らせる。 滑らか 芯持ち材 V

部材 疇状木製母 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
F-6

24.1
中央部を削つて薄く成形。下端は斜めに削つ
て尖らせる。

やや粗い 辺材 V

1827 音る材 棒状木製母 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
E-8

24.6 11 断面長方形。上端部 1方向より斜めに削つて
尖らせる。

やや滑 らか 柾 目 V

音Б材 棒状木製F SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-9

(176) 上端部 上方向より斜めに削って尖らせる。 やや滑 らか 辺材 V

音Бル↑ 降状木製母 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

(9.5) 1.0 0.5
上面中央から深い切り込みを入れる。全体に
やや丁寧な面取り。

やや滑 らか 板 目 V

183C 言Ь材 部材 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

(49.9) 11 10 一端を欠損。端部に狭 り有り。 滑 らか 柾 目 V

1831 部 材 部材 SR3001 南区
(05-2)

一
Ⅳ

７

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ

Ｅ
(30.0) 07

細長い板の両端に穿7し有り。下端の穿孔には
ハーフパイプ状の溝有 り。穿孔部分黒く変色
する。

滑らか 板 目 V

1832 部材 部材 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-9

(21.2) 下部を細く削り、把手または「ホゾ」を成形。粗 し 辺材 V

1838 部材 部材 SR3001
南区

(05-2)

一
Ⅳ

５

Ｆ

一　
一

∝
δ

Ｇ
1,6

下側面には対角線上に楔を打ち込んだ後、さ
らに縦に楔を打ち込んだ痕跡有り。

粗 ▼ 板 目 V

部材 部材 SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
E-6

(68) 1.5 0,7
表面の角を削って面取 りし、断面 D形 を呈
する。上端の両側に浅い切り欠き有り。

滑 らか 板 目 V

部材 都材 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-5

12 表面左側にホゾ穴有り。右端にはホゾ穴に対
応する凹郡有り。

粗 い 板 目 V

1886 部材 部材 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

中央下部に穿孔有り。 やや粗ヽ 芯持ち材 V

部材 部材 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-7

18
上端に楔の痕跡が3ケ 所有り。ホゾ穴に組み
合わせるための部材。

やや粗し 板 目 V

1838 音Б材 部材 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-9

(8.4) 下部に木釘残存。 やや粗し 板 目 V

1839 部材 部材 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
C-7

解 6
上部の切り込み部分に異なる材質の木が組み
込まれる。下部ゆるやかに斜めに削る。

滑らか 板 目 V

1840 部材 部材 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-7

172 13
左

に
の
め郵

輔
０
か脚脚噛報］拗らせる。

剰
卿
掌

面
に

つ

表
側
削

滑らか 柾 目

1841 部材 部材 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
D-8

上部 を凹形 に成形。凹部の先端 2箇所 を前後
に肖」って尖 らせ、先端 に溝 を成形。

やや滑らか 芯持ち材 V

1842 部材 角材 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

55
断面8角形。上下端は異なる工具で切断。下
面にノコギリ等で切断した跡が2ケ 所に残
る。

専骨らか 辺材 V

1843 用途不明 不 明 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

(37,9)
3点 を同一個体として取 り上げ。b、 cは 、
ホゾ穴2ケ所残存。

i骨 らか 柾 目 V
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口
巧

掲

番 分類 名称
土
構

出
遺

調査区

出土地点

濯
Ｌ

濯
Ｗ

濯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木取 樹種

別

●

太

ヨ
ロ

1844 用途不明 不 明 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

3.2 断面六角形。上面中央を削り、少し九みを言
びた凹部を成形。全体的に丁寧な削り。

滑らか 辺材

t潔  〔用途不明 不 明 3R3001
南区

(05-2)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
B-7

42 16
上部を薄く削って凸部を成形し、2ヶ所に穿
子し。壁などに掛けたものか。

やや粗 し 柾 目

[84て 用途不明 不 明 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-9

10
上部を削つて凸形に成形。裏面には上部から
溝を付ける。

やや滑 らか 板 目 V

[841 用途不 明 不 明 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
5-Ⅳ
E-6

14.4
断面正方形の角柱の上部を薄く削り、裏面に
2ヶ所の溝を平行に入れる。

やや粗 し 辺材 V

t84〔 用途不明 不 明 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-7

(58)
周囲を面取りし、下端は内湾するように削
る。一部が炭化している。 滑らか 辺 材 V

184〔 建築部材 部材 3R3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

(523)
両端に長方形のホゾ穴有り。全体的に磨滅が
激しい。

粗 い 辺材
ブ

イ
ツ
ジ V

186' lR飾 具 下駄 3R3001 離
０５．２

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-7

(64) 生足用。鼻緒孔 2ヶ 所。 粗 い
BIa型
式

柾 目

186〔 食事具 箸 SR300ユ
南区

(05-2)

一
Ⅳ

６

Ｆ

一　

一

ｏｃ
δ

Ｇ
(79) 下端部をやや尖り気味に成形。 やや滑らか 辺材

1864 祭祀具 刀形 SR3001 南区
(05-2) (174)

下部 は削 りによ り丸み を持 たせて柄 を成形。
刃部は細 く削 って表現。上部久損。

滑らか A型式 辺材

委祀具 人形 SR3001 離
０５．２

(80)
摩減部分が多い。目・鼻・口は

'完

く彫り込ん
で表現。頭部は山形に成形。下部の大部分は
賽娼^

粗 い 円筒状人
形

芯持ち材

祭祀具 人形 SR3001 南区
(05-2) (50) 目 口・顎を小さく彫り込んで表現。 やや粗� 円筒状人

形 芯持ち材

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
D-8

(80) 11 圭頭状 を呈す る。 やや粗彰 I型式 柾 目

186〔 装祀具 馬形 SR3001 南区
(05-2)

(16) (168) (0.3)
切り込みによって頭部を表現。鳥形もしくは
斎串の可能性有り。

やや粗▼ 板 目

186〔 部材 部材 SR3001 南区
(05-2)

12
上下から穿孔するが貫通はしていない。下端
に細かい削りを入れて面取り。

やや滑らか 芯持ち材

18範 工 具 柄 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-7

(356) 角を削って面取り。上部欠損。 やや滑 ら力 辺材

18質 工 具 柄 SR31Xll
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

(23 0) 2.1 1.3 下端をやや細く削る。上部欠損。 やや粗 ヽ 板 目

1874 工具 楔 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

12.0 2.1 上端部を鋭利に尖らせる。 やや滑 らか 辺材

容器
円形曲物底
板

SR8001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

144 (8,0) 正円。復元径 =14.4cm。 粗 い 結合方法
不明曲物

柾 目

18質 容器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-1

(116) (4.9) 復元径 =14.Ocm。 粗い 結合方法
不明曲物

板 目

容器
方形曲物底
板

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ

B-7、 B-8
外面 に刀物傷有 り。 滑らか 結合方法

下明曲物
柾 目

1878 容器
楕円形曲物
底板

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

(478) (5,2) 07 楕円形曲物の底板。樺皮結合用小孔3ケ 所残
存。 2片結合。

やや滑らか
学皮結合
色物 E型
式

板 目

187 文房具 木札 SR3001 南区

(図 -1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
B-8

(47) 薄い板の上端に穿孔有り。 滑らか 板 目

弔途不明 不 明 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― よ
δ一Ⅳ
B-8

171 17 側面に上端から1/3程 まで切り込み有 り。工
具を差し込んだ様な痕跡有り。

やや滑らか 柾 目

ヨ途不明 不 明 SR3001 南区
(04-1)

LocF-1
δ―Ⅳ
B-8

5,1 0,7
涙滴型の板。大きな穿孔3ヶ所の周囲に小さ
な穿孔が12ヶ所に並ぶ。表面に貫通しない穴
大小37ケ 所。装飾用か。

やや滑 らか 板 目

188を 妾祀具 人形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― l

δ一Ⅳ
C-1

(266)
芯持ち材に目 口を小さく彫り込んで表現。
下端は斜めに削 り抗状。樹皮が部分的に残
存。

やや粗 し 日筒状人
杉

芯持ち材

コナラ

属アカ

ガシ亜

属

祭祀具 人形 SR3001 南区
(図 -1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
C-1

136 傷みが激しく変形している。樹皮を切り込ん
で成形。

やや浬 ヽ
正面全身
人形

樹 度

1884 祭祀具 人形 SR3001 南区
(図 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

漆か墨により黒く塗られた部分有り。樹皮を
切り込んで成形。

滑らか
正面全身
人形

樹 度

188〔 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(M-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
C-1

(349) (1.5) 圭頭状を呈する。下端は欠損。 滑らか BI型 式 板 目

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C一 l

27 7 圭頭状を呈する。下端は緩やかに尖らせる。 滑らか I型式 板 目

「
―
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掲
番

分類 名称
土
構

出
遺

調査区

出土地点

潅
Ｌ

濯
Ｗ

漫
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木取 樹種
別
位

大
層

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(髄 -1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-2

(364)
３
墨

か
回

下

１

回
か

１
下

ら

ヽ

か
回

上

１
に
ら

部
か

上
上

側

に

左
部

‥
上

み
側

ｏ

込
右

り

り

ｏ
有

切
回
付

やや粗 い CV型 式 板 目 ]

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(o4-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

(298)
全体に摩滅。上部欠損。下部は緩やかに尖ら
せる。

荘こV C型式 柾 目 ]

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-2

(8.3) (14) 圭頭状 を呈する。 やや滑 らか 3型式 柾 目 Ⅱ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
C-2

(15.6) 15 下端 を鋭 く尖 らせ る。上部欠損。 滑らか 3型式 阪目 E

1891 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Ioc F-1
δ―Ⅱ
C-20

(149) 下端 を鋭 く尖 らせ る。上部欠損。 滑 らか 3型式 阪目 Ⅱ

[89乏 泰祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
D-1

(136) 下端 を鋭 く尖 らせ る。上部欠損。 兆と▼ ε型式 柾 目 Ⅱ

!89〔 泰祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-1

(82) 17 02 下端 を鋭 く尖 らせ る。上部欠損。 滑らか ε型式 阪目 Ⅱ

1894 祭祀具 斎 串 3R3001 南区
(04-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
C-1

(21.2) (13) 断面長方形。下端 を鋭利 に尖 らせ る。 滑らか D型式 阪目 E

1903 工具 木釘 3R300ユ
南区

(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
F-3

31 頭部は断面多角形。軸部は円形に成形。摩滅
している。

やや滑 らか 辺材 Ⅲ

1904 工 具 有頭棒 SR300] 南区

(髄 -1)

Loc F-1
δ―■
D-20

(93)
上端部 は周囲か らの削 りによって、楕円形の

頭部 を成形。下部欠損。木錘、横槌 などの可
能性有 り。

や や粗 ψ 芯持 ち材

ラ
カ
亜

ナ
ア
シ

ョ
属
ガ
属

Ⅲ

農具 馬鍬 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
E-4

1.4 上部 ・下部 に穿孔有 り。上部 に圧痕有 り。 やや滑 らか 辺 材 Ⅲ

1906 ヽ器
円形曲物底
板

SR30Э l
南区

(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-5

(112) (60) 07 表面 円周 を15～ 5mmの 幅 で斜 め に削 る。
側面は木釘痕 2ヶ 所残存。復元径 =11 5cm。 滑らか 釘結合 曲

物F型式
板 目

1907 合器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-3

7.7 復元径 =7 8cm。 やや粗▼ 結合方法
不明曲物

板 目

1908 容器
円形 曲物蓋
板

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-4

60 04 中央 に把手孔有 り。復元径 =6 1cm。 やや滑 らか 結合方法
不明曲物

柾 目

1909 容 器 高杯か SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E― l

径

Ю
口
“

脚柱径
4_8

高
の

存

＆

残
＜

ドー ナ ツ状 に芯 を抜 く。外 面 に は上 部 に 1

段 、下部 に 3段の文様 を削 り出す。
滑 らか 芯持 ち材

エ ゴノ
キ属

容 器
方形 曲物底
板

SR3001 南区
(l14-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

(26 9) (155) 07 表面上部 に削 り有 り。表面 に刃物傷多数。 やや粗し 結合方法
不明曲物

板 目

容 器 挽物 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ユ
δ一Ⅳ
B-3

口径
(13.5)

器高
09 多数の刃物傷有 り。復元径 =13 5cm。 やや滑 らカ 横木取 り

1912 食事具 杓子 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
C-1

(139) (32) 欠損部分が多い。 やや滑 らか 不 明 板 目

食事具 箸 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-2

(166) 04 残存部の上部断面 は扁平 な楕 円形。下端部 は
丁寧 に削 って細 く成形。

滑らか 辺材 皿

文房具 題銃軸 SR3001 南区
(髄 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

(79) 下部 を細 く削 つて軸部 を成形。 やや滑 らか 柾 目 Ⅲ

文房具 題袋軸 SR3001 南区
(儀 -1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
E-20

(46) 圭頭状 を呈す る。右側面 と下部欠損。 滑らか 板 目 Ⅲ

祭祀具 刀 形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
6-Ⅳ
B-3

下部 を左右か ら削 って東部 を成形。先端 は緩
やかに九み を帯 びる。

滑らか A型式 板 目 Ⅲ

祭祀具 人形 SR3001 南区
(04-1)

一
Ⅳ
８

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ
Ｃ

(176) 頭部久損。墨により国・髭 着物が表現され
ている。

滑らか 正面全身
人形

阪 目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

一
Ⅳ

ｌ

Ｆ

一　
一

∝
δ

Ｃ
(98) 14 圭頭状 を呈す る。 滑らか BI型 式 板 目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SRB001 南区
(04-1)

一
Ⅳ

ｌ

Ｆ

一　
一

Ｏｃ
δ

Ｆ
(115) 14 切 り込み :左側上部 に上か ら 3回 。右側上部

に上か ら 1回。摩減が著 しい。
滑らか Ⅲ型式 阪目 Ⅲ

192C 祭祀具 斎串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
D-20

(162)
切 り込み :左側上部に上から2回 。右側上部
に上から5回。

やや滑 らか Ⅲ型式 阪目 Ⅲ

1921 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
D-20

(89) 19 03 切 り込み :左側上部 に上か ら2回。右側上言【
に上か ら 1回。

米&し Ш型式 阪目 Ⅲ

1922 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

(89) (20) (02)
切 り込み :左側上部 に上か ら 3回。右側上笥
に下か ら 1回 。

滑らか 3Ⅲ 型式 阪目 Ⅲ

1923 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(髄 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

(156) 18 02 切 り込み :左側上部 に上か ら 1回 、下か ら 1

回。右側上部 に下か ら 1回。
滑らか 3V型 式 板 目 Ⅲ

―- 57-t



載
号

掲
番

分類 名称
土

構

出

遺 調査区

出土地点

濯
Ｌ

涯
Ｗ

法量
H

特 徴 表面の状態 型 式 木取 樹種
別

位

大

冒

19% 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-4

(185) 2.2
圭頭状を呈する。左右両側に各2ケ 所の切り
欠き有り。

滑らか DⅥ型式 柾 目 ll

192〔 祭祀具 斎串 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

(141) 20 破損が激 しし やや滑 らか D型式 板 目 ll

192( 祭祀具 斎串 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
D-20

(188) 15 下端 は緩やかに尖 らせ る。 やや滑 らか 3型式 柾 目 Il

1927 祭祀具 斎 串 SR3001
南 区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

(9.7) 14 03 圭頭状 を呈す る。 滑らカ B II_l式 板 目 Ⅲ

1928 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

(366) 上部欠損。下端 を鋭 く尖 らせ る。 やや粗い DI型 式 板 目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
5-Ⅲ
D-20

(153) 15 0.3 上部欠損。下端 を鋭 く尖 らせ る。 米駐� D型式 柾 目 Ⅲ

部 材 棒状木製品 SR3001 南区
(04-つ

一
Ⅳ

ｌ

Ｆ

二

ｏｃ
δ

Ｃ
(19_6) 1 1 07 圭頭状 を呈する。 滑らか 辺材 Ⅲ

1931 言Б材 都 材 SR3001 南区
(04-1)

一
Ⅳ
ｌ

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ
Ｆ

(170) 2ユ
上部 は頭 部 を丁寧 に肖Uり 出す。下 部 は粗 く

削 つて細 く成形。
や や滑 らか 辺材 Ⅲ

1932 言L材 不 明 SR3001 南区
(04-1)

一
Ⅳ
ｌ

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ
Ｅ

上部側面 に木釘が残存す る。 曲物底板の一部
か 。

滑らか 柾 目 Ⅲ

1933 部 材 音Б材 SR3001 南区
(04-1)

一
Ⅳ

ｌ

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ

Ｆ
19 6 (174)

厚手の板 を粗 く削 り、 2ケ 所 に穿孔。裏面 は

両孔 の間に溝 を削 る。
やや粗 い 板 目 ヒノキ

194[ 工具 柄 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
E-3

339 16
上部 は 4面か ら肖Jっ て薄 く成形。木釘が上面
に 4ケ 所、側面 1ケ 所残存。

専骨らか 板 目 Ⅳ

194て 工 具 柄 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-4

246 (1.2)
上部 は細かな削 りで九 く成形。下端 は角 を削
る。裏面 は欠損 している。

滑らか 辺材 Ⅳ

工 具 楔 SR311111
南区

(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
F-3

断面台形。 滑らか 芯持 ち材 Ⅳ

農 兵 編 台 SR3001 南区
(04-D

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-2

(177) 貝J面 に三角形の切 り込み を 9ヶ 所首Uり 出す。 やや粗ψ 板 目 ッガ層 Ⅳ

194( 農具 編棒 SR3001
南区

(04-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
C-1

(127)
(116)

丁寧な面取りによつて断面多角形に成形。上
端はやや尖らせる。

やや滑 らか 辺材 Ⅳ

[9試 農具 編棒 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-3

(131) 09 断面 を円形 に成形。 やや粗 ψ 辺 材 Ⅳ

農具 柄 SR3001
南区

(04-1)

一
Ⅳ

２

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ

Ｃ
(110) ホゾ穴一部炭化。 滑 らか 志持 ち材 Ⅳ

紡織具 中筒 3R3001
南区

(04-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
B-4

(29 7) 10 両端 を削 り、凸部 を成形。一端 は欠損。 米巳し 阪 目 Ⅳ

1958 紡織具 糸巻横木 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ш
C-20

74 05 相欠 き仕 日の中心 に軸孔有 り。 滑らか A型式 板 目 Ⅳ

1954 紡織具 糸巻枠木 SR3001 南区
(04-つ

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-4

1.6 12 枠木の上部のみ。断面正方形。上端部 は面取

りし、やや九み を帝 びる。
滑 らか A型式 辺 材 Ⅳ

1955 服飾具 檜 扇 SR3001 南区
(04-1)

LOc F-1
δ―Ⅲ
D-20

(74) 要孔有 り。上部 は細 く成形か。 粗 い A型式 板 目 Ⅳ

服飾兵 檜 扇 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-2

(32 0) (25)
上部 はやや幅広。下端 に裏側か ら打 ち込 んだ

要が残存。裏側 2枚が残 った状態。 2枚 とも
に一部久損。

骨らか AI型式 板 目 Ⅳ

1957 服飾具 檜 扇 SR3001
南 区

(磁 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-5

(27.1) 下部 に要子L有 り。上部 はやや幅広 に成形。 滑 らか AI型式 オ反目 Ⅳ

1958 服飾具 檜 扇 】R3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-2

(102) (17) 下端 は左右か ら削 り、山形 に成形。要孔有 り。滑らか AI型式 柾 目 Ⅳ

日R飾具 檜 扇 3R3001
南区

(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-4

(104) (1.2) (02) 下端部のみ。骨 6枚が重 なった状態。 滑らか AI型 式 板 目 Ⅳ

196( 〕R飾具 獅 SR3001
南区

(04-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
E-1

把手と歯共に丁寧な作り。刻歯式横櫛。歯=
108本残存。

,骨 らか AI型 式 板 目 Ⅳ

1961 服飾具 節 SR3001
南区

(儀 -1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-3

(58) 刻歯式横櫛。歯 =52本残存。 滑らか AI型 式 板 目
イスノ
キ Ⅳ

1962 服飾具 下駄 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-5

7.2 縦断面は逆台形状。 やや滑 らか Ⅱ型式 辺材 Ⅳ

1963 服飾具 下 駄 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-1

(188) (100) 70 鼻緒孔 2ケ 所残存。縦断面 は台形状。 やや滑 らか
CⅢ b型
式

辺 材 Ⅳ
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載

号

掲

番 分類 名称
土

構

出

遺 調査区

出土地点

遅
Ｌ

濯
Ｗ

濯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木取 樹種
別
位

大
層

1964 容 器
底物曲

板
形
側

円
板

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
E-20

18 6
高

，
９

器

５

側板に樺度結合紐 2ケ 所残存。木釘孔 lヶ 所
残存。重ねて樺皮l」 で結合する部分に罫引線
多数。底板に樺度結合紐4ケ 所残存。裏面刃
物傷多数。底板厚=0 6cm。

滑らか
樺皮結合
曲物E型
式

側板板 目

底板板 目
Ⅳ

196E 容 器
ヨ形由物底
阪側板

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ-47
C-5

器高
43

釘孔結合部分3ケ 所残存。樺皮結合紐2ケ所
残存。内面に罫引線有り。底板厚=0 7cm。

滑らか
曲
式

合

型

結

Ｆ

釘

物 柾 目 Ⅳ

1966 容 器
弓形曲物広
阪

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-4

18 3 05
側板による円周状の圧痕有り。樺度結合用孔
4ケ所。うち 1ケ 所欠損。 3ヶ 所で樺度結合
社が残存。復元径=18 3cm。

滑らか
樺皮結合
曲物E型
式

板 目 Ⅳ

容 器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(04-1)

とoc F-1
δ一Ⅳ
C-3

18 3 (102) 08 樺度結合紐 2ケ 所残存。復元径=18 2cm。 やや滑 らか

合

型

結

Ｅ

皮

物

樺

曲

式
板 目 Ⅳ

1968 容 器
円形 曲物底

板
SR3001 南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-4

(177) (94) 07
樺皮結合紐 1ケ 所残存。樺皮結合紐用孔 2ヶ
所残存。外面に刃物傷多数有り。側板による
円周状の圧痕有り。復元径=17 7cm。

,骨 らか
合

型

結

Ｅ

皮

物

樺

曲

式
阪 目 Ⅳ

1969 容器
円形 由物広

板
SR3001 南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

(175) (156) 05 摩減や変形が著 しい。側板 による円周状 の圧

痕有 り。復元径 =18 0cm。
粗 ψ

樺皮結合
曲物E型
式

板 目 Ⅳ

197C 容器
円形 由物広

板
SR3001

南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-2

17 6 (107) 05 欠損、摩滅多数。側板による円周状の圧痕有
り。復元径=17 6cm。 米&ψ

合

型

結

Ｅ

皮

物

樺

曲
式

板 目 Ⅳ

容 器
円形 曲物底

板
SR3001 南区

(04-1)

LOc F― ユ
δ―Ⅳ
E-3

(177) (70) 07 樺皮結合紐 1ケ 所残存。復元径=17 7cm。 滑らか
樺皮結合

山物 E型
式

柾 目 Ⅳ

1972 容 器
円形 歯物底

仮
SR3001

南区
(04-1) (176) (84) 06

側板による円周状の圧痕有り。樺皮結合紐用
孔3ヶ所残存。外面に刃物傷有り。復元径=
17 7cm。

1骨 らか
樺皮結合
曲物E型
式

板 目 Ⅳ

容器
ヨ形 曲物底
灰

SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-4

(188) (83) 08 側板による円周状の圧痕有り。樺皮結合組 1

ケ所残存。炭化部分有り。復元径=18 8cm。
やや i骨 らか

樺皮結合

曲物 E型
式

板 目 Ⅳ

1974 容器
ヨ形曲物底
阪

SR3001
南区

(04-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
D-3

(186) (87) 05 樺皮結合紐 2ヶ 所残存。表面は一部炭化。像
元径=18 0cm。 滑らか

樺皮結合

曲物 E型
式

柾 目 Ⅳ

197〔 容器
司形 曲物底
阪

SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-3

(130) (63) 07 樺皮結合紐用小孔 2ケ 所残存。復元径=132
滑らか

樺皮結合

山物 E型
式

板 目 Ⅳ

197( 容 器
ヨ形山物底
lFx

SR3001
荷区

(髄 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-5

(35) 03 梓皮結合祉 1ケ 所残存。復元径 =17 0cm。 粗 し

合

型

結

Ｅ

皮
物

樺
曲

式
板 目 Ⅳ

1977 容器
ヨ形曲物底
阪

SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-2

(59) (23) 03 樺皮結合用孔 1ケ 所残存。復元径 =8 0cm。 滑らか
合

型

結

Ｅ

皮

物

樺

曲
式

板 目 Ⅳ

1978 容 器
円形由物底
板

SR3001
南区

(04-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
E-1

(180) (86) (06)
側面に釘孔2ケ 所残存。炭化部分が大 1ケ
所、小 5ケ 所有り。火鑽板に転用か。復元径
=18 2cm。

やや i骨 らか
曲
式

合

型

結

Ｆ

釘
物 板 目 Ⅳ

1979 容 器
ヨ形 曲物 F●

lFA

SR3001 南区
(04-1)

しOc F-1
δ―Ⅳ
C-5

(177) (72) 10 側面に深さ1 2cmの 釘孔 2ケ 所有 り。表面
に火鑽痕4ケ 所有り。復元径=18 0cm。 やや滑 らか

曲
式

合

型

結

Ｆ

釘
物 板 目 Ⅳ

198C 容 器
ヨ形曲物底
阪

SR3001 南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-4

(133) (108) 06 内面に漆を塗布。復元径=13 5cm。 氷と虚
曲
式

合
型

結

Ｆ

釘
物 板 目 Ⅳ

容 器
ヨ形 曲物底

阪
SR3001 南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-2

140 07
釘孔 2ヶ 所残存。内面に刃物傷多数。復元径
=14 0cm。 滑らか

曲
式

合
型

結

Ｆ

釘
物 板 目 Ⅳ

1982 容 器
ヨ形曲物底
阪

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-1

(62) 06 釘孔 2ケ 所残存。復元径=18 5cm。 滑らか
曲
式

合
型

結

Ｆ

釘
物 板 目 Ⅳ

1983 容 器
ヨ形曲物底
阪

SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

(183) 4) 07 釘孔 1ケ 所残存。摩減。復元径=19 1cm。 粗 し
曲
式

合

型

結

Ｆ

釘
物 板 目 Ⅳ

1984 容 器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(04-1)

LOc F― ユ
δ―Ⅳ
D-1

(137) (58) 05 釘孔 2ケ 所残存。復元径=13 9cm。 やや滑らか
曲

式

合

型

結

Ｆ

釘

物 柾 目 Ⅳ

1985 容 器
円形 曲物底

板
SR3001 南区

(04-1)

しoc F-1
δ一Ⅳ
D-4

(127) (52) 07 釘孔 2ケ 所残存。楕円形。復元径=13 0cm。 滑らか
曲

式

合

型

結

Ｆ

釘

物 板 目 Ⅳ

1986 容 器
円形 曲物底

板
SR3001 南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-3

(122) (49) 08 釘孔 1ケ 所残存。復元径=12 4cm。 i骨 らか
由

式

合

型

結

Ｆ

釘

物 板 目 Ⅳ

1987 容 器
円形 曲物底

板

南区
(04-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
F-3

70 08 復元径=12 3cm。 滑らか
法

物

方

曲

合

明

結

不 板 目 Ⅳ

1988 容器
円形 曲物底

板
SR3001

南区
(04-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
D-3

13 6 08 全体に摩波。やや楕円形。 粗 �
法

物

方

山

合

明

結

不 板 目 Ⅳ

1989 容器
円形 曲物底

板か
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-5

12 ユ 13 やや滑 らか
結合方法
不明山物

板 目 r7

199C 容器
円形 曲物狽

板
SR3001 南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-5

一局

姥

器

５
樺皮結合組 1ケ 所残存。釘孔4ヶ 所残存。器
高=5 2cm。 やや粗ヽ 釘結合 曲

物F型式
板 目 Ⅳ

容 器
円形 曲物蓋

板
SR3001

南区
(磁 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

(129) (142)
一島
■

器

１
釘孔 3ヶ 所残存。楕円形。上板厚=0 7cm。 やや滑 らか

飼結合曲
物F型式

側板

柾 目上板
板 目

Ⅳ
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出
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濯
Ｌ

濯
Ｗ

濯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木 取 樹種
別
位

大
層

19貶 容器
円形曲物霊
板

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-3

(147) (8.7)
側板による円周状の圧痕有り。釘孔3ケ所秀
存。復元径=14.6cm。

やや滑 らか
釘結合曲
物F型式

柾 目 Ⅳ

19努 谷 器
円形曲物仰
板

SR31101
南区

(04-1)

Loc F一 l

δ―Ⅳ
B-5

(35) (17.9) 07 下瑞部に穿孔 1ケ 所残存。片面に卦引線多
数。

滑らか
法

物

方

曲

合

明

結

不 板 目 ヒノキ Ⅳ

1994 6器 楕円形曲杉
側板

3R3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-4

(9,7) (183)
一局

・
２

器

７
側板の周囲に範が巡る。木釘2ヶ所、谷釘Tl

2ヶ所残存。樺皮結合紐残存。
米LV

釘結合曲
物F型式 柾 目 Ⅳ

容器 挽物 SR3001
南区

(04-1)
径
Ю

口
Ю

一局
望

器

２
内面全体に朱色の漆。底部外面は黒色の漆を
塗布。底内面に焼印有り。

滑らか
(漆塗布)

縦木取 り Ⅳ

199C 容 器 免物 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
D-4

国径
(173)

一局
掲

器

０
裏面凹部に軽櫨の爪痕有り。内外面に削りC
際の工具跡と刃物傷多数有り。

滑らか 横木取り Ⅳ

1997 食事具 杓子 SR3001
南区
(M-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-4

37 12 柄部を削ってやや細 く成形。身部は長方形。 やや粗▼ A型式 板 目 Ⅳ

1998 食事具 杓子 SR3001 南区

(髄 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ

D-4(C-6)
(320) 79 身部は隅九長方形。 やや粗▼ A型式 板 目 Ⅳ

[999 食事具 杓子 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-1

柄部を細長 く削 り出す。身の先端は九 く顔
形。

やや粗立 B型式 板 目 とノキ Ⅳ

食事具 山子 SR3001 南区
(M-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-3

05 身部の先端は細かな削りで丸く成形。柄部は
細く削り出す。 滑らか B型式 柾 目 Ⅳ

食事具 杓子 SR3001 南区

(磁 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-2

(131) (20) 柄部は細く、身部を少しふくらませる。身言「

の先端は裏面から削って尖らせる。
やや滑 らか B型式 板 目 Ⅳ

食事具 杓子 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

(140) 16 0.5 全体に細く成形。 やや粗▼ 不 明 板 目 Ⅳ

食事具 向子 SR3001
南区

(髄 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-4

(13.3) 05 全体に細く成形。 やや粗セ 不 明 板 目 Ⅳ

2004 食事具 也 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-4

柄部は細く下端を尖らせる。身部は細い削り
で成形。

やや滑 らか B型式 板 目 Ⅳ

食事具 箸 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

(26.6) 05 下部は細く成形。上端部は斜めに削る。 やや滑 らか 辺材 Ⅳ

食事具 署 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-2

(243) 断面楕円形。上下両端 ともにやや細 く成形。 滑らか 板 目 Ⅳ

食事具 箸 SR3001
南区

(K14-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-3

蟄 2 上部欠損。下部は少 し細 く成形。 滑らか 辺材 Ⅳ

食事具 箸
南区

(04-1)

LocF-1
δ―Ⅳ
E-3

(173) やや滑 らか 辺材 Ⅳ

食事具 者 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-3

(142) 05
上部欠損ハ下部は少 し細 く成形ぃ丁室 な面取

滑らか 辺材 Ⅳ
り。

201C 食事具 箸 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-4

(241) 07 07 細かい面取りを施して断面を不整円形。下罰
をやや細く成形。

やや滑 らか 辺材 Ⅳ

2011 文房具 亜箋軸か SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
E-20

67 09
上端の中央部に幅 7mm、 長さ3mmの 凸司
有り。軸部は付け根から祈れている。

滑らか 板 目 Ⅳ

2012 文房具 木札 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-3

(14.6)
上部の左右両側に浅い切り欠き有り。下端は
両側から削って尖らせる。

やや粗ヤ 付札形 板 目 Ⅳ

遊戯具 毬芯か SR3001 南区

(儀 -1)

Loc F-1
心―Ⅳ

C-4
(3.1) 削りによって球体に成形。 滑らか 芯持ち材 Ⅳ

祭祀具 黛」形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-2

(27 3) 05 下部の両側を少し削つて東部を成形。刃部、
東ともに薄い。

やや滑 らか B型式 板 目 Ⅳ

祭祀具 刀子形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-5

(119) 11 06 下部を削って細長い東部を成形。 滑らか B型式 板 目 Ⅳ

2016 祭祀具 費形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-5

27 2 4.2 厚い板の下部の両側に切り欠きを入れて束ヨ
を成形。

やや粗い 芯持 ち材
ウツギ
属

Ⅳ

祭祀具 限挟 SR3001 南区
(図 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-4

15
下部は断面円形に削り、内部を空洞に成形。
上端は円錐状に削り、先端にスリットを入れ
て別の木を挟む。

滑 らか 芯持ち材 Ⅳ

祭祀具 矛形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-5

(213) 0.5 刃都は扁平で非常に薄く成形。 やや滑 らか 板 目 Ⅳ

祭祀具 黛U形 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

(130) 1.3 03
刃部を薄く成形。下部の両側を僅かに削って
束部を成形。

滑 らか 板 目 Ⅳ
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涯
Ｗ
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位
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層

彦02( 祭祀 具 剣 形 SR3091 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
F-2

(318) 25 屈 曲 した状態で出土。東部 は細 く削 り、下端
に鍔状の凸部 を成形。

滑らか 板 目 Ⅳ

2021 祭祀具 鎌 形 SR3001 南区
(o4-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

15_1 2.2 柄部 に使用痕 もしくは指跡有 り。刃部 に欠損
が多 く、農具 として使用 された可能性有 り。

やや滑らか 板 目 Ⅳ

2022 祭祀具 刀子 形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

(166) 16 05 削 りによ り東部 を細長 く成形。上部欠損。 滑 らか C型式 板 目 Ⅳ

祭祀 具 防織具形 訳 3001 南 区
(04-1) (100) (14) 05 上端部 に細かな切 り欠 き有 り。 やや滑 らか 肛目 Ⅳ

3024 祭祀 具 人 形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-4

(179) 1 1 目 鼻 ‐口を小 さ く彫 り込 んで表現。上端 も
僅か に成形。

や や滑 らか
円筒状 人

形
芯持 ち材 Ⅳ

祭祀具 人 形 SR3∞1
南区

(04-1) (75) 15 目 口 らしき小 さな彫 り込み有 り。上端部 は
斜めに切 り落 とす。 滑らか 円筒状人

形
志持 ち材 Ⅳ

3026 祭祀 具 人 形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-3

(36 2) (6.2)
頭 部 と肩 部 を成形す るが、顔 は確 認 で きな

滑らか 正面全身
人形

板 目 Ⅳ

2027 祭祀具 人 諺 3R3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-5

(17_3) 06 頭 胴 脚を切 り込みによつて表現。頭部は
やや小さく圭頭状を呈する。 やや粗▼ 正 面全 身

人形
板 目 Ⅳ

2028 祭祀 具 人 形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-2

3 1 40 圭頭状 を呈す る。肩部 と左右の手が切 り込み
によって表現 される。

やや滑 らか
正 面全 身
人形

板 目 Ⅳ

202〔 祭祀 具 人 形 SR3001 南区
(04-1)

Ioc F-1
δ―Ⅳ
F-3

頭部 と下部久損。肩 の切 り込みが見 られる。 滑らか 正面 全 身
人形

オ夏目 Ⅳ

203( 祭祀 具 人 形 3R300ユ
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-1

(61) (1_5) 人形 の足 も し くは斎 串の欠損 品か。 や や i骨 らか
正面全身
人形

板 目 Ⅳ

2031 祭祀具 人 形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― 〕
δ―Ⅳ
B-4

709 7.2 07
切 り込みによつて頭部・肩 腰  足 を成形。
墨書で顔 を表現。髪形か ら女性 と判断す る。
服の表現 も有 り。

滑 らか
正面全 身
人形

板 目 Ⅳ

2032 祭祀 具 入 形 3R3001 南区
(04-1)

一
Ⅳ

５

Ｆ

一　

一

∝

δ

Ｂ
(372) 62 圭頭状。昌書で頭 眉  目を表現。 やや狙 ヤ 正面全身

人形
板 目 Ⅳ

2033 祭祀具 人形 】R3001 南 区

(餌 -1)

Loc F― 〕
δ一Ⅳ
D-4

(30)
圭頭状。頭 胴 脚の明確 な接点無 し。全体
に破損部分多い。頭部 に眉 目の表現有 り。

粗 �
正面全身
人形

板 目 Ⅳ

2034 祭祀 具 人形 :R3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-3

134
圭頭 状 。僅 か に肩 の切 り込 みが あ る。足 は V
卒形 に切 り込 む。 墨 で眉  目 鼻  国 髭 を
表現 。

やや滑 らか
正面全身
人形

板 目 Ⅳ

祭 F巳具 人形 SR3001 南区
(04-1)

一
Ⅳ

５

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ
Ｄ

(59) 1,9 墨書で顔 を表現 した ものか。部位不明。 滑らか 正面全身
人形

板 目 Ⅳ

2036 祭祀 具 馬 形 SR300ユ
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-4

19,9 07
目と背中部分 に、それぞれ穿子し有 り。首 と尾
を削 りで表現。

やや滑 らか AI型式 板 目 Ⅳ

2037 祭祀 具 鳥形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-1

(1 (70) 両面 に線状 の墨痕 有 り やや粗 め A型式 板 目 Ⅳ

2038 祭祀 具 斎 串 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-2

14 上下両 端 と も圭 頭 状 。 骨らか BI型 式 ホ冗目 Ⅳ

2039 祭 TE具 斎 串 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-1

7 ユ 11 上下両端 と も圭 頭状 。 滑 らか BI型 式 板 目 Ⅳ

2040 祭祀具 斎 串 SR31X11
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

(228) 13 上端 はやや丸味 を帯びる。下部欠損。 やや滑 らか BI型 式 柾 目 Ⅳ

204ユ 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

(210) (16) 圭頭状。下部欠損。 滑 らか BI型 式 板 目 Ⅳ

2042 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(∝ -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-3

(137) 1.2 圭 頭状 。 下部 欠損 。 やや滑 らか BI型 式 板 目 Ⅳ

2043 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-3

(9_1) l.ユ 圭 頭状 。 下部 欠損 。 滑らか BI型 式 布反目 Ⅳ

2044 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1) (70) 10 圭頭状。下部欠損。 やや滑 らか BI型 式 板 目 Ⅳ

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―W
C-1

(182) 27 05 上端 は片側か らの削 りで尖 らせ る。 やや粗 し AI型 式 板 目 Ⅳ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-5

(41) (09) 両面 に墨痕有 り。平行四辺形状。 やや粗ψ AI型 式 板 目 Ⅳ

祭祀具 斎 串 S昭001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
D-5

(115)
(12 4)

中央で欠損。上下両端 ともに片側か らの削 り
で平行四辺形状。

米巳▼ AI型 式 板 目 Ⅳ

204: 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
C-1

(145) 切 り込み :右側 中央 に上か ら 1回。上下両端
は斜めに削 り平行四辺形状。

粗 ψゝ AⅢ 型 式 阪 目 Ⅳ

304 〔祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

とoc F-1
δ―Ⅳ
C-3

(126)
(196)

2_6 全体に欠損や摩滅による変形が多い。傷みが
激しい。 やや粗 ψ 3型式 阪 目 Ⅳ

名【〒巳ヴ髯 斎 串 SR3001 南 区

(図 -1)

,oc F-1
δ―Ⅳ
B-2

(102) 1.7 圭 頭状 。 下部 欠損 。 やや滑らか ε型式 柾 目 Ⅳ
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層

2051 祭祀 具 斎 串 3R3001 南区
(04-1)

Loc F一 〕
δ―Ⅳ
F-4

(4.5) 17 02 圭頭状。下部欠損。 滑らか 3型式 柾 目 Ⅳ

2052 祭祀 具 斎 串 SR3001
南区

(04--1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
D-20

1.8 上部 欠損 。 下端 部 は鋭利 に尖 らせ る。 や や治 らか 3型式 板 目 Ⅳ

2053 名肇昴巳夢肇 斎 串 3R3001 南区
(∝ -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

(196) 上部欠損。下端部 は鋭利 に尖 らせ る。 刑土▼ ε型 式 板 目 Ⅳ

2054 祭祀 具 斎 串 3R3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

(20 5) 19 上部欠損。下端部 は鋭利 に尖 らせ る。 やや粗 V D型式 柾 目 Ⅳ

205〔 祭祀具 斎 串 3R300] 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
E-3

(165) 16 上部欠損。下端部 は鋭利 に尖 らせ る。 滑 らカ ε型式 板 目 Ⅳ

205( 祭祀具 斎 需 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

(17_6) 10 上部欠損。下端部 は鋭利 に尖 らせ る。 滑らか 9型式 板 目 W

205「 泰祀具 斎串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-3

(168) 0.5 上部欠損。下端部 は鋭利 に尖 らせ る。 やや滑 らか ε型式 板 目 Ⅳ

2058 祭祀 具 斎 串 SR3001 南 区
(髄 -1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
E-1

(150) 12 上部欠損。下端部 は鋭利 に尖 らせ る。 やや滑 らか 3型式 板 目 Ⅳ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-2

(141) 10 05 上部欠損。下端部 は鋭利 に尖 らせ る。 滑 らか 3型式 板 目 Ⅳ

306C 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-4

(130) 02 上 部 久損 。下端 部 は鋭利 に尖 らせ る。 滑らか C型式 板 目 Ⅳ

祭 祀 具 斎 串 SR3001 離］
Loc F-1

δ―Ⅳ
D-4

(122) (1_2) 上部欠損。下端都 は鋭利 に尖 らせ る。 やや滑らか C型式 板 目 Ⅳ

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ― 皿

C-20
(11,1)

(84)
17 0_3 上部欠損。下端部 は鋭利 に尖 らせ る。 やや粗 � C型式 板 目 Ⅳ

206C 名肇昴巳具 斎 串 SR3001 南 区

(図 -1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
C-20

(108)
(63)

16 上部欠損。下端部 は鋭利 に尖 らせ る。 滑 らか C型式 板 目 Ⅳ

20制 勇髯〒巳歩髯 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

hcF-1
δ一Ⅳ
C-1

(671) 16 07 両面 を浅い削 りによつて立然的に成形。 やや粗 し I型式 板 目 Ⅳ

206こ 祭 祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-4

04 圭頭状。下部 は削 りによつて箆状 に成形。 滑らか I型式 板 目 Ⅳ

2066 祭祀具 斎 串 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

(145) 圭頭状 。下 部 欠損 。 やや粗 � I型式 本反目 Ⅳ

2067 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ_■ 7

E-4
(138) 03

上端 を鋭 く尖 らせ る。下端 は細 く削 る。刀子
形 か 。

やや粗 ヤ I型式 板 目 Ⅳ

2068 委〒巳具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-3

(78) (1 5) 02 圭頭状。下部欠損。 や や粗 ヤ I型式 布反目 Ⅳ

祭祀 具 斎 串 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2
C-3

183 11
切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 2回 。下
端部 に細かい切 り込み有 り。

や や滑 らか DⅢ 型式 柾 目 Ⅳ

207( 祭祀 具 斎 串 SR3001 南 区

(図 -1)
一
Ⅳ
３

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ
Ｃ

(190) 切 り込み :左側 に上か ら12回 。右側 に下か ら
12回 。

滑 らか 31型式 阪目 Ⅳ

2071 祭祀具 斎 串 3R3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-3

(147) 20 切 り込み :左側上部 に上か ら 6回 。右側 は欠
損のために不明。

やや滑 らか εⅢ型式 柾 目 Ⅳ

祭祀 具 斎 串 SR3001
南区

(04-1)
(146) 1 1 02

切 り込み :左側上部 に上か ら4回。右側上部
に上か ら 5回 。

や や粗 ψ εⅢ型式 柾 目 Ⅳ

祭祀 具 斎 串 3R3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

(9.0)
切 り込み :左側上部 に上か ら 3回。右側上部
に上か ら 2回。

滑 らか ε皿型式 板 目 Ⅳ

307/ 祭祀 具 斎 串 SR3001
南 区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-4

1)
切り込み :左側上部に上から1回。上端部に
削り有り。

やや滑 らか εⅢ型式 板 目 Ⅳ

祭祀 具 斎 串 3R3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅲ
D-20

57 (1 1) 切 り込 み :右側 上 部 に上 か ら 1回 。 やや滑 らか CⅢ型式 板 目 Ⅳ

祭祀 具 斎 串 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
C-3

(13.6) 19 04
切 り込み :左側上部 に上か ら 3回 。右側上部
に下 か ら 1回。下端部 は丁 寧 に尖 らせ てい

る。
滑らか CⅢ 型 弐

板 目 IV

祭祀 具 斎 串 SR3001 南 区
(銘 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

42 5 12_5 上部欠損。下端部 は鋭利 に尖 らせ る。 やや滑 らか C型式 柾 目 Ⅳ

207を 祭〒E具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

(27 8) 12 05
上部欠損。下端部は鋭利に尖らせる。丁寧な
削り。

骨らか CI型 式 柾 目 Ⅳ

2079 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-5

(20 2) (1 7) 上部欠損。下端部 はやや九 く削 る。 やや滑らか CI型 式 オ反目 Ⅳ

2080 祭祀具 斎 串 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ш
C-20

(20_6) 16 03 切り込み :右側上部に下から2回。 やや粗 し CⅢ 型式 オえ目 Ⅳ

2081 男髯万Eヂ苺 斎 串 SR3001 南 区

(図 -1) (188) 13 切 り込み :左側上部 に上か ら4回。右側上部
に上か ら 1回。

やや滑 らか CⅡ型式 柾 目 Ⅳ

―- 62 -一



掲載
番号

分類 名称
出土
遺構

調査区

出土地点
法量
L

法量

W
法量

H 特 徴 表面の状態 型式 木取 樹種
大別

層位

2082 祭 祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
C-20

34 4 19 03

切 り込 み :左側 上 部 に上 か ら 1回が 3ケ 所 、
2回 が 2ヶ 所 、 下 か ら 1回 が 5ケ 所 、 2回が
2ケ 所 。右側 上 部 に上 か ら 1回が 3ケ 所 、 2
回が 3ケ 所 、下 か ら 1回が 3ケ 所 、 2回 が 1

ケ所 。

やや滑らか CV型 式 布反目 Ⅳ

2083 祭祀 具 斎 串 SR3001 南 区

(銘 -1)

Loc F-1
5-Ⅳ
F-1

26 9 04 切 り込 み :左側 上部 に上 か ら 2回 、下 か ら 3
回。 右側 上 部 に上 か ら 3回 、下 か ら 4回。

滑らか CV型 式 lFx目 Ⅳ

名髯涌巳どミ 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

29 9 12 03
切 り込み :左側上部 に上か ら4回、中央 に下
か ら 3回 。右側上部 に上か ら 5回 、中央 に下
か ら 2回 。

1骨 らか V型式 オ尻目 Ⅳ

祭 祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-3

24 2 3 1
切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 3回、下
部 に下か ら各 3回。

氷ユ呼 V型式 板 目 Ⅳ

祭 扁E具 斎 串 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-3

(410) 60 07
上部欠損。下部の一面 を細か く削 つて尖 らせ
る。

滑らか D型 式 阪 目 Ⅳ

祭 祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
C-20

(168) 16 切 り込み :左側上部 に上か ら 7回 、下か ら9
回。右側上部 に上か ら 8回、下か ら10回 。

やや粗 し εV型式 板 目 Ⅳ

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
C-20

(14 15 切 り込み :左側上部 に上か ら 5回 、下か ら6
回。右側上部に上か ら 5回 、下か ら 5回 。

や や粗 ▼ εV型式 柾 目 Ⅳ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-1

(110) 23 切 り込 み :左側 上部 に上 か ら 3回 、下 か ら 2

回。 右狽1上 部 に上 か ら 3回 、下 か ら 1回。
4Eヤ 3V型 式 板 目 Ⅳ

祭祀 具 斎 串 SR3001 南 区

(餌 -1)

ioc F-1
δ―Ⅳ
D-5

(208) (2 2)
か
回

上
３

に
ら

央
か

中
上

側
に

左
央

‥
中

み
倒

込
右

切
回

3回 、下 か ら 4

'粗

ヤ εV型式 板 目 Ⅳ

2091 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
D-4

(172) 20
上下両端欠損。左右両側にほぼ等間隔に各 6
回の小さな切り欠き有り。 滑らか 3Ⅵ 型式 板 目 Ⅳ

祭祀 具 斎 串 SR300] 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-5

(188) 15 03 圭頭状。上部 に穿子Llケ 所。檜扇の可能性有
り。

滑 らか D型式 lFk目 Ⅳ

209【 究髯F巳 ザ肇 斎 串 SR300ユ
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-3

湾 曲 してい る。下部 は斜 め に削 って尖 らせ
る。

ヤ母らか D型式 板 目 Ⅳ

2094 祭祀具 斎 串 3R300ユ
南区

(04-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
C-4

(303) 10 厚手の板の下端 を削 つて尖 らせ る。 滑らか D型式 坂 目 Ⅳ

209〔 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
6-Ⅳ
C-1

(716) 15 07 全体的に削 りによつて細 く成形。下端 は緩や
かに削 つて尖 らせ る。

やや滑 らか D型式 板 目 Ⅳ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
B-4

56 6 13 上端 の右 側 をや や斜 め に削 る。下 端 は削 つて

鋭 く尖 らせ る。
粗 しヽ DI型 式 辺材 Ⅳ

2097 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
B-3

45 5 上端 をやや斜めに削 る。下端 は削 つて鋭 く尖
らせ る。

や や粗 し DI型 式 オ反目 Ⅳ

2098 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ユ
δ一Ⅳ
C-2

44 7
上端 をやや斜 め に削 る。下 端 は四方 か ら削 つ
て尖 らせ る。

や や滑 らか DI型 式 布反目 Ⅳ

祭祀具 斎 串 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

(416) 07
上端 をやや余めに削る。下端は片側か ら削 っ
て鋭 く尖 らせ る。

沿 らか DI型 式 柾 目 Ⅳ

祭示E具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-3

43 8 上端 をやや制めに削 る。下端 は片倒か ら削 っ
て鋭 く尖 らせ る。

やや滑 らか DI型 式 板 目 Ⅳ

2101 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-3

39 0 07
上端 は前後 か ら削 つて V宇形 に成形。下端
は丁寧 に削 って尖 らせ る。

i骨 らか DI型 式 4冗 目 Ⅳ

2102 男〈扁巳ザ≧ 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-3

42 3 09
上端 をやや斜 め に削 る。 下端 は片側 か ら削 っ
て鋭 く尖 らせ る。

滑 らか DI型 式 辺4/1 Ⅳ

2103 祭祀 具 斎 串
南区

(Ol-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

30 8 10 06
上端 をや や斜 め に削 る。 下端 は四方 か ら削 つ
て尖 らせ る。

やや粗 ▼ DI型 式 TI目 Ⅳ

2104 祭TB具 斎 串
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-3

27 5 12 07
上端 は前面 より斜めに削 つて成形。下部 は緩
やか に削 つて細 く成形。

滑 らか DI型 式 IIE目 Ⅳ

2105 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
E-1

180 0 ]
上端 は前後か ら削 つて山形 に成形。下部は左
右か ら肖Uる 。

滑らか DI型 式 オ反目 Ⅳ

2106 祭 TB具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-5

128 24 04 上端 は片側 か ら余:め に削 り、下端 は平坦。 滑らか DI型 式 布更目 Ⅳ

2107 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-2

(299) 12 05 上端 は鋭角のと頭状。下部 は細 く削 る。 滑 らか DI型 式 板 目 Ⅳ

2108 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
E-20

(230) 05 上端 は圭頭状。下部欠損。 職らか DI型 式 布反目 Ⅳ

2109 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1) (150) 14 03 上端 は方頭状 。 下部 欠損 。 やや粗 ▼ DI型 式 布反目 Ⅳ

2110 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

(498) 15 07
上部欠損。下端 は左右か ら削 って鋭 く尖 らせ
る。

滑らか DI型 式 1正 日 Ⅳ

2111 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

一
Ⅳ
２

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ
Ｃ

(360) 06 全体 を粗 く削 って先 端 を尖 らせ る。 やや滑 らカ DI型 式 辺 材 Ⅳ
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載
号

掲
番

分類 名称
土
構

出
遺

調査区

出土地点
法量
L

濯
Ｗ

濯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型 式 木取 樹種
別

位

大

層

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(4-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-2

(356) (12) 08 上部 欠損 。 下端 は鋭 く尖 らせ る。 i骨 らか DI≧型ゴ 板 目 Ⅳ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-3

(30 0) 12 03 上部 欠損 。 下端 は削 りに よって尖 らせ る。 やや粗 い DI型 ゴ オ反目 Ⅳ

祭 所巳具 斎 串 SR3001 南区
(CL-1)

Loc F-1
δ―Ⅱ
C-20

(28 0) 12 07
上部 欠損。下端 は細 か な削 りに よ り尖 らせ
る。

やや滑 らか DI型 猷 本夏目 Al

2115 祭扁E具 斎 串 〕R3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

(225) 08 上部欠損。下端 は尖 らせ る。 やや粗 い DI型ゴ 辺 材 Ⅳ

祭祀具 斎 串 〕R3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

24 6 10
切 り込み :左側上部 に上か ら 1回。下端 を斜
めに削 って尖 らせ る。

やや粗 セ DⅢ 型ゴ 辺 材 Ⅳ

2117 祭 lfB具 斎 串 】R3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-3

切 り込 み :左側 上部 に上 か ら 2回 。正 面 、左
慣」面 、右側 面 に細 か な削 り面 が有 る。

やや滑 らカ DⅦ 型式 辺 材 Ⅳ

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
E-1

05 kf面 菱 形 。上 下両 端 を尖 らせ る。 i骨 らか 布反目 Ⅳ

祭 TB具 斎 串 3R3001 南区
(04-1)

一
Ⅳ
３

Ｆ

二

ｏｃ

δ

Ｆ
(174) 1 1 07

上部は薄 く、下部 は多角形の捧状 に成形。下
端は斜めに削 り、鋭 く尖 らせ る。

滑 らか 板 目 Ⅳ

212( 祭斤巳具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-1

22 3 07
上部は丁寧 に削 り五角形 に成形。下端 は左右
か ら削つて尖 らせ る。

や や滑 らか 辺 材 Ⅳ

2121 雑具 縛 木 3R300ユ
南区

(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-2

(96) 02 上部 欠損 。下 端 は片側 か ら斜 め に削 る。 やや滑 らか 紅 目 Ⅳ

2122 維 具 火付 棒 SR300ユ
南 区

(図 -1)

Loc F― ユ
δ―Ⅲ
C-20

27 8 11
上部欠損。下端 は削 りによつて尖 らせ る。一

端炭化。 '租
ψ 辺 材 とノキ Ⅳ

2123 部 材 言Б材 3R300ユ
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-4

17 11 下部 を削 ってやや細 く成形。 や や滑 らか 板 目 Ⅳ

21% 部材 音Бル| SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-1

(200)
上端 にホゾを削 り出 し、上面中央部 に抜 け止
めの楔が残存。

や や滑 らか 辺 材 Ⅳ

212[ 部 材 部 材 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―I
C-20

8 9 28 頭部 を断面多角形 に削 り出 し、下部は長方形
に成形。木釘か。

や や滑 らか 辺 材 Ⅳ

都 材 ζh材 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-3

(49) 15
F字 を横 に した形状。表 面 は横 方 向 に溝 有
り。裏面 に漆 を塗布。

や や粗 ψ オ反目 Ⅳ

音Бルオ 部材 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-3

45 20 17
上下 に穿子し有 り。貫通 している。中央部 を削
り、 くびれ部分 を成形。

や や滑 らか 悉持 ち材 Ⅳ

2128
=【

材 部 材 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

50 14 両側 面 の 中央 を削 り、 凹部 を成形 。 や や滑 らか 辺 材 Ⅳ

部 材 部 材 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
D-4

(346) 13 09 上端 は削 つて角 を落 とす。下部欠損。 や や滑 らか 辺 材 Ⅳ

部 材 阪材 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

70 62 12 四辺 を丁寧 に削 る。 滑らか 布反目 Ⅳ

杭 眈 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-5

(42 0) 4) (10)
上部欠損。下部 を緩やかに削 って下端 を尖 ら
せ る。斎 串か。

や や粗 ∀ 辺 材 Ⅳ

杭 杭 SR3001 南区
(04-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
C-5

(34 5) 25 全体 を滑 らか に削 る。上部 欠損 。下端 は丸 く

削 り、部材 の可能性 有 り。
滑らか 』 材 Ⅳ

3133 杭 杭 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

(281) 15 09 上部欠損。下端 を削 って尖 らせ る。 氷巳� 阪 目 Ⅳ

2134 杭 杭 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

(25 7) (15) 09 下端は削 つて鋭利 に尖 らせ る。斎 串か。 滑 らか 辺材 Ⅳ

2135 抗 杭 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-2

(10_6)
上部欠損。下端部 をやや丁寧 に削 つて尖 らせ
る。

滑 らか 芯持 ち材

マ ツ属

複 維管
東亜 属

Ⅳ

用途 不 明 不 明 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

15 (158)
上端の穿孔に木釘が残存。檜扇の可能性有
り。

やや滑 らか 柾 目 Ⅳ

2137 用 途不 明 不 明 SR3001 荷区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-5

(213) 18 07 滑 らか 板 目 Ⅳ

工 具 横槌 カ S昭001
南区

(04-1)

一
Ⅳ

３

Ｆ

一　

一

∝

δ

Ｅ

17 4 (2 1)
全体 に摩滅 して い る。上 端 は削 りに よつて頭

部 を成形 。
やや粗し 辺 材

工 具 柄 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

25 6 25 27 指跡らしき痕弥有り。 滑らか 辺 材

工 具 柄 SR3001 南 区

(飩 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-3

198 24 16 端 部 に穿孔 有 り。 滑らか 辺 材

工 具 箆 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ

D-4 5
(148) 17 身部は細かな音」りで平坦 に音Jり 、 軸部 はホ田く

削る。
滑 らか 板 目 V
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号

掲

番 分類 名称
土
構

出
遺

調査区

出土地点

漣
Ｌ

灌
Ｗ

濯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木 取 樹種
別

位

大

層

2171 工 具 不明 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-4

123 13〔
多角形の棒状木製品の一面を、ゆるやかな列
状に削る。上端を細く成形。 や や滑 らか 辺材 V

21π 農具 偏台か SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-2

(105)
側面 に 5ケ 所の切 り欠 き有 り。摩減 している
部分有 り。

やや粗 W 柾 目 V

2173 旦
（

醸
辰 木錘 3R300ユ

南区
(04-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
E-5

(142) 71 一端 を欠損。端部 は九 く削 って成形。 滑 らか 芯持 ち材 V

2174 農 具 木 錘 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―]
D-20

(143) 中央部 を削 って くびれ部分 を成形。 滑 らか 志持 ち材

ラ
カ

亜

ナ

ア
シ

ヨ
属

ガ

属

V

2175 紡織兵 糸巻横木 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
D-3

102 12 舶孔有 り やや滑 らか A型式 布反目 V

2176 紡織具 織 機 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-5

25 6 l ]

やや厚手の板 を笹の葉形 に成形。上部右辺 に
凹部 を削 り出す。下端部 は丁寧 に削 ってやや
綱 く成形。上端 に僅かに焼 けこげ跡右 り。

骨らか 板 目 V

服飾具 檜 扇
南区

(04-1)

一
Ⅳ

２

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ

Ｄ
(11 1) (16) 03 下端 に要孔有 り 滑らか AI型 式 板 目 ヒノキ V

服飾具 櫛 SR3001 南区
(o4-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

(23) 刻歯式横櫛。歯 =20本残存。 滑 らか AI型 式 板 目 V

容 器
円形 曲物底
板側板

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-5

19 4
器高
42

側板結合部の上端 は、他の部分 より5mm高
く削 り残 される。木釘 による樺皮結合用小孔
9ケ 所残存。樺皮 による側板同士の結東部分
2ヶ 所残存。内面の罫引線 は斜め と垂直の 2
種類有 り。復元径 =20 0cm。

滑らか 釘結合 曲
物F型式

板 目 V

容器
円形 曲物底
板側板

SR3001 南区
(04-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
B-6

一局

姥

器

３
側板の上辺部欠損有 り。釘孔 5ケ 所残存。側
板 同士の結東部分が残存。復元径 =15 4cm。 滑らか 釘結合 由

物F型式
阪目 (底

阪)

V

容器
円形 曲物底
板

SR300]
南区

(04-1)

Loc F― ]

δ―Ⅲ
E-20

(176) (60) 05 側板 による円周状の圧痕有 り。樺度結合組 ユ
ケ所残存。復元径 =19 8cm。 滑らか

合
型

結

Ｅ

皮
物

樺
曲
式

板 目 V

容器
円形 曲物底
板

SR300] 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-1

33 4 (100) 07 側板 による円周状の圧痕一部残存。樺皮結合
紐 1ケ 所残存。復元径 =39 0cm。 やや粗し

合
型

結

Ｅ

皮
物

樺
曲
式

オ見目 V

2183 容器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-3

(202) (51) (09) 倖皮結合紐 2ケ 所残存。復元径 =28 0cm。 やや滑 らか
倖皮結 合

曲物 E型
式

板 目 V

2184 谷器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-5

(125) (34) 04 側板 による円周状の圧痕有 り。樺皮結合紐 I

ケ所残存。復元径 =19 0cm。 やや滑 らカ
樺皮結合
曲物 E型
#

柾 目 V

218[ 容器
円形 曲物底
板

SR3001 南区

(o4-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-5

187 187 07

側板 による円周状の圧痕有 り。樺皮結合用小
孔 4ケ 所、 うち 3ヶ 所 に樺皮結合紐が残存。
内面 外面共 に、刃物傷多数。若干変形 して
いる。復元径 =18 7cm。

滑 らか

合
型

結

Ｅ

度
物

陣
曲
式

柾 目 V

容 器
円形 曲物底
板

南区
(04-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
B-5

266 27 5 09
側板 による円周状 の圧痕有 り。樺度結合用小
孔 5ケ 所残存。 うち 3ヶ 所 に樺皮結合紅が残
存。復元径 =27 5cm。

やや滑 らか

合
型

結

Ｅ

皮
物

樺
曲
式

本反目 V

奪 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区

(04-1)

一
Ⅳ

ｌ

ｌ

Ｆ

一　
二

ｏｃ
δ

Ｃ

Ｄ

40 4 (155) 09 梓度結合紐2ケ 所残存。外面に刀物傷多数。
復元径=42 8cm。 滑らか

合
型

結

Ｅ

皮
物

樺
曲
式

板 目 V

容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(髄 -1)

一
Ⅳ

５

Ｆ

二

ｏｃ

δ

Ｆ
(99) 05

側板 による円周状 の圧痕有 り。樺度結合紐 1

ケ所残存。側板止めの籠が一部残存。裏面 は
刃物傷多数。復元径 =20 1cmぅ

滑らか
合
型

結

Ｅ

度
物

樺
曲
式

板 目 V

2189 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-5

175 173 08 釘孔 10ヶ 所残存。 うち 8ケ 所 に木釘が残存。 滑 らか
曲
式

合
型

結

Ｆ

釘
物 オ尻目 V

219C 容器
弓形 曲物底
灰

SR3001 南区
(o4-1)

Loc F-1
6-Ⅳ
D-3

107 11 2 09 側面 に釘孔 3ケ 所。外径 =11 2cm。 やや滑 らか
釘結合 曲
物F型式

板 目 V

容器
ヨ形 曲物底
坂

SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
D-4

93 (57) 05 釘孔 3ケ 所有り。裏面に刀物傷多数。復元径
=9 3cm。 やや滑 らか 釘結合曲

物F型式
柾 目 V

2192 容器
円形 曲物底
板

南区
(04-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
F-3

189 0) 08 釘孔 2ケ 所残存。復元径 =18 8cm。

'骨

らか 釘結合 曲
物F型式

板 目 V

容器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ]

δ―皿
C-20

1) (66) 釘孔 3ケ 所残存。復元径 =13 3cm。 粗 彰 釘結合 曲
物F型式

柾 目 V

2194 容 器
円形 曲物蓋
板

SR300ユ
南区

(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-2

175 18 2 1 1
中央 に両面か らの穿孔有 り。部分的に炭化 し
ている。釘孔 7ケ 所。外面 に無数の刃物傷有
り。外径 =18 2cmぅ

や や滑 らか
釘結合 曲
物F型式

板 目 V

2195 容器
円形 曲物底
板

SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
F-2

(148) (63) 釘孔 2ヶ 所残存。外面 に細 かい刃物傷多数。
復元径 =15 2crn。 やや滑 らか

釘結合 曲
物F型式

本反目 V

2196 容 器
円形 曲物底
板

3R3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-5

158 (76) 07 釘孔3ケ 所。うち木釘が2ヶ所残存。復元径
=15 7cm。 やや滑 らか

曲
式

合
型

結

Ｆ

釘
物 柾 目 V

2197 容 器
円形 曲物側
板

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-5

161 と64 器高
46

樺皮結合用孔 1ケ 所。釘孔 2ケ 所残存。外径
=16 4cm。 骨らか

曲
式

合
型

結

Ｆ

釘
物 柾 目 V
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掲

番
分類 名称

土
構

出
遺

調査区

出土地点

濯
Ｌ

漣
Ｗ

涯
Ｈ

特 徴 表面の状態 T_l式 木 取 樹種
別

位

太

冒

容 器
円形 曲物 側
1反

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-5

17 7 177 高
Ю

器
３

樽皮結合紐 1ケ 所残存。釘孔 3ケ 所歿存。外
径 =17 7cm。

や や粗 ▼
釘結 合 曲

物 F型式
板 目 V

容 器
円形 曲物 底
板

SR3001 南区
(04-1)

しoc F-1
δ一Ⅳ
D-5

(49) 07 表面全面 に漆 を塗布。復元径 =19 0cm。 滑らか
(漆塗布)

法
型

方
Ｅ

合
明

結
不
式

阪 目 V

容 器
円形 曲物側
板

SR3001 南 区
(04-1)

しoc F-1
5-Ⅳ
C-4

18 0 器高
58

樺度結合紐 1ケ 所残存。穿孔 2ケ 所残存。内
面 に罫引線多数。

やや粗 し 結 合 方法
不 明 曲物

板 目 V

2201 容 器
円 形 曲 物 底

lFx
SR3001 南区

(04-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
C-3

(219) (9 4) 表 面 が摩耗 。復 元径 =22 4cna。 やや粗ψ 結 合方 法
不 明 曲物

柾 目 V

容 器
円形 曲物底

板
SR3001 南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-5

17 6 (92) P_k減 が著 しい。復 元 径 -17 8cm。 ,胃 らか 結合方法
不明曲物

柾 目 V

容 器
円形 曲物底

板
SR3001 南 区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-3

と20 (36) 復 元 径 =12 0cm。 やや粗 い 結 合 方法
不 明 曲物

布反目 V

2204 容 器
方形 曲物底
板

SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-5

513 102 10 釘孔 5ケ 所残存。中央の孔 に木釘残存。 ややIBい
結合 方法
不 明 曲物

オ反目 V

2205 容 器 挽 物 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-1

径
お

底
９

器高
(21) 心外面 に漆有 り。

骨らか
籐 塗布 )

縦 木取 り

2206 文房 具 題袋軸 SR3001
南 区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

150 19 舶部は断面円多角形の丁寧 な成形。下部は欠
滑 らか た反目

2207 文房 具 題 彼 軸 カ SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-3

137 19
上端 を斜めに削 り、題銭都 は三角形。下端 も

斜 め削 つて尖 らせ てい るため、刺 串 の一種
力、

や や滑 らか 本反目 V

220〔 文房 具 木本し 3R3001
南 区

(図 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

(197) 22 03
上部の左右両側 に浅い切 り欠 き有 り。下端は

両 lglか ら削 って尖 らせ る。
粗 セ 付札 形 柾 目 V

遊成 具 琴 柱 R3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
D-3

16 29
上辺中央に琴糸を渡した溝有り。上部が下言「

より厚 く成形。
や や滑 らか A型式 lFA目 ヒノキ V

祭祀 具 刀子 形 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
B-5

90 19 08
上部は丁寧 に削 つて成形。下都 はやや組 く肖I

る。
滑 らカ 不 明 辺 材 V

2211 祭祀 具 刀 形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-3

(169) 15 表 面 は摩 減 。 やや粗 し 不 明 板 目 V

2212 祭 祀 具 紡織 具 形 SR3001 南 区
(04-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
F-4

195 12 12
上下両端に左右両側からの小さな切り欠き有
り。

滑らか オ反目 V

2218 祭祀 具 紡織 具形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
E-20

23 9 19 09
上下両端 に左右両側か らの小 さな切 り欠 き有
り。

滑らか 布反目 V

2214 祭 祀具 人 形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一N
F-4

112 0 62
頭部は 4面か ら削 って尖 らせ る。
き く彫 り込 む。 目 鼻  回は小 さ
で表現。下端 は少 し削 って成形。

大
ん

を
込

頸
り

と
彫

額
く やや滑 らか

円筒状人
形

芯持 ち材 V

2215 祭祀具 人形 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-5

(310) 40 45
上端 は斜 め に削 つて頭部 を成形 。 額 に大 きな

彫 り込 み 有 り。 目 鼻  口 を彫 り込 ん で 表

現 。 両狽1に 浅 い削 りで頸 を表 現 か。

ユ骨らか 円筒 状 人

形
志持 ち羽

2216 祭祀具 人形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
6-Ⅳ
D-2

99 5 (68) 07 圭頭状。頭 腕 脚 を切 り込 んで表現。 やや粗 ヽ
正面 全 身
人形

板 目

2217 祭祀具 人 形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F一 ユ
δ― lll

E-20
(134) 28 05 頭部 と肩のみ成形。下部欠損。塁書 によ り顔

を表現。長い顎髭有 り。
や や粗 ヽ

正面 全 身
人形

オ反目

祭祀 具 人 形 SR300ユ
南 区

(餌 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-5

(165) 22 01
圭頭状。左右両側 に各 3ケ 所の切 り欠 きで RFFl

体 を表現。欠損多い。
や や滑 らか

正面全身
人形

布反目

221( 祭 TE具 人 形 SR300ユ
南 区

(磁 -1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
E-20

(138) (1 片 足部 分 の み残存 。 塁付 着 。 1骨 らか
正面 全 身
人形

板 目 V

祭所E具 鳥 形 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-5

23 0 18 表面は滑 らか に成形。頸部の背側 に切 り込み

が見 られるため、馬形の可能性有 り。
滑らか A型 式 阪 目 V

3221 劣髯扁巳歩ミ 馬 形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-1

(2 1) (127) 03 薄 い板 の上辺 を削 つて胴体 を表現。背 は平
坦 。

滑 らか AI型 式 柾 目 V

祭祀 具 SR3001 南区
(04-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
D-3

140 05 04
上端 は 3方向か ら、下端 は 2方向か ら削 って

尖 らせ る。
滑らか 辺 材 V

祭 TE具 舟 形 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-3

ｏ
形

る
成

削
を

く
部

か
形

細
屋

に
て

も
れ

と
入

尾
を

船
み込

ｏ

首
り
底

船
判
平

ケ所 に浅 い

屋形 船形 。 やや粗 い A2類 志持ち材 V

222珀 祭祀 具 舟 形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
F-4

136 3 1 23 船体 の上部 中央 を削 つて成形 。 1合首  対合尾部
の下部 のみ削 る。 九木舟 形 。 九底 。

やや沿 らか Al類 志持 ち材 V

2225 祭祀 具 舟 形 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-3

14 5 42 35
B合首  船尾 ともにホ日か く削 る。 2ケ FITに ヱ完し

なUり 込み を入れて屋形都 を成形。屋形船形。
平底。

i骨 らか A2類 芯持 ち材 V

2226 祭TE具 舟 形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-5

(20 5) 37
船首  対合尾 両側 か らの削 りに よつて F_r形 部 を

成形 。屋 形 船 形 。九底 。
やや粗 立 A2類 芯持 ち材 V

2227 祭祀具 舟 形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-5

22 7 37
月II首 1よ ホロか く削 つて尖 らせ る。 2ヶ 所 にな」り

込 み を入 れ て屋形 部 を成形 。屋形 Bt.形 。九底 。
滑 らか A2類 芯持 ち材
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層

2228 祭祀具 舟形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
D-20

184 3 1 23
船底 は船首か ら船尾 まで平坦 に削 る。全体 に

磨減。 2ケ 所 に割 り込み を入れて F4-形部 を成
形。屋形船形。平底。

やや粗 � A2類 ぷ持 ち材 V

2229 祭祀具 舟形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-5

(180) 50
左側面 に多数の刻み有 り。船首部分が反る。
2ヶ 所 に小 さな到 り込み を入れて屋形部 を蕨
形。屋形船形。九底。

や や粗 し A2類 志持 ち材 V

223C 旦
（

ヘ
ポ 舟形 SR3001 南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-5

(163) 4 1 36
船首 船尾 は船底か ら斜めに削 って成形。 2
ケ所 に大 きななじり込 み を入れ て屋 形部 を成
形。屋形船形。平底。部分的に樹度残存。

,骨 らカ A2類 芯持 ち材 V

2231 祭祀具 舟形 SR3001 南 区
(儀 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

175 28 船首 船尾両側か らの削 りによつて屋形部 を
成形。屋形船形。九底。部分的に樹皮残存。

や や粗 ψ A2類 芯持 ち材 V

2232 祭祀具 舟形 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

148 36 27
2ヶ 所 に小 さな割 り込み を入れて屋形部 を成
形。船首 船尾の肖」りも僅か。屋形船形。平
底。樹度が一部残存。

やや滑らか A2類 志持 ち材 V

2233 祭祀具 舟形 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-5

155 21
全面 を丁寧 に削 って笹の業形 に成形。船体 は

やや湾曲させ る。九木舟形。平底。
1骨 らカ A2類 志持 ち 1/1 V

2234 祭祀具 舟形 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-5

(149) 33 (16)
2ヶ 所 に創 り込み を入れて屋形部 を成形。屋
形部 は欠損 している。屋形船形。平底。

やや滑 らか A2類 志持 ち材 サ カキ V

2235 祭祀具 舟形 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-5

(118) (31)
船 Ft部 分 のみ残 存 。本 来 は 2ケ 所 に今」り込 み

を入 れ て屋 形 部 を成 形 した もの。屋 形船 形 。
平底 。

や や粗 ψ A2類 志持 ち材 V

2236 祭祀具 舟形 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
E-20

150 2ヶ 所 に浅 い今」り込 み を入れ て屋形部 を成
形。屋形船形。九底。部分的に樹皮残存。

やや滑 らか A2類 志持 ち材 V

2237 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
E-3

(68) 19 03
上端は斜 めに削 つて尖 らせ る。下部欠損。両
面 に赤外線写真のみで確認で きる線状 の墨痕
有 り。

や や粗 ヤ AI型 式 柾 目 V

2238 祭祀具 斎 串 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-4

205 22 06 平行四辺形状 を呈する。下端はやや鋭角 に成
形 。

や や粗 � AI型 式 柾 目 V

祭祀 具 斎 串 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-4

164 17 04 平行 四辺形状 を呈す る。下端はやや鋭角 にな
形。

や や粗 ヤ AI型 式 柾 目 V

2240 祭祀 具 斎 串 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-5

145 20 平行 四辺形状 を呈す る。中央部 に穿孔有 り。 滑ら力 AI型 式 lFA目 W

2241 祭祀 具 斎 串 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

120 16 台形状 を呈する。上端 はやや鈍角。 やや粗 し AI型 式 オ尻目 V

224乏 祭祀具 斎串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
B-6

7) (13) 上部欠損。下端は斜めに削 って尖 らせ る。 やや滑 らか A型式 柾 目 V

2243 祭祀具 斎串 SR3001 南区
(04-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
C-5

21 6 04 上下両端 とも圭頭状。 滑らカ BI型 式 板 目 V

2244 祭祀具 斎 串 SR3001 南 区
(04-1)

しoc F-1
δ一Ⅳ
A-5

(146) 13 04 圭頭状。下部欠損。 や や i骨 らか BI型 式 柾 目 V

2245 祭祀具 斎 串 SR3001
南 区

(04-1)

しoc F-1
δ一Ⅳ
E-2

23 厚 み のあ る板 を削 り、弓形 に反 る よ うにな
形。上端の両角 を削 る。部材か。

滑 らカ DI型 式 柾 目 V

2246 祭祀具 斎 串 SR3001
南 区

(04-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
F-3

11 4 13 04 上下両端欠損。台形状 を呈す る。 滑らカ AI型 式 柾 目 V

2247 祭祀具 斎 串 SR3001
南 区

(04-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
B-4

15 3 (22) 02 平行四辺形状 を呈する。下端はやや鋭角 に頭
形 。

やや滑 らか AI型 式 板 目 V

2248 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-4

4) 27 平行四辺形状 を呈する。削 りは粗い。 や や粗 乾 AI型 式 柾 目 V

2249 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(04-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
B-4

(187) 18 平行四辺形状 を呈す る。下端 は鋭角 に成形。 や や滑 らか AI型 式 柾 目 V

225C 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-5

23 9 2 1 01 台形状 を呈す る。 や や滑 らか AI型 式 柾 目 V

2251 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
F-5

199 17 02
台形状 を呈す る。上端 は片側のみ。下端 は左
右両側か ら削 る。長辺の上部 に九い首」り込み

有 り。
滑らか A肛 型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-5

(113) 16 03
み込

ｏ

り
回

切

８
:左側 に下 か ら11回 。右 側 に上 か ら

滑らか AⅢ 型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

310 07
上端部 は方頭。下端 は削 りに よって尖 らせ
る。刺串か。

'骨

らか DI型 式 板 目 V

3254 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

LocF-1
δ―Ⅳ
F-2

110 と 9 04
上下両端とも圭頭状。左右の余1辺の長さは異
なる。 滑らか DI型 式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

36 8 25 03 切 り込み :右側 中央 に上か ら2回、下か ら2

回。
やや粗 い CV型 式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-5

20 2 と 9 03 切り込み :左側上部に上から2回 。右側上部
に上から5回 、下部 1こ 下から2回 。

滑らか CV型 式 板 目 V
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出
遺
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濯
Ｌ

濯
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H 特 徴 表面の状態 型式 本 取 村種
別

位

大

層

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
F-2

(168) 25
切 り込み :左側上部 に上か ら10回 、下か ら5

回。右側上部 に上か ら4回、下か ら 6回 。
やや滑 らか DV型 式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
D-3

(187) 19 切 り込み :左側上部 に上か ら3回、下か ら6

回。右側上部 に上か ら 5回 、下か ら 5回 。
滑らか DV型 式 板 目 V

祭 TB具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-4

(146) 21
切 り込み :左側上部 に上か ら 6回 、下か ら 4
回。右側上部 に上か ら 7回 、下か ら 6回 。上

部 に穿孔有 り。
粗 ラ 3V型式 I目 V

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ш
E-20

(161) 22 切り込み :左側上部に上から13回 、下から7

回。右側上部に上から10回 、下から9回。
米ユψ 3V型 式 正 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ― 皿

E-20
(150) (18)

切り込み :左側上部に上から9回 、下から7

回。右側上部に上から9回 、下から8回 。
や や粗 し 3V型 式 阪 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(04-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
C-5

(52)
(63)

(141)
20

切 り込み :左側上部 に上か ら 2回 が 2ケ 所、
下部 に下か ら 6回 。右側上部 に上か ら 1回 、
下か ら4回。

や や粗 ▼ εV型式 灰 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
F-4

(61)
(123)

(22)

切 り込み :左側上部 に上か ら 1回 、下か ら 1

回。下部 に上か ら 7回 、下か ら 5回 。右側上

部 に下か ら 2回 。下部 に上か ら 7回 、下か ら
4回 。

粗 セ εV型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-4

(269) 04 切 り込み :左側上部 に下か ら10回 。右側上部
に下か ら19回 。上部欠損。

やや滑 らか 3V型 式 板 目 V

祭祀具 斎 串 3R3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-5

(26 2) 23 03 切 り込み :左側上部 に下か ら2回、上か ら9

回。右側上部 に下か ら 1回 、上か ら 7回 。
やや滑 らか V型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南 区

(飩 -1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
C-20

(306) 1 1
上部欠損。下端は左右両側から削 り尖らせ
る。

滑らか DI型ぶ 辺 材 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

(509) 42 [ ユ
上部欠損。下端は左右両側か ら緩やかに削 っ

て尖 らせ る。全体 に粗 く削 る。
兆&ψ DI型ぶ 板 目 V

祭TE具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

(343) 14 圭頭状。下端 は鋭角 に尖 らせ る。 滑らか CI型 式 布反目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
E-20

(302) 1_0 圭頭状。下部欠損。 滑 らか CI型 式 板 目 V

祭戸巳具 斎 串 SR3001 南区
(儀 -1) 23 厚手の板の上部 を三頭状 に尖 らせ る。両側面

は面取 りを施す。
やや滑 らか CI型 式 板 目 V

2271 祭祀具 斎 串 SR3001 南区

(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
D-4

(212) 19
上端 は鋭角の主頭状。下端 も両側か ら削 って

尖 らせ る。
やや粗い CI型 式 板 目 V

2272 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-4

(22 0) 15 上下両端 とも片側か ら削 って尖 らせ る。 滑らか CI型 式 板 目 V

2273 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

しoc F-1
δ―皿
C-20

(93) 13 圭頭状。下部欠損。 骨らか CI型 式 布反目 V

2274 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-3

(37) 05 0ユ 圭頭状。下部欠損。 滑 らか CI型 式 布反目 V

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
E-4

(95)
(179)

25 04
切 り込み :左側上部 に上か ら 3回 。右側上部
に上か ら 1回。

やや滑 らか CI型 式 板 目 V

2276 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

(240) 17 02 切 り込み :左狽1上 部 に上か ら12回 。右側上部
に上か ら14回 。

滑らか CⅢ 型式 本夏目 V

2277 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-3

25 5 03 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 滑らか C]型 式 オ尻目 V

2278 祭祀具 斎 串 〕R3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-5

215 切 り込み :左側上部 に上か ら 3回 。右側上部
に上か ら 2回 。

滑らか 〕]型式 柾 目 V

2279 祭祀具 斎 串 3R3001
南 区

(図 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-2

(96) 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 滑らか 3Ⅱ 型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 3R300]
南区

(儀 -1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-3

13 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 滑 らか E型式 板 目 V

2281 祭祀具 斎 串 SR300〕
南区

(04-1)

Loc F― 〕
δ―Ⅳ
B-5

15 1 13 切 り込み :左側上部欠損。右側上部 に上か ら
2回。下端 は鋭 く削 る。

滑らカ DⅣ 型式 柾 目 V

2282 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-4

23 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 滑らか εⅡ型式 柾 目 V

228〔 祭祀具 斎 串 3R300]
南区

(04-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
D-2

18
切 り込み :左側上部 に上か ら 1回。右側上罰
に上か ら 2回 。

やや滑 らか Ⅱ型式 板 目 V

2284 祭祀具 斎 串 3R300]
南区

(04-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
C-5

21 1 22 03 切 り込 み

損。
左 側 上 部 に 上 か ら 3回 。右 側 欠

やや滑 らか εⅢ型式 板 目 V

2285 祭祀具 斎 串 3R3001
南区

(磁 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-2

19 3 20 06 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 滑らか εⅢ型式 板 目 V
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2286 祭祀具 斎 串 SR300ユ
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-5

(186) 17 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 やや滑 らか CⅡ型式 板 目 V

2287 名髯所巳歩専 斎 串 SR3001 南 区
(∝ -1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
F-4

(16.6) 17 切 り込 み :左側 上 部 に上 か ら 2回 。右側 欠
損。

やや滑 らか CⅢ 型式 板 目 V

2288 祭 祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

12 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 2回 。 滑らか CШ 型式 板 目 V

祭扉E具 斎 申 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

1.6 切 り込み :左側上部 に上か ら 1回 。右側上部
に上か ら 2回。 滑 らか CⅢ 型式 板 目

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

(135) 1 1
切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 2回。下
都欠損。 滑 らか 3Ш 型式 柾 目 V

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(∝ -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

16 2 1,9 01 切り込み :左側上部に上から2回。右側上部
に上から4回。 やや滑 らか εⅢ型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

しoc F-1
5-Ⅳ
C-5

(136) 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 やや滑 らか 3Ⅲ 型 式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

135 15 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 滑らか εⅢ型 式 板 目

229Z 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-2

(146) 2.6 02 切 り込み :左側上部 に上か ら 8回 。右側上部
に上か ら13回 。 滑 らか 3Ⅱ 型 式 板 目 V

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ユ
δ一Ⅳ
F-3

(126) 21 切 り込み :左側上部 に上か ら 1回。右側上部
に上か ら 2回 。一部炭化。

滑 らか IⅢ 型式 板 目 V

祭祀 具 斎 串 S略001
南 区

(∝ -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

(123) 03 切 り込み :左側上部 に上か ら4回。右側上部
に上か ら 2回。

やや粗 し Ⅲ型 式 板 目 V

2297 祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ユ
δ一Ⅳ
D-5

2.0 上下両端欠損。 ilE ψ C型式 板 目 ヒノキ V

2298 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(∝ -1)

一
Ⅳ
２

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ
Ｆ

(150) 22 04 上部欠損。下端 は両側か ら削 って尖 らせ る。 やや滑 らか C型式 柾 目

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

(18.2) 15 上部欠損。下端 を鋭 く尖 らせ る。 IE ψ C Il式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南 区
(飩 -1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
B-6

(196) 13 03 上部 久損 。 下端 を鋭 く尖 らせ る。 やや粗ψ ε型式 板 目 V

祭祀具 斎 串 SR3001 南 区
(飩 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

1) 14
切 り込み :左側上部 に上か ら 1回。右側上罰
に上か ら 2回。

や や粗 し εⅢ型式 板 目 V

2302 祭祀 具 斎 串 3R3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-4

(9,9) 17 05 切り込み :左側上部に上から2回 。右側上ヨ
に上から3回。 本&ψ εⅢ型 式 板 目 V

230〔 祭祀 具 斎 串 SR3001 南 区

(儀 -1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
C-20

(69) 1 1 切 り込み :左側上部 に上か ら2回。右側上音|

に上か ら 3回 。 滑らカ 3Ⅲ 型式 板 目 V

2304 祭祀 具 斎 串 SR300ユ
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-4

66 01 切 り込み :左側上部 に上か ら 6回。右側上部
に上か ら 7回 。

や や滑 らか 3Ш 型式 柾 目 V

230〔 祭祀 兵 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
C-3

(53) 14 切り込み :左側上部に上から5回。右側上部
に上から7回。 滑 らか 田型式 柾 目 V

2306 祭祀具 斎 串 SR311111
南区

(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-4

(53) 13 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 骨らか CⅢ 型式 板 目 V

2307 雑 具 簿 木 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
E-3

(35,4) 1.4 上下両端欠損。 やや/E乾 柾 目 ヒノキ V

2308 部材 棒状木製品 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-5

圭頭状。角 を削 って面取 りを施す。 やや滑 らか オ尻目 V

230C 音Б材 棒状 木 製 品
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
C-20

(26 4) 上部久損。下端 は緩やかに削 って尖 らせ る。 やや滑 らか 辺 材

部 材 部 材 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-5

(258) 上端 に 2ケ 所、中央 に 1ケ 所の穿孔有 り。 滑らか 板 目 V

部 材 部 材 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

(25 2) 15 上部欠損。下端 は片側か ら斜めに削 り、細 く
成形。

やや粗 し 板 目 V

音Б本オ きБ材 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-4

135 ユ.4 厚 手 の板 の上部 の片側 面 に切 り欠 きを入 れ
る。 滑 らか 若反目 V

音Б材 部 材 3R3001 南 区

(磁 -1)
一
Ⅳ

６

Ｆ

一　

一

∝

δ

Ｂ
(70) (2 1)

上端 に三角形 の切 り込み を連続 して 2回 入れ
る。下部欠損。

や や滑 らか 板 目 V

部 材 旨Бルす SR3001 南区
(04-1)

一
Ⅳ

３

Ｆ

二

∝

δ

Ｆ
6) 10 1 1 断面六角形。穿孔有 り。木釘が残存す る。 滑 らか 辺 材 V

部 材 旨Бれ} 3R3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

(23 9)
上端 に三角形の切 り込み を連続 して 2回入れ
る。下都欠損。琴の可能性有 り。

滑 らか 灰 目 V

杭 杭 3R300ユ
南区

(04-1)

Loc F― ユ
δ一Ⅳ
E-4

41 0 16 16 忘持 ち材の下端 を斜めに削 って尖 らせ る。 や や粗 ▼ 志持 ち材 V
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杭 杭 SR3C101
南 区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
C-20

(34.2) 13 12 下端 を周囲か ら丁寧 に肖」つて鋭 く尖 らせ る。 やや粗 ψ 辺 材

工 具 木 釘 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
E-3

1.6 13 全面 を丁寧 に削 り、下端 はやや尖 らせ る。 滑 らか 辺 材 Ⅵ

2349 農 具 木 錘 SR8001 南区
(∝ -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-3

(168) 64 6.ユ 中央 に向かって丁寧 に削 り、 くびれを成形。 やや滑 らか 芯持 ち材 Ⅵ

農 具 木 錘 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
E-3

(66) 35 (33) 四面 か ら斜 め に削 りくびれ を成形。下 部 欠
慣。

やや粗い 芯持 ち材 Ⅵ

2351 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-1

(13.9) (44)
華皮結 合用小 孔 1ケ 所 残 存。復 元 径 =16t

やや滑 らか
合
型

結
Ｅ

皮
物

樺
曲
式

板 目 Ⅵ

2352 容 器
円形 曲物底
板か

SR3001
南 区

(04-1)

Loc F-1
5-Ш
D-20

(43 8) (55) 1_1
眸皮結 合用 小 孔 lヶ 所。補 修 用 孔 2ケ 所残
存。側板用段差有 り。 曲物底板の一部。

やや滑 らか

倫
理

結
Ｃ

度
物

酵
由
寸

板 目 Ⅵ

2353 文房 具 ガヽオし 】R3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
E-3

04
上端 に切 り欠 き有 り。下端の両側面 を斜め t

削つて尖 らせた ものか。
i骨 らか 付 札 形 板 目 Ⅵ

2354 文房具 】くオL SR300ユ
南区

(04-1)

Loc F一 〕
δ―Ⅳ
F-2

(2.3) 上部 に穿孔 有 り。下 部 欠損 。 滑らか 板 目 Ⅵ

235〔 祭祀 具 人 形 SR3001
南区

(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
E-5

上端 は四方か ら削 つて尖 らせ る。 目 鼻  口
を彫 り込 んで表現。首 を細 く削 る。

滑らか 円筒状人
形

芯持 ち材 Ⅵ

祭祀具 人 形 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-5

(25 0) 35 芯持 ち材 に粗 く目 鼻 口を浅 く削 る。全体
に欠損 摩耗が多い。村皮残存。

米&▼
円筒状 人

形
芯持 ち材 Ⅵ

祭祀具 舟形 SR3C101
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-3

(149) 32
2ケ 所 に到 り込み を入れて屋形部 を成形。厘
形船型。平底。

粗 ヽ A2類 芯持 ち材 Ⅵ

祭祀 具 好 形
南 区

(磁 -1)

LocF-1
δ一Ⅳ
F-2

(119)
船盲側か ら削 つて屋形部 を成形。側面 を削 つ

や や滑 らか A2類 芯持 ち材 Ⅵ

底 。

祭祀具 舟 形 SR3001 南 区
(飩 -1)

Loc F-1
5-Ⅳ
C-1

(108) 3 1 23
到 り込 み に よつて屋 形部 を成形 。側 面 を削 つ

て 船 首 を細 く成 形 。大 部 分 が 久 損 。屋 形 船

形 。平底 。

や や粗 し A2類 辺材
ツブラ
ジイ

Ⅵ

236C 祭祀具 斎 串 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-1

2.1 台形状 を呈す る。 やや滑らか AI型 式 柾 目 Ⅵ

2361 祭祀 具 斎 串 SR3001 駆］
Loc F-1

δ―Ⅳ
E-2

(88) 04
上端は片側からの削 りで尖らせる。下部欠
す員。

やや粗| AI型 式 板 目 Ⅵ

2362 祭祀 臭 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-2

(71) 15
上 部 欠損。下端 は片側 か らの削 りで尖 らせ
る。

や や粗 | A型式 柾 目 Ⅵ

2363 祭祀 具 斎 串 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-4

(60) 03 圭頭状 。 やや粗 ψ I型式 柾 目 Ⅵ

2364 祭祀 具 斎 串 SR3001 南 区
(磁 -1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
F-3

133 03 切 り込 み :左右 両側 上 部 に上 か ら各 1回。 やや滑 らか 〕Ⅱ型式 板 目 Ⅵ

236〔 終祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

bcF-1
δ一Ⅳ
F-1

2 7
切 り込み :左側上部 に上か ら2回。右側上部
に上か ら 1回。

滑 らか ,Ш 型式 本反目 Ⅵ

236て 祭祀 具 斎 串 SR300〕
南 区

(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-1

165 切 り込み :左側上部 に上か ら 1回。右側上部
に上か ら 2回。

や や粗 し DⅢ 型式 柾 目 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR300ユ
南 区

(lJ4-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-1

13 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 滑 らか 3Ⅲ 型式 板 日 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
F-4

12 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 やや滑 らか εⅢ型式 阪 目 Ⅵ

祭祀 具 斎 串 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
F-4

17
切 り込み :左側上部に上から1回。右側欠
損。下端に恒かな反り。

や や滑 らか εⅢ型式 阪 目 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001 南 区

(図 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

(125) 13 0.3
りよみ :芹 lgr i認 に Lか ら 2同ハ宥倒1上部

や や粗 ▼ εⅢ型式 柾 目 Ⅵ
こ上 か ら 1回 。

2371 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

(103)
切 り込み :左側上部に上から1回。右側上部
に上から2回。

やや狙� Cm型 式 板 目 Ⅵ

2372 祭祀 具 斎 串 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
F-4

(70) 1_6 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 や や粗 い CⅢ 型式 柾 目 Ⅵ

2373 祭祀 具 斎 申 SR3001 南 区
(磁 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-5

(182) 18 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 やや滑 らか CⅢ型式 板 目 Ⅵ

2374 祭祀 具 斎 串 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
F-4

14_3 15 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回 。 やや粗彰 CШ 型式 板 目 Ⅵ

2375 祭祀 具 斎 串 SR3001 南 区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-3

(152)
切 り込 み :左側 上 部 に上 か ら 1回。右側 欠

損。
やや滑 らか CⅢ 型式 本反目 Ⅵ

2376 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

(123) 17
切 り込み :左側上部 に上か ら 2回 。右側上著l

に上か ら 3回。
やや滑 らか E型式 板 目 Ⅵ
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2377 美祀具 舜 串 SR300ユ
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

(123) 17 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 2回。 やや粗 い εⅢ型式 灰 目 Ⅵ

2378 終祀具 斎 串 SR300ユ
南 区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-4

(79) 13 切 り込み !左側上部 に上か ら 1回。右側上部
に上か ら 2回。

やや粗 い εⅢ型式 lI目 Ⅵ

姿祀具 斎 串 SR3001 南 区

(04-1)

Loc F-1
δ―hr

F-4
(6.0) 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 滑らか 3Ⅲ 型式 阪 目 Ⅵ

238( 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― 〕
δ一Ⅳ
F-4

(13.9)
切 り込み :左側 中央 に下か ら 1回。右側上言

「

に下か ら 1回 。
滑らか 3Ⅱ 型式 涙 目 Ⅵ

2381 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
F-1

(164)
切 り込み :左側上部 に上か ら 2回。右側上言

「

に上か ら 3回、中央 に下か ら 1回。
やや粗し 3V型式 反 目 Ⅵ

2382 祭祀具 斎 串 SR300〕
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

(95) (1 上部欠損。下端 を鋭 く尖 らせ る。 滑らか D型式 反 目 Ⅵ

2383 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

(107) 上部欠損。下端 を鋭 く尖 らせる。 や や粗 ▼ D型式 板 目 Ⅵ

2384 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

(110) 15 上部欠損。下端 を鋭 く尖 らせる。 や や滑 らか ∋型式 板 目 Ⅵ

2385 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

(11 2) 2.2 上部欠損。下端 を鋭 く尖 らせる。 やや滑 らか D型式 板 目 Ⅵ

2386 祭祀具 斎 串 SR3001 南区

(髄 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

(26 1) 上部欠損。下端 を鋭 く尖 らせる。 やや粗 し 3型式 板 目 Ⅵ

2387 祭祀具 斎 串 SR3001 南 区

(髄 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

(183) 上部欠損。下端 を鋭 く尖 らせ る。 滑 らか 〕型式 柾 目 Ⅵ

祭祀具 斎串 SR3001 南区
(04-D

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-1

(145) 上部欠損。下端 を鋭 く尖 らせ る。 やや粗▼ ε型式 柾 目 Ⅵ

2389 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-4

(137) 上部欠損。下端 を鋭 く尖 らせ る。 やや滑 らか D型式 板 目 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-5

(105) 04 上部欠損。下端 を鋭 く尖 らせ る。 滑らか D型式 板 目 14

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(C14-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-2

(404) 11 厚手の板の上端 を 4面か ら斜めに削 る。下部
欠損。

やや粗セ DI型 式 柾 目 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-2

(9.6) 17 05 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 滑らか DⅢ 型式 板 目 lI

祭祀具 斎 串 SR3001 南 区
(似 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-5

(13.3)
切 り込み :左側 に上か ら12回 。右側 に上か ら
14回 。

やや粗 V DI型 式 板 目 lI

2394 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(l14-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-3

(108)
切 り込み :左側上部 に上か ら 9回 、下か ら6
回。 中央部 に上か ら 1回 、下か ら 1回。右側
上部に上か ら 9回、下か ら 9回 。下部久損。

やや滑 らか DV型 式 柾 目 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
D-1

(116) 上部欠損。下端 を鋭 く尖 らせ る。 やや粗し D型式 板 目 Ⅵ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
E-5

(178)
上部欠損。下端 は片側 か ら削 つて尖 らせ る。
下端 に下か ら 6回 の切 り込み有 り。

滑 らか D型式 板 目 Ⅵ

2397 用途不明 不 明 S肥001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-1

上部 に釘孔有 り。下端 は三角形 の切 り込 みが
連続 して 3回。

滑らか 柾 目 Ⅵ

用途不 明 不 明 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-1

l11 (08) 上端 に穿孔有 り。 rHら か 芯持 ち材 Ⅵ

晨 具 木錘 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-5

170 (66) 中央部 を丁寧 に削 って くびれ を成形。 滑 らか 志持 ち材 Ⅷ

容器
楕円形 山物
底板

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-4

(505) (213) 10 底板の周囲を削つて段差をつける。樺皮結合
紐 3ヶ 所残存。側板支え板残存。

やや粗ψ
合
型

結
Ｄ

皮
物

降
曲
＃

板 目 Ⅷ

240遷 容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-1)

一
Ⅳ
５

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ
Ｃ

138 (7.3)

側板 による円周状 の圧痕有 り。側面 に釘孔 1

ケ所残存。復 元径 =13 8cm。 両面 に使 用 痕
有 り。

やや滑 らか
曲
式

合
型

結

Ｆ

釘
物 板 目 hul

祭祀 具 斎 串 SR3001 南区
(04-1)

一
Ⅳ

３

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ

Ｆ
(168) 上部欠損。下端 を鋭 く尖 らせ る。 やや粗� 〕型式 板 目 Ⅷ

発髯fE歩肇 舟 形 SR3001 南区
(04-1)

一
Ⅳ
３

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ
Ｆ

176 3.1 船首 船尾両側か らの削 りによって屋形部 を
成形。側面 に も削 り有 り。屋形船形。九底。

やや粗ψ A2類 辺材 Ⅷ

抗 杭 SR3001 南区
(04-1)

117 62
上端 は前面か ら斜 めに削 って成形。下部 は周
囲 よ り削 つて尖 らせ る。

やや滑 らか 芯持 ち材 Ⅷ

杭 杭 SR3001 南区
(04-1)

一
Ⅳ

３

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ

Ｃ
(l13) 上部欠損。下部 は両側か ら削 って尖 らせ る。 やや粗し 志持 ち材 Ⅷ
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載
号

掲
番

分類 名 称
土

構

出

遺 調査区

出土地点
法量
L

濯
Ｗ

法量

H 特 徴 表面の状態 型 式 木取 村種

射

●

一
へ

冨
日

用途不 明 不 明 SR3001 南区
(04-1)

57 07 上下両端は四方か ら削 つて尖 らせ る。前面 t

溝 を付 ける。木錘か。
滑らか 辺材

熟 17 容器
円形 曲物蓋

板
SR3001 南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

14 5 (42) 09 中心 に穿孔の痕跡有 り。樺度結合用小孔 1ケ
所。復元径 =14 4cm。

滑 らか
結合方法
不明曲物

布反目

ライ1 容 器
方形 曲物底
板

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-4

(303) (120) 樺皮結合祉 2ケ 所残存。内面 に刃物傷多数。 やや粗ψ
合
型

結

Ｅ

度
物

陣
曲
式

板 目

2424 工 具 有 顕棒
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(133) 24 22 上端 を削 り残 して頭部 を成形 。横 槌 か。 やや滑 らカ 芯持 ち材

工 具 箆 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

25 07 上端の左右両側 に小 さな切 り欠 きを入れる c

下端 は左右両側か ら削 つてやや細 く成形。
滑らか 柾 目

容 器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(07-1)

Loc F― ユ
δ一Ⅳ
A-12

28 8 12 釘孔大 3ケ 所 、小 3ケ 所の計 6ケ 所残存。復
元径 =41 4cm。

やや粗 し
曲
式

合

型
結

Ｆ

釘
物 板 目

容器
円形 曲物底
板

SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

132 132 06 釘孔 4ケ 所。 うち 3ケ 所 に木釘が残存。全面
に漆 を塗布。

やや粗 ヽ
曲
式

合
型

結

Ｆ

釘
物 板 目

食事具 杓子 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
A-12

27 4 06 身部 は隅九長方形。柄部 はやや細 く削 る。 やや粗ヽ 3型式 板 目

文房 具 木 札 SR300ユ
南区

(07-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
A-12

(110) 24 11 上端の左右両側 に切 り欠 き有 り。 やや滑 ら力 寸本し型 辺材

争Lル| 部材 SR3001 南区
(07-1)

Loc F―
δ―Ⅳ
A-12

ユ

(67) 08
上端 は緩やかに削 り山形 に成形。右側面 はや
や細 く削る。

やや粗ヽ 柾 目

2437 子Бt/1 部材 SR3001 南区
(07-1)

Lcc F―
δ―Ⅳ
A-12

ユ

94
上端の左右両側 に切 り欠 き有 り。下部 は厚み
を残 し、側面形 は L字状 を呈す る。

やや粗セ 辺材

雫祀具 刀罷 SR3001 南区
(07-1)

Loc F―
δ―Ⅳ
A-12

1

(279) 07
上部欠損。下部 は緩 やか に削 つて東部 を成
形。刃部は面取 りして断面楕円形。東部 は lT

面長方形。
滑らか A型式 布反目

祭祀具 剣 形 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(235) 17 07 両面 を丁寧 に削 り、面取 りして刃部 を成形。
中央部 に刃物 による傷有 り。

やや粗ヽ 布反目 Ⅲ

祭祀具 刀形 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ

A-12東
(72) 06

上端 は斜 め に削 つて切 つ先 を成形。下部 欠
損。

やや滑 らか 柾 目 Ⅲ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(07-1)

Loc F―
δ―Ⅳ
A-12

1

(89) 02 上端 は斜めに削 つて尖 らせ る。線状 の暑痕有
り。

やや滑 らカ A型式
'阪

目 Ⅲ

農具 鍬 先 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-11

115 12 12
丁寧 に削 つて下端 を尖 らせ る。正面は摩減。
上端 に木釘残存。

やや滑 らカ 辺材 Ⅳ

2448 恨飾具 檜 扇 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A― H

(75) 1 1 03 下端部は九 く成形。要孔有 り。 滑 らか AI型式 柾 目 Ⅳ

2449 暖飾 具 檜 扇 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

319 04
上下の板のみ外面の角を削つて面取 りを施
す。要孔残存。骨 4枚完形。

i骨 らか AI型 式 板 目 Ⅳ

恨飾具 櫛 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

43 (56) 08 刻歯式横櫛。歯 =46本残存。 滑らか AI型 式 板 目 Ⅳ

245] 容器
方形 曲物底
板

SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

190 8] 06 側面 に釘孔 2ヶ 所残存。 やや i骨 らか
曲
式

合
型

結

Ｆ

釘
物 板 目 Ⅳ

2452 祭祀具 人形 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-11
(152) 25

上下欠損。 目を小 さく彫 り込 んで表現。鼻の

位置 に節力湘己される。
やや粗 彰 円筒状人

形
芯持 ち材 Ⅳ

祭祀具 人形 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A― H

332 17
目 鼻  口を浅 く彫 り込 んで表現。下端 は斜
めに削 つて尖 らせ る。

やや滑 らか
円筒状人
形

芯持 ち材 Ⅳ

2454 祭TE具 人形 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(32 9) 34 目を小 さ く彫 り込 んで表現。 やや滑 らか
円筒状人
形

芯持 ち材 Ⅳ

2455 祭祀具 人形 SR3001 南区
(07-1)

Loc F― ユ
δ一Ⅳ
A― H

(34 5) 05 頭部 肩 手 足 を切 り込 んで成形。右手 と

両足 は欠損。
i骨 らか

正面全身
人形

オ夏目 Ⅳ

2466 祭祀具 棒状祭祀具 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(15 5) 05 断面多角形。上端 は 2方向か ら、下端 は緩や
かに削 って尖 らせ る。

やや粗 V 辺材 Ⅳ

2457 祭祀具 棒状祭祀具 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(183) 07 05
上端 は斜めに削る。下端欠損。全体的 に丁寧
に削 って成形。

i骨 らか 辺材 Ⅳ

祭祀具 棒状 祭祀 具 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
A-11

07
上端は斜めに削る。下端は多方向から削つて
尖らせる。

i骨 らか 辺材 Ⅳ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
A-12

04 上下両端 とも斜めに削 つて鋭 く尖 らせ る。 i骨 らか 板 目 Ⅳ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
A-12

(60 3) 1 1
lkl面 長 方形。上 端 か ら縦 に切 り込 み を入れ
る。下端 は鋭 く尖 らせ る。

やや粗 ψ 辺 材 Ⅳ
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当
郵

口
巧

旧

肇 分類 名称
土
構

出
遺

調査区

出土地点

濯
Ｌ

濯
Ｗ

濯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型式 木取 村種
大別

層位

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(07-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(93) 30
切り込み :左側上部に上から5回。右側上部
に上から8回。

粗 し BⅡ 型式 ? 灰目 Ⅳ

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(07-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(218) 08
上端は前後から削って山形に成形。下部欠
損。

滑らか DI型式 駈 目 Ⅳ

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(302) 11 上部欠損。下端 を鋭 く尖 らせ る。 滑らか 3型式 腹目 Ⅳ

祭祀具 斎 串 SR300]
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

357 19
切り込み :左側上部に上から7回 、中央に下
から4回。右側上部に上から6回 、中央に下
から5回。

1骨 らか 3V型 式 板 目 Ⅳ

農具 木錘 SR3001 南区
(07-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
A-12

(9,4) 50
上端 は削 りによって中心 をやや尖 らせ る。中
央は綱 く削 つて くびれ を成形す るも、下部欠
損。全体 に摩減。

や や粗 し 芯持ち材 V

恨飾具 檜 扇 SR3001 南区
(07-1)

LOc F-1
δ一Ⅳ
A-12

上部の左側に浅い切り欠き有り。右側にも痕
跡有り。要孔残存。 1骨 らか AI型 式 柾 目 V

容器
円形曲物底
板

SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
A-12

07 樺度結合/F■ lケ 所残存。復元径=22 0cm。 1骨 らか
樺皮結合
曲物E型
式

柾 目 V

2482 杏器
方形 曲物底
板

南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ

A-12T― ■
715 10 倖皮結合紐 1ケ 所残存。内外共に刃物傷多数

有り。
やや粗 ヽ

樟皮結合
曲物E型
☆

板 目 V

文房具 木札 SR3001 南区
(07-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
A-12

(183)
上部のくびれ部分に線状の圧痕有り。
削って幅を半分に成形。上部に穿孔 2

存。

は
残

部

所
下

ケ i骨 らか 板 目 V

祭祀具 剣 形 SR3001 南区
(07-1)

LOc F-1
6-Ⅳ
A一 H

172 04
上部は面取りによって刃部を成形。下部は細
く削ってllT面 多角形。

i骨 らか 柾 目 V

祭祀具 人形 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(168) 14
上端は四方から削つて尖らせる。目 鼻 口
を小さな彫 り込みで表現。下部欠損。

滑らか 円筒状人
形

芯持 ち材 V

祭祀具 人形 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

43 4 22
目 鼻 頬 口を浅く削つて表現。鼻 頬
顎は下から上へ削つている。樹皮残存。下端
部は削って尖らせる。

やや滑 らカ
円筒状人

形
芯持ち材 V

祭祀具 人 形 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-11

(430) 31
上端は四方から斜めに削つて尖らせる。目
口を浅く彫り込んで表現。下部欠損。

滑らか 円筒状人
形

芯持ち材 V

祭祀具 舟形 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(166)
2ヶ 所に深い今」り込みを入れて屋形部を成
形。船尾欠損。屋形船形。九底。

滑らか A2類 芯持ち材 V

祭祀具 斎串 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A― H

53 19 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回 。 やや粗ヽ
A orB Ⅲ
型式

lFk目 V

祭祀具 斎串 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

112 02 台形】大を呈す る。 やや滑 らか A型式 柾 目 V

2491 祭祀具 斎串
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

07 06
上端は斜めに削る。下端は削って鋭く尖らせ
る。

やや粗 � DⅢ 型式 辺材 V

2492 祭祀具 斎串 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(335) 11 09
上端は左右両側から削つて尖らせる。下部は
細く削つて角を落し、断面円形に成形。

滑らか DI型 試 板 目 V

祭祀具 人形か SR3001
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(320) 44 薄く割つた九木の上端を削り、左右両側に切
り欠きを入れる。樹皮多く残存。

やや滑らか 立体人形 芯持ち材 V

2494 都材 華巻棒 SR3001
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-11

49 ll
1本の棒を縦に5分割し、樺皮組で束ねる。
巻きはじめ 巻き終わりは木に切れ込みを入
れ、樺度組をはさんで留める。

や や粗 い 辺材 V

249[ 虎 SR3001
南区

(07-1)

しoc F-1
6-Ⅳ
A-11

17 15
上端は周囲より削って丸く成形。下端は四方
から削って尖らせる。下部の 2ケ 所に焦げ有
り。

やや滑 らか 辺材 V

249( 雑具 諄木 SR300] 南区
(07-1)

Loc F― 〕
δ―Ⅳ
A-12

141 04
上端は前後から削り山形に成形。下端は薄く
削る。

i骨 らか 板 目 V

250( 祭祀具 斎 串
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

31 7 19 03 切り込み :右側上部に上から1回。 やや粗し Ⅱ型式 板 目 Ⅵ

祭祀具 人形 3R300]
南区

(07-1) (28 7) 19
上端は細かな削 りで僅かに尖らせる。目
口 顎をi莞 く彫り込んで表現。

やや粗し 円筒状 人

形
芯持ち材 Ⅷ

祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(164) 19 切り込み :左右両側上部に上から各 1回。 i骨 らか εⅢ型式 板 目

工具 柄 3R3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-12
139 (17)

茎孔部分は全て炭化。上部に刃部を固定した
痕跡有り。上下端ともに摩減している。

やや粗し 辺材 Ⅲ

服飾具 櫛 3R300]
南区

(98-1)

Loc F― 〕

γ
~Ⅳ

T-15
38 (95) 1 1

刻歯式横櫛。歯=64本残存。残存部分に歯の
欠損多数。 滑らか AI型 式 板 目 Ⅲ

2520 容器
円形曲物底
板 SR300ユ

南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
106 (60) 復元径=10 6cm。 粗 ヽ 結合方法

不明曲物
柾 目 Ⅲ
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載
号

掲
番

分類 名称
出土

遺構
調査区

出土地点
法量
L

灌
Ｗ

法量

H 特 徴 表面の状態 型 式 木取 樹種
別

位

大

層

祭祀具 陽物形 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-14
15 表面上端は亀頭形に成形。下端は削って角を

落し、九みを帯びる。
やや i骨 らか 芯持 ち材 Ⅲ

2532 農具 馬鍬 SR300ユ
南区

(98-1)

Loc F― ]

γ
~Ⅳ

T-16
229 15 17 摩耗のため全体的に九みを帝びる。 滑らカ 板 目 Ⅳ

防織具 織機 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
(316) 10

上下両端の左右両側に切 り欠き有り。裏面は
平坦、表面は摩減。

粗 し 板 目 Ⅳ

253イ 〕R飾具 櫛 3R3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13 1
41 (57) 10 刻歯式横櫛。歯=48本残存。 滑らか AⅡ 型式 阪目 Ⅳ

容器
円形 曲物底

板
SR3001

南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
125 (80)

樺皮結合用孔 1ケ 所残存。全体に痛んで�
る。復元径=12 4cm。

やや粗 ラ
樺皮結合
曲物E型
式

阪目 Ⅳ

容 器
円形 曲物底

板
SR3001

南区
(98-1)

F― l

γ
~Ⅳ

T-16
(H2) (82) 07 側面に木釘 1ケ 所残存。復元径=11 2cm。 やや滑 らか

釘結合 曲

物F型式
柾 目 Ⅳ

祭TE具 鋸歯付剣形 SR3001 南区
(98-1)

F― 1

γ
~Ⅳ

T-16
(61) (27)

上下を欠損しているが、剣形の側面を鋸歯状
に刻んだもの。

やや滑 らか 板 目 Ⅳ

祭祀具 馬形 SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
07 板 を切 り込 んで首 を表現。 やや粗し AI型式 柾 目 Ⅳ

祭祀具 鳥形 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
88 15

全体に摩減している。厚手の板を削り、頭部
と体部を表現。

やや粗い A型式 板 目 Ⅳ

祭祀具 人形 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

S-13
(216)

枝を切り落とした芯持ち材に目 口を浅い彫
り込みで表現。下郡欠損。湾曲している。

粗し 円筒状 人
形

芯持 ち材 Ⅳ

2541 祭祀具 人形
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T― ?

142 lユ ll
目 鼻 口を浅く彫 り込んで表現。上下端部
は欠損。

滑らか 円筒状人

形
芯持 ち材 Ⅳ

2542 祭祀具 棒状祭所E具 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
(20 9) 06 上下端を斜めに削る。断面多角形。 骨らか 辺材 Ⅳ

2543 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

S-13
(30 4) 27

切り込み :左側上部に上から10回 、中央に下
から6回 、下部に上から7回 。右側上部に上
から9回 、中央に下から9回 、下部に上から
5回。

やや粗ψ CV型 式 板 目 Ⅳ

2544 雑 具 火付棒
南区

(98-1)

Loc F―

γ
~Ⅳ

T-14

1

24 17
上端部は削りによって尖らせる。中央に長軸
に対 して斜めに削つてホブを成形。一部炭
化。部材を火付け棒に転用したもの。

やや滑 らか オ反目 Ⅳ

2545 部材 部材
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
(72) 18 一端を削つて綱 く成形。中央に穿孔有り。 粗 し オ反目 Ⅳ

2546 部羽 部材 SR3001
南区

(98-1)
(59)

上部は削りによって面取りを施し、下部は粗
い削りでホゾを成形。栓の可能性有り。

i骨 らカ 辺材 Ⅳ

2547 用途不明 不 明 3R3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

S-13
(91)

上部を丸く成形し、中央に穿孔。木釘が残存
する。下部は欠損するが、上部と同様の形状
であったと思われる。自在に類似 したもの
か。

粗 ヽ オ反目 Ⅳ

2望 [ 用途不明 不 明 SR300]
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-14
10 07 前面 を削 つて頭部 を成形。 滑らか 辺 材 Ⅳ

紡織具 哉機 SR3001
南区

(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
(159) 4 1 12

上部に切り欠き有り。下部欠損。穿子し4ケ 所
有り。

粗 し 板 目 Ⅳ

255C 祭祀具 場物形 SR3001
南区

(98-1)
(115) 21 20 芯持ち材の一端を削り、頭部を成形。2521と

類似したものか。
や年粗い 芯持 ち材 Ⅳ

服飾呉 櫛 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

S-14
(25) 09 刻歯式横櫛。歯=22本残存。 やや粗い 不 明 板 目 Ⅳ

食事具 箸 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(143) 05 断面円形に削り、下端をやや細く成形。 やや粗い 辺材 Ⅳ

255ε 容 器
円形 曲物底

板
SR3001 南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
145 06 釘孔4ケ 所。うち 1ケ 所に木釘残存。 粗立

山
式

合

型

結

Ｆ

釘

物
II目 Ⅳ

25M 容 器
円形 曲物底

板
SR3001 南区

(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
15 4

釘孔 3ケ 所。うち1ケ 所に木釘残存。内面に
漆を塗布。復元径=14 7cm。

やや粗し
曲
式

合

型

結

Ｆ

釘

物 柾 目 Ⅳ

2555 容 器 柄 杓 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16

部

お
長

Ю

曲

１０
柄
“

山部
133
柄幅
09

一局
お
厚
ィ

器
俗
柄
０

柄の先端部の一部残存。柄が貫通していたと
思われる痕跡有り。底板に釘孔 5ケ 所残存。
側板同士の結束部分残存。倒板の内側には垂
直方向と斜め方向の罫引線有り。

粗 �
曲

式

合

型

結

Ｆ

釘
物

側板底板

柾 目

柄 板 目

Ⅳ

2556 祭祀具 貪」形
南区

(98-1)
23 1 09 上部を削って、やや薄く刃部を成形。 滑 らか オ反日 Ⅳ

2557 祭TB具 剣 形 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
21 4

上部を削つて刃部を成形。先端は貪J先状に尖
らせる。東部は細い。

滑らか 板 目 Ⅳ
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載

号

掲

番
分類 名称

土

構

出

遺 調査区

出土地点

涯
Ｌ

法量
W 濯

Ｈ
特 徴 表面の状態 型式 木 取 樹種

別
位

大
層

2558 祭TE具 人形 3R3001
南区

(98-1)

LOc F― ]

γ
~Ⅳ

T-15
38 7

上端は平坦。目 口を小さく彫 り込んで表
現。下端は斜めに削って杭状に成形。

イ母らカ
円筒

'伏
人

形 志持ち材 Ⅳ

255( 余祀具 人形 3R3001
南区

(98-1)

Loc F― ]

γ
~Ⅳ
S-14

(29) 14 顔の一部のみ残存、目 口を小さな彫 り込み
で表現。

滑らカ 円筒状人
形

芯持 ち材 Ⅳ

256( 祭祀具 人形 3R300ユ
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

S-14
(53) 10 l l

顔の一部のみ残存。目 鼻 口を小さく同夕り
込んで表現。

ややIEし
円筒状人
形

芯持 ち材 Ⅳ

2561 祭祀具 舟形 3R300]
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(76) 15 11 内部を今」り込んで船体を薄く成形。九木舟

形。平底。
ややl■し Al類 柾 目 Ⅳ

2562 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(98-1)

Loc F一 ]

γ
~Ⅳ

T-15
(324)

片面に多数の削り痕有り。切り込み :左右顧
倒上部に上から各2回 。

滑らか E型 式 恢 目 Ⅳ

256〔 祭祀具 斎串 3R3001
南区

(98-1)

Loc F― ]

γ
~Ⅳ

T-15
29 1

切り込み :左側上部に上から10回 、下から2

回。右側上部に上から9回 、下から4回。
やや滑 らか 3V型 式 板 目 Ⅳ

2564 祭祀具 斎串 SR300]
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-14
(577) 18 08

上部久損。下端 は両側か ら削 つて尖 らせ る。

表裏 は割 つた ままで整形 していない。左右は

肖Uり 。
IIl立 3型式 柾 目 Ⅳ

256〔 部材 ξБ材 SR3001
南区

(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-14
(12) (1 辺材を丁寧に削り、両端に太い部分を成形。 1骨 らか 辺材 Ⅳ

256て 紡織具 防輪 SR3001
南区

(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
76 7.1 16 中央に厚みをもたせるように、表裏両面の縁

辺を削る。中心に穿孔有り。
,骨 らか 板 目 Ⅳ

256「 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
109 上下両端斜めに切り落とし、平行四辺形状を

呈する。両面に線状の墨痕有り。
やや粗い AI型式 柾 目 Ⅳ

256[ 祭祀具 斎 串 3R3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
(106) 03 切り込み :左右両側上部に上から各 1回。 やや粗い εⅢ型式 板 目 Ⅳ

2569 祭祀具 斎串 SR3001
南区

(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
110 19 02

上下両端を斜めに切り落とし、台形状を呈す
る。右側上部に切り欠き有り。

粗 し AⅥ 型式 柾 目 Ⅳ

2682 工具 有頭棒 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
1 4 16 辺材の一端を削 り頭部を成形。断面は多角

形。2521、 2550と 類似したものか。
や や滑 らか 辺 羽 Ⅶ

2683 旦
（

硝辰 泥除 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
117 13 表面に多数の削り痕有り。中央に穿孔有り。

木釘が残存。
やや滑 らか Ⅱ式 板 目 Ⅶ

2684 農 具 来柄 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
(166) 16 装着孔の上下の柄の周囲に刃物による傷有

り。穴の大きさを計つて印を付けた痕か。
i骨 らか 板 目 Ⅶ

容器
円形 曲物狽

板底板
SR3001 南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-12
(191) (196)

一島
お

器

３

底板に梓度結合紐 1ケ 所残存。狽1板 同士の結
合痕残存するが状態は悪い。結合紐残存。底
板復元径=20 4cm。 底板 H=0 8cm。 倒板
径=19 0cm。

l■ し

合

型

結

Ｅ

皮

物

樺

曲

式

底板柾 目

側板板 目
Ⅶ

容 器
円形 曲物底

板
SR3001 南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
(178) (68) 06

側板による円周状の圧痕有り。樺皮結合l■ 2

ケ所残存。全体的に摩耗している。復元径=
18 0cm。

粗 乾

合
型

結

Ｅ

皮
物

樺
曲

式
板 目 Ⅶ

容 器
円形 曲物広

板
SR3001 南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
(79) 09 釘孔 4ケ 所残存。復元径 =16 6cm。 やや粗し 釘結合 曲

物F型式
板 目 Ⅷ

容 器
円形曲物蓋
板

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-12
(64) 08

やや厚みのある板を九く削つて成形。中央部
に穿孔有り。復元径=9 4cm。

やや滑 らか 板 目 Ⅶ

遊賊具 琴 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
(216) 07 上部 に 4孔の集弦孔有 り。下部欠損。 1骨 らか 柾 目 Ⅶ

祭祀具 人 形 SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-14
(447)

上瑞は平坦。眉 目 鼻 (欠損)国 を彫 り
込んで表現。下端は斜めに削る。

滑らか 円筒状人
形

芯持 ち羽 Ⅶ

2691 祭祀具 人 形 SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-14
(459) 18 15

上端 は前後か ら削 つて尖 らせ る。下端 は鋭 く

尖 らせ る。 日 回 首 を浅い彫 り込みにより

表現。

滑らか 円筒状人
形

芯持ち羽 Ⅶ

2692 祭祀具 人形 SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
1) 23

口
鋭や

鼻

や

目
端

ｏ
下

る
　
ｏ

せ

現

ら
表

小大
て

て

て
つ
当

削

を
ら

刃

か
も

ｏ

方

度

る

四
何

せ

は
く

ら

端

浅

尖

上

は
く

滑らか 円筒状 人

形
芯持ち材 Ⅶ

269C 祭lB具 人 形 SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
(29 8)
(37)

25
上部は削りにより整形。目は細く彫り込み、
日 頬 首は浅く削つて表現。

粗 ヤ
円筒状 人

形
芯持 ち材 Ⅶ

269J 祭祀具 人形 SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-14
18 17 目 昇  口を小 さな彫 り込みで表現。下端は

やや尖 らせ る。
粗 し

円筒状 人

形
芯持 ち材 lll

祭祀呉 人形 SR3001
南区

(98-1)

LOc F― ユ

γ
~Ⅳ

T-13

(52)
(133)
(102)

19 全体に久損し、磨減が激しい。日のみ残存。 やや粗し 円筒状人

形
芯持 ち材 Ⅶ

祭祀具 人形 SR3001
南区

(98-1)

LOc F― ユ

γ
~Ⅳ

T-17
(185) 21 16

上端は前面から後頭部にかけて鋭く削る。
目 鼻 国 首を小さく彫り込んで整形。下
部欠損。

やや滑 らか
円筒状人

形
芯持 ち材 Ⅷ

祭祀具 人 形 SR3001 南区
(98-1)

Loc F― ユ
Ⅳ

‐４Ｆ
Ｔ．

(166) 14 12
上端 は左右か ら削 って尖 らせる。 目 口を小
さ く彫 り込 んで表現。村皮残存。

やや粗ヽ 円筒状人

形
芯持ち羽 Ⅶ
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載

号

掲

番 分類 名称
土
構

出
遺

調査区

出土地 点

遅
Ｌ

濯
Ｗ

濯
Ｈ

特 徴 表面の状態 型 式 木 取 樹種
別
位

大
層

祭祀具 人形 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
21 19

を

蕩

首

表
口
き大

目
を

ｏ
国

る

に

せ

特

尖

が
て

る
つ
せ

削

ら
く
尖

か

て

細

つ

を
削

ｏ

端
く

る

上
浅
す

粗 しヽ 円筒状人
形

芯持 ち材 Ⅷ

2699 祭祀具 人形 SR3001
南 区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
(73) 20 2698と 類似す る。下部の大部分 を欠損。 やや粗▼ 円筒状 人

形
芯持 ち羽 Ⅷ

270C 祭祀具 人形 SR3001 南 区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(72) 22 小 さ く彫 り込 んで 目 口を表現。下部の大酎

分 を欠損。
粗 ヤ

円筒状人
形

芯持 ち材 Ⅶ

2mЭ l 祭祀具 人形 SR3001
南区

(98-1)

Loc F― ]

γ
~Ⅳ

T-15
(75)

上端 を丸 く削 り、左右 に切 り欠 きを入れて頭
部 を成形。下部欠損。

やや滑 らか
正面全身
人形

板 目 Ⅷ

2紹Э鬱祭祀具 場物形 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
(100) 17

上部 を亀頭状 に成形。上部裏面 に縦の溝 を入
れる。樹皮残存。

や や滑 らか 芯持 ち材 Ⅶ

27∈ 祭祀具 舟形 SR300]
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
197 41 (23)

2ケ 所 に割 り込み を入れてF_r形 部 を成形。船
底欠損。屋形船形。肖Uり 部分以外樹皮残存。

滑 らか A2頬 志持 ち材 Ⅶ

2704 祭祀具 舟形 SR300]
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
18 17

船首  BII尾 は側面か ら削 つて尖 らせ る。上部
のな」り込みが両端 に有 り、屋形部が長い。屋
形船形。平底。

やや粗 し A2類 芯持 ち材 Ⅷ

270〔 旦
（

基
本 舟形 3R3001 南区

(98-1)

Loc F― ]

Y~Ⅳ
T-16

(137) 25 22
船首は鋭 く尖 らせ る。 2ヶ 所 の小 さな到 り込
み によつて屋形部 を成形。船底 に横方向の刃
物傷数条有 り。屋形船形ぅ平底ぁ

やや粗ヤ A2類 芯持 ち材 Ⅶ

2706 祭祀具 舟形 3R300ユ
南区

(98-1)

Loc F― ]

γ
~Ⅳ

T-16
(144) (38) (14)

屋形部 は浅い削 りによって成形。屋形船形。
船底久損。

やや滑 らか A2類 芯持 ち材 llll

270「 祭祀具 棒状祭祀具 SR300ユ
南区

(98-1)

Loc F― ユ
γ
~Ⅳ

T-15
(146) 05 上下両端 を滑 らか に削 つて尖 らせ る。 やや粗し 辺 材 Ⅶ

270モ 祭祀具 斎 串 3R3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
(61) 13 02 切 り込み :左側上部 に上か ら 2回 。右側上部

に上か ら 3回 。
やや滑 らか CⅢ 型式 柾 目 Ⅶ

270〔 祭祀具 斎 串 SR300ユ
南区

(98-1)

Loc F― ユ

γ
~Ⅳ

T-16
(82) (15) (03) 切 り込み :左右両側上部 に上か ら各 1回。 粗 し CⅢ 型式 柾 目 Ⅶ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(53)
(74)

15
切 り込み :左側上部 に上か ら 1回 。右側上部
に上か ら 2回 。

やや粗 ψ CⅢ 型式 柾 目 Ⅶ

祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(98-1)

Loc F― ユ

γ
~Ⅳ

T-15
18 7 07 切 り込み :左側上部 に上か ら 1回。上端 は片

側か ら斜め に削 つて尖 らせ る。
やや滑 らか DⅢ 型式 板 目 Vl

祭祀 具 斎 串 3R3001
南区

(98-1)

Loc F― ユ
γ
~Ⅳ

T-16
29 2

上下両端 を斜めに削 って尖 らせ る。平行四遇
形状。

やや粗ψ AI型式 本え目 Ⅷ

2713 祭祀具 斎 串 〕R3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ~Ⅳ

152 2 1 台形状。 粗 � AI型式 柾 目 Ⅶ

2714 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(98-1)

Loc F― ユ

γ
~Ⅳ

T-17
(80) 平行四辺形状。 やや粗 ψ AI型 式 柾 目 Ⅶ

2715 祭祀具 斎 串 】R3001 南区
(98-1)

Loc F― ユ
γ
~Ⅳ

T-15
133 10 04 上下両端 を僅 か に尖 らせ る。下部 を細 く成

形。
i骨 らか DI型 式 板 目 lll

2716 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
130 1 1 03 2715と 類似。 やや滑 らか DI型 式 板 目 Ⅷ

2717 祭祀具 斎 串
南区

(98-1)
Loc F-1
V~Ⅳ (124) 02

上部 の両側 に切 り欠 き有 り。下 部 を細 く成
形。封絨木簡に類似か。

粗 � DⅥ 型式 柾 目 Ⅶ

2718 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(75)

(42 8)
22

み
央
央

込
中
中

切
回
回

左側上音馬に下か ら2回、 下か ら6
下か ら 3回 。右側上部 に下か ら 3

下か ら 1回。
やや粗 ψ CⅢ 型式 板 目 Ⅶ

2719 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T― ?

44 6 19

上下両端圭頭状。切 り込み :左側上部 に下か
ら15回 、上か ら15回 。下部 に下か ら10回 、上
か ら14回 。右側上部 に下か ら11回 、上か ら12
回。下部 に下か ら13回 。上か ら19回 。

阻� BV型 式 板 目 Ⅶ

2720 祭祀具 斎 串 SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
39 7 14

上部欠損。下端は両側から削って鋭く尖らせ
る。

やや粗 ψ DI型 式 布反目 Ⅶ

2721 祭祀具 斎 串
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
(33 0)

上部欠損。下端は両側から削つて鋭く尖らせ
る。

やや滑 らか CI型 式 柾 目 lll

2722 祭祀具 斎 串 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13 14
(252)

上部 と下端欠損。切 り込み :左右両狽〕とも上
か ら 1回 の ものが各 2ケ 所。上部 中央 に穿孔
有 り。

やや滑 らか CⅣ型式 板 目 Vl

2723 部材 台座 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
72 158 34 上部中央 に半円形の窪み をつける。 やや滑 らか 柾 目 Ⅶ

2724 部材 言Бル|
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
45

上端 は左右 か らの削 りで主頭状。下 端 は切
断。下都側面 に穿孔有 り。

粗 � 辺 材 Ⅶ

2725 雑具 火鑽板 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(196) 18 22

上部欠損。上部 に火鑽孔有 り。側面 に炭化 し
た部分有 り。

粗 � 芯持 ち材 Ⅶ

2726 杭 杭
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
16 上下両端部 は削 りによ り成形。樹度残存。 やや滑 らか 芯持 ち材 Ⅶ

2727 建築部材 筋交ψ 〕R3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-18
Ll=531
L2=51B

47
上端平坦。下端 にホゾ有 り。上端 とホゾの根
本は斜め に削 られ ている。 Ll=実 寸法。
L2=使 用時。

やや粗 ヽ 辺材 Ⅶ
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謝

掲

渇

番 分類 名称
土
構

出
遺 調査区

出土地点

涯
Ｌ

濃
Ｗ

通
Ｈ

特   徴 表面の状態 型式 本取 樹種
別

位

大

冒

祭祀具 舟形 SR3001 南区
(98-1)

しoc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
船首・船尾両側から斜めに削つて屋形部を成
形。屋形船形。平底。

粗 い A2類 よ持ち材

容器
円形曲物底
板

麗 lXll
南区

(98-1)

則板による円周状の圧痕有り。樺皮結合縦 ユ
やや滑らか

樺皮結合
曲物E型
式

柾 目万 全

部材 部材 SR3001
南区

(98-1)
下部を削リホゾ状の凸部を成形するが、下端
を薄く成族

やや粗▼ 柾 目
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第 4表 土器

当
串

口
巧

旧

番

類
種

分
器

出土遺構 調査区

出土地点
法量
(口径)

法量
(器高)

その他法量 調整技法 特徴 含有物 色 調
別

位

大

層

1
器
鉢

陶
悟 細鱒

北区
(99-1)

(352) (51)
残存率

口縁部 1/10

国縁部外面ナデ、体郡外面上部ユビオサエの
ちナデ。
国縁部～体部内面上部回転ナデのち悟目。

石英 雲母
外面 5 PB5/1青 灰
内面7 5YR4/1褐 灰

2 白磁椀
第 1

包合層
北区

(99-1)

Loc G-1
α~Ⅲ

A-11
(189) (41)

残存率
口縁部1/10

国縁部～体部外面上部ロクロナデのち施釉、
体部ロクロナデ。
国縁部 体部内面ロクロナデのち施釉。

石 夫

外面 8Y75/3Sグ レイみ

の黄

内面 8Y75/3Sグ レイみ
の責

3
品製

錘
土
土

第 1

包合層

北区
(01-1)

Loc F-1
C~Ⅳ
S-4

長さ
68 幅29 厚さ28

残存率1/1
外面ナデ。497g。 遺存良好。孔径 6mm。 石英 雲母 10YR4/3に ぶい責掲

土製品
土錘 知欝

北区
(01-1)

Loc F-1
C~Ⅲ
Q-19

さ

お

員

５
幅15 厚さ14

残存率1/1
外面ナデ。130g。 遺存最良。孔径 4mm。 雲母 赤色斑

粒  黒色斑粒
外面 5YR76橙
内面 10YR7/4に ぶい責橙

緑釉 第 2

包含層

引ヒ区
(99-1)

Loc C-1
Ct~Ⅲ
A-10

(33)
高台径41
高台高22

苛台部外面回転ナデのち施釉、
氏部内面回転ナデ、高台部内面回転ナデのち
命� ^

石英 雲母

赤色班粒

素地外面内面5YR7/6橙
施釉外面内面10Yα 5/〔

Sオ リーブグリーン

7
土師器
杯

SD3001
北区

(99-1)
(126) (29)

底径(78)
残存率
底部1/3

外面 回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ

内面 回転 ナデ。
底部内面 にスス付着。

石英 長石
雲母 結晶片
岩 赤色斑粒

外面10YR8/3浅 黄橙
内面7 5YR7/4に ぶい橙

8
土師器
IIll

SD3002 北区
(01-2)

Loc F-1
C~Ⅳ
O-3

13 底径80
残存率9/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。

石英 雲母
外面10YR6/31こぶい黄橙
内面10YR6た にぶい黄橙

9
土師器
阻

S13006
北区

(99-1)
110 22

底径86
残存率

口縁部2/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ。
内面回転ナデ。

石英 雲 母
外面5 YR6/8橙
内面2 5YR6/8橙

瓦

平瓦
S13006 粧

９９．‐
残存長
(155)

残存幅
(143) 厚さ30

凹面布目圧痕。
凸面タタキ (縄蒲文)。

重量5714宮 。瓦質。

石英 雲母

黒色斑粒

凹面25Y7/1灰 白
凸面N7/0仄 白

土師器
杯 郷欝

北区
(01-2)

Loc F-1
C~Ⅲ
L-11

124 底径87
外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。内面の一部にスス付着。

石英 雲母

赤色斑粒

外面 5 YR7/6橙
内面2 5YR7/4淡 赤橙

土師器
皿

第 3

包含層
北区

(01-1)

Loc F-1
C~Ⅳ
R-4

底径68
残存率9/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
赤色斑粒

外面2 5YR6/8橙
内面2 5YR5/8明 赤褐

土師器
羽釜

第 3

包含層

北区
(99-1) (274) (43)

残存率
口縁部フ5

口縁端部外面ナデ、国縁部鍔部ユビオサエの
ちナデ。
日縁端部内面ナデ、国縁部内面板ナデ。
羽釜。接合痕有り。

石英 雲 El

結晶片岩 赤
色斑粒

外面10YR5/31こぶい黄褐
内面10YR7/41こぶい黄橙

品製

錘
土
土

第 3

包含層

】ヒ区
(99-1)

Loc F-1
C~Ⅲ
T-15

さ

望

長

５
一電

1享 さ24
残存率
1/1

外面ナデ。257g。 子し径 8mm。
石央 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面7 5YR7/8責 橙

15
品梨

錘
土

土
第 3

包含層

北区
(99-1)

Loc F-1
ε~Ⅲ

T-18

き

Ю

長

４
残存率
1/1

外面ナデ。47g。 子L径 3mm。 石英 結晶片
岩

外面10YR6れ にぶい黄橙

16
土製品
土錘

第 3

包含層
北区

(01-2)

Loc F-1
ε~Ⅲ

M-14
さ

ワ

長

６
幅24 厚さ23

残存率1/1
外面ナデ。31 lg。 子し径 8mm。 石英  雲母 10YR7れ にぶい黄橙

17
土製品
土錘

第 3

包含層
】ヒ区

(01-1)

Loc F-1
8~Ⅲ
P-10

長さ
(41)

幅

Ｚ

の

率
さ
存

厚

残
外面ナデ。107g。 孔径 6mm。 上部に縄ず
れ痕有り。

石英 結晶片

岩 赤色斑粒
25Y8/2灰 白

土師器
皿

SD4001 北区
(99-1)

(34)
高台底径74

残存率
底部9/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ、高台部回転ナデ。
体部 底部内面回転ヘラケズリのちナデ。
高台高1 9cm。 接合痕有。

長石 雲母

赤色班粒 '卜

面2 5YR6/8橙
勺面2 5YR6/8橙

19
土師器
杯

SD4002 北区
(99-1) (160)

底径110
高台高06
残存率3/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切 りのちナ
デ、高台部外面回転ナデ。
内面回転ナデ。
貼付高台。接合痕有。

石英 雲母
'卜

面7 5YR4/2灰 褐
勺面7 5YR6/2灰 褐

土師器

杯
SD4003 Jヒ区

(99-1)
(134) 35 底径81

残存率710

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
ラ
r。

内面回転ナデ。

石英 雲母

結晶片岩 赤

色斑粒

外面7 5YR6/6橙
内面10YR7れ にぶい黄橙

鼠fll

不
SD4005

北区
(99-2)

(14)

高台径
80

残存率
底部1/10以下

体郡外面回転ナデのち施釉、底部外面回転糸
切り。
体部 底部内面回転ナデのち施和。
貼付高台 (接合痕有り)。

石央 雲母

赤色斑粒
外面75Y5/3灰 オリーブ
内面 5Y5/3灰 オリーブ

土師器
杯

SD4006 ヨヒ区
(01-2)

Loc F一 ユ
ε~Ⅳ
K-4

53 底径87
残存率1/〕

体部外面回転 ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りの

ちナデ。
内面回転ナデ。

石英 雲母

赤色斑粒

外面 5 YR5/6明赤褐
内面 5 YR5/6明 赤褐

23
土師器

杯
SD4006

北区
(01-1)

Loc F-1 (160) 34 底径(126)
残存率3/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
高台付。内外面赤色塗彩。塗布時に使用した
と思われる工具痕有り。

外面2 5YR5/8明 赤褐
内面2 5YR5/8明 赤褐

土師器
杯

SD4006
」ヒ区

(01-2)

Loc F一 ユ
C~Ⅳ
K-4

12 7
底径74
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

石英 雲母

赤色斑粒 黒

色班粒

外面5YR7/4に ぶい橙
内面5YR7/4に ぶい橙

土師器
杯

SИ002
北区

(99-1)
(20 4)

底径
(156)
残存率
底部2/5

外面回転ナデ、底部外面ナデ。

内面回転ナデ。

高台高0 8cm。 内外面赤色塗彩。

雲母 長石

赤色斑粒 黒

色斑粒

外面 5 YR5/8明 赤褐
内面5 YR6/8橙
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番
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出土遺構 調査区

出土地点
法量

(口 径)

法量
(器高)

その他法量 調整技法 特徴 含有物 色 調
別

位

大

層

土師器
杯

S望002
北区

(99-1)

LOc G-1
α~Ⅲ

A-18

底径
78

残存率
口縁言Б4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。
内外面赤色塗彩。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色班粒

外面5 YR6/8橙
内面 5 YR6/8橙

土師器
杯

S14002 北区
(99-1) (90) 28

底径
(38)
残存率
1/2

外面回転ナデ、底部外面回転糸切り。
内面回転ナデ。

石英 結晶斥 外面10YR7れ にぶい黄橙
内面10YR7/6明 責褐

土師器
皿

S14002
Jヒ 区

(99-1)
186 残存率

7/10

外面回転ナデ、底部外面ナデ。
内面回転ナデ。
内外面赤色塗彩。外面スス付着。

石英 雲母
結晶片岩

外面7 5YR7/4に ぶい橙
内面10YR6れ にぶい黄橙

器師

　

書

土

皿
刻

S14002
引ヒ区

(99-1)
残存率
不明

底部外面回転ヘラ切りのちナデのち刻書。
底部内面ナデ。

石英 雲母

赤色斑粒
外面2 5YR7/6橙
内面2 5YR6/6橙

土師器
杯

北区
(99-1)

(150) 37

底径
(110)
残存革
1/5

外面回転ナデ、底部外面ナデ。
内面回転ナデ。
内外面赤色塗彩。

石莫 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面10YR7/6明 責褐
内面7 5YR7/6橙

瓦

平瓦
S14003

北区
(99-1)

残存率
不明

凹面布目圧痕。
凸面タタキ (縄席紋)。

石英 長石
雲母 結晶片
岩 赤 色 班
粒 黒色斑粒

凹面7 5YR7/6橙
凸面10YR7れ にぶい黄橙

須恵器
杯

SR4001 北区
(01-1)

LOc F― ] (136)
底径 (100)
残存率1/3

外面回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのちナ
デ。
内面回転ナデ。

石英 雲母
外面 N4/0灰 自
内面 10Y5/1灰

須恵器
高杯

SR4001 北区
(01-2)

Loc F-1
e― Ⅳ

干-1
(187) 底径111

残存率4/5

杯部外面回転ナデ、脚部外面回転ナデ。
内面回転ナデ。
内外面自然釉。杯部口縁に歪み有り。

石英 長石
雲母

外面 N5/0灰
内面 N4/0灰

Ⅶ

土師器

甕
S馳00ユ 枢

０‐・２

Loc F-1
C~Ⅳ
IJ-1

残存高
(14.4)

把手合む
最大径
(238)

残存率1/5

頸部外面ナデ、体部外面ナデのちハケロ (10

条以上/18mm以上)ミ ガキ(6mm以上)。

頸部内面ナデのちユビナデ ユビオサエ。体
部ナデのちユビオサエ ケズリ (18mm以
上)。

把手付菱。把手部欠損。内面にスス付着。

石英 結晶片
岩 赤色斑粒

外面 5 YR6/6橙
内面 10YR6/3に ぶい責橙

Ⅶ

器師

　
書

土
杯

墨

第4
包含層

北区
(99-1)

Loc G-1
α―皿
A-19
B-20

(192)

底径

(155)
残存率

口縁部 1/10
以下

外面回転ナデ、底部外面ヘラケズリのちナ

内面回転ナデのち暗文。
底部外面に墨書「厨」。

石英 雲母
赤色斑粒

外面5 YR7/6橙
内面 5 YR7/6橙

土師器

杯
第 4

包含層
引ヒ区

(01-1)

Loc F-1
c― lll

R-12
121 31 底径78

残存率1/]

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面回転 ナデ。

石英 雲母
赤色斑粒

外面7 5YR6/6橙
内面7 5YR6/6橙

土師器
杯

第 4
包合層

ヨヒ区
(01-1)

Loc F-1
C~Ⅲ
Q-13

(121) 32 底径85
残存率3た

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

石英 雲母
結晶片岩

外面7 5YR6/41こ ぶい橙
内面7 5YR6/4に ぶい橙

土師器
杯

第4
包含層

】ヒ区
(01-1)

Loc F-1
C~Ⅲ
Q-13

114 31 底径75
残存率2/3

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ、底部内面回転ナデのちナデ。
日縁部外面に黒斑有り。

石英 雲母
赤色斑粒

外面5YR6/6橙
内面10YR7/4に ぶい黄橙

土師器
皿

第 4
包含層

北区
(99-1)

Loc F-1
C~Ⅲ
T-10

113

底径
87

残存率
7/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

長石 雲母

赤色斑粒
外面5 YR6/6橙
内面 5 YR6/8橙

土師器
皿

第 4
包合層

北区
(99-1)

Loc F-1
ε~Ⅲ

T-10
(11 1) 22

底径
(83)
残存率
4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。

石英 雲母

赤色斑粒
外面2 5YR5/8明 赤褐
内面2 5YR6/6橙

58
器師

杯
土
高

第 4

包含層
北区

(01-2)

Loc F-1
C~Ⅳ
N-2

高

め

存

＆

残

く
脚部の一部

残存

杯部外面ハケロのちナデ、脚部外面回転ナ

杯部内面回転ナデ、脚部内面ケズリのちナ

杯上面に×の刻印か。杯部と脚部の接合部伺
近にケズリ痕が見られるが摩滅が激しいため
実預1不可。脚部上端部と杯の一部のみ残存。

石英 赤色斑

粒
外面 5 YR6/8橙
内面 5 YR6/8橙

土製品
土錘

第 4

包含層
北区

(01-2)

Loc F-1
ε~Ⅲ

L-20

さ

ゼ

長

６
厚さ31
残存率1/ユ

外面ナデ。レ 2g遺存良好。孔径 1lmm。 石英 雲母

赤色斑粒
5 YR5/6明赤褐

土師器
杯

SK5001 引ヒ区
(99-2)

Loc C-1
α~Ⅲ

F-4
(17)

高台径
95

残存率
底部9/10

体部外面下部、底部外面、高台部回転ナデ。
体部 底部内面回転ナデ。
高台高0 8cm。 底部内面からの穿孔有 り。接
合痕有。

石英 雲母

結晶片岩 方
色班粒

外面7 5YR6/6栓
内面 5 YR5/8明 赤褐

土師器
杯

SK5001
Jヒ 区

(99-2)

Loc G― ユ
Ct~Ⅲ
F-4

126 35 底径82
残存率4/5

口縁都 体部外面回転ナデ、底部外面回転
ラ切りのちナデ。
内面回転ナデ。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面7 5YR7/4に ぶい橙
内面7 5YR7/4に ぶい橙

土師器
杯

SP5004 北区
(99-2)

150 28 底径120
残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面ヘ ラケズ リ

内面回転ナデ。

内外面赤色塗彩。

石英 雲母

赤色斑粒
外面2 5YR5/6明 赤褐
内面7 5YR7/4に ぶい橙

須恵器
蓋

SR5001 Jヒ 区
(01-2)

Loc F-1
C~Ⅲ
K-16

144 37 残存率 1/〕

口縁部外面回転ナデ、体郡外面回転ヘラケズ
リ、天丼部外面ヘラ切りのちナデ。
内面回転ナデ。
外面に自然釉有り。

石英 雲母

黒色斑粒
外面N4/0灰
内面N5/0灰

須恵器
蓋

SR5001 司ヒ区
(01-2)

Loc F-1
ε~Ⅲ

M-11

39 残存率3/4
回縁部外面回転ナデ、天丼部外面回転ヘラケ
ズ 1,。

内面回転ナデ。
石夫 雲 tl

外面N4/0灰
内面 N4/0灰
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番
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出土地点
法量

(国 径 )

法量
(器高)

その他法量 調整技法 特徴 含有物 色調
別

位

大

層

須恵器
杯

SR5001 引ヒ区
(01-2)

Loc F-1 50 底径29
残存率3/4

口縁部外面回転ナデ、体部外面回転ヘラケズ
リ、底部外面回転ヘラケズリのちナデ。
内面回転ナデ。

英

母

石
雲

長石
'卜

面N6/0灰
勺面 N6/0灰

80
須恵器
杯

SR5001
Jヒ 区

(01-2)

Loc F-1
C~Ⅲ

NM-16
(123) 残存率2/5

口縁部 体部外面上部回転ナデ、体部外面下

部回転ヘ ラケズ リ。

内面回転ナデ。

石央 長石
'卜

面N5/0灰
勺面 N5/0灰

器首
心　
　
豊
日

須
杯

刻
SR5001 北区

(01-2)

Loc F-1
ε~Ⅱ

K-15、 1(

127 残存率4/5

□縁部外面 体都外面上部回転ナデ 体部外
面下部回転ヘラケズリ。
内面回転ナデ、底部内面回転ナデのちナデ。
底部外面ヘラ記号有り。

石央 長石
雲母

外面 10YR5/1灰
内面75Y5/1灰

82
須恵器
杯

SR5001 ゴヒ区
(01-1)

Loc F-1
C~Ⅲ
Q-13

底径65
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ

内面回転ナデ。

石美  雲母
'卜

面75Y5/1灰
勺面75Y6/1灰

須恵器
椀

SR5001 北区
(01-1)

Loc F― ユ
C~Ⅲ
P-9

118 底径89
残存率3れ

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラケズリのち
ナデ。
内面回転ナデ。
自然釉。

石英 雲母
外面N3/0暗灰
内面N3/0暗灰

84
須恵器

妻
SR5001 北区

(01-2)

Loc F-1
ε~Ⅲ

M-18
24 8 (49 0)

最大径
(492)

残存率3/5

口縁部 頸部外面回転ナデ、体部外面擬格子
タタキ (4条/cm)のちカキロ (5条 /cm)。

日縁部 頸部内面回転ナデ、体部内面青海波
締^

石英 結晶片
岩

外面75Y5/1灰
内面75Y6/1灰

土師器
杯

SR5001 北区
(01-1)

123
底径82
残存率
9/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
国縁部内外面にスス付着。灯明皿か。

長石 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒 黒色
斑粒

外面7 5YR8/2灰 白
内面7 5YR8/2灰 白

土師器

杯
SR5001 北区

(01-1)
123 37

底径94
残存率
1/1

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ。
内面回転ナデ (一部摩滅)。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒 他

外面 5 YR7/41こ ぶい橙
内面 10YR7/6明 責褐

土師器
杯

SR500〕
ヨヒ区

(01-1)

Loc F-1
e― Il

P-9
115 31 底径83

残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
ラす。
内面回転ナデ。
ススが付着。灯明皿に転用した可能性有り。

石英 雲母
赤色斑粒

外面7 5YR6/41こ ぶい橙
内面7 5YR5/4に ぶい褐

土師器
杯

SR5001 北区
(01-1)

113 底径85
残存率1/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

雲母
粒

赤色斑 外面10YR7/4に ぶい黄橙
内面10YR7/4に ぶい黄橙

土師器
杯

SR5001 北区
(01-1)

H3 底径86
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ。
内面回転ナデ。

長石 雲母
赤色斑粒

外面7 5YR74にぶい橙
内面5 YR6/6橙

土師器
鉢

SR5001 北区
(01-1)

Loc F一 ]

e一 Ⅲ
R-12

(20 0) 70

最大径
(206)

残存体部の
1/4

外面回転ナデ。
内面回転ナデ。
内外面ともにススが付着。

石英 赤色斑

粒
外面2 5YR71灰 白
内面2 5YR8/1灰 白

土師器
杯

SR5001
北区

(01-2)

LOc F― ]

C~Ⅲ
N-12

155 底径H0
残存率3/5

外面回転ナデ、底部外面ナデ。
内面回転ナデ。底部外面にスス付着。

石英 雲母
外面7 5YR5/2灰 褐
内面25Y2/1黒

土師器
甕

SR5001
北区

(01-2)
Loc F-1 (135) 28 6

底径(60)
体部最大径

22 6
残存率1/3

口縁 部外 面 回転 ナデ、体 部外 面 ハ ケ ロ (4条′

cm)。

国縁部内面回転ナデ、体部内面ヘラケズリ。
外面黒斑有り。

石英 雲母
外面10YR7/6明 責褐
内面10YR7/4に ぶい黄橙

土製品
土錘

SR5001
北区

(01-1)
Loc F― ]

長さ
74 幅18 厚さ15

残存率1/1
外面ナデ。193g。 穿孔2ヶ 所、棒状土錘。
孔径5 5mm。 裏面は平坦。

石英 雲母 7 5YR3/4暗褐

須恵器 ST5021 北区
(01-1)

LOc F― ]

e― Ⅲ
S-20

残存高
(158)

底径110
体部の最大

径166
頸部径40

体部ほぼ残
存

顎部 体部外面上部回転ナデ、体部外面下言ト
回転ヘラケズリ、脚部外面回転ナデ。
内面回転ナデ。
台付壺。遺存良好。細くなった頚部より上欠
損。一部自然釉有り。

外面N7/0灰 白
内面 N70灰白

弥生土器

奏
ST5026 耳ヒ区

(01-1)

Loc G-1
α~Ⅲ

A-17
15 1

一局
の

存

駐

残
ぐ 残存率1/3

口縁部外面 回転ナデ、頸部外面回転 ナデのち
ユ ビオサ エ、体 部外 面 タ テ ハ ケ ロ (8条 /
cm)。

口縁部 顕部内面ヨコハケロ (8条たm)の
ちナデのちユビナデ、体部内面ヨコハケロ
(8条/cm)の ちナデ。

体部内面に縦方向のヘラ状工具によるナデが
所々みられる。内外面に黒斑有り。

石芙 雲母

結晶片岩 赤

色斑粒

外面 5 YR7/4に ぶい橙
内面 5YR74に ぶい橙

須恵器

蓋
ST5051

Jヒ区
(01-2)

Loc F-1
ε~Ⅳ
M-2

113 50 残存率3た
口縁部外面回転ナデ、天丼部外面回転ヘラケ
ズリ。
内面回転ナデ。

長石 赤色斑

粒
外面 5Bワ l青灰

内面 N5/0仄

土師器
支脚

SX5001 北区
(99-2) 残存率1/1 外面ナデ、ユビオサエ。接合痕有り。 赤

母雲

岩片

粒

央

晶

斑

石
結

色

外面 5 YR6/6橙
(10YR6れ にぶい責橙 )

土師器
奏

SX5001
北区

(99-2)
(174) (87)

頸部径
16 1

残存率
口縁部3/5

口縁 部外 面 ナデ、体 部外面 ハ ケ ロ (12条 /13
3m)。

国縁部内面ナデ、体部内面ヘラケズリ。

石英 雲母
結晶片岩

器恵

　

書

須

蓋

刻
SX5001

北区
(99-2)

残存率
体部1/3

天丼部外面回転ヘラケズリ。日縁部 体部外
面回転ナデ。
体部 天丼部内面回転ナデ。
上部外面ヘラ記号有り。

石英 黒色斑

粒
外面6/0灰
内面 N7/0灰 白

須悪器

杯
SX5002 ヨヒ区

(99-2)
(49)

受部径
(169)
残存率
体部～

底部1/5

クト面回転ナデ、底部外面回転ヘラケズリのち
ナデ。
内面回転ナデ、底部内面回転ヘラケズリのち
ナデ。
日縁部を打ち欠く。

石英 長石

雲母 黒色斑

位

外面25Y7/1灰 自

内面 N6/0灰
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載

号

掲

番
類
種

分
器

出土遺構 調査区

出土地 点
法量

(口 径)

法量
(器高)

その他法量 調整技法 特徴 合有物 色調
別
位

大
層

須恵器
杯

SX5002 粧
９９．２

Loc G― ]

α~Ⅲ

F-4
35 嚇籍卿帥

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り
内面回転ナデ。

石英 黒色斑
粒

外面25Y7/1灰 白
内面25Y7/1灰 白

土師器
甕

SX5002 北区
(99-2)

(132) (55)

頸部径

(126)
残存率
口縁部 ヽ

体部1/5

外面回転ナデ。
日縁部内面回転ナデ、体部内面ヘラケズリ

石英 雲母
結晶片岩

タト面7 5YR5/41こ ぶい褐
内面7 5YR6/41こ ぶい橙

103
須恵器

蓋
SX5003 北区

(99-2)
159

底径 131
残存率

口縁部9/10

天丼郡外面回転ヘラケズリ。□縁部 体部外
面回転ナデ。
内面回転ナデ。

石英 雲母

黒色斑粒
外面10BC4/1暗 青灰
内面N8/0灰 白

104
器首

心
須

杯 SX5003 北区
(99-2)

143 輯孵訪
外面回転ナデ、底部外面回転ヘラケズリ。
内面回転ナデ。

斑
石
色

長

黒

英

母

石
雲

粒

外面 5 PB5/1青 灰
内面 N6/0灰

105
須恵器
杯

SX5003 Jヒ 区
(99-2)

135
残存率
体部底部

1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラケズリ
内面回転ナデ。

石英
粒

黒色斑 外面25Y7/1灰 白
内面25Y7/1灰白

須恵器

杯
SX5003 北区

(99-2)
158 54

底径155
残存率
7/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面回転ナデ。

長石・雲母

黒色斑粒
外面10Y6/1灰
内面10Y71灰 白

須恵器
杯

SX5003 北区
(99-2)

146
底径 127
残存率

□縁部9/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラケズリ
内面回転ナデ。

石英 ,雲母

赤色斑粒  黒
色斑粒

外面N70灰白
内面 N70灰白

器恵

　

書

須

杯

刻
SX5003 北区

(99-2) (130)
底径128
残存率3/5

外面回転 ナデ、底部外面回転ヘ ラケズ リ ヘ

ラ言己号。
内面回転ナデ6

石英  長石
雲母 黒色斑
締

外面N7/0灰 白
内面N6/0灰

須恵器
杯

SX5003 北区
(99-2)

133 45 残存率7/10
'卜

面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
勺面回転ナデ。

赤

色

母

　
黒

雲

岩片
粒

石
晶

斑
粒

長
待

色

斑

外面 N7/0灰 白
内面 N70仄 白

土師器
甕

SX5003 北区
(99-2)

(178)

頸都径
(152)
残存率
頸部1/1

日縁部外面回転ナデ、体部外面板ナデ。
口縁部内面回転ナデ、体部内面板ナデ。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒 ・黒色
斑粒

外面5 YR6/6橙
内面7 5YR7/6橙

土師器
甕

SX5003 Jヒ 区
(99-2)

16 7 (83) 残存率
口縁部1/1

口縁部外面回転ナデ、体部外面ユビオサエの
ちハケロ (11条 /1 4cm)。
国縁部・体部内面板ナデ。
接合痕有。

長石 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面5 YR5/6明赤褐
内面 5Y馳 /2灰褐

土師器
箋

SX5003 北区
(99-2)

132

顕部径
126

残存率
口縁部～

クト言Б4/5

口縁部外面回転ナデ、体部外面ハケロ (8条 /
1 9cm)。

国縁部内面板ナデ、体部内面上部ユビオサエ
のち板ナデ、体部内面中部ヘラケズリ。
接合痕有。

石英 長石
雲母 結晶片
岩 赤色斑粒

外面10YR7/6明 責褐
内面7 5YR6/4に ぶい橙

土師器
箋

SX5003 北区
(99-2)

(194)

頸部径
(161)
残存率

口縁部7/10

口縁部外面ナデ、体部外面ハケロ (13条/15
cm)。

口縁部内面ナデ、体部内面ヘラケズリ。
口縁部内面に接合痕有り。

石英 雲母
角閃石 結晶
片岩 赤色斑
粒

外面7 5YR6/6橙
内面7 5YR6/6橙

土師器
甕

SX5003 北区
(99-2)

(179)

顕部径
(149)
残存率

口縁部1/3

口縁端部外面ナデ、日縁部外面ユビオサエの
ち板ナデ。体部内面板ナデ。
日縁端部内面ナデ、日縁部～体部内面上部板
ナデ、体部内面ヘラケズリのちナデ。
日縁部～体部外面焼成痕有り。接合痕有。

石央 雲母
結晶片岩 赤
色班粒 黒色
斑粒

外面7 5YR5/3に ぶい掲
内面5 YR6/6橙

土師器

奏
SX5003 北区

(99-2)
(141) (152)

頸部径(67)
残存率

口縁部体部
2/5

口縁部外面ナデ、体部外面上部ハケロ (8
条/cm)の ち板ナデ、体部外面下部板ナデ。
日縁部内面ナデ、体部内面ヘラケズリのちナ
デ。
日縁部～体部外面に黒斑。体部内面下半に焼
成痕。接合痕有。

石英 _T母 ・

結晶片岩 赤
色斑粒

外面5 YR7/6橙
内面7 5YR7/4に ぶい橙

土師器
斐

SX5003 北区
(99-2)

(150) (258)

顕部径
(138)
残存率
2/5

回縁部外面ナデ、体部外面タタキ (3条/cm)
のち板ナデ。
国縁部 体部内面ナデ及びユビオサエのちタ
タキエ具による板ナデ。
接合痕有。

石英 雲母

赤色班粒
外面7 5YR4/6褐
内面10YR5/4に ぶい黄褐

土師器
甑

SX5003 北区
(99-2)

(256) 319
底径(74)
残存率

口縁部体部
1/10以下

口縁部外面回転ナデ、体部外面上部回転ナデ
のちハケロ (7条 /cm)、 体部外面下部回転
ナデのちハケロ (5条 /cm)、 把手ナデ ユ
ビオサエ。
内面回転ナデのちヘラケズリ。
接合痕有。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面7 5YR6/4に ぶい橙
内面10YR7/41こ ぶい黄橙

須恵器
蓋 纂礫

北区
(0ユ ー2)

Loc F-1
ε~Ⅳ
P-4

残存率1/1

□縁部外面回転ナデ、体部外面回転ヘラケス
リのちナデ、天丼部外面回転ヘラケズリ。
内面回転ナデ。

石英 雲母

赤色斑粒 黒
色斑粒

外面75Y6/1灰
内面75Y7/1灰 白

須恵器
杯

第 5

包含層

北区
(01-1)

Loc G-1
α~Ⅲ

A-16
(107) 残存率3/4

体部外面回転ナデ、底部外面回転ヘラケズリ
内面回転ナデ。
杯身。

石芙 長石
雲母 '卜

面 N6/0灰
勺面 N70灰白

器首
心

須
箋 郷鱒

北区
(99-2)

(72)

頸部径
(364)
残存率

頸部1/10以下

頸部外面回転ナデのち板ナデ、体部外面上部
タタキ (格子目3条/cm)。

頸部内面ユビナデ、体部内面上部青海波紋。

石英 黒色斑
粒 '卜

面 N5/0灰
勺面 N6/0灰

須恵器
横瓶 郷鱒

北区
(99-2) (130)

残存率
1/10以下

体 部外 面 タ タキ (格子 目)の ち カキ ロ (10条 /
cm)。

体部内面青海波紋。
接合痕有。

石英 雲母

黒色斑粒 '卜

面 5 BG6/1青 灰
勺面 N6/0仄 白

土師器
杯 細碑

北区
(99-2)

Loc G-1
α~Ⅲ

B-2
13 9 29

底径Hl
残存率
3/5

外面回転ナデ、底部外面ヘラケズリのちナデ。
内面回転ナデのち暗紋。
内外面に赤色塗彩。

雲母 赤色斑
粒

本面2 5YR5/6明 赤褐
勺面2 5YR4/6赤 褐
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幅載

番号

類
種

分
器

出土遺橋 調査 区

出土地点
法量

(口径 )

法量
(器高)

その他法量 調整技法 特徴 合有物 色 調
別

位

大

層

123
土師器 第 5

包含層

北区
(99-2)

Loc G-1
α~Ⅲ

D-20
(135) 13 0

頸部径
(132)
残存率
1/2

口縁部外面回転ナデ、体部外面ヘラミガキ、
底部外面ナデ、高台部回転ナデ。
日縁部内面回転ナデ、体郡 底部内面ナデ。
短頸五。接合痕有。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面 5 YR5/8明 赤褐
内面2 5YR6/6橙

土師器

細欝
粧
０‐・２

しoc F-1
C~Ⅳ
Q-3

残存高
(200) 醐跡

回縁部 頭部外面 回転ナデ、体部外面ハケロ

(8条 /1 6cm)。

日縁部 頸部内面 回転ナデ、体部外面 ケズ リ

(幅 1 5cm)の ちナデ。
二重 国縁。

石英 結晶片
岩 赤色斑粒

外面5 YR5/6明赤褐
内面2 5YR5/6明 赤褐

土師質
平瓦

第 5

包含層
北区

(99-2)

Loc G-1
CI~Ⅲ
B-3

残存長
(81)

残存幅
(106)

厚さ19
残存率不堀

凹面布目圧痕。側面ヘラケズリのちナデ。
凸面タタキ (縄席紋)上面ヘラケズリのちナ
デ 。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色班粒

J面7 5YR8/3浅 責橙色
Ь面10YR8/31莞責橙色

土師器

菱

第 5

包含層

北区
(99-2)

(208)
顕部
(22 0)

残存率1/3

口縁部下部～顕部外面回転ナデ、体都外面タ
タキのちハケロ (8条 /1 3cm)。

口縁下部内面ハケロ、頚部内面回転ナデ、体
部内面ハケロ (8条/1 3cm)の ちユビオサ

石央 長石
雲母 結晶片
岩 赤 色 斑
粒 黒色斑粒

'卜

面5 YR5/8明赤褐
勺面5 YR6/6橙

須恵器
杯

ヨヒ区
(99-2)

Loc G-1
α~Ⅲ

E― F
(125) (59) 残存率

体部2/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラケズリのち
ナデ。
内面回転ナデ、底部内面回転ヘラケズリのち
ナデ。
接合痕有。受部打ち欠いている。

石英 長石

雲母 黒色斑

粒

外面 N5/0灰色

内面 N5/0灰色

須恵器
高杯

SD2001
南区

(00-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
H-6

(89)
脚部4/5
残存

杯部底部内面静止ヘラケズリ、
脚部内外面回転ナデ。
須恵器よりも灰釉陶器に近い質感。

細砂粒
外面N7/0灰 白
内面N8/0灰 白

上師器
蓋

SD2001
南区

(00-2)

Loc F一 ]

δ―Ⅳ
I-6

摘み径32
残存率1/2

外面静止ヘラケズリのち摘み周辺のみヘラミ
ガキ。
内面回転ナデのち一方向のナデ。

砂粒をわずカ
に含む

外面2 5YR5/6明 赤褐
内面2 5YR5/6明 赤褐

土師器
皿

SD2004
南区

(00-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-6

(215) (1 4)
底径(176)
残存率1/2

外面回転ナデ、底郡外面ナデ。
内面回転ナデ。
高台欠損。

石英 長石

雲母 赤色斑

粒

外面5 YR6/6橙
内面 5 YR6/6橙

土師器

高杯
SD3001 南区

(00-2)
Loc F-1 (108)

脚部外面回転ナデ。
内面回転ナデ。
外面に赤色塗彩。

石英 雲母
結晶片岩

外面7 5YR73にぶい橙
内面10YR7/2に ぶい黄橙

133
土師器
杯

SD3002
南区

(00-2)
Loc F-1 (152) 31 底径(120)

残存率1海

口縁部外面回転ナデ、体部外面回転ナデのち
ヘラミガキ (摩 減のため幅不明)、 底部外面
回転ヘラ切りのちヘラミガキ (摩減のため幅
不明)。

日縁部内面回転ナデ、体部内面回転ナデのち
ヘラミガキと思われるが摩減のため不明。底
部内外面に漆痕有り。

石英 雲母

借晶片岩 赤
色斑粒

外面2 5YR5/6明 赤褐
内面2 5YR5/8明 赤褐

須恵器
蓋

ST5010
南区

(00-2)
Loc F-1 残存率3/4

外面回転ナデ、天丼部外面回転ヘラ切りのち
ナデ。
内面回転ナデ、天丼部内面ユどオサエのちナ

天丼部外面に自然釉有り。

石央 雲母
外面N70灰 自
内面N7/0灰 白

須恵器

鉢
SD4005 南区

(_4-3)

Loc F-1
ε―Ⅲ Ⅳ
E-1
E-19

(176) 13 0
底径(128)
残存率1/3

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。底部内面ナデ。
底部内面に自然釉有り。

石 英
外面N7/0灰 白
内面N7/0灰 白

土師器
杯

ST4004
南区

(04-3)

Loc F-1
C~Ⅲ
A-16

37 底径110
残存率32

外面回転ナデ、底部摩減により不明。
内面摩減により不明。
日縁部内面の一部にヘラミガキ (暗文)有 り。

石英 雲母
外面 5 YR5/6明 赤褐
内面5 YR6/6橙

瓦器椀 SD1006
南区

(00-3)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
P-8

(140) (26) 残存率1/6
口縁部外面回転ナデ。体部外面ユビオサエの
ちナデ。
内面回転ナデのちヘラミガキ。

石英
外面N3/0暗灰
内面 N3/Otl旨仄

土師器
椀

SD1006 南区
(00-3)

LOc F-1
δ―Ⅳ
R-7

51 底径68
残存率 1/]

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ

内面 回転 ナデのちヘ ラ ミガキ。

高台付。

雲母 赤色斑

粒

外面10YR8/3i支黄橙
内面10YR8/3浅 黄橙

土師器

妻

第 5

包含層
南区

(00-3)

Loc F-1
δ―Ⅳ

S-4、  5
(154) (227)

最大径213
残存率1/2

口縁部外面ユビオサエのち回転ナデ、頸 体
都外面ヨコハケロ (5条/cm)の ちタテハケ
目 (5条 /cm)。

国縁部内面ヨコハケロ (5条たm)の ち回転
ナデ、体部ヘラケズリ (幅 1 5cm)。

体部内面下部に指の痕と思われる窪み有り。
体部外面に黒斑有り。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面 5 YR7/6橙
内面 5 YR6れにぶい橙

140
ミニチュア
土器

第 2

包含層

南区
(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
T-19

残存高
(52)

底径51
体部最大径

54
残存率

頸～底部1/1

外面ナデ。
内面ナデ。
内面に漆付着。

石英 結晶片
岩 赤色斑粒

外面 5 YR6/6橙
内面 5 YR6/6橙

土 師器

杯
SR3001 離

０３．８

しOc F-1
δ―Ⅲ
R-18

12 5
底径84
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

′卜面 5 YR6/4に ぶい橙

勺面 5 YR6/41こ ぶい橙

土師器
杯

SR3001 南区
(03-8)

LOc F-1 底径80
残存率1/1

外面 回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのちナ

ラ
→
。

内面回転ナデ。

石央 雲母
赤色斑粒 '卜

面7 5YR6た にぶい橙
勺面10YR6/3に ぶい責橙

lll

土師器
杯

SR3001
南区

(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
R-18

31 底径80
残存率 1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ

ラギ。
内面回転 ナデのちナデ。
日縁部 にスス付着。

石央 結晶片 外面5 YR6れにぶい橙
内面 5 YR6/41こ ぶい橙

Ⅲ

152
土師器

杯
SR3001 南区

(03-8)

Loc F-1
5-Ⅲ
R-17

127 30 底径81
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
ラ
ゞ
。

内面回転ナデ。

石英 雲母

赤色斑粒
外面 5 YR6/4に ぶい橙

内面 5 YR7/6橙
Ⅲ
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出土地点
法量

(口径 )

法量
(器高)

その他法量 調整技法 特徴 合有物 色調
別

位

大

層

土師器

杯
SR3001 南区

(03-8)

LOc F-1
δ―Ⅲ
Q-18

底径78
残存率3れ

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面回転ナデ。
石英 雲母

外面 5Y6/2灰 オ リープ

内面 5Y6/1 灰
Ⅲ

154
土 師器
杯

SR3001 南区

(03-8)

Loc F― ユ
δ―Ⅲ
Q-18

底径90
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ、底部内面回転ナデのちユビナ
石英 雲母
赤色斑粒

外面7 5YR7/31こ ぶい橙
内面 5 YR7/4に ぶい橙

Ⅲ

土師器
杯

S郎00]
南区

(03-8)

Loc F― ユ
δ―Ⅲ
O-18

11 8
底径79

残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面回転ナデ。

石英 宴母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面10YR6/3に ぶい黄橙
内面10YR6/3に ぶい責橙

皿

土師器
皿

SR3001 南区
(03-8)

LOc F-1
δ―Ⅲ
@-19

12 5
底径76
残存率7/8

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

石芙 雲母
赤色斑粒

外面7 5YR7/3に ぶい橙
内面7 5YR7/3に ぶい橙

黒色土器
椀

SR3001 南区
(03-8)

Loc F-1 (165) 底径92
残存率3/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面ミガキ。
黒色土器 A類。貼付高台。接合痕有。

石 英 雲母
外面 N15/0黒
内面10YR7/31こぶい黄栓

土師器
杯

SR3001 南区
(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
R-18

123 底径71
残存率3/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
|だ 。

内面 回転 ナデ。
雲母

外面10YR7/3に ぶい黄橙
内面10YR7/2に ぶい黄栓

V

土師器

杯
SR3001 南区

(03-8)
Loc F-1 4)

底径 (90)
残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ、底部内面回転ナデのちナデ。
内面全体、口縁部～体部外面に顔料塗布。底
部外面に板目圧痕有り。

石夫 長石
雲母

外面 10YR6/3に ぶい黄橙
内面2 5YR5/6明 赤褐

V

土師器

杯
SR3001 南区

(03-8)
Loc F-1 147 31 底径105

残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 り。
内面回転ナデ。
内外面全体 に顔料塗布。

石英 雲母
外面7 5YR8/3浅 黄橙
内面7 5YR8/3浅 黄橙

V

土師器
皿

SR3001 南区
(03-8)

LOc F-1 12 1 19 底径94
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ、底部内面回転ナデのちナデδ

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面7 5YR6/4に ぶい橙
内面10YR6/31こぶい黄橙

V

黒色土器
椀

SR3001 南区
(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
Q-19

(157) 底径(73)
残存率1ん

外面回転ナデ、体部外面下部ヘラケズリ、高
台部外面回転ナデ。
国縁部内面回転ナデ。体部 底部内面 ミガキ
(旧 3mm)。

貼付高台。接合痕有。日縁部内面に2ケ 所ス
ス跡があるため、灯明皿に転用したと思われ
る。口縁部外面の一部に黒斑有り。ヘラミガ
キ (暗文)有 り。黒色土器 A類。

長石 雲母
赤色斑粒

外面10YR6/2灰 黄褐
内面N3/0暗灰

V

194
土師器
杯

塁吉

SR3001 南区
(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
R-19

残存高
(28)

外面回転ナデ。
内面回転ナデ。
内外面赤色塗彩。外面墨書。

石英 長石
雲母

外面 5 YR4/4に ぶい赤褐
内面 5 YR5/41こ ぶい赤褐

V

須恵器
蓋

SR3001 南区
(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅳ

Q-1、 2、 3

13 5 44
底径89
残存率7/8

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切 りのちナ
|だ 。

内面 回転ナデ。
外面内面全体 に赤色塗彩。

石莫 雲母
結晶片岩

外面25Y4/1黄 灰
内面25Y3/2黒褐

208
土師器
杯

SX3001 南区
(03-8)

Loc F-1
δ―Ⅲ
R-18

127 32 底径81
残存率9/10

外面回転 ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りの ちナ
|ド 。

内面回転ナデ。
内外面とも全体的にスス付着。底部内面ヘラ
ミガキ (暗文)有 り。

石英 雲母

赤色斑粒
外面2 5YR8/1灰 白
内面2 5YR7/1灰 白

209
土師器

杯
SX3001 南区

(03-8)
Loc F一 ]

底径(81)
残存率1/3

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
ラ・ 。
内面回転ナデ。
内面にスス付着。底部外面に板目圧痕有り。

石英 長石
雲母 赤色斑

粒

外面10YR7/3に ぶい責橙
内面10YR6/3に ぶい黄橙

土師器

杯
SX3001 南区

(03-8)
Loc F― ] 11 9 32 底径73

残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
杯部外面の一部にスス付着。

雲母 結晶片
岩

外面 10YR5/31こ ぶい責掲
内面 10YR4/2灰 黄褐

器師

　

書

土
杯

墨
SX3001 南区

(03-8)
Loc F-1

さ

↓

民
“

残存高
(17)

残存幅
(37)
残存率
底部1/5

外両回転ナデ。底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
底部から体部にかけて墨書有り。

石英 雲母
外面25Y7/2灰 責

内面7 5YR5/41こ ぶい褐

土師器
蓋

SR3001 南区
(Op-8-2)

Loc F-1 184 (1 5) 残存率1/2
外面回転ナデ。
内面回転ナデ。

長石 雲 母
赤色班粒

外面7 5YR6/31こ ぶい褐
内面N6/0灰

V

土師器
lTN

SR3001 南 区

(偲 -8-2) LOc F― ユ 144 底径80
残存率8/9

外面回転ナデ、底都外面回転ヘラ切りのちナ
ラ・ 。
内面回転ナデ、底部内面回転ナデのちユビナ
ラ・ 。

石英 雲母
外面7 5YR6れ にぶい橙
内面 7 5YR6/3に ぶい褐

V

222
器師

　

主
自

土

皿
墨

SR3001 南区
(03-8-2)

LOc F-1 135 17 底径85
残存率1/1

外面回転ナデ、底郡外面回転ヘラ切りのちナ
ラゞ。
内面回転ナデ。
底部外面に墨書「抱J。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面7 5YR7た にぶい橙
内面7 5YR74にぶい橙

V

器師

明
書

土

不
墨

SR3001 南区
(03-8-2)

Loc F-1
さ

Ю

長
“

厚さ
12 中冨(2 2)

外面ヘ ラ切 りのちナデ。
内面ナデ。

底部外面 に墨書有 り。

石央  雲母
赤色斑粒

クト面5Y6/1灰
内面5Y6/1灰

V

224

器師

明
書

土

不

墨
SR3001 南区

(03-8-2)
Loc F-1 長さ

(45)
厚さ
07 中目(2 4)

外面 ナデ。
内面 ナデ。
底部内面 に白色顔料 による墨書有 り

石英  雲母
外面7 5YR6/4に ぶい橙
内面7 5YR5/3に ぶい褐

V

器師

明
書

土

不

黒
SR3001 南区

(饂 -8-か Loc F-1
さ

お

長
皓

厚さ
05 中目(2 3)

外面 ナデ。
内面ナデ。
内面 に墨書の一部残存。

雲母

外面10YR6/2灰 黄掲
内面2 5YR4/3に ぶい赤
褐

V
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大
層

226
土師器
杯

SR3C101
南区

(02-7)

Loc F-1
δ―Ⅳ
H-10

74 底径61
残存率1/1

口縁部外面回転ナデ、体部外面回転ナデのち
ユビオサエ、底部タト面回転ヘラ切りのちユビ
オサエのちナデ。
内面回転ナデ、底部内面回転ナデのちナデ。
内面黒斑有り。

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

外面25Y6/2灰 黄
内面25Y5カ暗灰責

Ⅲ

234
須恵器 SR3001 南区

(02-7)

Loc F-1
δ―Ⅳ
P-9

(197)

底径78
体部最大径

156
残存率5/6

顕部外面回転ナデ、体部外面上部回転ナデ、
下部回転ナデ。底部外面ナデ。
顕部内面ヘラケズリのち回転ナデ、長顕のた
め内部の調整確認できず。
全体に自然櫓。高台接合痕。長頸こ。

石英 雲母
外面75Y7/1灰 白
内面75Y71灰白

Ⅵ

土師器
杯

SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

40 底径58
残存率3れ

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
外面黒斑有り。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面10YR7/21こぶい黄橙
内面10YR7/2に ぶい黄橙

258
土師器

杯
SR3001 南区

(00-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
F-1

33 底径8.2
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。底部内面に回転ナデの後、ユ
ビナデが一条入る。(二本指)。

細砂粒を若干
含む

外面10YR7/21こぶい責橙
内面10YR7/31こぶい責橙

259
土師器
杯

SR31101
南区

(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
F-1

120 35 底径76
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
全体に器壁うすい。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

タト面2 5YR6/6橙
内面2 5YR6/6橙

260
土師器

杯
SR3001

南区
(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
F-1

26 底径40
残存率1/1

外面回転ナデのちナデ、底部外面回転ヘラ切
りのちナデ。
内面回転ナデのちナデ。底部内面に回転ナデ
の後ユビナデが一条入る。(一本指)。

細砂粒をかす
かに含む。

本面10YR6/3に ぶい黄橙
勺面10YR6/3に ぶい黄橙

土師器
Ell

南区
(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
G-2

底径77
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
|だ。
内面回転ナデ。
内外面に黒斑有り。

石英 雲母

赤色斑粒 '卜

面 10YR8/31完責橙

勺面 10YR8/3浅 責橙

262
土師器
皿

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
I-19

17 底径81
残存率1/1

タト面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
ラ
」

。

内面回転ナデ。底部 回転ナデのちヘ ラ ミガキ

(幅 2mm)。
底部外面 に黒班有 り。内外面 に赤色塗彩。

石英 雲母

赤色斑粒
外面7 5YR7/2明 褐灰
内面7 5YR7/2明 掲仄

Ⅲ

263
土師器

杯
SR3001 南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
O-19

127 底径85
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

石英 雲母
赤色斑粒

外面7 5YR7/4に ぶい橙
内面2 5YR6/6橙

Ⅲ

264
土師器

杯
SR3001 駆

００・‐

Loc F-1
δ―Ⅳ
P-2

3.4
底径78
残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面回転 ナデ。

石英  雲母
外面5 YR8/3淡橙
内面5 YR7/6橙

Ⅲ

土師器
皿

SR3001 駆
００・‐

Loc F-1
δ―Il

P-20
(120) 09 底径(70)

残存率2/5

外面 回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ
IΓ。
内面 回転ナデ。

石夫 雲母
外面25Y7/1灰白
内面25Y7/1仄自

Ⅲ

土師器
杯

SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

底径79
残存率7/8

外面回転ナデ、底郡外面回転ヘラ切りのちナ
ラ
」
。

内面 回転 ナ デぅ

石夫 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面7 5YR6れ にぶい橙
底面2 5YR6/2灰 黄
内面2 5YR6/2灰 責

Ⅳ

土師器
杯

SR300〕
南区

(00-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
G-2

底径7.8
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面回転ナデ。

細砂粒 ,小礫
をわずかに合
む。

外面7 5YR8/2灰 白
内面7 5YR7/3に ぶい橙

Ⅳ

284
土師器

杯
SR3001

南区
(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅲ
F-20

底径76
残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
|ド。
内面回転ナデ。底部内面回転ナデのちナデ。
内外面赤色塗彩。

結晶結晶片岩
礫を含む。細
砂粒をわずか
に含む。

外面2 5YR6/6橙
内面10YR5/6責 褐

Ⅳ

285
土師器
杯

SR3001
南区

(00-1)

Loc F― 〕
δ―Ⅲ
I-19

144 31 底径84
残存率1/2

外面回転ナデ、底都外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。底部内面回転ナデのちナデ
(ユ ビナデ ?)。

底部外面以外は赤色塗彩であるが、剥落が著
しいため一部しか残存していない。灯明皿と
したためか部分的に内外面ともにススが付着
している。日縁瑞部はやや厚みが有り、九み
をもって率えられる。

細砂粒をやや
含む。

外面10YR4/2灰 黄褐
内面10YR4/2灰 黄褐

Ⅳ

286
土師器
皿

SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

(143) 17 底径76
残存率3/5

外面回転ナデ、底都外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。
底部外面に黒班有り。底部外面に焼きムラが
有る。

砂 粒
外面10YR7ん にぶい黄橙
内面5 YR7μ にぶい橙

Ⅳ

土師器
杯
黒 書

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
P-1

(128)
底径(81)
残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面ヘラ切りのちナデ。
内面回転ナデ。底部内面回転ナデのちナデ。
底都外面に墨書有り。板目圧痕有り。

石英 雲母
赤色斑粒

外面 5 YR6/6橙
内面7 5YR6/3に ぶい褐

Ⅳ

土師器
杯

SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
P-20

42 底径80
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち丁
寧なナデ。
内面回転ナデ。
外面全体赤色塗彩。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面25Y6/2灰 黄
内面10YR6/3に ぶい責橙

Ⅳ

289
土師器

杯
SR3001 南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
P-19

132 43 底径88
残存率1/1

タト面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
→だ。
内面 回転ナデ。

石英 雲母
結晶片岩

外面2 5YR6/6橙
内面 5 YR6れにぶい橙

Ⅳ

土師器
阻

SR3001 南区
(00-1)

Loc F一 ユ
δ―lll

P-20
123 底径(86)

残存率3/5

外面 回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのちナ

デ。
内面回転ナデ。

雲母石英
外面7 5YR7/2明 褐灰
内面7 5YR6/31こ ぶい褐

Ⅳ
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黒色土器

枕
SR3001 南区

(00-1)

しoc F-1
δ―ll

P-20
123 49 底径82

残存率7/8

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ
デ 。

内面回転ナデのちヘラミガキ。
黒色土器 A類。貼付高台。

石英 雲母
赤色斑粒

外面7 5YR74に ぶい橙

内面 5Y2/1黒
Ⅳ

520
須恵器
杯

刻書

SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-2

163 底径114
残存率7/10

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切り。高台
部外面回転ナデ。
内面回転ナデ。底部外面に刻書有り。

石英 雲母
外面25Y3/2黒 掲
内面25Y3/2黒 褐

V

緑釉
皿

墨書

SR3001
南区

(00-1)

Loc F一 ]

δ―Ⅱ
O-18

1)
底径69
残存率3/5

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
底部外面高台内側に墨書有り。「三条J。

石 英

外面2 5GY6/1オ リーブ
灰
内面2 5GY6/1オ リーブ
仄

V

522
須恵器

SR3001
南区

(00-1)

Loc F― ]

δ―lll

F-19
(107)

底径101
残存率1/2

体部外面上部回転ナデ、下部回転ヘラケズ
リ、底部外面回転ヘラ切りのちナデ。高台部
回転ナデ。
内面回転ナデ。
自然釉。外面に黒斑有り。貼付高台。

石夫 雲母

黒色班粒
外面 N6/0灰
内面 5Y71灰 白

V

土師器
蓋

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
F-19

(226) 32 残存率1/3

口縁都外面回転ナデ、体部外面回転ヘラケズ
iり 。
日縁部内面回転ナデ、体部内面ナデ中心部分
はユビオサエ。摘みは回転ナデ。
ヘラミガキ (暗文)拘 一ヾ条。

雲 母or結 呈
片岩 ?

外面5 YR5/6明赤褐
内面5 YR6/6明赤褐

V

524

器師

　
豊
日

土
杯

墨
SR3001 南区

(00-1)

LOc F一 ユ
δ―Ⅳ
O-1

(148)
底径73
残存卒

国縁部1/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
底部外面に墨書有り。絵か。

雲 母石英
外面 5Y8/2灰 白

内面 5Y7/1灰 白
V

器師

　
書

土
杯

墨
SR3001 離

００・‐

Loc F-1
δ―lll

G-20
(156)

底径(108)
残存率1/3

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
外面に墨で取り巻くように模様を書く。貼付
高台。

雲母
外面 5 YR4/2灰褐
内面 5 YR6れにぶい橙

V

器師

　

書

土
杯

墨
SR3001 南区

(00-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
Q-2

茂存高
(08)

底径(70)
残存率1/4

底部外面回転ヘラ切りのちヘラミガキ (幅 2
mm)。
内面 回転 ナ デ。

底部外 面 に墨書 。

石夫  長石
雲母

外面25Y5/2暗灰責
内面7 5YR6/4に ぶい橙

V

土師器

杯

墨書

SR3001 南区
(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅲ
P-19

歳存高
(12)

底径 (64)
残存率
底部1/5

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切りのちヘ
ラミガキ (幅 5 5mm)。
内面回転ナデ。底部内面回転ナデのちナデ。
底部外面に墨書。

結晶片岩

外面体部10YR6/41こ ぶし
黄橙底部10YR6/3に ぶし
黄橙
内面2 5GY6/2灰 黄

V

土師器
杯

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-3

底径112
残存率9/10

外面回転ナデ、底部外面静止ヘラケズリ。
内面回転ナデ。
全体的に器壁はうすく、内外面ともに全面赤
色塗彩。国縁端部は九く仕上げられる。口縁
内側沈線明瞭。底部穿孔。焼成後内面より外
面へ。

細砂粒。小礫
を僅 か に合
む。

'卜

面5 YR7/6橙
勺面 5 YR7/6橙

V

土師器

杯
SR3001 南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-2

底径108
残存率9/10

外面回転ナデ。底部外面手持ちヘラケズリ◇
底部外面静止ヘラケズリ。
内面回転ナデ、底部内面ナデ。
国縁部の一部、長さ5cm程 を内から外へ打
ち欠いている。日縁端部尖 り気味に仕上げ
る。国縁部内面弱い沈線が入る。

細砂粒
タト面 5 YR5/6明 赤褐
内面 5 YR5/6明 赤褐

V

土師器
杯

SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-1

41 底径61
残存率1/2

外面回転ナデのちナデ。底部外面ヘラ切りの
ちハケロ。やや粗いハケロで6～ 12条 /cm
単位で施される。
内面回転ナデのちナデ、施順は一定していな

雲母 赤色斑

粒
外面 5 YR6/6橙
内面 5 YR6/6栓

V

531
土師器
杯

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅱ
P-20

163 50 底径78
残存率7/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
ラす。
内面回転ナデ、底部内面回転ナデのちナデ。

石英 雲母
赤色斑粒

外面5 YR4/1褐灰
内面7 5YR7/2明 掲灰

V

532
土師器

杯
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―lll

G-19
40 底径132

残存率3μ

口縁部 体部上部外面回転ナデ、体部外面下
部ヘラケズリ、上部回転ナデ時のユどのあて
方が強いためくぼむ。底部外面回転ヘラケズ
リ。高台部外面回転ナデ。
内面回転ナデ。
国縁端都は九みが強く厚く仕上げられる。沈
線有り。貼付高台。高台付杯。

結晶片岩 砂
粒

外面 5 YR5/4に ぶい赤褐
内面7 5YR4/3褐

V

土師器
杯

SR3001 南区
(00-1)

LOc F― 〕
δ一Ⅲ
P-19

132 38 底径70
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち一
部ナデ。
内面回転ナデ。
内外面にスス付着。内面にも2ケ 所黒班有
りぅ灯明皿かぅ

細砂粒をやや
多く含む。

外面10YR6/2灰 責褐
内面10YR6/2灰 責褐

V

534
土師器
杯

SR3001 南区
(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅲ
H-19

132 39 底径90
残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ
デ。
内面回転ナデ。

雲 母
外面 5Y7/2仄 白
内面25Y7/2灰責

V

土師器
杯

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-19

(136) 29 底径82
残存率2/3

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り
内面回転ナデ。
底部外面以外に赤色塗彩。

細砂粒 をかす
かに含む。

外面5 YR4/6赤褐
底面2 5YR5/2暗 灰黄
内面5 YR4/6赤褐

V

土師器
杯

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅱ
P-19

126 底径74
残存率3/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのち一

部 ナデ。

内面回転ナデ。

細砂 粒 を含
む。

外面10YR73にぶい黄橙
内面2 5YR7/2灰 責

V
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掲載
番号

類
種

分
器

出土遺構 調査 区

出土地点
法量

(国 径 )

法量

(器 高 )

その他法量 調整技法 特徴 合有物 色調
別

位

大

層

上自T器
杯

SR3001 離
００・‐

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-2

125 29 底径89
残存率9/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ

内面回転ナデ。

底部内面 に黒斑有 り。

石英 雲母

外面7 5YR6/4に ぶい橙

内 面7 5YR6/3に ぶ い 黄

橙

V

土師器
杯

SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅱ
P-19

122 底径68
残存率3/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

細砂粒 をやや

含 む。

外面 5YR73に ぶい橙
内面 5 YR6/4に ぶい橙

V

土師器
杯

SR3001 南区
(00-1)

LOc F― ユ
δ―Ⅲ
M-18

l1 8 31
底径71
残存率1/2

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。

細砂粒小礫を
わず か に合
む。

外面 5 YR6/4に ぶい橙

内面2 5YR6/41こ ぶい橙
V

土師器
杯

SR3001
南区

(00-1)

Loc F一 ]

δ―Ⅲ
G-19

(130) 31 底径(70)
残存率2/5

外面回転ナデ、底部外面ナデ。
内面回転ナデ。

石 英 雲 母
外面10YR8/31支黄橙
内面10YR8/3浅 黄橙

V

541
土師器
皿

SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―]
P-19

113 18 底径60
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。

石英 雲母

赤色斑粒

外面 10YR7/1灰 白

内面 10YR7/2に ぶい黄橙
V

土師器
皿

SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ一皿

F-20
(144) 17 底径105

残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ、底部内面ナデ。
灯明Ell。 灯志を置いたと思われる位置の内外
面にスス付着。底部外面以外に赤色塗彩。

細砂粒を若干
含む

外面2 5YR5/6明 赤褐

底面 5 YR5/4に ぶい赤褐

内面2 5YR5/6明 赤褐

V

土師器
Ill

SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ一Ⅲ
O-19

13 0 1
底径82

残存率9/10

'卜

面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
勺面回転ナデ。
∬明皿。灯芯が接した部分にスス付着。たた
し内面も同様に国縁部付近のみ付着。

佃砂粒
外面 7 5YR7/4に ぶい橙

内面7 5YR7/41こ ぶい橙
V

土師器
皿

SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
M-19

(132)
底径86

残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。高台部外面回転ナデ。
内面回転ナデ。
国縁端部器壁は厚く、九く仕上げる。貼付高
台。高台付皿。

細砂粒を若干
合む

外面 5 YR5/4に ぶい赤IP」

内面7 5YR5/31こ ぶい褐
V

土師器
椀

南区
(00-1)

Loc F-1
5-Ⅲ
P-20

152 57 底径89
残存率2/3

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。高台
部回転ナデ。
内面回転ナデ。
貼付高台。高台部の一部が久損しているが、
切り欠きの様に意図的なものか。国縁部に多
少ゆがみが生じる。

石英 雲母

結晶片岩 赤

色斑粒

外面5 YR7/6橙
内面 5 YR7/4に ぶい橙

V

土師器

椀
SR3001

南区
(00-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅲ
R-19

(181)
高
ω

存

ａ

残
ィ

高台径
(102)

残存率1/5

口縁部外面回転ナデ、体部外面棋方向のヘラ
ミガキ。底部外面残存都少なく調整判断でき
ない。
内面放射状ヘラミガキ。
内外面に赤色塗彩。日縁端部九みをもって整
えられやや厚い。高台欠損。

細砂粒をかす
かに含む。

外面2 5YR3/3暗 赤褐
内面2 5YR4/3に ぶい赤
褐

V

547
黒色土器
枕

SR3001
南区

(00-1)

Loc F一 〕
δ―Ⅲ
O-19

残存高
(66)

残存率3/4

外面回転ナデ、体郡外面下部ヘラケスリ。底
部外面回転ヘラ切りのちナデ。
内面回転ナデ。
貼付高台。高台部久損。黒色土器 A類。

石 英 雲 母
外面10YR5/3に ぶい黄褐
内面N2/0黒

V

土師器
高杯

SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-20

(24)
底径140

高杯底部の
み残存

外面ヘラケズリ。
内面回転ナデ。
高杯の底部のみ。表面ほぼ嘩減している。

雲母 赤色斑

粒

外面5 YR6/6橙
内面 5 YR4/6赤褐

V

土師器
発

SR3001 南区
(00-1)

LOc F-1
δ一Ⅳ
H-1

(115) (90)
最大径
(116)

残存率4/5

口縁部外面回転ナデ、体部ハケロ (8条/13
cm)。

内面 回転 ナ デ。

内面にスス、炭化物付着のため調整不鮮明。

石英 赤色斑

粒

外面10YR4/1褐 灰
内面2 5YR5/1責 灰

V

土師器
甕

SR3001
南区

(00-1)

しOc F-1
δ―Ⅳ
H-3

125 (277)
最大径
(246)

残存率3/4

口縁部 頭部外面回転ナデ、体部ハケロ (5
条/cm)。

国縁部 頚部内面ハケロ (5条たm)、 体郡
内面回転ナデのちハケロ (8条/2cm)。

石芙 結晶片
'卜

面2 5YR5/6明 赤褐
勺面2 5YR5/6明 赤褐

V

土師器
奏

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-20

高

い

存

＆

残

似 残存率3/4

口縁部 頸部外面回転ナデ、体部外面ハケロ
(5条 /cm)。

口縁部 頸部内面回転ナデ、体部内面ユビオ
サエ 摩減のため調整不明。
外面全体スス伺着。

爽
母

石
雲

長石 外面7 5YR5/4に ぶい褐
内面25Y5/2暗灰黄

V

568
土師器

杯
SR3001 南区

(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
Q-5

H0 30 底径95
残存率3/4

口縁部外面回転ナデ、体部外面ヘラミガキ、
底部外面回転ヘラ切りのちナデ。
内面回転ナデ。暗文。

赤色斑雲母

粒

外面 5 YR6/6橙
内面 5 YR7/6橙

Ⅵ

土師器
杯

SR3001 南区
(00-1)

Loc F一 ユ
δ一Ⅳ
」-1

(136) 39 底径100
残存率3/J

外面回転ナデ、底郡外面ナデ。
内面回転ナデ。

石 英 雲 母
外面10YR5/4に ぶい責褐
内面10YR5/4に ぶい責掲

Ⅵ

土師器
杯

SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
L-18

(130) 33 底径(88)
残存率3/5

外面 回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 り

内面 回転 ナデ。
内外面 に赤色塗彩。

雲母
外面10YR5/4に ぶい黄掲
内面7 5YR5/41こ ぶい褐

Ⅵ

土師器
杯

S硝001
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―皿

L-18
133 底径65

残存率3/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。内外面に赤色塗彩。
雲 母石 央

外面5 YR5/6明赤褐
内面5 YR5/6明赤掲

Ⅵ

572
弥生土器

甕
SR3001

南区
(00-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
H-5

(137)
残存高
(49)

残存率
口縁部のみ

1/5

回縁部外面ナデ (沈 線 2本 )、 頸部外面ユビ
オサエのちナデ、体都外面ハケロ (8条 /

cm)。

日縁部内面ナデ、頚部内面ハケロ (単 位不
明)、 体部内面ユビオサエのちナデ。

石英 雲母
赤色斑粒

外面 5 YR6/41こ ぶい橙
内面7 5YR6/4に ぶい橙

Ⅵ

土師器
杯

SR3001
南区

(00-1)

Loc F-1
6-Ⅳ
K-4

(196) 53 底径(114)
残存率1/2

口縁部外面回転ナデ、体部外面ヘラミガキ
(幅不明)、 底部外面ユビオサエのちヘラミ

ガキ (幅 4mm)。
内面回転ナデ、底部内面回転ナデのちナデ。

斑
石
色

長

赤

英

母

石
雲

位

外面25Y3/3暗オリーブ
褐
内面25Y4/1黄 灰

Ⅷ
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掲載
番号

分類

器種
出土 遺 構 調査区

出土 地 点
法量

(国径 )

法量

(器高 )

その他法量 調整技法 特徴 含有物 色調
別
位

大
層

土師器
杯

SR3001 南区
(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
K-2

(134) 41 底径82
残存率1/2

外面回転 ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ

内面回転ナデ。

石英 雲母
結晶片岩

外面10YR4/1褐 灰
内面10YR4/2灰 責褐

Ⅷ

土 師器
発

SR3001 南区
(00-1)

LOc F-1
δ―Ⅲ
N-20

(18,8)
残存高
(143)

体部

最大径

(198)
残存率

口縁部1/5

回縁部 頸部外面回転ナデ、体部外面ハケロ
(13本 /2 7cm)。

回縁部 頸部内面ハケロ (12本/1 9cm)、 体
部内面板ナデ (幅2 2cm)ユ ビオサエ有り。

石英 雲母
外面25Y6/3に ぶい黄
内面25Y6/2灰黄

Ⅷ

品

か

製

錘

土

土 SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-20

長さ
(25)

幅17 厚さ16
残存率不明

外面ナデ。79官。縦に扁平な孔 1(下 部の
子しの形状はスリット状)。

雲母
粒

赤色斑 外面 10YR6/3に ぶい黄橙
内面 10YR6/3に ぶい責橙

Ⅷ

アユ

器

チ

師

二
器

土

ミ
土

SR3001 南区

(00-1)

しoc F― ユ
δ―Ⅲ
G-20

底径09
残存率1/1

外面ユ ビオサエ ユ ビナデ。
内面ユ ビオサエ ユ ビナデ。

雲母 結晶片
岩 赤色斑粒

外面25Y6/3に ぶい責
内面25Y6潟 にぶい責

Ⅷ

589
須恵器

杯
SR3001

南区

(00-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
O-6

４
ん軸婢

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
高台付杯。

石英 長石
雲母

外面25Y7/2灰 黄
内面25Y7/1灰白

Ⅸ

須恵器
杯

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
P-3

132 60 底径85
残存率3/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ、底部内面ナデ。
貼付高台。

石英
'卜

面 N4/0灰
勺面 N5/0灰

Ⅸ

土師器
発

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
Q-2

残存高
(142)

最大径190
残存率1/2

口縁部外面ユビオサエのち回転ナデ、頸部外
面タテハケロ (12条たm)の ち回転ナデ、体
部タト面タテハケロ (12条 /cm)の ちヨコハケ
目 (12条 /cm)。

日縁部内面回転ナデ、頚部 体部内面ヘラケ
ズリ (単位不明)の ちユビナデ。
内外面スス付着。国縁部成形時に歪み。

石英 雲母
タト面10YR6/3に ぶい責橙
内面10YR3/1黒 褐

Ⅸ

596
黒色土器
椀

SR3001 南区
(00-1)

Loc F-1 (147)
底径(70)
残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面ヘラケズリ。
内面横方向のヘラミガキ。
内外面とも黒色処理される。日縁端部はやや
厚く九みをもって整えられる。貼付高台。黒
色土器 B類。

砂粒
'卜

面 N3/0暗 灰

勺面 N3/0暗灰

土師器

杯
SR3001 南区

(磁 -2)

LOc F-1
δ―Ⅲ
L-18

40 底径78
残存率1/1

外面 回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 り。

内面回転 ナデ。
石英 雲母
赤色斑粒 '卜

面7 5YR7/3に パい橙
勺面7 5YR7/3に ぶい橙

巨

上師器
杯

SR3001 南区
(04-2)

・
Ⅲ

‐８

ぼ
δ一Ｍ一

24 底径70
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちす
デ 。

内面回転ナデ。
底部外面板目圧痕有り。

石英 芸母
赤色斑粒 '卜

面 10YR7/21こ ぶい黄橙
勺面 10YR7/2に ぶい黄橙

土師器
皿

SR3001 南区

(04-2)

Loc F-1
δ―lll

Q-17
94 (19) 底径(50)

残存率3/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ

内面回転ナデ。
貼付高台。高台部欠損。接合痕有 り。

母奎
本
コ
石

結晶片
'卜

面10YR8/3i完黄橙
勺面10YR8/3浅 黄橙

黒色土器
椀

SR3001 南区
(04-2)

しOc F-1
δ―lll

Q-16
60 底径83

残存率5/5

外面回転ナデ、底部外面ナデ。
内面回転ナデのちミガキ (単位不明)。 底部
内面ミガキ (単位不明)。

貼付高台。黒色土器 B類。接合痩有り。

結晶片岩
'卜

面 N15/0黒
勺面 N15/0黒 巨

土製品
土錘

SR3001 南区

(磁 -2)

LOc F-1
C~Ⅲ
K-17

さ

■

長

７
中冨4 0

厚さ40
残存率1/1

外面ユビオサエ、ナデ。920g。 子L径 171alm。
石英 _T母
赤色斑粒 '1面

7 5YR6/41こ ぶい橙
殉面7 5YR6/4に ぶい橙

明

品

不

製

途
土

用
SR3001 南区

(04-2)

LOc F-1
δ一lll

M-18
残存高
34

底径35
残存率1/2

外面回転ナデ、内面回転ヘラケズリ。沈線有
り。
高杯の脚部に似るが鉄釘が中央に有る。

雲母
粒

赤色斑
'卜

面7 5YR6/6橙
氏内面5 YR6れ にぶい橙

土師器
杯

SR3001 南 区

(04-2)

Loc F-1
6-Ⅲ
I-18

34 底径75
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
底部に板目圧痕らしき痕有り。

長石 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒 (長 石
10× 4mml
個 2～ 3mm
の粒 3%)

'卜

面10YR7/3に ぶい黄橙
有面10YR7/3に ぶい責栓

土師器
皿

SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
H-18

97 17 底径36
残存率9/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。

石芙 雲母

赤色斑粒

クト面 5 YR6/4に ぶい橙
内面7 5YR6/41こ ぶい橙

品製
錘

土

土 SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
さ

混

長

２ 幅09 厚 さ09
残存率1/1

外面ナデ。 17g。 刀ヽ形。孔径 2mm。 25Y7/2明 赤灰

緑釉
椀

SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―ll

H-19
底径63
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面ヘラケズリ。
内面回転ナデ。
高台内側を削り成形。底部外面に墨付き。底
部内面に高台と同じ径の円形の圧痕有り。

外面75Y5/2灰 オリーブ
内面75Y5/2灰 オリーブ

Ⅳ

土師器

杯
SR3001

南区
(04-2)

LOc F-1
6-ll
I-18

(146) 42 底径(75)
残存率1/3

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面回転ナデ。

石芙  雲母
赤色斑粒

夕1面 10YR7/3に ぶい黄橙
内面10YR7/3に ぶい黄橙

Ⅳ

土師淋

杯
SR3001

南区
(04-2)

LOc F-1
δ―Ⅲ
G-19

底径51
残存率3/8

回縁部外面回転ナデ、体部外面回転ヘ ラケズ

リ。底部外面 回転ヘ ラ切 り。
内面回転ナデ。

石 英 雲母
ホ面25Y7/1仄 白
勺面25Y8/1灰白

Ⅳ

土 lll器

杯
SR3001 南区

(04-2)

Loc F-1
δ―ll

H-19
30 底径60

残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちす
ラ
す
。

内面回転 ナデ。

雲母 結晶片
岩 赤色斑粒 '卜

面 5 YR6/41こ ぶい橙
勺面 5 YR6/4に ぶい橙

Ⅳ

668
土師器
皿

SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―ll

I-18
18 底径91

残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

雲母 結晶片
岩 赤色斑粒 '卜

面7 5YR″4に ぶい橙
勺面10YR7/31こぶい黄橙

Ⅳ

土自V器
皿

SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―皿
I-18

15 底径 104
残存率3/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
底部外面に板目圧痕らしき跡有り。

石英 雲母
'卜

面10YR7/4に ぶい黄橙
勺面10YR7/21こぶい黄栓

Ⅳ
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載

号

掲

番
類
種

分
器

出土遺構 調査区

出土地点
法量
(口径)

法量
(器高)

その他法量 調整技法 特徴 含有物 色調
別
位

大
層

土師器
皿

SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―巴

I-18
117 底径78

残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
変形が著しい。

雲母

粒

赤色斑 外面2 5YR6/6橙
内面 5 YR6/3に ぶい橙

Ⅳ

土師器
杯

SR3001
南区

(04-2)

LOc F-1
δ―Ⅲ
M-18

底径77
残存率3/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面回転ナデぅ

斑
石
色

長
赤

英
母

石
雲
粒

外面7 5YR7れ にぶい橙
内面7 5YR7れ にぶい橙

V

737
土師器
杯

SR3001 南区
(磁 -2)

LOc F― ユ
δ―Ⅲ
L-18

128 底径80
残存率7/8

外面回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのちナ

ラ
r。

内面回転ナデ。内外面に赤色塗彩。

石英 雲母

結晶片岩

外面2 5YR5/6明 赤褐
内面2 5YR5/6明 赤褐

V

738
土師器

杯
SR3001 南区

(04-2)

Loc F-1
δ―lll

I-18
(128) 底径(73)

残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。内外面に赤色塗彩。

石央 雲母

赤色斑粒
外面5 YR7/6橙
内面2 5YR6/8橙

V

739
土師器
杯

SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-19

128 37
底径77

残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。
内面一部にスス付着。灯明皿か。底部外面に
底部外面に板目圧痕有り。

石英 雲母

赤色斑粒
外面25Y7/1灰自

内面25Y7/1灰白
V

740
土師器
皿

SR300ユ
南区

(04-2)

Loc F― ユ
δ一Ⅲ
I-18

159 21 底径118
残存率2/3

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 り

内面回転 ナデ。
内外面 に赤色塗彩。

石英 雲母
赤色斑粒

外面7 5YR7/31こ ぶい橙
内面25Y6/2灰 責

V

741
土師器
椀

SR3001 南区
(図 -2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
L-17

134 54 底径72
残存率1/1

外面回転ナデのちミガキ (幅 3～ 4mm)。
底部外面ヘラ切りのちナデ。
内面ミガキ (幅25～ 3 0mm)。
高台付椀。内外面に赤色塗彩。

石英 雲母
結晶片岩

外面2 5YR5/6明 赤褐
内面2 5YR5/6明 赤褐

V

745
土師器

杯
SR3001 南 区

(餡 -2)

Loc F-1
δ―lll

L-18
(130) 底径82

残存率3/5

外面回転すデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

石英 雲母
赤色斑粒

外面10YR7/31こぶい黄橙
内面10YR7/3に ぶい黄橙

Ⅵ

746
土製品
土錘

SR3001 南区
(04-2)

Loc F-1 長さ
48 幅15 厚さ13

残存率1/1
外面ナデ。82g。 ガヽ形。孔径 4mm。 石央 雲母

結晶片岩
25Y6/1責 灰 Ⅵ

747

器師

　

豊
日

土

皿
墨

SR3001
南区

(04-2)

Loc F-1
δ―Ⅲ
R-15

長さ
(56)

幅

＆

厚 さ(06)
残存率

底面の1/6

底部外面回転ヘラ切りのちナデ。
内面回転ナデ。
内外面に墨書。底部外面に板目圧痕有り。内
外面に赤色塗彩。

石 夷 雲 母
外面10YR7/31こぶい黄橙
内面5 YR6/6橙

830
須恵器 SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

122 残存高
(113)

残存率
口縁1/1

口縁部外面回転ナデ、体部外面タタキ (3条 /

cm)(工具維 2cm× 横 5cm以上)。

内面回転ナデ。
国縁部内面 口縁部外面3/4 体部外面自然
莱山^

不 明
外面5 YR2/1黒褐
内面10YR4/1褐 灰

Ⅲ

83]
須恵器 SR3001 南区

(05-1)

Loc F― ユ
δ一Ⅳ
B-11

残存
(45)

体部

最大径 10.5
底部径72
残存率1/2

外面回転ヘラケズリ、底部外面ナデ。
内面回転ナデ。
接合痕有り。自然釉。

石 英 雲 母
外面75Y4/1灰
内面 5Y5/1灰

Ⅲ

832
土師器
杯

SR300] 南区
(05-1)

LOc F― ]

δ―Ⅳ
C-10

底径91
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
口縁部内外面の一部にススが付着。灯明皿に
萱テ日 ^

石央 雲母
結晶片岩

外面7 5YR7れ にぶい橙
内面7 5YR7れ にぶい橙

土師器
杯

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

底径85
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。内面に付着物有り。漆か。内
外面にスス付着。

石英 雲母
結晶片岩

外面 5Y6/2仄オリーブ
内面10YR7/2に ぶい黄橙

lll

土師器
杯

SR3001
南区

(05-1)

LOc F― ]

δ―Ⅳ
B-10

45 底径92
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。
底部外面に板目圧痕有り。

石英 雲母
結晶片岩

外面10YR7/2に ぶい黄橙
内面10YR6/2灰 黄褐

835
土師器
杯

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

底径89
残存率1/1

外面回転ナデ、底郡外面回転ヘラ切りのちナ
|ド。
内面回転ナデ。

赤
母雲

岩片

粒

英

晶

斑

石
結

色

外面2 5YR6/1黄 灰
内面10YR7/21こぶい黄橙

土師器
杯

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

125 底径88
残存率9/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切 りのちナ
デ 。

内面回転 ナデ。
底部外面 に板 目圧痕有 り。

石英 雲母
外面7 5YR6/4に ぶい橙
内面 5 YR7/3に ぶい橙

土師器
杯

SR3001 南区
(05-1)

Loc F― ]

Y~Ⅳ
T-10

底径90
残存率3れ

外面回転 ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りの ちナ

内面回転 ナデ。

石英 雲母
結晶片岩

外面7 5YR6/4に ぶい橙
内面7 5YR6/4に ぶい橙

土師器
杯

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-9

117 底径79
残存率1/1

外面ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。

石英 雲 母
外面10YR6/2灰 責褐
内面10YR6/31こぶい黄橙

土師器

杯
SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-12

112 26 底径80
残存率7/8

外面回転 ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ

デ。
内面回転ナデ。内外面 にスス付着。

石英 雲母

赤色斑粒
外面 5 YR6/4に ぶい橙
内面7 5YR6た にぶい橙

土師器
杯

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

126 35 底径70
残存率2/3

外面回転 ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのちナ

ラ
r。

内面回転ナデ。
内面に墨 漆付着。

石英 雲母
黒色班粒

タト面7 5YR5/41こ ぶい褐
内面7 5YR6/4に ぶい橙

駐 1
土師器
杯

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-11

底径77
残存率2/3

外面回転ナデ、体部外面下部ヘラケズリのち
ユビオサエ。底部外面回転ヘラ切りのちユビ
オサエ。
内面回転ナデ。底部内面回転ナデのちナデ。

英

母
石
雲

粒

長石

赤色斑
'卜

面7 5YR6/41こ ぶい橙
殉面 5 YR6れにぶい橙

342
土師器
椀

SR3001
南区

(05-1)

LOc F-1
δ一Ⅳ
B-10

残存高
(41) 輯抑

外面回転ナデ、底部外面ヘラ切りのちナデ。
内面回転ナデ。
底部中央に外面からの穿孔有り。貼付高台。

石英 雲母
赤色斑粒 '卜

面7 5YR6/4に ぶい橙
勺面7 5YR6/4に ぶい橙

843
土師器
Ell

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
A-11

18 2 21 底径100
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデのちナデ。
高台剥離痕有り。国縁部外面一部黒班。外面
にスス付着。

石英 雲母
結晶片岩 '卜

面5YR7れ にぶい橙
勺面7 5YR74にぶい橙

―-88-―



載

号

掲

番
類
種

分
器

出土遺構 調査区

出土地点
法量

(口径 )

量
高

法
器

その他法量 調整技法 特徴 合有物 色調
別
位

大
層

土師器
皿

SR3001 南区
(05-1)

LOc F-1
δ一Ⅳ
A-10

12.8
底径93
残存率78

外両回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのちナ

内面回転ナデ。

石英 長石
雲母 赤色斑

粒

外面7 5YR6/31こ ぶい掲
内面7 5YR741こ ぶい橙

]

融 5
土師器
皿

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

12 1 13 底径77
残存率3/4

外面回転ナデ、底部外面ヘラ切りのちナデ。
内面回転ナデ。

石英 _T母
赤色斑粒

外面7 5YR8/41完 責橙
内面7 5YR7/41こ ぶい橙

ll

土RT器
阻

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

133 19

底径８．‐鉤
外面回転ナデ、底部ヘラ切りのちナデ。
内面回転ナデ。

石英 雲母
赤色斑粒 結
晶片岩

外面7 5YR6れ にぶい橙
内面2 5YR6/6橙 Il

土師器
Ill

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

15 底径77
残存率3/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。底部内面回転ナデのちナデ。
底部外面に板目圧痕有り。

石英 長石
雲母 赤色斑
II

外面10YR7/4に ぶい黄橙
内面7 5YR74にぶい橙

Ⅲ

848
土師器
皿

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

139 底径83
残存率3/4

外面回転ナデ、底部外面ヘラ切りのちナデ。
内面回転ナデ。
貼付高台。台付皿。

雲母 赤色斑
粒

外面7 5YR7/41こ ぶい橙
内面7 5YR7/41こ ぶい橙

Ⅲ

土師器
皿

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
A-12

底径60
残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。高台部外面回転ナデ。
内面回転ナデ。底部内面ユビオサエのちナ
デ 。

貼付高台。台付皿。

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

外面10YR6/2灰 黄褐
内面7 5YR6/4に ぶい橙

Ⅲ

850
黒色土器
椀

SR3001 南区
(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(158) 51 底径(78)
残存率3/5

口縁部外面回転ナデ、体部外面ユビオサエの
ちナデ、高台部外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切りのちナデ。
内面全面ヘラミガキ。
貼付高台。黒色土器 A類。

石英 結晶片
岩

外面7 5YR4/2仄 掲
内面N3/0暗灰

Ⅲ

土師器

枕
SR3001

南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

(154) 52 晒辮
外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面 回転 ナデ。

石英 雲母
結晶片岩

外面5 YR6/6橙
内面 5 YR6/6橙

Ⅲ

土師器
椀

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

残存高
(41)

底径9,0
残存率1/2

外面回転ナデ。沈線有り。底部外面回転ヘラ
切りのちナデ。
内面回転ナデ。底部外面にスス付着。

石英 ,雲母

赤色斑粒
外面2.5Y6/2灰黄
内面25Y6/2仄責

lll

器師

　

書

土
椀

墨
SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-11

(17)
底径7〕

残存率
底部1/1

外面ユビナデ。
内面ナデ、底部内面ユビナデ。
高台部外面に墨書「佐」。内側から打ち欠▼
たような痕跡有り。貼付高台。

長石 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面7 5YR5/2灰 掲
内面7 5YR5/3に ぶい褐

Ⅱ

854

器師

　

書

土
杯

墨
S路001

南区
(05-1)

LOc F一 ユ
δ―Ⅳ
B-10

(1 の
底径8.0

残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。底部内面に墨書「lヒ 不J。 底
部外面に墨書「人七六」。外面黒班有り。

石英 長石
雲母

外面25Y7/2灰 責
内面25Y7/2灰 費

al

器師

　

豊
自

土
杯

墨
SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(108) (24) 残存率1/5
外面回転ナデ。内面回転ナデ。
体部内外面に塁書。

石英 長石
雲母 結晶片

岩

外面10YR7/3に ぶい黄橙
内面10YR7/3に ぶい責橙

Ⅲ

856
器師

　

書

土
杯

墨
SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
B-10

(11 動 残存率1/14
外面回転ナデ。
内面回転ナデ。
外面に墨書。内面にスス付着。

石英 雲母
外面2.5YR6/2赤 灰
内面10YR4カ 灰黄褐

皿

857
圭
自

杯

墨

土師器
SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-11

(123) (23)
残存率

口縁部1/10

外面回転ナデ。
内面回転ナデ。
墨書による槙様有り。外面は螺旋状、内面は
松葉状のもの。

石英 結晶片
岩

外面7 5YR6れ にぶい橙
内面10YR7/2に ぶい責橙
(一部5 YR6た にぶい橙)

Ⅲ

土師器

杯
墨書

SR3001 南区
(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(1.5)

外面回転ナデ
内面回転ナデ
内外面に墨書

雲母
外面7 5YR6/4に ぶい橙
内面10YR7/3に ぶい黄橙

Ⅲ

859
黒色土器

椀
墨書

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(29)
底径(100)
残存率

高台部1/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 り。
内面ヘ ラ ミガキ。

外面 に墨書。黒色土器 A類。
石英 雲母

外面 10YR5/3に ぶい責橙
内面 N15/0黒 Ⅲ

860
土師器

枕
墨書

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

15 2 55 底径84
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。高台部外面回転ナデ。
内面回転ナデ。底部内面ユビナデのちナデ。
底部外面高台内に墨書「松嶋」。内外面赤色
塗彩。完形。貼付高台。

石英 雲母
赤色班粒

外面7 5YR73に ぶい橙
内面7 5YR73にぶい橙

Ⅲ

土師器
皿

墨書

SR3001 南区
(05-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
A-11

底径 (80)
残存率
底部1/4

外面回転ナデ。底郡外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。内面に墨書「衣」。外面「□J。

石莫  雲母
'卜

面25Y7/2灰 黄
勺面25Y7/1灰 白

862
土師器
羽金

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

(250)
残存高
(85)

残存率1/4

日縁部外面回転ナデ。体部外面上部ユビオサ
エのちナデ。下部ユビオサエのちハケロ (11

条/cm)。
国縁部内面回転ナデ。体部内面ヘラケズリの
ち板ナデ。
内外面スス付着。

石英 長石
雲母 赤色斑

粒

外面 5Y2/1黒
内面25Y3/1黒褐

863
土師器
竃

SR3001
南区

(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-10

践存幅
(124)

残存長96
残存率不明

外面 ナデ ユ ビオサエのちハケロ ナデ。
内面 ナデ ユ ビオサエのちハ ケロ ナデ。内
外面 スス付着。

赤
母三

百
石片

粒

英
晶
斑

石
結
色

外面N2/0黒
内面7 5YR6/6橙

864
瓦

軒平瓦
SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

長
０

存

ａ

残

Ｑ

幅

の

存

■

残

の
厚さ45

残存率不明
凹面布目圧痕。凸面タタキ (縄席紋)。

端面 4条の沈線にて成形。内面スス付着。
石英 結晶片
岩

凸面75Y5/1灰
凹面75Y4/1灰

瓦

九瓦
SR300〕

南区
(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
A― H

長さ
(112)

幅
(124)

厚さ
(20-22)
高さ63

残存率不明

凹面布目圧痕 ナデ。凸面タタキ (縄席文)

のちナデ。
3607g。 内面にスス付着。

石英 雲母
灰

灰

Ｙ

Ｙ

面

面

凸

凹
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載

号

掲

番

類
種

分
器

出土遺構 調査区

出土地点
法量
(口径)

口重
告
回

法
器

その他法量 調整技法 特徴 含有物 色調
別

位

大

層

866
瓦

平瓦
SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

残存長
(143)

残存幅
(182)

厚さ24
残存率不明

J面布目圧痕。
当面タタキ (縄席紋)。

石央 雲母

赤色斑粒

凹面25Y6/1責 灰

凸面25Y6/1責 灰
ll

瓦

平瓦
SR3001

南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-9

残存長
(150)

残7T幅
(169)

厚さ36
残存率不明

凹面布目圧痕のちナデ。
凸面タタキ (縄席紋)。 内外面にスス付着。

石 英 雲 母
凹面25Y7/2灰貢

凸面 5Y6/1仄
ll

瓦

平瓦
SR3001

南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-10

残存長
(165)

残存幅
(145)

厚さ35
残存率不明

凹面布目圧痕。
凸面タタキ (縄席紋)。 内外面にスス付着。

石英  雲母

結晶片岩

凹面10YR6/3に ぶい責橙
凸面10YR6/3に ぶい責橙

Ⅱ

瓦

平瓦
SR3001

南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

残存長
(123)

残存幅
(167)

厚 さ35
残存率不明

凹面布目圧痕。
凸面タタキ (縄席紋)。

長石 雲母

結晶片岩

灰

灰

Ｙ

Ｙ

面

面

凹

凸
Ⅲ

870
瓦

平瓦
SR3001

南区
(05-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
B-11

長
め

存

＆

残
住

残存幅
(106) 中鉤

凹面布目圧痕。
凸面タタキ (縄席紋)。 内外面にスス付着。

石英 雲母
赤色斑粒

凹面25Y4/2暗仄責
凸面25Y5/2暗灰責

Ⅲ

瓦
4f平瓦

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-9

残存長
(116)

残存幅
(152)

厚さ59
残存率不明 紋蒲

ｏ
縄

痕
く

圧

キ

布

タ

面

面
凹

凸

石英 雲母

結晶片岩 赤

色斑粒

凹面10YR6/3に ぶい黄橙
凸面10YR6れ にぶい黄橙

872
品製

錘
土

土
SR3001

南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

長さ
77 幅49 厚さ50

残存率1/1
外面ナデ。
160g。 孔径 16mm。

赤

長石 雲母

結晶片岩
色斑粒

7 5YR7/3に ぶい橙

須恵器 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

残存高
(115)

口縁3れ
残存

外面回転ナデ。
内面回転ナデ。
自然釉有り。内面に付着物有り。

石英 雲 母
外面 5Y5/1灰
内面 10YR4/1褐

Ⅳ

土師器
Ill

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
A-10

141 18 底径100
残存率3海

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちす
|だ。
内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。

雲母 黒色斑

粒 '卜

面7 5YR5/4に ぶい褐

勺面75Y馳 /3掲
Ⅳ

908
土師器
皿

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-9

32 底径90
残存率3/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
ラ→。
内面回転ナデ。
貼付高台。台付皿。

雲母 結晶片
岩 赤色斑粒

外面7 5YR7/31こ ぶい橙

内面7 5YR7/31こ ぶい橙
Ⅳ

909

器師

　

書

土

皿
墨

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(14,4) 33
底径80
残存率

口縁部1/6

体部外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切りの
ちナデ。
内面回転ナデ。
底部外面に塁書。

雲 母
外面7 5YR6/3に ぶい褐
内面10YR6/31こバい責橙

Ⅳ

器師

　

圭
自

土
杯

墨
SR3001

南区
(05-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
A-11

長さ
(53)

厚さ
(07)

中目(3 0)

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちユ
ビオサエ。
内面回転ナデ。内外面に墨書。

雲 母石英
外面10YR7/21こ ぶい黄橙
内面25Y7/1灰 白

Ⅳ

911
品製

錘

土

土
SR300〕

南区
(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
E-9

さ

望

長

５

幅

＆
厚 さ31

残存率1/1
外面ナデ。412g。 子し径 9mm。 表面を赤 く
塗ったものか。

石英 雲母

赤色斑粒 黒
色斑粒

5Y7/1灰 白 Ⅳ

[07C
須恵器
杯

SR300]
南区

(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
D-12

120 29 底径94
残存率9/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。

石英 雲母
結晶片岩

外面 5Y5/1灰
内面 5Y5/1灰

V

土師器
杯

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

126 底径75
残存率1/1

外面上部回転ナデ、下部ヘラケズリのちナ
デ。底部外面回転ヘラ切りのちナデ。
内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。

石夫 長石
雲母

外面7 5YR3/2黒 褐
内面7 5YR3/2黒 褐

V

1072
土師器
杯

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

34 底径100
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデのちナデ。
内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。外面にスス付着。

石英  雲母

結晶片岩

外面10YR4/2灰 黄褐
内面5 YR3/4暗赤掲

V

1073
土師器

杯
SR3001

南区
(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-10

底径88
残存率3/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
ラ会。
内面回転ナデ。
底部外面に板目圧痕有り。

石英 雲母
結晶片岩

外面25Y6/1責灰

内面25Y6/1責灰
V

1074
土師器

杯
S踏001

南区
(05-1)

Loc F-1
6-Ⅳ
B-10

135 底径95
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。
外面にスス付着。

石英 雲母

赤色斑粒

外面7 5YR5れ にぶい褐
内面25Y7/2灰黄

V

1075
土師器
杯

SR3001
南区

(05-1)

Loc F一 ユ

γ
~Ⅳ

T-11
140 底径92

残存率5/6

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。

石英 雲母
赤色斑粒

外面10YR6/2灰 黄褐
内面2 5YR5/6明 赤褐

V

土師器
杯

SR3001
南区

(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-12

(174)
底径(140)
残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデのちナデ。
内面回転ナデ。底部内面回転ナデのちヘラミ
ガキ。
内外面に赤色塗彩。

石英 雲母
結晶片岩

外面25Y5/8明 赤褐
内面 5 YR5/41こ ぶい赤褐

V

1077
須恵器
杯

SR3001
南区

(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-10

42 底径86
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 り。

内面回転ナデ。

貼付高台。

長石

粒

赤色斑 外面 5Y6/1灰
内面2 5YR6/2灰 責

V

土師器
Ell

SR3001
南区

(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
D-9

底径141
残存率1/1

外面回転ナデ、底都外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

石英  雲母

赤色斑粒

タト面 5 YR6/4に ぶい栓
内面 5 YR6/4に ぶい橙

V

土師器
皿

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-11

(152) 21 底径(126)
残存率1/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

石夫 雲母

結晶片岩 '卜

面5 YR6/4にぶい赤褐
内面5 YR6μにぶい赤褐

V
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番
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縫

出土遺構 調査区

出土地点
法量

(口径)

量
高

法
器

その他法量 調整技法 特徴 含有物 色調
別
位

大

層

1081
土師器
養

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
G-11

(28 6)
最大径%6
残存率1/2

口縁部外面回転ナデ (沈線らしき跡有 り)。

頸部外面ユビオサエのちナデ。体部外面上部
ユビオサエのちハケロ (15条 /2.6cm)。 体部
外面下部タタキ (7～ 8本″ 9～ 3 5cm)。
口縁部内面回転ナデ。頚部内面ユビオサエの
ち回転ナデ。体部内面ユビオサエのちユビナ
デ。底部内面ユビオサエのち板ナデのちナ
デ。
底部外面にスス付着。

石英 長石
雲母 結晶片
岩

外面2.5YR6/2灰 責
内面2 5YR6んにぶい黄

V

土師器
斐

S隠001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(255)
高
め

存

＆

残
位 残存率1/4

口縁部外面回転ナデ、体部外面ハケロ (7～
8条/1 3cm)。
内面ハケロ (9～ 10条 /1 2cm)。 日縁部内外
面にスス付着。

石英 雲母 外面7 5YR5/6明 褐
内面10YR6れ にぶい責橙

V

器恵

　

書

須

蓋

墨
SR3001

南区
(05-1)

Loc F-1
心―Ⅳ
B-11

(124) 1.5 残存率1/8

外面回転ナデ。天丼部外面回転ヘラ切りのち
ナデ。
内面回転ナデ。
外面に墨書「少 |。

石英 長石
雲母

外面 N70灰 白
内面N70仄 白

V

108〔

土 IIm器

杯
墨書

SR3001
南区

(05-1)

Loc F一 〕
δ―Ⅳ
C-9

(12,9) 31 底径(87)
残存率1/3

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
底部外面に不鮮明な墨書「安人」。

石英 。結晶片
岩

外面10YR6カ 仄責褐
内面2.5YR76明赤褐

V

1084

器師

　

書

土

皿
墨

SR3001 南区
(05-1)

Loc F― 〕
δ―Ⅳ
B-10

(16.6) 16
底径(124)
残存卒

口縁部1/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
底部外面に墨書有り。内外面に赤色塗彩。

石英 ,雲母
外面7.5YR6/3に ぶい褐
内面2 5YR6/6橙

V

土製品
土錘

SR3091 南区
(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
B-12

長さ
44 幅1,0 印孵

外面ナデ。35g。 孔径 2mm。 雲母・黒色斑

粒
5Y6/1灰 V

須恵器
蓋

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-12

さ

お

長

６ 幅85 厚さ16
残存率1た

外面回転ナデ。
内面回転ヘラケズリのちナデ。

石英 雲母
外面75Y7/1灰 白
内面 5Y6/2灰オリーブ

Ⅵ

器恵
杯

須
高 SR3001

南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-11

残存高
(93)

残存率
脚部1/74

外面回転ナデ。
内面回転ナデ。
脚部。外面極少量自然釉付着。

石英 雲母
外面N5/0灰
内面 N5/0灰

Ⅵ

1192
土師器
杯

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

169 底径11.2
残存率3/4

口縁部 体部外面上部回転ナデのちヘラミガ
キ (摩減のため単位不明)、 体部外面下部回
転ナデ。底部外面回転ヘラ切りのち丁寧なナ
デ 。

内面回転ナデ (沈線有り)、 底部内面ナデ。
高台付杯。内外面に赤色塗彩。貼り付け高台。

母雲
粒

，
斑

央
色

百
ホ

外面25Y5/6明 赤褐
内面5 YR4れにぶい赤褐

Ⅵ

土師器
杯

SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
D-10

(15,3)
底径103
残存率3/5

外面回転ナデ ヘラケズリ、底部外面回転ヘ

ラ切り。高台部外面回転ナデ。
内面回転ナデ。
貼付高台。

石英 長石

雲母 赤色班

粒

外面2 5YRr。 /6明赤褐
内面2 5YR76明赤褐

lll

1194
土師器
蓋

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

残存率1/2 '卜

面回転ナデのちヘラミガキ (幅 4mm)。
有面回転ナデのちヘラミガキ (幅 4mm)。
勺外面に赤色塗彩。

雲母
外面 5 YR4/8赤褐
内面 5 YR5/6明 赤褐

Ⅵ

土師器
杯

SR3CX11
南区

(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-11

(16.4)
底径(112)
残存率1カ

外面回転ナデのちヘラミガキ (幅 2mmヘ ラ
状工具で半円状の文様)。 底部外面ヘラ切 り
のちナデ。
内面回転ナデのちナデ。□縁部沈線 1条。
内外面に赤色塗彩。底都内面に墨付着。

石英 赤色斑
粒

外面25Y8/2灰 白
内面25Y8/2灰 白

Ⅵ

土師器
杯

S路001
南区

(05-1)

一
Ⅳ

ｌ０

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ

Ｂ
(153)

底径 (11.6)

残存率1/3

外面回転ナデのちヘラミガキ、底部外面ユビ
オサエ ,ナ デ。
内面回転ナデ、底部内面ナデのちヘラケズ
リ。暗文有り。
高台接合痕有り。貼付高台。

石英 雲母
赤色斑粒

外面5 YR6/6橙
内面7.5YR5/3に ぶい褐

Ⅵ

土師器 SR3001 離
０５．．

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-11

底径(80)
残存率ν10

口縁部外面回転ナデ。体部外面ユビオサエの
ち回転ナデのちヘラミガキ。
底部外面回転ヘラ切 りのちナデ。把手部ナ
デ。高台部ナデ。
内面回転ナデ。
把手付高台付壷。貼付高台。

石英 雲母

結晶片岩

外面 5 YR5/41こ ぶい赤褐
内面 5 YR5/4に ぶい赤幅

Ⅵ

1198
品製

錘

土

土 SR3001 離
０５．‐

Loc F-1
心―Ⅳ
A-10

さ

ヤ

長

８ 幅23 厚さ21
残存率1/1

外面ナデ。34.2g。 子し径 5mm。
長石 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

10YR6/6明 黄褐 Ⅵ

1199
土師器
皿

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

(112) 17 底径(105)
残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面ヘラケズリのちヘラ
ミガキ (幅不明)。

内面回転ナデのちヘラミガキ。
底部内面中央に螺旋状暗文、体部内面放射状
暗文。

長石 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面7 5YR6/41こ ぶい褐
内面7 5YR6/31こ ぶい褐

Ⅵ

1200
土師器

鍋
SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-10

残存高
(17.2)

残存率4/5

口縁部外面回転ナデ、体部外面上部ハケロ
(22条れ Ocm)の ちユピオサエ ナデ、体

部外面下部ハケロ (22条/4.Ocm)。
口縁部内面横方向ハケロ (6条 /cm)、 体部
内面上部横方向ハケロ (6条/cm)の ち板ナ
デ (幅 3 3cm)、 体部内面下部ヘラケズリ (幅

3.3cm)。

外面全面にスス付着。口縁部内面の一部と体
部スス付着。

石葵
外面2.5Y3/1黒褐
内面2.5Y6れ にぶい黄

Ⅵ
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号

掲

番
類
種

分
器

出土遺幅 調査区

出土地点
法量
(口径)

法量
(器高)

その他法量 調整技法 特徴 含有物 色調
別
位

大
層

器恵
　

書

須
蓋

墨
SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-11

(127) 残存率3�

口縁1/2

外面回転ナデ、天丼部回転ヘラ切 りのちナ
デ。
内面回転ナデ。
天丼部内面に墨痕有り。

長石
'卜

面25Y4カ 暗灰黄
勺面25Y4カ 暗灰黄

Ⅵ

器師

　

圭
日

土
杯

墨
SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

底径114
残存率3/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
底部外面に墨書「是小□J。

石英 雲母
'卜

面7 5YR4/3褐
勺面7 5YR6ん にぶい掲

Ⅵ

12∝

器師

　

豊
日

土
奏

刻
SR3001

南区
(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(120) (■ 3)

最大径132
残存率

口縁～体 部
にか↓)2/5

程度

国縁部 頸部外面回転ナデ、体部外面ユビオ
サエのちナデ。
口縁部内面回転ナデ、頭部内面 体部内面上
部に板ナデ (横方向)の ちユビオサエ。体部
内面下部に板ナデ (斜め方向)の ちユビオサ

頸部内面と断面に接合痕。頚部外面に未完通
の穴有り。体部外面刻書スイジカイ十勾玉文
様。

石英 結晶片 外面10YR4/2仄 責褐
内面10YRy2灰責褐

1217
器師

杯
上
高 SR3001 南区

(05-1)

LOc F-1
δ一Ⅳ
B-12

高

ω

存

＆

残

で
底径152

残存率不明

脚部外面ヘラケズリ、底部外面回転ナデのち
ヘラミガキ (暗文)。

杯部底部内面ヘラミガキ (暗文)。 脚部内面
ヘラケズリ 回転ナデ。

石英 雲母
外面7 5YR6れ にぶい橙
内面7 5YR6/6橙

Ⅷ

土師器
Ill

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-10

(144) 27 底径(120)
残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデのちナデ。
内面回転ナデ。
底部外面に黒班有り。

石英 雲母
結晶片岩

外面7 5YR5/3に ぶい掲
内面7 5YR5れ にぶい掲

Ⅷ

弥生土器 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

(184)
高

め

存

ａ

残

く 残存率lμ
口縁部外面回転ナデ。
口縁部内面回転ナデ。

石英 ,長石
雲母 赤色斑

粒

外面25Y6/31こぶい黄
内面25Y6/2灰 責

Ⅷ

1235
土師器
杯
墨書

SR3001 南区
(05-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
A-10

(15)
底径(60)
残存率1/3

外面回転 ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 り。
内面 回転 ナデ。底部 内面ユ ビナデのちナデ。
底部外面 に墨書。

石央 雲母
外面 5 YR6れにぶい橙
内面 5 YR6れにぶい橙

1236
土師器
皿

SR3001 南区
(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-11

111 15 底径83
残存率2/3

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

外面7 5YR7/4に ぶい橙
内面7 5YR7/4に ぶい橙

1237
土師器
皿

SR3001 南区
(05-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-12

15 底径71
残存率4/5

クト面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。

雲母 赤色斑

粒
外面2 5YR6/6橙
内面10YR6カ 灰黄掲

須恵器
杯
刻書

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-8
さ
働

長

＆
厚さ
(13)

幅 (48) 外面ナデ。
内面回転ナデ。底部外面にヘラ記号か。

石英 長石
雲母

外面 5Y7/1灰 白
内面 5Y7/1灰 白

□

土師器
杯

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
γ
~Ⅳ
T-9

底径82
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
工具痕有り。

石英 雲母
結晶片岩

外面10YR5/2灰 黄褐
内面10YR5/2灰 責褐

]

1244
土師器
杯

SR3001
南区

(05-2)

LOc F― 〕

γ
~Ⅳ
T-8

131 35 底径78
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
ラ・ 。

内面回転 ナデ。

雲母 赤色斑
粒

外面10YR7/2に ぶい黄橙
内面10YR7/2に ぶい黄橙

E

土師器
皿

SR300]
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

(10.1) 07 底径 (94)
残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。底部に内面からの穿孔有り。

雲母 赤色斑
粒

外面10YR7/21こぶい黄橙
内面10YR7/21こ ぶい黄橙

]

土師器
杯

SR300〕
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

141 底径86
残存率3た

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り
内面回転ナデ。
口縁部の一部にスス付着。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面10YR6/31こぶい責橙
内面10YR7/31こぶい責橙

Ⅲ

1486
土師器
杯

SR3001 南区
(05-2)

LOc F― ]

δ―Ⅳ
A-8

底径76
残存率1カ

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り
内面回転ナデ。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面7 5YR6れ にぶい橙
内面7 5YR6/4に ぶい橙

Ⅲ

1487
土師器
杯

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-7

134 底径80
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
ラ
声
。

内面回転ナデ。

石英 雲母
赤色斑粒

外面10YR6/3に ぶい黄橙
内面10YR6た にぶい責橙

Ⅲ

黒色土器
杯

刻書

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-7

130 37 底径84
残存率9/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
ラ奮。
内面回転ナデ、底部内面回転ナデのちユビオ
サエ。
底部外面にヘラ記号有り。底部内面にスス付
着。底部外面に板目圧痕有 り。黒色土器 B
類。

雲母 結晶片 外面 5Y2/1黒
内面 5Y2/1黒

Il

土師器

杯
SR3001

南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

37 底径105
残存率1/]

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面回転ナデ。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色班粒

外面2 5YR72灰責
内面 10YR7/2に ぶい責橙

]

土師器
杯  Ⅲ

SR3001 南区
(05-2)

LocF-1
δ―Ⅳ
A-9

129 底径74
残存率3海

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デのちユビオサエ。
内面回転ナデ。
内外面に黒斑有り。内外面全体に赤色る彩。
外面にスス付着。内面に付着物有り。

石英 雲 母
外面10YR7/31こぶい黄橙
内面10YR7/31こぶい責橙

lll

1491
土師器
杯

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

12 2
底径83

残存率9/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
底部外面に板目圧痕有り。

石英  雲母

結晶片岩
外面5YR5/6明 赤褐
内面5YR6れ にぶい橙

Ⅲ

1492
土師器
杯

SR3001 南区
(05-2)

LOc F一 ユ
δ―Ⅳ
C-8

13 〕 底径80
残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。

石英  雲母
外面25Y6/2灰黄
内面10YR7/31こ ぶい責橙

ll

土師器
杯

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

180 底径82
残存率3・l

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
|ド 。

内面回転 ナデ。

石英 雲母
赤色斑粒

外面 10YR7/31こ ぶい責橙
内面 10YR7/3に ぶい黄橙

]
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掲

番
類
種

分
器

出土遺構 調査区

出土地点
法量

(国径 )

法量
(器高)

その他法量 調整技法 特徴 合有物 色調
別

位

大

層

1494
土師器
杯

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

135 底径70
残存率9/10

外面回転ナデ、体都外面下部ヘラケズリのち
ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナデ。
内面回転ナデ、底部内面回転ナデのちナデ。
内外面顔料塗布。板目圧痕有り。

斑
石
色

長
赤

英
母

石
雲

粒

外面10YR6た にぶい黄橙
内面10YR6/3に ぶい責橙

ll

土 師器
杯

SR3001 南区
(05-2)

一
Ⅳ

７

Ｆ

一　

一

ｏｃ
δ

Ｂ
127 底径77

残存率9/10
外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。

石英 雲母
赤色斑粒

外面 5 YR7/4に ぶい橙
内面 5 YR7/4に ぶい橙

Ⅲ

1496
土師器
杯

SR3001 南区
(05-2)

一
Ⅳ

８

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ

Ｄ
116 底径80

残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
里
ヽ

母雲
粒班

粒

英

色

斑

石
赤

色

タト面7 5YR7/41こ ぶい橙
内面7 5YR7/31こ ぶい橙

ll

土師器
杯

SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-8

12 3 底径83
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
楕円形に歪み有 り。口径123～ 13 2cm。 底
部外面に板目圧痕有り。

雲母
外面10YR7た にぶい責橙
内面7 5YR7/4に ぶい橙

皿

土師器
杯

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

118 底径74
残存率3/4

外面回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのちナ
デ。
内面回転ナデ。

石英 雲母

結晶片岩
外面7 5YR6/4に ぶい橙
内面7 5YR62にぶい橙

Ⅲ

土師器

杯
SR3001

南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

118 底径78
残存率3/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。

石英 雲母
赤色斑粒

外面7 5YR7/6橙
内面7 5YR6/4に ぶい橙

Ⅲ

1500
土師器
椀

S路001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-9

230 70 底径94
残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ、底部内面回転ナデのちナデ。
底部外面に板目圧痕有り。外面にスス付着。

石央 長石
雲母

外面10YR4/2灰 責褐
内面25Y4/1責灰

Ⅲ

土師器

椀
SR3001

南区
(05-2)

LOc F― ]

δ―Ⅳ
A-9

底径92
残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
高台付杯。貼付高台。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面7 5YR6/2灰 褐
内面7 5YR7れ にぶい橙

El

土師器
椀

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

157 底径85
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
貼付高台。

石 英 雲母
外面25Y7/2灰 黄
内面25Y7/3浅黄橙

Ⅲ

土師器
椀

S隠 00ユ
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

133 底径70
残存率7/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
|だ。
内面回転ナデ、工具痕有り。
貼付高台。

石英 赤色斑

粒
外面 5 YR5/41こ ぶい赤褐
内面 5 YR5/41こ パい赤褐

Ⅲ

1504
土師器
椀

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-7

(144) 底径 (86)
残存率2/3

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。底部内面回転ナデのちユビオ
サエ。
高台付杯。

石英 宴母

赤色斑粒
外面10YR7/3に ぶい黄橙
内面10YR7/3に ぶい黄橙

Ⅲ

t50〔
土師器

杯
SR3001

南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

135 51 底径92
残存率9/10

外面回転ナデ、底部外面ヘラ切りのちナデ。
内面回転ナデ。
内外面ともにスス付着。高台接合痕有り。

石英  雲母

赤色斑粒
外面10YR7/3に ぶい責橙
内面2 5YR6/2灰 責

lll

t50て
土師器
皿

SR3001 南区
(05-2)

LOc F― ユ
δ―Ⅳ
B-6

133 16 底径89
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。内面にスス付着。

石英 雲母
赤色斑粒

外面25Y8泡灰白
内面25Y8/2灰 白

Ⅱ

土師器
皿

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-9

107 16 底径84
残存率1/1

外面回転ナデ、底都外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ、底部内面回転ナデのちユビナ
デ 。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面7 5YR6/3に ぶい褐
内面7 5YR6/3に ぶい褐

Ⅲ

土師器
皿

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

130 17
底径80
残存率
口縁1/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。内外面にスス付着。

石央 雲母
赤色斑粒

外面7 5YR6/31こ ぶい褐
内面7 5YR6/31こ ぶい褐

Ⅲ

土師器
皿

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

11 底径83
残存率 1/ユ

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。

石英 雲母
赤色斑粒 '卜

面7.5YR6/4に ぶい橙
殉面7 5YR6/3に ぶい褐

lll

土師器
皿

SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
C-8

113 16 底径93
残存率5/6

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

石英 雲母

赤色斑粒 '卜

面 5 YR6/4に ぶい橙
勺面 5 YR6た にぶい橙

Ⅲ

1511
土師器
皿

SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
D-6

(99) 23
２
�聴婦

外面回転ナデ、底部外面ヘラ切りのちナデ。
内面ナデ。台付皿。接合痕有り。底部に焼成
後内面から穿孔 (孔径 6mm)有 り。

石英  雲母

赤色斑粒 '卜

面7 5YR6/6橙
勺面 5 YR6/6橙

1512
土師器

愧
SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

51 聰孵
外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちす

内面回転ナデ。内外面に赤色塗彩。
石英  雲母

'卜

面 5Y馳 /4にぶい赤褐
勺面 5 YR6/41こ ぶい橙

1513
土師器
椀

SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
D-6

155 52
底径 102
残存率
口縁4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちす

内面回転ナデ。
貼付高台。

石英 雲母
赤色斑粒

外面10YR7/31こぶい黄橙
内面10YR6/31こぶい黄橙

土師器
椀

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

50 底径77
残存率3/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。高台
部外面ナデ。
内面回転ナデ。
高台付椀。内外面の大部分にスス付着。

石英 雲母
結晶片岩

外面10YR4/1褐 灰
内面7 5YR5/3に ぶい褐

1515
土師器

椀
SR3001

南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-7

147 45 底径76
残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
貼付高台。

石 英 雲母
外面7 5YR6/4に ぶい橙
内面7 5YR6れ にぶい橙

1516
土師器
竃

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
E-7

さ

２

長

１３
幅
(96) 厚さ75

外面板ナデ ナデ。
内面板ナデ ナデ ユビナデ。
内外面にスス付着。

赤

石英 雲母
結晶片岩
色斑粒

外面 5 YR5/4に ぶい赤褐
内面 10YR5/2灰 黄褐

1517
土製品
土鐘

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-8

長 さ

(44)
中冨
(16) 厚さ(12)

外面ナデ。96g。 棒状土錘。上部に穿孔。
孔径 3mm。

石央 雲母
結晶片岩

外面25Y7/2灰 黄

―- 93 -―
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号

掲

番

類
種

分
器

出土遺構 調査区

出土地点
法量

(国径 )

法量
(器高)

その他法量 調整技法 特徴 合有物 色調
別
位

大
層

土師器
発

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-7
(155)

残存率
口縁3/4

口縁部外面回転ナデ、体部外面ハケロ (10条 ,

1 7cm)。

内面ヘラケズリのちナデ。

石英 雲 母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面25Y6/2灰 黄
内面 10YR7/21こ ぶい黄橙

Ⅲ

152(

和

　

書

緑

椀

墨
SR3001 南区

(05-2)

Loc F― ユ
δ一Ⅳ
B-9

(13) 底径62
残存率

底部外面回転ナデ。
底部内面ミガキ (幅 3mm)。
内外側から打ち欠く。削り出し高台か。底部
外面に墨書有 り。内外面に施釉。

長 石
外面10YR5/1褐 仄
内面 5翻 /1暗緑

Ⅲ

器師

　

書

土
杯

墨
SR3001

南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-9

122 34 底径81
残存率9/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
底部 体部外面に墨書有り。底部外面中央に
「恵師殿J。 脇に「蓋Jと 獣の顔か。体部外
面に一文字「斗J。

石英 雲母
結晶片岩

外面7 5YR6れにぶい橙
内面7 5YR6れ にぶい橙

皿

器師

　

圭
自

土
杯

墨
SR3001

南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

128 底径95
残存率3/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
底部外面「鳥凡□片坑」。体都外面積向きに
縦書き「送」7回 、並べて「奉依J「送送□J

「遣鳥鳥貝□」の墨書。外面に黒斑有り。板
目圧痕有り。

石夫 雲母

結晶片岩
外面5 YR6/6橙
内面7 5YR6/4に ぶい橙

El

t52モ

器師

　

豊
日

土
杯

墨
SR3001

南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
A-8

(127)
底径80
残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。底部タト面に墨書。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面 10YR7/21こ ぶい黄橙

内面 10YR7/21こ ぶい責橙
]

土師器

杯

墨書

S郎001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

(134) 底径(96)
残存率1/5

外面回転ナデ
内面回転ナデ
内外面に墨書

石英 雲母

結 晶片岩 赤
色斑粒

外面10YR8氾 灰白
内面10YR7/2に ぶい責橙

Ⅲ

152〔

土師器

杯

墨書

SR300]
南区

(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-8

(130) (23)
口縁

一部残存

外面回転ナデ。
内面回転ナデ。
内外面に墨書で文様を描いたものか。

石芙 雲母

赤色斑粒

外面7 5YR7μ にぶい橙
内面10YR8/2灰 白

El

152(

器師

明

書

土

不
塁

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(10)
底径 (86)
残存率

底部1/7

底郡外面回転ヘラ切りのちナデ。
内面ナデ。
内外面に塁書。

石央 結晶片 外面25Y6/1黄 灰
内面25Y6/1責灰

Ⅲ

器師

明
書

土

不
墨

SR300ユ
南区

(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
A-9

さ

ｆ

長
に

さ

お

厚

∞ 幅 (45)

外面回転ナデ、底部外面ヘラ切りのちナデ。
内面回転ナデ。底部内面回転ナデのちユビナ
ラド。
底部外面に墨書。

石英  雲母
外面25Y6/1黄灰
内面25Y6/1責 灰

Ⅲ

152を

器師
　

書

土
甕

黒
SR3001

南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

(51)
外面ハケロ (3条/cm)。

内面ハケロ (3条たm)。 内外面同じ工具。
外面に墨書、顔か。

石英 結晶片
岩 赤色斑粒

外面25Y6/2灰 責
内面25Y6/1黄 灰
(75Y6/4にぶい橙)

Ⅲ

須恵器
杯

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(120) 42
底径82
残存率
口縁1/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
貼付高台。

石央 雲母
黒色斑粒

外面75Y5/1灰
内面75Y6/2灰 オ リーブ

Ⅳ

1570
須恵器

高杯
SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

(77)
底径 (112)

残存率
脚部1/2

llW部外面ナデ、底部外面回転ナデ。
内面上部しぼり痕、底部内面回転ナデのちナ
デ。外面にスス付着。

石英 雲母
黒色斑粒

外面N4/0灰
内面N6/0灰

Ⅳ

1571
土師器

杯
SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-9

126 底径74
残存率1/1

外面 回転 ナデ (沈 線有 り)、 底部外 面 回転 ヘ

ラ切 りのちナデ。

内面回転ナデ。

石夫 雲母
赤色班粒

外面7 5YR7/31こ ぶい橙
内面7 5YR6/3に ぶい褐

Ⅳ

1572
土師器

杯
SR3001 南区

(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-8

130 底径79
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
口縁の一部と内面にスス付着。灯明皿か。内
外面に赤色塗彩。

雲母 結晶片
岩

外面 5 YR3/2明 赤褐
内面7 5YR4/3褐

Ⅳ

1573
土師器
杯

SR3001
南区

(05-2)

LOc F-1
5-Ⅳ
B-8

12 4 31 底径68
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
石英  雲母

外面10YR7/2に ぶい責橙
内面10YR8/3浅 黄橙

Ⅳ

1574
土師器
杯

SR3001 南区
(05-2)

LOc F-1
5-Ⅳ
B-8

13 4 31 底径93
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。内外面に赤色塗彩。外面にス
ス付着。

石英 雲母
外面7 5YR4/3褐
内面 5 YR5/6明赤褐

Ⅳ

1575
土師器
杯

SR3001
南区

(05-2)

一
Ⅳ

７

Ｆ

一　

一

ｏｃ
δ

Ｂ

125 底径86
残存率9/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面回転ナデ。

赤色斑雲母

粒
外面 10YR6れ にぶい黄橙

内面 10YR6/2灰 黄褐
Ⅳ

1576
土師器
杯

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-8

(120) 底径 (94)
残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのちナ

内面回転ナデ。
内外面 に赤色塗彩。貼付高台。

石英 雲母
外面10YR7/31こ ぶい黄橙
内面10YR7/31こぶい黄橙

Ⅳ

1577
土師器
杯

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

12 5
底径78
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。内外面に赤色塗彩。

石英 雲母

黒色斑粒

外面7 5YR6/3に ぶい褐
内面10YR6/2灰 黄褐

Ⅳ

土師器
高杯

S踏001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(72)
底径 (100)

残存率
脚底部1/5

lll郡 外面回転ナデ。杯部底部内面回転ナデ。

内面 回転ナデ。
高杯脚都。内外面 に赤色塗彩。

石 英 雲 母
外面2 5YR5/6明 赤褐
内面2 5YR6/8橙

Ⅳ

157(
土師器
皿

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-7

130 18 底径98
残存率3/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデぅ

石英 雲 母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面7 5YR6/41こ ぶい橙

内面7 5YR6/41こ ぶい橙
Ⅳ

土師器
奏

南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

(435) (182) 残存率2/5

口縁部外面回転ナデ、体部外面ハケロ (10本 /

3 5cm)。

日縁部 頸部内面板ナデ、体部内面ユビオサ
エのちユビナデ ナデ。
内面ユビナデ左上がり。外面にスス付着。

石英 雲 母

結晶片岩  赤
色斑粒

外面25Y5/3黄 褐
内面25Y5/3黄 褐

Ⅳ
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載

号

掲

番
類
種

分
器

出土遺橋 調査区

出土地点
法量

(国径)

法量
(器高)

その他法量 調整技法 特徴 含有物 色調
別
位

大
層

1581
黒色土器
椀

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-7

135 底径71
残存率4/5

外面回転ヘラケズリのちナデ、底部外面回乾
ヘラ切りのちナデ。高台部回転ナデ。
内面ヘラミガキ (幅 4mm以上)。

貼付高台。黒色土器 A類。

石英 結晶片 外面 10YR6/2灰 責褐
内面 5Y2/1黒

Ⅳ

158'

器師

　
圭
自

土
杯

刻
SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

(140)
底径(75)
残存率1/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 り。

内面回転ナデ。
体部内面 に刻書。

石英 雲母
赤色斑粒

外面10YR7/31こぶい責橙
内面10YR7/2に ぶい責橙

Ⅳ

器師

　
豊
白

土
杯

墨
SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

長さ
(40)

さ

ち

厚
⑩ 幅 (34)

内面ヘラミガキ。内面に赤色塗彩。
墨書「上□J。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面 5 YR6/31こ ぶい橙
内面 5 YR6/4に ぶい橙

Ⅳ

1584
土師器
把手

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

残存長
(56)

残存幅
(64)

把手部のみ
1/1残存

外面ユビオサエ。
内面ナデ。
巽の把手部のみ残存。空胴。外面片側のみス
ス付着。

雲母 結晶片
岩 赤色斑粒

外面10YR7/4に ぶい黄橙
内面10YR7/41こぶい黄橙

Ⅳ

185(
須恵器
杯

SR3001 南区
(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-6

126 底径88
残存卒 1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
自然釉。貼付高台。

石央 雲 母
黒色斑粒

外面 5Y5/1灰
内面75Y5/1灰

V

須恵器
杯

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-8

(135)
底径(94)
残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面回転ナデ。

英

母

石
雲

長 石 外面25Y6/1黄 灰
内面25Y4/1責 灰

V

1852
須恵器 SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

残存高
(124)

底径70
残存率
体部1/1

体部外面上部に回転ナデ (自 然釉)、 下部に
回転ナデのちヘラケズリ ナデ。底部外面回
転ヘラ切 りのちナデ。高台部外面回転ナデ
(自 然釉)。

内面回転ナデ (自 然釉)。

高台付壺。自然為。体部外面下部に沈線が残
存か。貼付高台。

石英 雲母
結晶片岩

外面25Y4/1黄 灰
内面25Y4/1黄 灰

V

1853
土師器
杯

SR3001
南区

(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
D-6

134 底径■ 0

残存率1/〕

外面回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのちナ
デのちヘ ラ ミガキ。

内面回転ナデ。

石夫 雲母
赤色斑粒

外面7 5YR5/6明 褐
内面7 5YR4/3掲

V

1854
土師器
杯

SR3001
南区

(05-2)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
A-9

(135)
底径82
残存率2/3

外面回転ナデ、底部静止ヘ ラ切 りのちナデ。
内面回転ナデ。

底部外面 に黒斑有 り。

石英 雲母

結晶片岩
外面25Y7/3浅黄
内面25Y73浅黄

V

185[
土師器

杯
SR3001

南区
(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
A-8

157 聰孵

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
/。

内面回転ナデ。
貼 り付 け高台。

長石 雲母
赤色斑粒

外面2 5YR6/6橙
内面2 5YR6/6橙

V

185て
土師器
杯

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-6

163 底径107
残存率9/10

口縁部 体部外面上部に回転ナデ 体部外面
下部にヘラケズリ、底部外面回転ヘラ切り、
高台部外面回転ナデ。
内面回転ナデ。高台付杯。貼刊高台。

長石 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面 5 YR5/6明 赤掲
内面5 YR6/6橙

V

1857
土師器
杯

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

(35) 底径(60)
残存率1/4

外面回転ナデのちミガキ (幅 3mm)、 底部
外面ミガキ (幅 3mm)。
内面回転ナデのちヘラミガキ (暗 文)、 底郡
ナデのちミガキ (幅 3mm)の ちヘラミガキ
(R旨文)。

底部外面に板目圧痕有り。

石英 長石
雲母 結晶片

岩 赤色斑粒

外面 5 YR6たにぶい橙
内面 5 YR6/4に ぶい橙

V

土師器
杯

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

(160) 3〕
底径(134)
残存率
口縁1/7

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちヘ

ラケズリ。
内面回転ナデ。

曇母・結晶片
岩 赤色斑粒

外面 5 YR6/6橙
内面 5 YR5/6明 赤掲

V

土師器
菱

SR3001 南区
(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-8

(274)
残存高
(96)

残存率
口縁1/2

口縁郡外面回転ナデ、頸部 体部外面タテノ
ケロ (5条/cm)の ち回転ナデ。
内面ヨコハケロ (5条/cm)の ち回転ナデ。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面 5Y6/2灰 オ リーブ

内面 5Y6/2灰 オ リーブ
V

186(

器師
　

圭
日

土
杯

墨
SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-6

183 底径152
残存卒8/9

回縁部外面回転ナデ (沈 線 1条 )。 体部外面
板ナデのちナデ、底部外面ヘラケズリ (嶋

1 4cm)の ちユビナデ。
内面回転ナデのちナデ (沈 線 1条 )。 底部ド
面ユビナデのちナデ。
底部外面に塁書「方J。 内外面に赤色塗彩。
底部外面にスス付着。

石英 雲 母
外面7 5YR8/4浅 黄橙

内面7 5YR8/4浅 黄橙
V

器師
　

書

土
杯

墨
SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
D-7

125 33 底径87
残存率5/6

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
底部内面に墨線 (縦 2本横 3本 )。 九字を略
したものか。

雲母
外面2 5YR5/6明 赤褐
内面10YR6/2灰 黄褐

V

18~f
須恵器 SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
γ
~Ⅳ
T-9

底径76
残存率1/]

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラケズリのち
ヘラケズリ。
内面回転ナデ、底部内面ナデ。
自然釉。

石英 雲母

赤色斑粒 黒
色斑粒

外面 N7/0灰
内面 N7/0灰

土師器
蓋

SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

173 残存率9/10

外面回転ナデ。
内面回転すデのちヘラミガキ (暗文有 り)

内面中央付近回転ナデのちナデ。
外面スス付着。

石英 長石
雲母 赤色斑

粒

外面 5 YR5/4に ぶい赤褐
内面 5 YR6/4に ぶい橙

1895
須恵器
杯

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
T-2

(132) 残存率4/5
口縁部 体部外面上部回転ナデ。体部外面下
郡 底郡外面回転ヘラケズリ。
内面回転すデ。

石 英
外面 10Y7/1灰 白

内面 N7/0灰 白
]

1896
須恵器
高杯

SR300]
南区

(04-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
A-3

143 残存高
(95)

底径残存
(67)

残存率杯部
1/2

外面回転ナデ。底都外面回転ナデ。
内面回転ナデ。
しlraり 痕有り。

石英 赤色斑

粒

外面 N7/0灰 白

内面 N7/0灰 自
]
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載

号

掲

番
類
種

分
器

出土遺構 調査 区

出土地点
法量

(国径 )

法量

(器 高 )

その他法量 調整技法 特徴 含有物 色調
別

位

大

冒

上自T器
椀

SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
C-20

14 2
底径84
残存率1/ユ

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。
杯部内面の一部にスス付着。灯明皿か。内外
面に赤色塗彩。

石英 結晶片 外面2 5YR6/6橙
内面2 5YR5/6明 赤褐

Ⅱ

土師器
杯

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-3

126 底径82
残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。

石英 長石

雲母
外面2 5YR5/6明 赤褐
内面 10R5/6赤

Ⅱ

189〔
土師器
杯

SR3001 南区
(04-1)

Loc F一 l

δ―Ⅳ
A-1

(120)
底径(87)
残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面回転ナデ。内外面 に赤色塗彩。

雲母 赤色斑
粒

外面5 YR6/6橙
内面7 5YR73にぶい橙

Ⅱ

190(

器師

　

圭
日

土
椀

墨
S隠001

南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-5

(138)
底径不明
残存率1/8

外面回転ナデ。

内面回転ナデ。
内外面 に墨線有 り。

石英 雲母

赤色班粒
外面10YR6/2灰 黄褐
内面25Y6/2灰 責

I

1901
土師器
蓋

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
A-2

(172) 16 残存率2/5
口縁1/4

外面回転ナデ。

内面回転ナデのちヘ ラ ミガキ。暗文有 り◇内
外面 に赤色塗彩。

石央 雲母

赤色斑粒
外面5 YR6/6橙
内面 5 YR6/6橙

Ⅱ

須恵器
こね鉢

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-2

(270) 残存高
(146)

底径(150)
残存率3/5

外面回転ナデ。底部外面 回転ヘ ラ切 りのちナ
ラ
ド
。

内面回転ナデ。片回部ユビオサエ。

石英 結晶片
岩 白

灰

灰

Ｙ

Ｙ

面

面
外
内

I

土師器
杯

S路001
南区

(04-1)

LOc F-1
5-Ⅳ
B-3

15 0 47 底径96
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色班粒

外面 5 YR7/4に ぶい橙
内面7 5YR73にぶい橙

Il

193〔
土師器
杯

SR3001 南区
(04-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅳ
B-4

130 底径84
残存率78

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。内面にスス付着。

石英 雲母

結晶片岩
外面 10YR7/1灰 白
内面 10YR7/1灰 白

ll

193て
土師器
杯

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-1

12 4 37 底径76
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。

雲母 結晶片
岩 赤色斑粒

外面25Y6/2灰黄
内面25Y6/2灰 黄

Il

1931
土師器
杯

SR3001 南 区

(餡 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-3

12 8 底径73
残存率7/8

外面回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 り。
内面回転ナデ。

結晶片母壬
ム
中石

外面10YR7/2に ぶい黄橙
内面10YR7/21こぶい責橙

Il

193廷
土師器

杯

南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-2

■.8
底径47

残存率 1/1

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切りのちナ
ラド。
内面回転ナデ。底部外面中央部ヘコミ有り。

雲母 結晶片
岩 赤色班粒

外面10YR6/2灰 黄褐
内面7 5YR6/1褐 灰

ll

土師器
杯

南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-1

114 31 底径92
残存率 1/ユ

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。

石英 雲母
外面5 YR7ん にぶい橙
内面5 YR8/4淡橙

lll

土師器
皿

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―hr

B-4
145 底径92

残存率3/4

外面回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのちナ

内面回転ナデ。

雲母 結晶片
岩 赤色斑粒

外面7 5YR8/3浅 黄橙
内面7 5YRy3浅責橙

]

1941
土師器
杯

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-2

11 8 底径86
残存率78

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面25Y6/1黄 灰
内面25Y6/1黄 灰

Il

1942
土師器
皿

SR3001 南区
(M-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-1

13 2 21 底径89
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのちナ
デ。
内面回転 ナデ。 □縁部 2ヶ 所 にスス付着。灯
明皿 6

石央 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面5 YR6/6橙
内面5 YR6/6橙

Il

1943
土師器
杯

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
F-2

117 底径82
残存率1/ユ

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
内狽Jの一部にスス付着。灯明皿。

雲母 結晶片
岩 赤色斑粒

外面7 5YR3/2灰 白
内面7 5YR6/4に ぶい橙

Il

1%4 上師器
鹿

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
心―Ⅳ
C-3

(150) 54 底径80
残存率3/4

外面回転 ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 り。

内面 ミガキ (幅 5mm)。
黒色土器 A類。

雲母
外面 10YR6/2灰 黄褐

内面 N15/0黒 Il

213〔
土師器
杯

SR3001 商区
(04-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
C-4

13 1 37 底径89
残存率3/4

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ、底部内面ナデ。内外面にスス
付着。

石英 雲母
赤色斑粒

外面10YR7/3に ぶい責橙
内面10YR7/2に ぶい責橙

Ⅳ

213〔
土師器

杯
SR3001 南区

(04-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
D-1

12 9 底径80
残存率1/1

外面回転ナデ、底郡外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
内外面に付着物有り。

雲母 結晶片
岩

外面7 5YR5/3に ぶい掲
内面7 5YR5/3に ぶい褐

Ⅳ

土師器

杯
S郎001

南区
(04-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅲ
C-20

12 8 底径77
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。

石英 雲 母
外面2 5YR8/2灰 白
内面10YR7/1仄 白

Ⅳ

土師器
杯

南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-4

12 5 底径65
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。

雲母 結晶片 外面 5 YR6/6橙
内面 5 YR6/6橙

Ⅳ

土師器
杯

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
D-20

124 底径80
残存率9/10

外面回転ナデ、底都外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。内面全体、外面は国縁か
ら底部の3/4に。

雲母
外面7Y7/3に ぶい掲
内面25Y5/6明 赤褐

Ⅳ

土師器
杯

SR3001 南区
(04-1)

Loc F一 ユ
δ―Ⅲ
C-20

130 37 底径84
残存率1/1

外面回転ナデ、底都外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
底部外面に板目圧痕有り。

片
石
晶

長
結

央

母

言
佃
奎
玄
山石

外面10YR8/3浅 責橙
内面10YR8/2灰 白

Ⅳ

土師器
杯

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
C-20

124 底径75
残存率3/4

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

石英 雲母
結晶片岩

外面10YR7/21こぶい黄橙
内面10YR7/2に ぶい責橙

Ⅳ

214〔
土日F器
杯

SR3001 南区

(飩 -1)

LOc F-1
5-Ⅳ
C-5

132 底径70
残存率 1/ユ

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切 りc

内面回転ナデ。
結晶片岩

外面10YR6/2灰 責褐
内面25Y6/2灰 黄

Ⅳ
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土師器
杯

南区
(M-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-3

123 底径70
残存率 1/1

外面回転ナデ、底都外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面回転ナデ。 国縁部 にスス付着。
石芙 雲母

外面7 5YR7/4に ぶい橙
内面5YR74に ぶい橙

Ⅳ

土師器
杯

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
C-20

129 底径80
残存率 1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。内外面にスス付着。

石英 雲母

結晶片岩
外面25Y7/2灰 黄
内面 10YR7/21こ ぶい黄橙

Ⅳ

土師器
杯

SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-4

128 底径85
残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。
底部外面に板目圧痕有 り。日縁部にスス付
着。

石英  雲母
外面7 5YR7/2明 掲灰
内面7 5YR7/31こ ぶい橙

Ⅳ

土師器
杯

SR3001 南区

(04-1)
LOc F-1 133 底径71

残存率7/8

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。底部内面に付着物有り。
漆か。

雲母
外面7 5YR74にぶい橙
内面2 5YR6/8橙 Ⅳ

土師器
杯

SR3001 南区
(磁 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-3

113 底径63
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
底部外面に板目圧痕有り。

石英 雲母
結晶片岩

外面10YR7/1灰 白
内面10YR7/2に ぶい黄橙

Ⅳ

土師器
杯

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-1

H4 底径62
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。内外面にスス付着。

雲母 赤色斑
粒

外面10YR8/3浅 責橙
内面10YR8/3浅 黄橙

Ⅳ

土師器
枕

SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-4

52 底径77
残存率1/]

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
内外面にスス付着、灯明皿に転用か。

石英 長石
雲母 結晶片
岩 赤色斑粒

外面7 5YR73にぶい橙
内面7 5YR7/3に ぶい橙

Ⅳ

器師

　
≧
日

土
杯

昌
SR3001 南区

(磁 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-4

(124) 42 底径(80)
残存率78

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
外底部外面に墨書「上」。底部外面に板目圧
痕有り。

石央 雲母

結晶片岩
外面 10YR7/2に ぶい黄橙
内面 10YR6/2灰 責褐

Ⅳ

器師
　

主
日

土

皿
墨

SR3001 南区
(04-1)

LOc F-1
δ一Ⅲ
F-20

128 17 底径68
残 存率 1/ユ

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。底部外面に墨書「ナ」。底部
外面にスス付着。

石英  雲母

赤色斑粒
外面 5YR76橙
内面10YR7/31こぶい責橙

Ⅳ

器師

　

書

土
椀

墨
SR3001 南区

(磁 -1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
D-20

(107) (23)
底径81
残存率1/3

外面回転ナデ、底部外面ナデ。
内面ナデ。
底部外面に墨書「本J。 底部高台のみ残存。
内外面に赤色塗彩。貼付高台。

石英 雲母
結晶片岩

外面10YR7/2に ぶい黄橙
内面10YR6/1褐 灰

Ⅳ

器師
　

圭
日

土
杯

墨
SR3001 南区

(04-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
B-2

不 明 申難利
底部外面回転ヘラ切りのちナデ。
内面回転ナデ。
底部外面に墨書「中 |。

石英 雲母

結晶片岩
外面25Y72灰黄
内面25Y7カ灰黄

Ⅳ

土師器
lll

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
C-20

底径97
残存率9/10

外面回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのちナ
デ 。

内面回転ナデ。
高台付皿。貼付高台。接合痕有り。

石英 雲母
赤色斑粒 '卜

面7 5YR6たにぶい橙
勺面 5 YR6/6橙

Ⅳ

2158
土師器
Ill

SR3001 南区
(04-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
D-2

15 底径95
残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
底部外面に板目圧痕有り。内面にスス付着。
灯明皿か。

石英
タト面10YR8/1灰 白
内面10YR3/2灰 白

Ⅳ

土師器
奏

SR3001 南区
(04-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
D-4

111 最大径134
残存率9/10

口縁部 頸部外面回転ナデ。体部外面ユビオ
サエ ハケロ。底部外面ハケロ (9条/cm)。
日縁部内面回転ナデ。頸部 体部 底部内面
ハケロ (8条 /cm)。

外面全体にススを吸着。黒色土器か。

石英 雲母
赤色班粒

外面7 5YR6/6橙
内面10YR6/4に ぶい黄橙

Ⅳ

216C
土 師器
斐

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-3

31 4 (28 7)
最大径284
残存率3/4

口縁部 頸部外面回転ナデ。体部外面上部回
転ナデのちハケロ (5本 /cm)。 体部外面下
部回転ナデのちハケロ (5本/cm)の ちミガ
キ?(単 位幅35mm)。 底部外面ハケロ (5
本/cm)。

口縁部 頸部内面回転ナデ。体部内面上部回
転ナデのち板ナデ (幅不明)。 体部内面下部
ユビオサエのち板ナデ (幅不明)◇

口縁部内面に窯印痕有り。外面全面に炭化物
付着。

石英 雲母
結晶片岩

外面10YR3/2黒 掲
内面10YR6/2灰 責褐

Ⅳ

2161
土製品
土錘

SR3001
南区

(飩 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-5

さ

ゼ

長

６ 幅12 厚 さ11
残存率 1/]

外面ナデ。60g。 子し径 3mm。 雲母 赤色斑

粒
25Y7/1灰 白 Ⅳ

2162
土製品
土錘

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-2

さ

ユ

長

５ 幅22 厚さ21
残存率1/1

外面ナデ。215g。 子し径 4～ 5mm。 雲母 赤色斑

粒
5Y5/1灰 Ⅳ

2163
土製品
土錘

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-5

長さ
41 隔23 厚さ21

残存率1/1
外面ナデ。161g。 子し径5 5mm。 石英 雲母 10YR6/2灰 黄掲 Ⅳ

2164
土製品
土錘

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
C-1

さ

Ю

長

５ 幅12 厚さ12
残存率1/]

外面ナデ。60g。 子L径 2mm。 上側端部に縦
ずれ跡有り。

石英 雲母
結晶片岩

5Y5/1灰 Ⅳ

土製品
土錘

SR3001 南区

(磁 -1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
E-2

さ

〕

長

３ 幅09 す享さ09
残存率1/1

外面ナデ。35g。 子し径 4mm。
石英 長石
雲母 結晶片

岩

10YR5/1褐 灰 Ⅳ

2166
土製品
土錘

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

さ

鬱

長

３ 幅10 厚さll
残存率1/ユ

外面ナデ。4 1go TL径 3mm。 雲母 25Y71灰 白 Ⅳ

須恵器
杯

南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

(118) 61 底径78
残存率2/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。底部内面回転ナデのちナデ。
自然釉。接合痕有。

黒色斑粒
外面N7/0仄 白
内面25Y4/1責灰

V
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須恵器

杯
SR3001

南区
(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-3

32 底径110
残存率5/6

外面回転ナデ、底都外面回転ヘラ切 りのちナ
デ。
内面回転ナデ。

石英 雲母

結晶片岩 '卜

面25Y5/21旨灰黄
勺面25Y5/2H音灰黄

V

須恵器
皿

SR3001 南区
(04-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
E-4

(184) 24

的抑
外面回転ナデ、底都外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
底部外面に板目圧痕有り。

雲母 結 晶片
'卜

面 N8/0灰
殉面 N8/0灰

V

須恵器

菱
SR3001

南区
(04-1)

Loc F-1
δ―ⅡⅣ
D-20、
C-2、

B-5、 6

(134)
残存高
(520)

底径(176)
体部最大径

(394)
残存率2/3

口縁部外面回転ナデ、体部外面回転ナデのち
タタキのちナデ、底部外面回転ナデ。
日縁部内面回転ナデ、体部内面青海波紋のち
ナデ、底部ユビナデ、ユビオサエ。

長石  雲母
外面 N6/0灰
内面 N6/0灰

V

須恵器 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-5

不 明
残存高
(86)

底径62
最大径129
残存率体部
底部のみ1/1

上部外面回転ナデ、体部外面下部ケズリのち
ナデ、底部外面ナデ。
内面回転ナデ。

石英 雲母

結晶片岩
外面 N5/0灰
内面 N5/0灰

V

土師器
杯

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
6-Ⅳ
C-4

37 底径82
7tt存 率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。底部内面ナデ。

石英 雲母

結晶片岩

外面7 5YR7ん にぶい橙
内面10YR7/3に ぶい黄橙

V

土師器
杯

SR3001 南区
(04-1)

Loc F― ]

δ一Ⅳ
D一 ユ

131 33 底径89
残存率1/〕

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。内面中央黒班有り。

石英 長石
雲母

外面2 5YR6/6橙
内面2 5YR6/6橙

V

土師器

杯
SR300]

南区

(阻 -1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
D-1

124 37 底径79
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面 回転ナデ。

雲母
外面7 5YR″4に ぶい橙

内面 5 YR7/3に ぶい橙
V

232C
土師器
杯

SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
D-3

129 底径70
残存革1/1

外面回転ナデ、底郡外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
内外面とも表面にスス付着。底部外面に板目
圧痕有り。

石英 結晶片
岩

外面10YR5/2灰 黄褐
内面10YR5/3に ぶい黄褐

V

2327
土師器
杯

SR3001
南区

(04-1)

LOc F-1
6-Ⅳ
F-5

127 底径H3
残存率7/8

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。底部外面に線刻。

石英  雲母
外面5 YR4/8赤褐
内面5 YR4/8赤褐

V

2328
土師器
杯

SR3001
南区

(図 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-5

19 7 50 底径145
残存率4/5

口縁部外面回転ナデ。体部外面上部ケズリの
ちミガキ (幅 5mm以 上)。 体部外面下部回
転ナデ。底部外面静止ヘラ切りのちナデ。
口縁部内面回転ナデ。内面回転ナデ、底部内
面回転ナデのちミガキ (幅4 5mm以上)。

内外面に赤色塗彩。日縁部内面にスス付着。
接合痕有。

外 面2 5YR4/3に ぶ い 赤

褐
内面2 5YR5/6明 赤褐

V

2329
土師器
杯

SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-4

(196)
底径148
残存率1/2

外面回転ナデのちミガキ (幅 2mm)。 底部
クト面回転ヘラ切りのちナデのちミガキ (摩減
者しい幅 2mm)。
内面回転ナデのちミガキ (幅 2mm)。

石英 雲母
倍晶片岩

外面10YR4/2灰 黄褐
内面 5 YR4/31こ ぶい赤褐

V

2330
土師器
杯

SR3001
南区

(餡 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-5

130 底径86
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。底部内面ナデ。内外面に赤色
塗彩。内外面にスス付着。

石夫 雲母

黒色班粒
外面 5 YR6/6栓
内面2 5YR6/6橙

V

土師器
杯

SR3001
南区

(餡 -1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
D-20

132 37
底径68

残存卒11/12

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

雲母 赤色斑
粒

外面10YR7/2に ぶい責橙
内面10YR7/21こ ぶい黄橙

V

2332
土師器
杯

SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-5

128 34 底径82
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。

長石 雲母

結晶片岩 赤

色班粒

外面7 5YR7/4に ぶい橙
内面 5 YR6/4に ぶい橙

V

2333
土師器

杯
SR3001 南区

(04-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
D-1

134 底径94
残存率1/〕

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。

雲母 結晶片

岩

外面 5 YR7/3に ぶい橙
内面2 5YR5/6明 赤褐

V

2334
土師器
杯

SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-5

123 底径89
残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面ナデ。
内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。底部外面に板目圧痕有
り。

石英 雲母
結晶片岩

外面2 5YR5/8明 赤褐
内面2 5YR5/8明 赤褐

V

土師器
杯

SR3001
南区

(04-1)

Loc F一 ユ
δ一Ⅳ
C-3

(119) 37 底径(94)
残存率1/2

口縁部外面回転ナデ、体郡外面上部ケズリの
ちナデ。体部外面下部ナデ。底都外面回転ヘ

ラ切りのちナデ。
内面回転ナデ。内外面に赤色塗彩。
外面に墨付着。

石英 雲母
外面 5 YR5/3に ぶい赤褐
(表面塗布25Y2/1黒 )

内面5YR5/41こぶい赤褐
V

土師器
高杯

SR300]
南区

(餡 -1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
D-20

(71) 孵呻

杯郡外面回転ナデ。内面ユビナデ。
脚郡外面回転ナデ。内面絞 り痕のち回転ナ
デ。
脚部のみ残存。

石芙 雲母

赤色斑粒

外面 10YR7/2に ぶい黄橙

内面 10YR7れ にぶい責橙
V

2337
土師器
皿

SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-4

16 底径95
残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
ラギ。
内面回転ナデ。内外面に赤色塗彩。

石英 雲母
外面7 5YR4/3褐
内面7 5YR4/3褐

V

土師器
皿

SR3001 南区
(04-1)

LOc F-1
δ―Ⅲ
D-20

126 23 底径98
残存率11/12

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
ラ奮。
内面回転ナデ。
内面にスス付着。

石英 雲母
結晶片岩

外面7.5YR7れ にぶい橙
内面7 5YR7/2明 褐灰

V

土師器

鍋
SR3001 南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-6

(29 8)
残存高
(101)

残存率 1/10

口縁部外面回転ナデ。体部外面板 ナデ (Pr/減

のため幅不明)の ち回転ナデ。

日縁部内面 回転ナデ。体部内面板 ナデ (工 具

幅2 7cm)の ち回転ナデ。

内外面 に赤色塗彩。 国縁部 4ケ 所孔有 り (2
対で 2ヶ 所 )。

長石 雲母
結晶片岩 '卜

面 5 YR6/4に ぶい橙
勺雨 5 YR6/4に ぶい橙

V
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載
号

掲
番

類
種

分
器

出土遺構 調査区

占
小
Ｄ
め
め

制
かか
ル

出

は
い
針

法量
(国 径)

法量
(器高)

その他法量 調整技法 特徴 含有物 色調
別

仕

大

層

土師器
SR3001 南区

(04-1)

LOc F― ユ
δ―Ⅳ
D-4

残存高
(93)

把手合最大
径(242)
残存率1々

口縁部外面回転ナデ。頚部 体部外面上部ユ
ビオサエのちミガキ (単位不明)。 摩減。体
部外面下部板ナデ (単位不明)の ちミガキ (単

位不明)。

日縁部 頚部内面回転ナデ。体部内面ケズリ
(単位不明)の ちナデ。把手部分ユビオサエ

のちナデ。
把手付短頸壷。把手片側残存。接合痕有り。

赤
母雲

岩片

粒

英

晶

班

石
結

色

外面 5 YR5/41こ ぶい赤掲
内面 5 YR5/4に ぶい赤掲

V

土師器
奏

SR3001
南区

(磁 -1)

LOc F-1
δ―Ⅲ
C-20

(247) (HO) 残存率
口縁1/4

回縁部外面回転ナデ。顕部外面ユビオサエ。
体部外面ハケロ (11本 /1 7cm)。
国縁部内面ナデ、頭部内面ハケロ。体部内面
ヘラケズリ (1 8cm)。 外面にスス付着。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面10YR7/2に ぶい黄橙
内面25Y7/1灰 白

V

土師器
甑

SR3001 南区

(図 -1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
C-4

(290) 残存高
(140)

最大径
(368)

残存率1/コ

口縁部外面回転ナデ。頸部 体部外面上部ユ
ビオサエのちハケロ (7条 /cm)。 把手部ユ
ビオサエのちナデ。
回縁部内面ハケロ (6条 /cm)。 顕部 体部
内面上部ユビオサエのちハケロ (6条 /cm)。
体部内面下部ユビオサエのちナデ。
把手付養。把手片側残存。内面全体 口縁部
外面 把手部にスス付着。接合痕有り。

石夫 雲母
赤色班粒

外面25Y73浅黄
内面25Y72灰黄

V

品製

錘

土

土 SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
D-2

さ

司

長

８
幅12 四孵

外面ナデ、ユビオサエ。10g。

両端に孔 (孔径4～ 5mm)2ヶ 所有 り。そ
のうちユヶ所に穴をあけたときに出来たと思
われる敷有り。棒状土錘。

長石 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

5Y6/1黄灰 V

2344
器首

心　
　
主
日

須
萎
工
里
堂

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-4

(150) (2 1) 残存率1/2

外面回転ナデ。天丼部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。天丼部内面指ナデのちナデ。
外面上部に墨書「名方□」。外面上部摘み痕
有り。

石英

粒
黒色斑 自

白
灰
灰

Ｙ

Ｙ

面

面

外

内 V

234〔

土師器
IIL

豊書

南区
(磁 -1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
E-2

132 17 底径80
残存率3海

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。
底部外面に墨書「王」。底部外面にスス付着。

雲母
粒

赤色斑
'卜

面10YR7/31こぶい黄橙
勺面10YR7/3に ぶい黄橙

V

2399 須恵器
杯

SR3001 南区
(髄 -1)

LOc F-1
6-Ⅳ
D-3

117 37 底径88
残存率1/2

外面回転ナデ。底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ
デ 。

内面回転ナデ、底部回転ナデのちナデ。
底部外面に墨付着。内面に付着物有り。貼付
高台。接合痕有り。

石英 長石
雲母

外面N70灰 自
内面N70灰 白

Ⅵ

須恵器
杯

SR3001 南区
(04-1)

しoc F-1
δ―Ⅳ
D-4

42 底径(110)
残存率3/5

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ、底部内面回転ナデのちナデ。
内面に布でなでたような痕跡有り。底部外面
に工具痕有り。接合痕有り。

石英 雲母
外面 5Y5/2灰 オリーブ
内面25Y4/3オ リーブ褐

Ⅵ

И01
須恵器
斐

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-4

残存高
(153)

残存率1/10

口縁部 頸部外面回転ナデ。体部外面タタキ
(7条/2 7cm)の ちハケロ (22条 /2 9cm)。

回縁部 顕部内面回転ナデ。体部内面青海波
紋。
外面全体 口縁部内面に自然釉。

石夫 長石
外面10Y6/1灰
内面 5Y6/1灰 Ⅵ

土師器
杯

SR300] 南区
(04-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
F-3

130 35 底径59
残存率7/8

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。内面
回転ナデ。底部ハケロ (10条 /2 6cm)。

石 英
外面7 5YR6れにぶい橙
内面 10YR6/3に ぶい黄橙

Ⅵ

土師器

杯
SR300] 南区

(04-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
C-4

37 底径130
残存率4/5

外面回転ナデ。体部外面ユビオサエ ヘラケ
ズリのちヘラミガキ (幅 3mm)。 底都外面
ヘラケズリのちヘラミガキ (幅 3mm)。
日縁部内面回転ナデ。体部～底部内面ヘラケ
ズリのちナデ。

英

母

石
雲

粒

長石

赤色斑
外面7 5YR5/4に ぶい褐
内面7 5YR5/4に ぶい褐

Ⅵ

2404
品梨

錘
土
土 SR3001 南区

(餡 -1)

LOc F-1
δ一Ⅳ
E-1

さ

Ю

長

６ 幅17
'享

さ14
残存率1/]

外面ナデ。
151g。 両端近くに横から穿孔2ヶ 所。孔径
5mm。 棒状土錘。

石芙 雲 母 5Y6/1灰 Ⅵ

土製品
土錘

SR3001 南区
(磁 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
E-5

長さ
(41)

幅14 厚さ13
残存率1/2

外面ナデ。83g。 子L径 4mm。 下都欠損。棒
状土錘。 石 英 10YR7/4に ぶい責橙 Ⅵ

2413 須恵器
杯

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-5

(150) 底径(108)
残存率2/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
接合痕有。底部外面に墨付着。

石英 雲 母
外面 N4/1暗 オ リーブ灰
内面75Y4/1灰 Ⅷ

土師器
蓋

SR3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
F-1

(192) 77 残存率2/5

外面回転ナデ、天丼部外面ナデ。
内面回転ナデ、天丼部内面ナデ。
摘み中′し、より若干ずれる。内面に付着物有
り。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面5 YR6/6栓
内面 5 YR5/41こ ぶい赤褐

Ⅷ

土師器

甕
SR3001 南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
E-20

(266)
残存高
(154)

最大径
(328)
残存率

口縁部1/8

口縁部外面回転ナデ。頚部外面ユビオサエの
ちハケロ (4本たm)の ちナデ。体都外面ハ
ケロ (8本 /2 6cm)。
日縁部 顕部内面ハケロ (8本 /2 6cm)。 体
部内面板ナデ (幅 2cm)。 ユビオサエのちナ
デ。把手部分はユビオサエのちナデ。
把手付発。頸部に工具 ll」

II有 り。接合痕有り。

石央 雲母
結晶片岩

外面10YR5/3に ぶい黄橙
内面10YR5/31こぶい黄橙

Ⅷ

土製品
土錘

SX3001 南区
(04-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
A-1

長 さ
44 幅11 厚さ10

残存率1/1
'卜

面 ナデ。49g。 子L径 2mm。 石英

粒
赤色斑

10YR4/2灰 責褐

2420
品製

錘

土

土 SX3001 南区

(図 -1)

LOc F-1
δ一Ⅳ
A-1

長さ
(56)

中目2 1
厚さ21
残存率1/1

'卜

面ナデ。 185g。 了し径 6mm。 石英
位

赤色斑
5 YR5/3に ぶい赤褐
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掲

番
類
種

分
器

出土遺構 調査区

出土地点
法量

(国径 )

法量
(器高)

その他法量 調整技法 特徴 含有物 色調
別
位

大
層

品製

錘

土

土 SX3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-1

長さ
45 幅07 厚さ08

残存率1/1
外面ナデ。26g。 7L径 2mm。 石英 赤色斑

粒
25Y7/1灰 白

土製品
土錘

SX3001 南区
(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-1

さ

■

長

５ 幅18 厚さ20
残存率1/1

外面ナデ。146g。 子L径 4mm。 表面に砂粒
多数。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

10YR7/3に ぶい黄橙

品製

錘

土

土 SX3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-1

長さ
44 幅09 厚さ10

残存率1/1
外面ナデ。49g。 子し径 2mm。 石英 雲母 10YR3/2黒 褐

瓦器
椀

SR3001
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(139) 46 底径41
残存率3/4

国縁部外面回転ナデ、体部外面上部ユビオサ
エのちナデ、下部回転ナデ。底部外面ナデ。
内面回転ナデ。
暗文有り。貼付高台。

石英 雲母
外面N3/0暗灰
内面75Y4/1灰

]

瓦器
椀

SR3001
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-11

(138)
底径(39)
残存率1々

外面回転ナデ。

内面ユ ビナデ。

暗文有 り。貼付高台 (接合痕有 り)

石英 雲母
結晶片岩

外面N3/0暗灰
内面N4/0灰

Ⅱ

2427
瓦器
杭

SR3001
南区

(07-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
A-12

さ

Ю

長
“

幅

Ｌ
厚さ(48)
残存率不明

外面ナデ。
内面ナデ。
暗文有り。高台付き。

石英 雲母
外面N4/0灰
内面 5Y4/1灰責

Ⅱ

2428
土師器
竃

SR3001
南区

(07-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
A-12

幅27
残存卒不明

左側面 にハ ケロ痕有 り
石英 雲母

赤色斑粒

外面7 5YR6/4に ぶい橙
内面7 5YR6ん にぶい褐

Ⅱ

2429
瓦

丸瓦
SR3001 南区

(07-1)

LOc F-1
6-Ⅳ
A-12

長さ
(114)

幅

生 申抑
」面布 目圧痕。

当面ナデ。

石英 雲母
結晶片岩

凸面7 5YR6たにぶい橙
凹面7 5YR5たにぶい掲

Ⅱ

2430
瓦

平瓦
SR3001 南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

さ
”

長

＆
幅

(115) 掏抑
J面ナデ・布目圧痕。
当面タタキ (縄席紋)ユ ビオサエ。

石英
凹面 5Y6/1灰
凸面 5Y6/1灰

Ⅱ

2442
土師器
杯

S船001
南区

(07-1)

・
Ⅳ

‐２

Ｆ

一　
一

∝
δ

Ａ
(135)

底径90
残存率1/2

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切りのちナ
lr。

内面回転ナデ。内外面に付着物有り。
石英  雲母

外面10YR7/1灰 白
内面10YR5/1褐 灰

Ⅲ

2443
土師器

杯
SR3001 南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(118) 31 底径87
残存率3/5

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。

雲母 赤色斑

粒

外面10YR6/41こぶい黄橙
内面10YR6/41こぶい黄橙

巴

2444
土師器
皿

SR3001
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(103)
底径(68)
残存率1/4

外面回転ナデ。高台部ナデ。
内面回転ナデ。
貼付高台 (接合痕有り)。

母雲
粒班

英
色

石
赤

外面7 5YR6れにぶい橙

内面7 5YR6れにぶい橙
ll

黒色土器
椀

SR3001
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

148 底径48
残存率3/5

外面回転ナデ ミガキ。底部外面回転ヘラ切
り。
内面回転ナデ。摩滅しているがミガキ痕有
り。
黒色土器 B類。貼付高台。

雲母
外面N2/0黒
内面N2/0黒

ll

瓦

平瓦
SR3001

南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-11

長さ
(142)

中冨
(122) ］拗

凹面布目圧痕。
凸面タタキ (縄席紋)。 内面にスス付着。

長石 雲母
結晶片岩

凹面10YR3/2黒 褐
凸面10YR7/31こぶい責橙

Ill

2465
須恵器
奏

SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(260) (53) み孵紳勇
口

口縁部外面回転ナデ、頸部外面タタキ (単位
不明)の ちカキロ (■本/cm)体部外面回転
ナデ。
内面回転ナデ。
内外面に自然釉。

石英 雲母
外面N5/0仄
内面N5/0灰

Ⅳ

土師器
皿

S路00]
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

144 底径105
残存率3れ

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。内外面に赤色塗彩。口縁部内
外面にスス付着。

雲母 結晶片
岩 赤色斑粒

外面5 YR6/6橙
内面 5 YR6/6橙

Ⅳ

土師器
皿

SR300]
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

底径87
残存率4/5

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切り
内面回転ナデ。

石英 雲母
外面10YR6μ にぶい黄橙
内面10YR6/3に ぶい黄橙

Ⅳ

土師器
蓋

SR3001
南区

(07-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-11
残存率7/8

外面回転ナデ。摘み部ナデ。
内面回転ナデ ナデ。
摘み直径2 8cm。 日縁部に沈線有り

石英 雲母
結晶片岩

外面2 5YR5/6明 赤褐
内面2 5YR5/8明 赤掲

Ⅳ

土師器
枕

SR3001
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(148) 55 厚さ84
残存率1/3

口縁部 体部外面ヘラミガキ (幅 2～ 3mm)
体部外面下部回転ナデ。底部外面回転ヘラ切
りのちナデ。
内面ヘラミガキ (幅 2～ 3mm)。
底部外面に板目圧痕有り。貼付高台。内外面
に赤色塗彩。

石英 長石
雲母

外面2 5YR5/6明 赤褐
内面 5 YR5/4に ぶい赤褐

Ⅳ

2470
土師器
杯

SR3001 南区
(07-1)

・
Ⅳ

‐２

ぼ
予
Ａ．

醐孵

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切りのちナ
ラ・ 。
体部内面回転ナデ、底部内面回転ナデのちナ

底部外面に板目圧痕有り。

石英 雲母

赤色斑粒
外面 5Y5/2灰オリーブ
内面 5Y6/2灰オリーブ

Ⅳ

土師器
杯

SR3001
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-11

33 底径75
残存率3海

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

石英 雲母

結晶片岩 赤

色斑粒

Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

面

面

木

勺
ぶい赤褐
ぶい赤褐

Ⅳ

24夜
土師器
杯

SR3001
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

50 底径78
残存率1/2

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面回転ナデ。
内面 にスス付着。

石英 雲母
結晶片岩 '卜

面10YR6/3に ぶい黄橙
殉面10YR6/2仄 黄掲

Ⅳ

土師器
杯

SR3001
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

33 底径8,9
残存率3た

外面回転ナデ。底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ

デ 。

内面回転ナデ。
底部内面に幅3 0mm位のミガキによる光沢
の輪有り。

石英 雲母
結晶片岩

外面10YR6/31こぶい責橙
内面10YR6/2灰 黄褐

Ⅳ

を47イ 土師器
杯

SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

底径75
残存率3/5

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。
底部外面に板目圧痕有り。

雲 母
外面10YR6/2灰 責褐
内面25Y6/2灰責

Ⅳ
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載

号

掲

番
類
種

分
器

出上遺檸 調査区

出土地点
法量

(口径 )

法量

(器高 )

その他法臣 調整技法 特徴 含有物 色調
別

位

大

眉

土師器
杯

SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

34 底径77
残存率7/8

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
内面にスス付着。

長石 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面25Y7/1灰 白
内面25Y5/2灰 Ⅳ

土師器
杯

SR3001 南区
(07-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
A-12

124 底径74
残存率78

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切りのちナ
|だ 。

内面回転ナデ。 口縁部内面 にスス付着。

雲母
粒

赤色班 外面75Y4/2灰 オ リーブ

内面75Y4/1灰 Ⅳ

土製品
土錘

SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

長さ
41

幅

■
厚さ13
残存率1/ユ

外面ナデ。57g。 子し径 2mm。 長石 雲母
外面10Y71灰
内面10Y5/1灰

Ⅳ

2478
土製品
土錘

SR3001 南区
(07-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
A-12

長さ
46

幅

Ｌ
厚さ09
残存率1/1

外面ナデ。34g。 子し径 2mm。 雲母 外面 N2/0黒 Ⅳ

土師器
杯

SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-11

底径112
残存率4/5

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。内外面に赤色塗彩。

雲 母
タト面75Y5/1灰
内面10Y5/1灰 V

2498
土師器
杯

SR3001 南区
(07-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(167) 29 底径(100)
残存率1/2

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。内外面に赤色塗彩。
石英  雲母

外面 5 YR5/6明 赤掲
内面2 5YR5/8明 赤掲

V

土師器
杯

SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(1 7)

底径 (100)
残存率1/4

底面のみ

底部外面回転ヘ ラ切 りのちナデ。
内面回転ナデ。
内外面 に赤色塗彩。

石芙 雲母
結晶片岩

外面2 5YR4/4に ぶい赤
褐
内面2 5YR4/6赤 褐

V

土師器

鉢
SR3001

南区
(07-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
A-12

(276) 残存率3“

口縁部外面回転ナデ、体部 底部外面ユどオ
サエのちハケロ (8条 /cm)。

石夷 長石
雲母

外面25Y7/2灰 責
内面25Y7/2灰責

V
サエのちヘラケスリ。
体部～底部内面スス付着

土師器
甕

南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(288) (125)
残存率5/12
回縁部のみ

国縁部外面ナデ、頸部外面ナデのち刺突紋、
体部外面縦方向のハケロ (6～ 7本/cm)。
国縁部内面ナデ。顕部内面横方向のハケロ
(6～ 7本/cm)体部内面上部ユビオサエの

ち横方向のハケロ (6～ 7本/cm)、 体部内
面下部板ナデ、斜め方向のハケロ(6～ 7本 /

cm)。

石英 雲母
結晶片岩

外面7 5YR5/41こ ぶい掲
内面7 5YR5/4に ぶい掲

V

2502
土製品
土錘

SR3001 南区
(07-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
A-12

さ

お

長
“ 曲孵

外面ナデ。13g。 一端に孔 lヶ 所残存。他端
は孔部より欠損。孔径 6mm。 雲母 10YR7/1灰 白 V

2503
土製品
土錘

SR3001 南区
(07-1)

LOc F-1
δ―Ⅳ
A-12

長さ
56 幅22 厚さ20

残存率1/1
'卜

面ナデ。 199g。 子し径 6mm。 長石 雲母 5Y6/1灰 V

2504
品製

錘

土

土 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
心―Ⅳ

A-12

さ

お

長

５ 幅19 厚さ17
残存率1/1

外面ナデ。 157g。 子し径 6mm。
石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

7 5YR7/1明 褐灰 V

2505
土製品
土錘

SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

長さ
50 幅14 厚さ15

残存率1/1 外面ナデ。84g。 子し径 4mm。 石英 5Y6/1灰 V

器師

　

豊
日

土
杯

墨
SR3001 南区

(07-1)

LOc F― ]

Y~Ⅳ
T-11

144 23

底径122
残存率
9/10～

口縁1/6欠損

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。内外面に赤色塗彩。
日縁部外側の一部にスス付着。底部外面に墨
書「井J。

雲母 結晶片 外面2 5YR6/6橙
内面5 YR3/2暗赤褐

Ⅵ

土師器
皿

南区
(07-1)

Loc F一 ユ

γ
~Ⅳ

T-11

底径H5
残存率

1/1

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ。
底部内面スス付着。内外面に赤色塗彩。口縁
部内面沈線有り。

外面 5 YR6/4に ぶい橙
内面7 5YR6/31こ ぶい褐

Ⅵ

土師器
竃

SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-11

さ

お

長
“

幅

＆
厚さ30

残存卒不明
外面ユ ビオサエのちナデ。

雲母 結晶片
岩 赤色斑粒

外面7 5YR6/4に ぶい橙
内面7 5YR6たにぶい橙

Ⅵ

器首
心

須

蓋 S郎001
南区

(07-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-12

(256) 19 残存率1/8
国縁部外面回転ナデ、体部外面ケズリ。
内面回転ナデ。
内面沈線有り。

石英 雲母
結晶片岩

外面N4/0灰
内面 N″0灰白

251〔
瓦

平瓦
SR3001 南区

(07-1)
Loc F-1

さ

盟

長
“

嘱

＆ 中『
凹面布 目圧痕。
凸面ナデ。

雲母 赤色斑
粒

J面 10YR7/2明 褐灰
当面10YR73にぶい責橙

明

品

不

製
途

土

用 SR3001 南区
(07-1)

Loc F-1 長径
31

短径
30

厚さ18
残存1/1

ナデ。183g。 雲母
■板部 N3/0暗灰
則面 N6/0灰

土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13 14
(126) 35 底径74

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。日縁部内面にスス付着。

母雲
粒斑

石
色

長
赤

外 面 口縁 部 7 5YR7/3に
ぶい橙底部 N2/0
内面25Y7/2灰責

巨

土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
(128) 29 底径(92)

残存率2/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちす

内面回転ナデ。外面 にスス付着ぅ

長石 雲母
赤色斑粒

タト面10YR6/3に ぶい黄橙
内面10YR6/2灰 責掲

E

2517
土製品
土錘

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
残長
56 残存率不明

外面ナデ。54g。 子L径 4mm。 外面にスス付
着。

長石 雲 母
赤色斑粒

外面 N2/0黒 Ⅱ

2522
土師器
杯

SR3001 南 区

(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T S-14
(130) 35 底径(76)

残存率1/2

外面回転 ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りの ちナ

内面回転 ナデ。

赤
母壬

否
石片

粒

英

晶

斑

石
結

色

外面5 YR6/6橙
内面7 5YR6/4に ぶい橙

土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

S-14
112 30 底径(76)

残存率1/2
外面ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナデ。
内面回転ナデ。

石英 雲母
赤色斑粒

外面 10YR6/2灰 責褐
内面 10YR6/2灰 黄褐

Ⅲ

2524
土師器
皿

SR300] 南区
(98-1)

Loc F― ]

γ
~Ⅳ

T-15
11 9 底径90

残存率1/1

体部外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りの
ち板ナデ。
体部内面回転ナデ、底部内面回転ナデのち板
ナデ。

長石 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒  黒色
斑粒

外面 7 5YR7た にぶい橙
内面7 5YR6た にぶい橙

Ⅲ
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掲載
番号

類
種

分
器

当土遺構 調査区

出土地点
法量

(口径 )

旦里
一］同

法

器
その他法量 調整技法 特徴 合有物 色 調

別

位

大

膚

2525
土師器

椀
SR3001

南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(150) 52 高台径 (71)

残存率3/5

外面 回転 ナデ、底部外面回転ナデ、高台部外

面回転ナデ。
内面回転ナデ。
貼付高台。接合痕有 り。

石夫 雲母
結晶片岩 '卜

面7 5YR7れ にぶい橙
勺面7 5YR76橙

黒色土器
椀

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
(161)

高台径70
残存率
底部1/1

口縁部 1/3

口縁部外面 回転ナデ、体部外面回転ナデのち

回転ヘ ラ ミガキ、底部外面回転ヘ ラ切 りの ち

ナデ、高台部内面 ナデ。
口縁 部 内面 ナ デ、体 部 底 部 内面 ヘ ラ ミガ

キ。
貼付高台。 日縁部外面 にスス付着。黒色土器
A類。

石英 雲母
結晶片岩

外面 10YR6/3に ぶい責橙

内面 N3/0暗灰
皿

黒色土器
椀

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ
S-13

(162) (51)

申『中

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りの ちナ

ロ縁都内面 回転ナデ、体部 底部内面ヘ ラ ミ

ガキ (幅 3 0mm)。
貼付高台。黒色土器 A類。

石英 雲母
赤色斑粒

外面 10YR7/31こ ぶい責橙
内面 N4/0灰

Ⅲ

瓦
丸瓦

SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13 14
残存率不明

凹面布 目圧痕 のち化粧土のちナデ。

凸面 タタキ (縄席文 )の ち化粧上のちナデ。

石央 雲母

結晶片岩  赤
色斑粒

凸面7 5YR7/3に ぶい橙
凹面 10YR6/2灰 黄掲

lll

252C
瓦
平瓦

SR300]
南区

(98-1)

Loc F一 ]

γ
~Ⅳ

T-15
不 明

凹面布 目圧痕  ナデ。

凸面 タタキ (縄 席文 )。

側面布 目圧痕。内面 にスス付着。

石英 雲母
黒色班粒

凹面 10Y7/1灰 白
凸面75Y71灰 白

2略  (
瓦
平瓦

SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~W

T-14
残存率不明

凹面布 目圧痕。
凸面 タタキ (縄席文 )。

側面 ナデ。

石英 長石
雲母 黒色斑

粒

凹面75Y6/1灰
凸面75Y6/1灰

lll

土製品
土錘

SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
残存長
(48) 幅15 残 TT率4/5

'卜

面ナデ。67g。 子し径 3mm。 皇
い

母雲
岩片

粒

石
晶
斑

長
待
色

外面25Y5/那 き仄黄 皿

須恵器
蓋

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(186) 1 4

底径 (148)
残存率1/5

外面回転 ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのちナ

デ 。

内面 回転 ナデ。

石英  雲母
結晶片岩

外面 N6/0灰
内面75Y6/1灰

Ⅳ

2571
土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
(189)

底径 104
残存率

口縁部1/3

底部4/5

外面 回転ナデ、底部外面 回転ヘラ切 りの ち板
ナデ。
内面回転ナデ。

赤
色

母
　
黒

壬
イ
山石片

粒

石
晶
斑
粒

長
結
色
斑

外面 10YR7/3に ぶい責橙
内面 10YR7/31こ ぶい責橙

Ⅳ

2572
土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
(155) 56

底径90
残存率
底部1/1
全体3/5

外面回転 ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ

デ。
内面 回転 ナデ。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面7 5YR7/4に ぶい橙
内面7 5YR7/4に ぶい橙

Ⅳ

2573
土師器
杯

SR3001
南区

(98-1)

Loc F― ユ

γ
~Ⅳ

T-15
146

底径92
残存率
底部1/1

□縁きБ7/10

外面回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのち板
ナデ。
内面回転ナデ。

石英 長石
雲母 赤色斑

粒 黒色斑粒

外面7 5YR7れ にぶい栓
内面7 5YR7/4に ぶい橙

Ⅳ

2574
土師器
杯

SR3001
南区

(98-1)
133 底径88

残存率7/10

外面 回転 ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ

内面回転ナデ。

赤
母雲

岩片
粒

英
晶
斑

石
結
色

外面 10YR6/31こ ぶい黄橙
内面 10YR6/3に ぶい黄橙

Ⅳ

土師器
杯

SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
(128) 35

底径82
残存率

口縁部2/5
底部4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのち板

ナデ。
内面 回転ナデ。

長石 雲母

赤色班粒 黒
色斑粒

外面 10YR731こ ぶい黄橙

内面 10YR8/1灰 白
IV

2576
土師器
杯

SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
122 35 底径93

残存率1/1

外面 回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りの ち板

ナデ。
内面回転ナデ。

赤
母雲

岩片
粒

英
晶
班

石
結
色

外面7 5YR7/4に ぶい橙
内面 7 5YR7れ にぶい橙

Ⅳ

2577
土師器
杯

SR3001
南区

(98-1)

toc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
135 3.1

底径 (87)
残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのちナ

ラ声。
内面回転ナデ。内外面 に赤色塗彩。

長石 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面 5 YR6/6橙
内面2 5YR6/6橙

Ⅳ

2578
土師器
杯

SR3001
南区

(98-1)

しoc F-1
γ
~Ⅳ

T-17

底径82
残存率

底 部 1/1全体
4/5

外面 回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ

デ。
内面回転ナデ。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

タト面10YR7/31こぶい黄橙
内面10YR7/31こぶい黄橙

Ⅳ

257〔
土師器
杯

SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
12 6 32

底径79
残存率

国縁部2/5

外面回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 り。

内面回転ナデのちナデ。
内外面 に赤色塗彩。底都外面 に付着物有 り

石夫 長石
雲母

外面 10YR7/3に ぶい黄栓
内面 5 YR7/31こ ぶい橙

Ⅳ

土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
120 底径72

残存率9/10

外面 回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ

内面回転ナデ。底部外面 にスス付着。

長石 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面 10YR5/2灰 責褐
内面7 5YR6/3に ぶい褐

Ⅳ

歩581
土師器
杯

SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
121 33

底径82
残存率

口縁部3/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちヘ

ラケズリ。
内面回転ナデ、底部内面回転ナデのちヘラケ
ズリ6

石芙 雲母
結晶片岩

外面7 5YR8/2灰 白
内面7 5YR8/2灰 白

Ⅳ

器師
　
圭
日

土
杯
刻

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~W

T-16
(128)

底径 (96)
残存率

口縁部2/5

外面 回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのち板
ナデ。
内面回転ナデ。
内面 に刻書有 り。

石英 雲母

結晶片岩

外面25Y7/4淡赤橙
内面25Y7/6橙 「・

7

土師器
杯

SR3001 南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
(11

底径 (76)
残存率1/3

クト面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面 回転ナデ、底部内面ナデ。

赤
母雲

岩片
粒

夫
晶
斑

石
結
色

外面7 5YR7/3に ぶい橙
内面 5 YR6/31こ ぶい橙

Ⅳ

2584
土師器
杯

SR3001 南 区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-14
118 31 底径84

残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのちナ

ラ
‐
。

内面回転ナデ、底部内面 回転ナデのちナデ。

石英 雲母

結晶片岩  赤
色斑粒

外面 10YR6/2灰 黄褐
内面 10YR6/3に ぶい黄橙

Ⅳ

2585
土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
(34)

底径83
Jit存 率
底部4/5

体部外面 回転 ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りの

ち板ナデ。
内面 回転ナデ。内外面 にスス付着。

赤
色

母
　
黒

雲
岩片

粒

石
晶
斑
粒

長
結
色

斑

外面 10YR7/3に ぶい責橙
内面 10YR7/3に ぶい黄橙

Ⅳ

土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

(169)
高台径
(106)

残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面ナデ、高台郡外面 回

転ナデ。
内面回転ナデ。

貼付高台。接合痕有 り。外面 にスス付着。高

台底部外面一部スス付着。底部内面 に付着物

有 り。

石英 雲母
結晶片岩  赤
色斑粒

外面 10YR5/31こ ぶい黄褐
内面 10YR5/3に ぶい責褐

Ⅳ
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載

号

掲

番

類

種

分

器
出土遺構 調査 区

出土地点
法量
(口径)

法量
(器高)

その他法量 調整技法 特徴 合有物 色調
大別

遷位

2587
土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
(153) 54 如『中帥

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ。
内面回転ナデ。
高台付。

長石 雲母

赤色斑粒
外面10YR6/4に ぶい責橙
内面10YR6/3に ぶい責橙

Ⅳ

2588
土師器

不明

刻書

SR3001 南区
(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-17

体部との境
(86)

残存率不明

底部外面回転ヘラ切りのちナデ、高台部回転
ナデ。
内面回転ナデ。
内面に刻書有り。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面10YR6/2灰 黄褐
内面10YR6/2灰 黄褐

Ⅳ

2589
土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(142) 54 高台径84

残存率710

口縁部 体部外面上部回転ナデ、体部外面下
部 底部外面回転ヘラ切りのちナデ、高台部
外面回転ナデ。
内面回転ナデ。内面に付着物有り。
貼付高台。接合痕有り。

赤

色

母

　
里
一

雲
岩片

粒

英
晶

斑
粒

石
結

色

斑

外面7 5YR7/4に ぶい橙
内面10YR6/4に ぶい黄橙

Ⅳ

2590
土師器
杯

SR3001 南 区

(98-1)
(138)

底径96
残存率

口縁郡1/10
底郡1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ、高台部外面回転ナデ。
内面回転ナデ。

長石 宴母
赤色斑粒

本面10YR6/2灰 黄掲
殉面10YR6/2灰 黄褐

Ⅳ

2591
土師器
打く

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-14
15 4

高台径82
残存率

口縁部1/2

底部4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ、高台部外面回転ナデ。
内面回転ナデ。
接合痕有り。外面に漆付着。

石芙 雲母
赤色斑粒

外面 (底 )25Y2/1黒 (体 )

7 5YR5/2灰 褐
内面25Y6/3に ぶい黄

Ⅳ

259鬱
土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
(131) 47

底径71
残存率

□縁部1/5

,表言馬9/10

外面回転 ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのち板
ナデ、高台部外面 回転ナデ。

内面回転 ナデ。

長石 雲母

結晶片岩 赤
色班粒

'卜

面 5 YR6/6橙
勺面 5 YR6/6橙

Ⅳ

2593
土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

しoc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
4 1

高台径80
残存率

回縁部1/2

底部γ10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面回転ナデ。
貼付高台。接合痕有 り。

赤

母と
百
石片

粒

英

晶

斑

石
結

色
'卜

面5 YR5/6明赤褐
勺面 5 YR5/41こ ぶい赤褐

Ⅳ

2594
土師器
杯

SR3001 南区
(98-1) γ

~Ⅳ
T-16

Loc F l

(142) 41
高台径(87)

残存率
国縁部1/2

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 り、高台
部回転 ナデ。

内面回転ナデ。

貼付高台。接合痕有 り。内外面 にスス付着。

石英 雲母

赤色斑粒
本面2 5YR7/4淡 赤橙
勺面10YR6/2灰 責掲

Ⅳ

土 師器
皿

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
14

底径91
残存率
底部1/1

全fIN3/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ 。

内面回転ナデ。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

木面 10YR8/2灰 白
勺面 10YR8/2灰 白

Ⅳ

土師器
皿

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
13 底径91

残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色班粒

外面25Y5れ 黄掲
内面25Y5れ責褐

Ⅳ

土師器
皿

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
110 12 底径88

残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ。
内面回転ナデ。国縁部内面にスス付着。
底部内面からの穿孔有り。

石英 雲母
赤色斑粒

外面7 5YR6/3に ぶい褐
内面7 5YR6/3に ぶい褐

Ⅳ

黒色土器
椀

SR3001 南区
(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-12
63 高台径95

残存卒3/5

国縁部外面回転ナデ、体郡外面回転ナデのち
ヘラミガモ、底部外面上部回転ヘラ切りのち
回転ナデ、底部外面下部回転ヘラ切りのち板
ナデ、高台部外面回転ナデ。
国縁部内面回転ナデ、体部 底部内面ヘラミ
ガキ。
賠付高台。接合痕有り。黒色土器☆類。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面10Y降 4/4褐

内面10YR2/1黒
Ⅳ

黒色土器
椀

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13 14
(44)

高台径 (86)
残存率
体部1/3

)真 言b3/5

体部外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りの
ちナデ。
体部 底部内面ヘラミガキ (幅 3mm)。
貼付高台。接合痕有り。黒色土器 A類。

石英 雲母
赤色斑粒

外面7 5YR6/4に ぶい橙
内面N2/0黒

Ⅳ

土師器

杯
墨普

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-12
(1 1)

底径(88)
残存率
底部1/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。底郡外面に墨書「本J。

長石 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面7 5YR7/3に ぶい橙
内面 5 YR6/4に ぶい橙

Ⅳ

器師

か

書

土
杯

墨
SR300] 南区

(98-1)

Loc F― 〕

γ
~Ⅳ

T-17
残存率不明

外面回転ヘラ切りのちナデ。
内面回転ナデ。
底部外面に墨書「樹J。 内外面に赤色塗彩。

石央 雲母
結晶片岩

外面25Y7/2灰 黄
内面25Y7/2灰 黄

Ⅳ

2602
黒色土器

枕
墨書

南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
(167) 57 高台径92

残存率3/5

口縁部外面回転ナデ、体部外面回転ナデ 回
転ヘラケズリ。底部外面ナデ。高台部外面回
転すデ。
内面ヘラミガキ。
貼付高台。底部外面に豊書。黒色土器A類。

石英 長石
雲母 結晶片

岩

外面7 5YR6/4に ぶい橙
内面 5Y2/1黒 Ⅳ

2603
黒色土器
椀
墨書

S隠00]
南区

(98-1)

LOc F一 ]

γ
~Ⅳ

T-13

高台径88
残存率全体

3/5

外面回転ナデのちヘラミガキ (幅 2mm)、
底部外面回転ヘラ切りのちナデ。高台部外面
ナデ。
口縁部内面ナデ、体部内面ヘラミガキ (幅 15
mm)。 底部内面ヘラミガキ (幅2 5mm)。
底部外面に墨書「十 1。 黒色土器 A類。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面 5 YR7/41こ ぶい橙
内面3/OH音灰

Ⅳ

2604 瓦

平瓦
SR3001 南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
残存長
(219)

残存幅
(161)

厚さ(21)
残存率不明

凹面布 目圧痕  一部ヘ ラケズ リの ちナデ。
凸面 タタキ (縄席文 )。

1129 8宜。

石夫 雲母
赤色斑粒

凹 N6/0仄
凸面 N6/0灰

Ⅳ

2605
土師器
亀

SR300ユ
南区

(98-1)

Loc F― ]

γ
~Ⅳ

T-15
残存率不明

外 面 タテハ ケ ロ (8条/1 3cm)の ち ヨコハ

ケ ロ (8条/1 5cm)ヘ ラケズ リ 回転 ナデ。
内面ハケロ (8条/1 5cm)ナ デ。

石英 長石
_T母 結晶片
岩 赤色斑粒

外面25Y4/2暗灰黄
内面10YR4/2灰 責掲

Ⅳ

2606
品製

錘

土

土 SR300ユ
南区

(98-1)

LOc F― ]

γ
~Ⅳ

T-13

長
０

存

ａ

残

で 幅 11 厚さ10
残存率9/10

外面摩減 によ り不明。50g。 子L径 3mm。
石芙 長石
雲母 結晶片
岩

外面7 5YR6/41こ ぶい橙 Ⅳ

2607
品製

錘

土

土 SR3001 南区
(98-1)

LOc F― ユ

γ
~Ⅳ

T-17

さ

望

長

６ 幅 11 厚さ11
残存率1/1

外面ナデ。78g。 子L径 3mm。 石英 雲母

結晶片岩
外面10YR6/2灰 黄掲 Ⅳ

8608
品製

錘

土

土 SR300ユ
南区

(98-1)

LOc F― ]

γ
~Ⅳ

T-15
長さ
47 幅 12 厚さ12

残存率1/1 外面ナデ。5 7go TL径 3mm。 長石 雲母 外面25Y6/1黄灰 Ⅳ
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層

2609 土製 品
土錘

SR3001 南 区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

S-13
残存長
(59) ‖属20 厚 さ19

残存率不明
外面 ナデ。 16 7go Tし径 8mm。 赤

母壬
去
山石片

粒

英
晶
斑

石
結
色

タト面7 5YR7/3に ぶい橙 Ⅳ

土師器
杯

SR3001 南 区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
149 47 底径84

残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切 りのちナ

内面 回転ナデ6

赤
母雲

岩片
粒

英
晶
班

石
結
色

クト面 10YR7/1灰 自
内面 10YR7/21こ ぶい黄橙

Ⅳ

2611
土 師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
Y~Ⅳ
T-14

(152)

底 径 (89)
残 存 率

口縁 部 1/5
[〔

=Б

3/5

外面回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのち板
ナデ。
内面回転ナデ。内面 に付着物有 り。底部外面
にスス付着。

赤
色

母
　
黒

奎
芸
山石片

粒

石
晶
斑
粒

長
結
色
斑

外面 10YR6/3に ぶい黄橙
内面 10YR5/41こ ぶい責褐

Ⅳ

2612 土冑F器
tTN

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(136)

底 径 86
残 存 率

,貞言Б7/10

外面回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのち板
ナ デ 。

内面 回転 ナ デ。

石英  雲 母

赤色班 粒

タト面7 5YR8/3浅 黄橙
内面 7 5YR8/3i喪 責橙

Ⅳ

2613
土 師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-12
13 0 底径79

残存率4/5

外面 回転 ナ デ、底 部 外 面 回転 ヘ ラ切 りの ちナ

デ。
内面 回転 ナ デぅ外 面 にス ス付 着。

石英  雲 母

赤色斑 粒
外面 5 YR7/3に ぶい橙
内面7 5YR7/3に ぶい橙

Ⅳ

土 師器
杯

SR3001 南 区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
135 37

底 径 75
残 存 率
全体 4/5
底 部 1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ

内面 回転ナデ。

石 英  雲母
赤色斑 粒

クト面 10YR8/4浅 責橙
内面 10YR8/4浅 責橙

Ⅳ

261〔
土 師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-12
6) 34

底径 (85)
残存率

国縁部 1/10
底部7/10

外面 回転 ナデ 、底 郡外 面 回転 ヘ ラ切 りの ちナ

内面 回転 ナ デ。

石 葵  雲 母

結 晶片 岩

外面 10YR7/2に ぶ い責橙
内面 10YR6/1褐 灰

Ⅳ

261(
土 師器

杯
SR3001 南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

S-13
(134) 35 底径 (85)

残存率1/2

外面回転ナデ、底部外面 回転ヘ ラ切 りのちナ
デ 。

内面 回転 ナ デ。

石 英  婁 母

結 晶片 岩  赤
色 班粒

外 面 7 5YR7/3に ぶ い橙
内面 7 5YR7/3に ぶ い橙

Ⅳ

261「
土 師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

S-13
136

底径 82
残 存率

底部 1/1
全やド4/5

外 面 回転 ナ デ、底 部 外 面 回転 ヘ ラ切 りの ちナ

デ。
内面 回転 ナ デ。

石英  雲 母

結 晶片岩  赤
色 斑粒

外 面 7 5YR7/3に ぶ い橙

内面 7 5YR7/31こ が い橙
Ⅳ

土 師器
杯

SR3001 南 区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ
S-14

(132) 3 1
底径77

残存率3/5

外面回転ナデ、底都外面回転ヘ ラ切 りのちナ

内面 回転 ナデ。
石 英  雲 母

外 面 7 5YR6/4に ぶ い橙
内面 7 5YR6/4に ぶ い橙

Ⅳ

土 師器
杯

SR300〕
南 区

(98-1)

Loc F-1
γ
~W

T-13
132

底径78
残存率

口縁部1/2

底部 1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ
デ 。

内面 回転 ナデ。底 部 内面 に漆付 着 。

石 英  雲母
外 面 7 5YR7/4に ぶ い橙

内面 7 5YR″3に ぶ い橙
Ⅳ

土 師器

杯
SR3001 南区

(98-1)

Loc F― ]

γ
~Ⅳ

S-14
(13 0) 33

底径 (85)
残存率

回縁部 1/10
をそ言Ь3/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 り
内面回転ナデ。

石英  雲 母
赤 色斑粒

外面 10YR6/31こ ぶい責橙
内面 10YR6/3に ぶい黄橙

Ⅳ

土宮下器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
35 翰辮

外 面 回転 ナ デ、底 部 外 面 回転 ヘ ラ切 りの ちナ

デ 。

内面回転ナデ。内外面 に付着物有 り。国縁部
外面 にスス付着。

石英  雲 母
タト面7 5YR8/3浅 責橙
内面7 5YR3/3浅 責橙

Ⅳ

土 師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F― ]

γ
~Ⅳ
S-14

126 底 径 73
残存 率 4/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのち板
ナデ。
内面 回転ナデ。
内外面 に赤色塗彩。外面 にスス付着。

石英  雲母

結 晶片岩
外面ЮYR7/3に ぶい黄橙
内面 10YR7/3に ぶい責橙

Ⅳ

2623 土 師器
杯

SR3001 南 区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-14
37 底径 81

残存 率 1/2

外面 回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのち板
ナデ。
内面回転ナデ。
内外面 に赤色塗彩。

赤
色

母
　
黒

奎
芸
山石片

粒

石
晶
斑
粒

長
結
色
斑

外面 7 5YR7た にぶい橙
5 YR6/8橙
内面 5YR6/8橙

Ⅳ

2624
土 師器
林

南区
(98-1)

)cF-1
γ
~Ⅳ

T-16
135 30 底径93

残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのち板
ナデ。
内面回ほナデぅ内面 に付着物有 り。

長石  雲 母
黒色 斑粒

タト面 N5/0灰
内面 N5/0灰 Ⅳ

2625 土 師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-12
(13 1) (29)

底径 (88)
残 存率

底 部 9/10

外 面 回転 ナ デ、底 部 外面 回転 ヘ ラ切 りの ちナ

デ。
内面 回転 ナ デ。

赤
母雲

岩片
紅

英
晶
斑

石
結
色

'1面
5 YR7/3に ぶ い橙

勺面 7 5YR7/31こ ぶ い橙
Ⅳ

2626
土師器

杯
SR3001 南 区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-14
(13 1) 29

底 径 85
残 存率
,氏 音Б3/5
イ本音L2/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのち板
ナデ。
内面回転ナデ。
内外面 に赤色塗彩。

赤
色

母
　
里
【

雲
岩片

粒

石
晶
斑
粒

長
結
色
斑

'卜

面 5 YR7/41こ ぶ い橙
勺面 5 YR6/6橙

Ⅳ

2627 土師器
lTN

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
(120) 34

底 径 (85)
残 存 率

底 部 1/1
回縁 郡 1/3

外 面 回転 ナデ 、底 都外 面 回転 ヘ ラ切 りの ちサ

デ 。

内面 回転 ナデ◇
石 英 雲 母

'卜

面 7 5YR″4に ぶ い橙

勺面 7 5YR7/4に ぶ い橙
Ⅳ

土師器
皿

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
138 20

底 径 93
残 存 率

回縁 都 7/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのち板
ナデ。
内面回転ナデ、底部内面 回琢 ナデのちナデ。
外面 にスス付着。

石英  雲 母

結 晶片 岩 '卜

面 10YR8/2灰 自

殉面 10YR8/2灰 白
Ⅳ

土 師器
皿

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ
S-13

(128) 18

底径85
残存率

口縁部1/3

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのち板
ナ デ 。

内 面 回 転 ナ デ、底 部 内面 回転 ナ デ の ち板 ナ

デ 。

赤
色

母
　
里
〔

千云
］石片

粒

石
晶
斑
粒

長
結
色
斑

外面 7 5YR6/41こ が い橙

内面 7 5YR6/4に ぶ い橙
Ⅳ

土 師器

杯
SR3001 南 区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(144) 34

ω
率

径
存

底
残

外面 回転 ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ

内面回転ナデ。
内外面 に赤色塗彩。

石 英  雲 母
外面 25Y7/2灰 黄
内面 7 5YR7/31こ ぶ い橙

Ⅳ

2631
土 師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
(26)

底径83
残存率

底部 ～体部
7/10

体 部外 面 回転 ナ デ、底部外 面 回転 ヘ ラ切 りの

ち板 ナ デ。
内面 回転 ナ デ。 内面 に付 着物 有 り。

石英  雲 母

結 晶片 岩  赤
色斑 粒

外面 10YR6/2灰 責褐
内面 7 5YR6/4に ぶい橙

Ⅳ

器師
　
書

土
杯
刻

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(130) 30 底径 (87)

外面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのちナ
デ 。

内面 回転 ナ デ。
底 部外 面 に刻 書 。底 部 内面 に スス付 着。

石英  雲 母

赤 色斑 粒

クト面 10YR7/1灰 白
内 面 10YR7/1灰 白 N3/0
暗灰

Ⅳ

土 師器

杯
SR300] 南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

S-14
(143) (53)

高台径 (88)
残存率

高台部1/1

外面回転 ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 りのち板
ナデ。高台部外面回転ナデ。
内面回転ナデ。
貼付高台。外面 に漆付着。

石英  雲 母

結 晶片岩  赤
色斑粒

外 面 10YR8/3浅 黄橙
内面 10YR8/3浅 黄橙

Ⅳ
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掲載
番号

類
種

分
器

出土遺橋 調査区

出土地点
量
径

法

口
法量

(器高 )

その他法量 調整技法 特徴 含有物 色 調
別

位

大

層

土師器
杯

刻書

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(1

底径(66)
残存率
底部1/3

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。
底部外面に刻書。底部内面にスス付着。

石英 雲母
黒色斑粒

外面10YR71灰 白
内面N6/0灰 Ⅳ

2635
器師

杯

土
高 SR3001 南区

(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-15

脚高(8,9)

残存率
高台部4/5

脚部外面回転ナデ。
脚部内面回転ナデ。
外面に赤色塗彩。

石英 長石
雲母 結晶片
岩 赤色班粒

内面 5 YR6/4に ぶい橙 Ⅳ

土師器
皿

SR3001 南区
(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
(146) 17 蜘判

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ。
内面回転ナデ、底部内面回転ナデのち板ナデ。
内外面に赤色塗彩。

斑
粒

石
色

斑

長
赤

色里
ヽ

英

母

石
雲
粒

外面2 5YR5/6明 赤褐
内面2 5YR5/6明 赤掲

Ⅳ

2637
土師器
Ill

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-12
131 19 底径92

残存率1/1

体部外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りの
ちナデ◇
内面回転ナデ。底部外面にスス付着。

長石 ・雲母

結晶片岩 赤
色斑粒 黒色
斑粒

外面7 5YR7れ にぶい橙
内面 5YR73に ぶい橙

Ⅳ

2638
土師器
皿

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-12
114 高台径53

残存率7/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り、高台
部外面回転ナデ。
内面回転ナデ。

長石 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面5 YR6/6橙
内面 5 YR6/6橙 Ⅳ

緑釉
皿

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

S-14
(125) 32

高台径(60)
残存率

口縁部1/3

高台1/2

'卜

面日転ナデ、底部外面ケズリ出し。高台部

'卜

面回転ナデ。
勺面回転ナデ。
苛台付。

石英 雲母
黒色斑粒

外面 10Y4/2オ リーブ灰
内面 10Y5/2オ リープ灰

Ⅳ

器師

　
書

土

皿
刻

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ
S-15

(170)

高台径
(113)
残存率

国縁部1/3

底部1/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。
貼付高台。接合痕有り。底部内面刻書有り。
内面にスス付着。外面に僅かにスス付着。

石英 雲母
赤色斑粒

タト面7 5YR5/3に ぶい褐
内面10YR2/1黒 Ⅳ

2641
黒色土器
椀

SR3001 駆
蜘

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
(124)

高台径(75)
残存率3/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ、高台部外面回転ナデ。
内面回転ナデのちヘラミガキ (幅2.5mm)。
黒色土器B類。貼付高台。

雲母 赤色斑
粒

外面N4/0黒
内面N2/0黒 Ⅳ

黒色土器

椀
SR3001 南区

(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-12
(116) 44

底径 7,9
残存率
底部3/5

体部外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りの
ちナデ。
体部 底部内面回転ナデのちヘラミガキ (幅
3 0mm)。 黒色土器 A類。貼付高台。接合
痕有り。

石英 雲母
赤色斑粒

外面 5 YR6/41こ ぶい橙
内面 5Y2/1黒 Ⅳ

2643
土師器
椀

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-14
(200) 71

高台径
(100)

残存率1/3

口4/2部 外面回転ナデ、体部外面ヘラケズリの
ちヘラミガキ。底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。高台部外面回転ナデ。
内面回転ナデのちヘラミガキ。外面全体にス
ス付着。貼付高台。接合痕有り。

石英 雲母
赤色斑粒 '卜

面10YR6カ 灰黄褐
勺面10YR6/2灰 黄褐

Ⅳ

土製品
土錘

SR3001 南区
(98-1)

しoc F-1
γ
~Ⅳ

S-14

さ

ち

長

４

幅

■
厚さ13
残存率1/1

外面ナデ。55g。 子L径 4mm。

長石 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒 黒色
斑粒

タト面 7.5YR7/6橙 Ⅳ

品梨

錘

土

土 SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

S-14

残長
47 幅09 厚さ08

残存率9/10 外面ナデ。33g。 子し径 3mm。 石英 雲母

赤色斑粒
外面2 5YR7/2灰 黄 Ⅳ

2646
品製

錘

土

土 SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

S-15
長さ
41 幅11 厚さ10

残存率1/1
外面ナデ。41g。 子し径 3nm。 片

斑
粒

節
鶴
色
観

赤

黒

英

母
石
雲

岩

粒

外面2 5YR5れにぶい赤
褐

Ⅳ

2働 ;

土製品
土錘

SR3001 南区
(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
残存長
(42)

厚さ13
残存率1/1

体部外面ナデ。61g。 孔径 4mm。 石英・雲母 外面 5Y8/1灰 白 Ⅳ

土師器

杯
墨書

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
Y~Ⅳ
T-14

156 底径88
残存率7/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちわ
ナデ。
内面回転ナデ。
底部外面に墨書「南」。内外面にスス付着。

石英 雲母
結晶片岩

外面75Y8/1灰 自
内面75Y8/1灰 自

Ⅳ

2649
黒色土器
椀
墨書

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-12
(46)

高台径(88)
残存率

高台部1/3

外面ヘラミガキ (幅 5mm)の ちナデ、底部
外面回転ヘラ切りのちナデ。
内面ヘラミガキ (幅 2mm)の ちナデ。
貼付高台。接合痕有り。
高台部外面に墨書「井J(記号か)。 黒色土器
B類。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面7 5YR7/4に ぶい橙
内面N3/0暗灰

Ⅳ

265{
須恵器

SR3001 南区
(98-1)

しoc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
(229)

残存率
体部1/3

外面 回転 ナデ。
内面回転ナデ。
双耳壺。外面 自然和。

長石 雲母
黒色斑粒

外面 5Y6/1灰
内面N70仄 白

Ⅳ

須悪器
SR3001

南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
(141) 離］孵輯

外面回転ナデ、底部外面ナデ。
内面回転ナデ。
貼付高台。接合痕有り。自然釉 (体部外面、
底部内面)。

石英 黒色班
粒

外面 5Y7/1灰 白
内面25Y6/1責 灰

Ⅳ

須恵器
SR3001 南区

(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
(78)

残存率
口縁部1/10

□緑 部外 面 回転 ナ デ、伝吉防 (而 卜
=K白

娠 fft
長石 雲母

外面 5 PB6/1青 仄
内面 5 PB4/1明 紫灰

Ⅳ内面回転ナデ。
色斑粒

須恵器
奏

SR3001 南区
(98-1)

Loc F― ユ

γ
~Ⅳ

T-15
(25,0)

頸部径

(186)
残存率1/5

国縁部外面回転ナデ、体部外面タタキ (6
条/1 5cm)の ちカキロ (8条 /1.2cm)。
口縁部内面回転ナデ、体部内面青海波紋。

長石 雲母
黒色斑粒

タト再写N4/0万疋
内面75Y4/1灰 Ⅳ

土師器
杯

SR3001 離
蜘

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
166 底径123

残存率3/5

外面回転ナデ、底都外面回転ヘラ切りのち板
ナデ。
内面回転ナデ。

石英
外面 N4/0灰
内面 5Y4/1灰 Ⅳ

土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
127 底径100

残存率9/10

外面回転ナデのちヘラミガキ (幅 2mm)底
部外面ヘラケズ リのちヘ ラミガキ (幅 3
mm)。
内面回転ナデのちヘラミガキ (幅 lmm)、
底部内面回転ナデのちヘラミガキ (幅 約16
mm)。 内外面に赤色塗彩。日縁部と底部外
面にスス付着。

石英 雲母
結晶片岩 ,赤

色斑粒

外面2 5YR5/8明 赤褐
内面2 5YR5/8明 赤褐

Ⅳ
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載

号

掲

番

類

種

分

器
出土遺構 調査区

出土地点
法量

(口径 )

法量
(器高)

その他法量 調整技法 特徴 含有物 色調
別
位

大
層

器師

　
圭
日

土

皿
墨

S踏 00ユ
南区

(98-1)

Loc F― ユ

γ
~Ⅳ

T-16
(154) 17 底径 (123)

残存率1/3

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ。
内面回転ナデ、底部内面回転ナデのちユビオ
サエ。
底郡外面に墨書。人物絵か。

石英 雲母

結晶片岩 赤

色斑粒

外面 10YR6/2灰 責褐
内面7 5YR6/3に ぶい褐

Ⅳ

265写

器師

　

書

土
杯

刻
SR3001

南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
(10)

底径(110)
残存率
底都1/1

体部外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りの

ちナデ。
内面回転ナデ。内外面に赤色塗彩。
底部外面に刻書有り。内面にスス付着。

赤
母と

言
山石片

粒

英

晶

斑

石
結

色

外面 10YR5/31こ ぶい黄褐

内面7 5YR6/3に ぶい褐
Ⅳ

2658
土師器

高杯
SR3001

南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-14
1)

底径135
残存率
脚部1/1

脚部外面上部ヘラケズリのち板ナデ、脚部外
面下部回転ナデのち板ナデ。
脚部内面上部回転ナデ 絞り痕、脚部内面中
都ヘラケズリ、脚部内面下部回転ナデ。内外
面に赤色塗彩。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

クト面2 5YR6/6橙
内面10YR7/31こぶい黄橙

Ⅳ

土師器
皿

刻書

SR3001
南区

(98-1)

しoc F-1
γ
~Ⅳ

T-16 17
(154)

底径(128)
残存率1/3

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。内外面に赤色塗彩。
底部内面に刻書有り。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面10YR7/31こ ぶい責橙
内面10YR6/31こ ぶい黄橙

Ⅳ

土師器
皿

SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(164) 24

底径 (120)
残存率

底部1/2

外面回転ナデ、底部外面ナデ。
内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。

石実 雲母

結晶片岩 所

色斑粒

外面10YR7/2に ぶい責橙
内面 5 YR5/6明 赤褐

Ⅳ

土師器
皿

SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(124) 24

底径(98)
残存率

回縁部1/10
以下底部2/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ。
内面回転ナデ。

石英 雲母
赤色斑粒

外面 5 YR7/4に ぶい橙

内面 5 YR6/3に ぶい橙
Ⅳ

2662
土師器

養
S郎001

南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
(280) (154)

頸部径
(237)

残存率 口縁
都～休部1/5

外面回転ナデ、体部外面ハケロ (4条 /cm)。

内面ハケロ(5条 /cm)。 内外面にスス付着。

石英 長石
雲母 結晶片
岩 赤色斑粒

外面 5 YR5/4に ぶい赤褐
内面10YR5/41こぶい黄褐

Ⅳ

2663
土師器

甕
SR3001

南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
(252) (62)

頚部(212)
残存率

口縁部1/5

口縁部外面回転ナデ、体部外面ハケロ (1

条/1 2cm)。
国縁端部内面回転ナデ、ハケロ (10条 /1

cm)の ちナデ。体部内面板ナデ。

長石 ‐雲母

結晶片岩 赤

色班粒 黒色

斑粒

外面2 5YR4/2暗 灰責
内面2 5YR5/3責 掲

Ⅳ

2664
土師器

奏
墨書

SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
イ
~Ⅳ

T-16
不 明

外面ハケロ (3条 /cm)。

内面ハケロ (3条/cm)ュ ビオサエ ナデ。

体都外面 に墨書。人面墨書土器か。

石英・雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面7 5YR6/4に ぶい橙
内面10YR5/31こ ぶい黄掲

Ⅳ

266〔
弥生土器

奏
SR3001

南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(32)

底径61
残存率

底部 1/1

外面 タタキのちナデ。底部外面ユ ビオサエ

ナデ。
内面ヘ ラケズ リ。

石英 長石 '

雲母 結晶片

岩 赤色斑粒

外面10YR5/3に ぶい黄褐
内面25Y4/1責灰

Ⅳ

2666

器師

　
圭
日

土
蓋

墨
SR3001

南区
(98-1)

T-16 3)

底径(85)
残存率

回縁部1/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデ。内面に墨書有り。

石英 雲母

赤色斑粒

外面2 5YR5/4明 赤褐
内面 5 YR5/4に ぶい赤掲

Ⅳ

土師器
盤lHl都

SR3001
南区

(98-1)

Loc F一 ]

γ
~Ⅳ

T-16
残存率不明 脚部外面ユビオサエ ナデ。

石英 長石
雲母 結晶片
岩 赤色班粒

外面10YR7/31こぶい黄橙 Ⅳ

土製品
土錘

SR3001
南区

(98-1)

Loc F一 ユ

γ
~Ⅳ

T-14
長さ
61 ‖届33

“

目3 0
残存率1/1

外面ユビオサエ ナデ。418g。 子し径 9mm。
外面にスス付着。

石英 結晶片
岩 赤色斑粒

外面 10YR3/1灰 白 Ⅳ

2669
土製品
土錘

南区
(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
長さ
63 幅30 厚さ30

残存率9/10
外面ユ ビオサエのちナデ。51 lg。 孔径 9

mm。 外面にスス付着。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

'卜

面25Y6/2灰 黄
勺面25Y6/3に ぶい責

Ⅳ

須恵器

高杯
SR3001

南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17

底径96
残存率
脚部1/1

外面回転ナデ。
内面回転ナデ。内外面にスス付着。

石英 長石
雲母 黒色斑

粒

灰
灰

青

青

暗

暗
Ａ
れ

Ｂ

Ｂ

面

面

外
内

Ⅳ

須恵器 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
1)

径
率

部
存

顕

残
外面回転ナデ。
内面回転ナデ。

長石 雲母
黒色斑粒

外面 5Y7/1灰白
内面N6/0灰

Ⅳ

土師器
杯

SR300]
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-14
160

底径H5
残存率
底部1/1

回縁部7/10

外面回転ナデ、底部タト面回転ヘラ切りのち板
ナデ。
内面回転ナデ、底部内面回転ナデのちナデ。
内外面に赤色塗彩。

長石 雲母

赤色斑粒 黒

色斑粒

外面5 YR7/6橙
内面 5 YR6/6橙

Ⅳ

土師器
杯

SR3001
南区

(98-1)

Loc F― ]

γ
~Ⅳ

T-17
(161)

底径131
残存率
底部1/1

全体7/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ。
内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。

石英 雲母

結晶片岩 赤

色斑粒

外面10YR6/2灰 責褐
内面10YR7/2に ぶい責橙

Ⅳ

2674
器師

　

書

土
杯

刻
SR3001

南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-14
(157) 31 底径(126)

残存率2/5

外面回転ナデ、底郡外面回転ヘラ切りのちナ

内面回転ナデのちナデ。
内外面に赤色塗彩。底部外面にヘラ記号有
り。

石英  長石
雲母

外面10YR7/21こぶい黄橙
内面10YR7/1灰 白

Ⅳ

2675
土師器
杯

SR3001
南区

(98-1)

[oc F-1
γ
~Ⅳ

T-15 1(
0 底径(75)

残存率7/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ。
内面回転ナデ。

雲母 結晶片
岩 赤色班粒

外面10YR6/31こぶい黄橙
内面7 5YR6/3に ぶい褐

Ⅳ

2676

器師

　

書

土
杯

刻
SR3001

南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
128 33 底径100

残存率9/10

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
|だ 。

内面回転 ナデ。

底部外面 に刻書有 り。内外面 に赤色塗彩。内

面 にスス付着。

長石 雲母
結晶片岩・赤
色斑粒

外面10YR6/2灰 責褐
内面25Y5/6黄 褐

Ⅳ

土師器

杯
SR3001

南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
27 底径81

残存率710

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ。
内面回転ナデ。
内外面にスス付着。

石英 雲母
赤色斑粒

外面10YR7/21こぶい責橙
内面25Y6/31こぶい黄

Ⅳ

土師器

斐
SR3001

南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
(165) (1] 1)

顕部径
(145)
残存率

口縁部1/5

口縁都外面回転ナデ、体部外面ハケロ (8
条/1 lcm)。

国縁端部内面回転ナデ、顕部内面ハケロ (8

条/cm)、 体部内面板ナデ。

長石 雲母

赤色斑粒
外面7 5YR6/6橙
内面7 5YR7たにぶい橙

Ⅳ

―- 106 〒―



載
号

掲
番

類
種

分
器

出土遺構 調査区

出土地点
法量

(国 径 )

法量
(器高)

その他法量 調整技法 特徴 含有物 色調
別

位

大

層

2679
冗

平瓦
SR3001 南区

(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
残存率不明 J面布 目圧痕。凸面 タタキ (縄席文 )。

英

母

石
雲

締

長石

黒色斑
凹面 N6/0灰
凸面 N5/0灰

Ⅳ

2680
品製

錘

土

土 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
長さ
73 幅20 厚さ18

残存率1/1
外面ナデ。221g。 子し径 6mm。

長石 雲母

赤色斑粒 黒
色斑粒

外面 10YR8/2灰 白 Ⅳ

2681
品製

錘

土

土 SR3001 南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17

さ

お

長

４
幅17 厚さ16

残存率1/1
'卜

面ナデ。■ 3g。 子し径 6 mme
長石 雲母

赤色斑粒 黒
色斑粒

外面25Y7/2灰 黄 Ⅳ

2728 須恵器
発

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
(245)

頸部径

(197)
残存率

口縁部1/5

体部 1/5

底部 1/5

外面回転ナデのちタタキ (3条/cm)の ちカ
キロのちナデ。
日縁部内面回転ナデ。体部 底部内面青海波
紋のち板ナデ。
接合痕有り。自然釉 (体部上部)。

石英

粒

黒色斑
外面N4/0灰 (自 然釉の部
分)75Y8/1灰 白
内面 (口縁部、底部)N7/C
灰白(体部)N4/0灰

lll

2729
器首

心　
　
圭
日

須

壷

刻
SR3001 南区

(98-1)

しoc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
(131)

頸部径93
残存率

□縁部9/10
体部2/5

口縁部～体部外面上部回転ナデ、体部外面中
部～下部回転ヘラケズリ。
内面回転ナデ。日縁部内面にヘラ記号有り。

石実
粒

黒色斑
外面上部 5Y7/1灰 白下半
部 5Y3/1オ リーブ黒

内面 5Y7/1灰 白

Ⅶ

2730
須恵器 SR3001 南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13

頸部径62
残存率

口縁 部～体
言Б1/5

アト面回転ナデ。
勺面回転ナデ。
勺面上部、外面に自然釉の付着。

長石  雲母

黒色斑粒
外面10YR2/1黒
内面10YM/1掲灰

Ⅶ

273]

器首
心
　

吉

須
壺

刻
SR3001 南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
(225) (66)

頸部 (273)
残存率

口縁部1/5

タト面回転ナデ。
内面回転ナデ。
頸部外面に刻書有り。

英
母

石
雲

汁

長石

黒色斑
外面N4/0灰
内面N5/0灰

Vll

2732
土師器
蓋

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
21 8 残存率4/5

クト面摘み部ナデ、体部回転ナデのちヘラミガ
キ。
内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。内外面にスス付着。

長石 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒  黒色
斑粒

外面7 5YR5/6明 赤褐
内面7 5YR5/6明 赤褐

Ⅶ

2733
土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-17
(132)

底径101
残存率2/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ。
内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。

石英 雲母
外面 5Y7/1灰 白
内面25Y8/1灰 白

Ⅶ

2734
土師器
杯

SR3001
南区

(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
127 底径84

残存率1/1

タト面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ。
内面回転ナデ。
内外面に赤色塗彩。

長石 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面2 5YR5/6明 赤褐
内面2 5YR5/6明 赤褐

lll

2735
土師器
杯

SR3001
南区

(98-1)

しOc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
112 42

底径82
残存率

日縁部9/10
体、底郡 1/1

タト面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ。
内面回転ナデ。
内面にスス付着。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

タト面25Y7/3浅黄
内面25Y7/2灰 黄

Ⅶ

2736
土師器
杯

SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
111 31 底径79

残存率1/1
'卜

面回転ナデ、底部外面回転ヘ ラ切 り。

勺面回転 ナデ。
勺面 にスス付着。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面25Y7/3浅黄
内面25Y7/31莞黄

Ⅶ

2737
土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
17 8 49 底径152

残存率1/1 '卜

面回転ナデ、底部外面ヘラケズリ
勺面回転ナデ。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面 5 YR6/4に ぶい橙
内面7 5YR74にぶい橙

Wll

2738
器師

　

書

土
杯

刻
SR3001 南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
底径104
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ。
内面回転ナデ、底部内面ヘラ記号。
内外面に赤色塗彩。内外面にスス付着。底部
内面に付着物有り。

石英  雲母

結晶片岩
外面7 5YR5/2灰 褐
内面7 5YR4/1褐 灰

Ⅶ

2739
土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

しoc F― ユ

γ
~Ⅳ

T-14
(179) 47 底径(143)

残存率1/2

外面回転ナデのちヘラミガキ、底部外面ヘラ
ケズリのちヘラミガキ。内面回転ナデのちヘ
ラミガキ、底部内面ヘラミガキのち暗紋。内
クト面に赤色塗彩。

赤

母と
ポ
山石片

粒

英

晶

斑

石
結

色

外面5 YR6/6橙
内面 5 YR6/6橙

Ⅶ

2740
土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
46 底径128

残存率1/1

クト面回転ナデのちヘラ ミガキ (幅 10mm)。 底部

外面ヘ ラケズ リのちヘ ラ ミガキ (幅 10mm)。
内面 回転 ナデのち暗紋。

母雲

粒斑

英

色
石
赤

外面7 5YR6/4に ぶい橙
内面5 YR6れ にぶい栓

Ⅶ

2741
土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
33

底径115
残存率

口縁都1/2

底部9/10

外面回転ナデ、底部外面ヘラケズリのちヘラ
ミガキ。
内面回転ナデのちヘラミガキ。内外面に赤色
塗彩。

里
〔

母雲

粒斑
粒

石
色

班

長

赤

色

外 面2 5YM/3に ぶ い 赤

褐
内 面2 5YR6/3に ぶ い 赤

掲

Ⅶ

2742
土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(200) 31 底径 (165)

残存率1/3

外面回転ナデのちヘラミガキ、底部外面ヘラ
ケズリのち板ナデのちヘラミガキ。
内面回転ナデのちヘラミガキ、底部内面板ナ
デのち暗紋。内外面に赤色塗彩。底部外面に
スス付着。

石英 雲母
結晶片岩

外面7 5YR5れ にぶい褐
内面7 5YR5/4に ぶい褐

Ⅶ

2743
土師器
杯

SR3001
南区

(98-1)

しOc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
(198)

底径(163)
残存率1/10

外面回転ナデ、底部外面ヘラケズリのちナ
|だ。
内面回転ナデのち暗紋。

石英 結晶片
岩 赤色斑粒

外面7 5YR5/3に ぶい褐
内面7 5YR5れ にぶい褐

Ⅷ

2744
器師

　

書

土
杯

刻
SR3001 南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13

底径 (141)
残存率
ナ氏きる1/5

体部外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りの
ちナデ。
内面回転ナデ。底部内面にヘラ記号有り。
内面に赤色塗彩ぅ

石英 雲母
結晶片岩

外面7 5YR7/3に ぶい橙
内面7 5YR7/3に ぶい橙

Ⅶ

2745
土師器
高杯

SR3001 南区
(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(47)

残存率
杯部7/10

口縁端部外面回転ナデ、体部外面回転ナデの
ちヘラミガキ、脚部外面ケズリ。
日縁端部内面回転ナデ、体部 底部内面回転
ナデのちヘラミガキ。内外面に赤色塗彩。

長石 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面5 YR6/6橙
内面5 YR6/6橙

Ⅷ

2746
土師器
高杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
(234) 51

底径108
高台高32
残存率3/5

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切り、脚言「

外面回転ナデ。
内面回転ナデのち嗜紋。

長石 雲母

赤色斑粒
外面 5 YR6/6橙
内面 5 YR6/6橙

Ⅶ

2747
器師

杯
上
高 SR3001 南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
(61) 底径(148)

残存率脚1/5

外面上部ヘ ラケズ リ、外面下部 回転 ナデ。

内面上部絞 り痕、内面下部 回転 ナデ。

内外面 に赤色塗彩。

長石 雲母

結晶片岩 赤

色斑粒

外面2 5YR4/8赤 褐
内面7 5YR6/31こ ぶい褐

Ⅶ
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掲載
番号

類
種

分
器

当土遺構 調査 区

出土地点
法量

(口径 )

法量
(器高)

その他法量 調整技法 特徴 含有物 色調
別

位

大

層

土師器
Ell

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
Y~Ⅳ
T-14

25 底径123
残存率9/10

口縁部外面回転ナデ、体部外面回転ヘラ切り
のちナデ、底部外面回転ヘラ切り。
内面回転ナデ、底部内面回転ナデのち板ナ
デ。内面に付着物有り。底部外面にスス付着。

長石 雲母
結晶片岩

外面10YR8/1仄 白
内面10YR4/2灰 黄褐

Ⅶ

2749
土師器

杯
SR3001

南区
(98-1)

しOc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
29 底径87

残存率9/10

外面回転ナデ、底部外面ユ ビオサエのち板ナデ。

内面 回転ナデ。
内面 と口縁部外面 にスス付着。

石英 雲母
外面10YR6/2灰 責褐
内面10YR6/2灰 責褐

Ⅶ

275C
土師器
杯

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
底径83
残存率1/1

外面回転ナデ、底部外面ユ ビオサエのちナデ。

内面回転ナデ、底部ユ ビオサエのち回転ナデ。
国縁部内面 にスス付着ぅ

石英 雲母

結晶片岩

外面10YR5/2灰 責褐
内面10YR5/31こぶい黄褐

IIll

土師器
鎌

SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
Y~Ⅳ
T-16

(240) 17 0
底径17.1

残存率9/10

口縁端部外面回転ナデ、体部外面上部ユビオ
サエ ハケロ (7条/0 9cm)。 底部外面ハケ
目 (7条/0 9cm)。

国縁部内面回転ナデ。体部 底部内面板ナ
デ。底部外面にスス付着。

長石 雲母
結晶片岩 赤
色斑泣

外面 10YR7/41こ ぶい責橙

内面 10YR5/2灰 黄掲
Ⅶ

土師器
盤

SR3001
南区

(98-1)
275 72 高台径124

残存率4/5

体部外面回転ナデ ー部ハケロ (5条/09
cm)底部外面回転ヘラ切りのち板ナデ。
内面回転ナデ。
高台付。内外面に赤色塗彩。

長石 雲母

赤色斑粒 黒

色斑粒

Ⅶ

2753
土師器
甕

SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13 14
(218)

頸部 (175)
残存率9/10

口縁部 頸部外面回転ナデ、体部 底部外面
ハケロ (9条 /2 1cm)。

日縁部 頸部内面回転ナデ、体部 底部内面
板ナデのちユビオサエ。
黒斑有り。外面にスス付着。

石英 結晶片
岩 赤色斑粒

木面25Y8/2灰 白
勺面10YR8/2仄 白

Ⅶ

土師器
斐

SR3001 南区
(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(299)

頸部径218
残存率

国縁部1/1

全体3/5

口縁端部外面ナデ、日縁部～底部外面ユビオ
サエのちハケロ (14条 /1 6cm)。

国縁端部内面ナデ、日縁部内面ハケロ (14

条/1.6cm)、 体部内面上部ハケロのちヘラケ
ズリ、体部内面中部～底部ヘラケズリ。外面
にスス付着。

母壬
ス
】石片

央

晶
石
結

外面 10YR7/41こ ぶい責橙

内面25Y7/2灰 責
Ⅶ

土師器
鍋

SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
(384) (194) 縁

ん

難
的
櫛
抑

残
部

口縁端部外面回転ナデ、国縁部外面ユビオサ
エのち回転ナデ、体部外面上部ヨコハケロ
(8条/cm)体都外面中部～下部タタキ (4

条/1 7cm)の ちハケロ (6条 /cm)。

日縁部内面ハケロのち回転ナデ、体部内面板
ナデ。外面にスス付着。

石英 長石
雲母 結晶片
岩 赤色斑粒

外面10YR6/4サ こぶい責橙
内面25Y6/4に ぶい黄

Ⅶ

土師器
奏

SR3001 南区
(98-1)

Loc F一 ユ

γ
~Ⅳ

T-16
(289) (230)

顕部径

(241)
残存率

口縁部1/3

体部1/5

外面ハケロ (5条/2 1cm)の ちナデのちハ

ケロ (5条 /2 1cm)。

日縁部内面回転ナデのちハケロ (5条/21
cm)、 体部内面ユビオサエのち板ナデ。外面
にスス付着。

石英 雲母

結晶片岩 赤
色斑粒

外面 10YR3/1黒 褐
内面 10YR4/1褐 灰

Ⅶ

土師器

甕
SR3001 南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-12
(231) (20 2)

頸部径
(179)
残存率

日縁部1/5

国縁部外面ナデ、体部ハケロ (12条 /1 2cm)。

国縁端部内面ナデ、日縁部内面ハケロ (lC

条/1 2cm)の ちナデ、頸部内面ユビオサエ
のちハケロ (12条 /1 2cm)、 体部内面ユビオ
サエのちヘラケズリ。
内外面にスス付着。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面10YR8/2灰 白
内面10YR6/3に ぶい責橙

Ⅶ

土師器
奏

SR300]
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-12
(242) 4)

頚部径
(20.4)
残存率

国縁部2/5

口縁部外面回転ナデ、体部外面ハケロ (10条 /

cm)。

国縁部内面回転ナデ、頸部内面ユビオサエの
ちハケロ。体部内面ユビオサエのち板ナデ。
内外面にスス付着。

石英 長石

雲母 赤色斑

粒 黒色斑粒

外面10YR7/21こぶい黄橙
内面25Y7/2灰 責

Ⅶ

275C
土師器
奏

SR3001 南区
(98-1)

Loc F― ]

γ
~Ⅳ

T-15
(242)

頸部径
(194)
残存率

国縁部1/5

口縁部外面回転ナデ、体部外面ハケロ (6
条/1 3cm)。
国縁端部内面回転ナデ、日縁部内面ハケロ
(6条/1 3cm)の ちナデ。体部内面板ナデ

のちユビオサエ。外面にスス付着。

斑
粒

石
色

斑

長
赤

色里
【

英

母
石
雲

粒

外面10YR5/4に ぶい責褐
内面10YR7/3に ぶい責橙

Ⅶ

276(
土師器

甕
SR3001 南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
28 2 (145)

頸部径239
残存率

口縁部4/5

口縁部外面回転ナデ、体部外面ハケロ (6
条/1 5cm)。 把手部ユビオサエ ナデ。
日縁部内面ハケロ (5条/1 6cm)。 体部内面
ユビオサエのちハケロ (5条 /1 6cm)。 内外
面にスス付着。

石英 雲母
外面10YR7た にぶい責橙
内面10YR7/4に ぶい責橙

Ⅶ

2761
土師器
奏

SR3001 南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
(205)

顕部 (176)
残存率

口縁部3/5

口縁部外面回転ナデ、体部外面ハケロ (8
条/cm)。

国縁部内面回転ナデ、体部内面板ナデのちユ
ビオサエ。

片

斑
粒

節
儡

色

飢

赤

黒

英

母

石
雲

岩

粒

外面10YR6/31こ ぶい黄橙
内面10YR6/31こぶい黄橙

Ⅶ

2762
土師器
甕

SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-13
28 0 (190)

頸部239
残存率

口縁部9/10

口縁部外面ナデ、頸部外面ユビオサエのちナ
デ、体部外面ハケロ (11条 /1 8cm)。 把手ユ
ビオサエ ナデ。
口縁部内面ハケロ (11条/1 8cm)の ちナデ、
体部内面ユビオサエのち板ナデ。内面に付着
物有り。

石英 雲母
赤色斑粒

外面10YR6/3に ぶい責橙
内面10YR6/3に ぶい黄橙

Vl

2763
土師器
盤

SR3001
南区

(98-1)

LOc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(352) 残存率1/3

口縁部外面回転ナデ、体部外面回転ナデのち
ヘラミガキ。底部外面ナデのちヘラミガキ。
国縁部内面ハケロのちヘラミガキ、体部 底
部内面ナデのちヘラミガキ。内外面に赤色塗
彩。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

タト面2 5YR6/6橙
内面2 5YR6/6橙

Ⅶ

2764
土師器

≧
日

杯

墨
SR3001

南区
(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
18 6 41 ４

んぬ翔
口縁部外面回転ナデ、体部外面回転ナデのち
ヘラミガキ。体部内面回転ナデのち暗紋。
底部内面ナデのち暗紋。
底部外面に墨書「寿」。内外面に赤色塗彩。

石英 雲母

結晶片岩 赤

色斑粒

外面 5 YR5/41こ ぶい赤褐
内面 5 YR5/4に ぶい赤褐

Ⅷ

276〔

器師

　

書

土
蓋

墨
SR3001 南区

(98-1)
164 残存率

口縁言Б9/10

摘み部外面ナデ、回縁端部外面回転ナデ、体
部 底部外面ヘラミガキ (幅 4mm)。
内面回転ナデ。
摘み都接合痕有 り。外面に墨書「仏殿J。 外
面に赤色塗彩。

石英 雲母
結晶片岩 赤
色斑粒

外面 5 YR5/6明 赤掲
内面 5 YR6/4に ぶい橙

Ⅶ

2766

器師
　

豊
一

土
杯

黒
SR3001 南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-16
112 底径99

残存率4/5

外面回転ナデ、底部外面ユビオサエのちナデ。
内面回転ナデ。
底部外面に墨書「子□J。 内面にスス付着。

長石 雲母

赤色斑粒
外面10YR6/2灰 黄掲
内面7 5YR2/1黒

Ⅶ
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載
号

掲
番

類
種

分
器 出土遺構 調査区

出土地点
法量
(口径)

法量
(器高)

その他法量 調整技法 特徴 含有物 色調
別

位

大

層

2767
土師器
火舎

SR3001 南区
(98-1)

しoc F-1
γ
~Ⅳ

T-15
(21.5)

高台径245
残存率
底部9/10

外面ユピオサエのちナデ・ハケロ (9条/18
cm)。 底部外面ハケロ (9条/1.8cm)の ち
ナデ。高台部外面回転ナデ・ナデ。

客Fヨ帷 鮮 衡魚舎絶只ダ存
石英・雲母
赤色斑粒

外面10YR7/4に ぶい黄橙
内面10YR731こ ぶい責橙

Ⅶ

2771
土師器
杯

SR3001 南区
(98-1) (12.6)

底径(96)
残存率1/3

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのち板
ナデ。
内面回転ナデ。

・
赤

色

母

・
黒

雲

岩

・

・
片
粒

節
綿
観
醜

外面7.5YR7/6橙
内面5 YR6/6橙

土師器
皿

SR3001 離
蜘

(9.働 15 底径 (8.8)

残存率lん

外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。
内面回転ナデ。国縁部内外面にスス付着。

長石 雲母 ・

結晶片岩 方
色斑粒

外面5 YR6/6栓
内面5 YR6/4にぶい橙

土師器
皿

SR8001 南区
(98-1)

高台径57
残存率9/10

爺界暑審議F>房著争昇F転
ヘラ切り、高台

内面回転ナデ。
貼付高台。接合痕有り。

石央・雲母・
結晶片岩・方
色斑粒

外面7.5YR741こ ぶい橙
内面7.5YR741こ ぶい橙

2774
土師器
皿

SR3001 離
９８．‐

(10.5)
高台径 (6.5)

残存率
口縁部1/2

外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ切りのちナ
デ。高台部外面回転ナデ。
内面回転ナデ。
貼付高台。接合痕有り。内外面にスス付着。

・
赤

母

・

雲

岩
・
片

粒

英

晶

斑

石
結
色

/1・面7.5YR5/6明 褐
勺面7.5YR5/41こ ぶい掲
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第 5表 金属製品

載
号

掲
番

名称 出土遺構 調査区

出土地点 法量 L

長さ

[直径]

法量
W幅

濯
Ｈ
厚

他法量 質量 特   徴 鏃形式 鏃身部 頸部 茎部
別

待

大

閣

2775 SR3001 南区
(05-1)

31 32.85と

印面一重郭、陽刻。文字 1生」
(深 さ3～ 4mm)。

鉦は3枚 に分かれた巷鉦形。
紐孔は印面から18mm。 縦4mm
横 3mmの精円。

ll

2776 徒尾 SR3001 離
０５．．

2.0 孵
０・３

留金長
5mm 3 59廷

長半円形。
裏側に留金 3本。

V

2777 鉄鏃 SR3001 離
００・‐

2.1
鏃身部38
茎部60 方頭形

平

関

面

。角
断
造 無頸部

有茎 断
面方形

V

2778 鉄 鏃 SR3001
南区

(00-1)
12 9

鏃身部55
うち刃21
著峯著b74

8.6g 雁股部角度小。 雁股形
平

関

面

・角
断
造 無頸部

有茎 断
面方形

Ⅳ

鉄 鏃 SR3001 南区

(髄 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-2

(7.2)
鏃身部4.4
首豊言Б(2.8)

方頭形
平

関

面
枷

断

造 無頸部
有≧・断
面方形

V

鉄鏃 SR3001
南区

(図 -1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-3

鏃身部58
茎部(09)

方頭形
平

関
面
狛

断
造 無頸部

有茎 ・断

面方形
Ⅳ

2781 鉄鏃 S略001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
D-2

(12.1)
鏃身部3.5
≧部(84)

方頭形
平

関
面
狛

断
造 無頸部

有茎  断
面方形

Ⅳ

鉄 鏃 SR3001
南区

(04-1)

一
Ⅳ

５

Ｆ

一　
一

∝
δ

Ｄ
(17.5)

鏃身(60)
うち(11)
≧部H5

1538 雁股部角度小。 雁股形

断面平片
刃造・円
形輪関

無頸部
有茎 断
面方形

Ⅳ

鋲鏃 SR3001 南区

(磁 -1)
一
Ⅳ

３

Ｆ

一　
一

∝
δ

Ｅ

鏃身部87
うち刃2.5
茎部(77)

23 53g 雁股部角度大。 雁股形

片
棘

平

・

面
造
関

断
刃
状

無顕部
有茎・bT

面方形
V

2784 鉄鏃 S隠001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
E-20

0.9
うち刃08
鏃身都58
茎部112

17.1 雁股部浅い 角度大 刃短い。 雁股形

断面平片
刃造  円

形輪 関

無頸部
有茎 断
面方形

Ⅳ

278[ 鉄鏃 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-11

鏃身部6.7
茎部(65)

雁股部角度小。 雁股形

断面

平片刃造
円形輪関

無顕部
有≧ 断
面方形

2786 鉄鏃 SR3001 離
０５．．

Loc F-1
心―Ⅳ
F-10

鏃身部3.4
茎部69 関の位置が左右 2mmちがう。 方頭形

平

関

面
朔

断

造 無頸部
有茎 断
面方形

V

278写 夫鏃 SR3001 証
０５．．

LOc F-1
δ一Ⅳ
B-11

茎部のみ。
有峯 世
面方形

Ⅲ

278〔 決鏃 SR3001
南区

(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
B-9

鏃身部10C
うち刃部
70

茎都122

28 8g 雁股都角度小
刃長い。

雁股形

片
台

平面
造
関

断
刃
形

無頸部
有茎・断
面方形

Ⅲ

映鏃 SR3001
南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
C-8

27
鏃身部5.2
茎部6.6

19 62g 方頭形
平

関
面
れ

断
造 無顕部

有茎 断
面方形

V

鉄鏃 SR3001 南区
(05-2)

一
Ⅳ

８

Ｆ

一　
一

Ｏｃ
δ

Ｆ

鏃身部4.2
茎部11.5

20 8彊 方頭形
平

関

面

・角
断

造 無頸部
有茎・断
面方形

V

鉄 鏃 SR3001
南区

(05-2)

一
Ⅳ

６

Ｆ

一　
一

∝
δ

Ｅ

鏃身部52
茎部88 方頭形

平
関

面
狛

断

造 無頚部
有≧ ・断
面方形

V

鉄 鏃 SR3001
南区

(05-2)

LOc F-1
δ―Ⅳ
E-7

鏃身部58
茎部(0.6)

方頭形
平

関

面

・角

断

造 無顕部 欠損 V

279ε 鉄鏃 SR3001
南区

(05-2)

一
Ⅳ

９

ぼ
δ一Ａ一

鏃身部4.5
うち刃08
≧部(67)

13,7モ
雁股部角度小
刃短い。

雁股形

片

台

平

・

面

造

関

断

刃
形

無頸部
有茎 断
面方形

皿

2794 鉄 鏃 SR3001 南区
(05-2)

一
Ⅳ

６

Ｆ

一　
一

硫

δ

Ｄ

15
鏃身部64
茎都46 細い圭頭形で先端は九い。 圭頭形

九
形

面
始

断

造

関
無頸部

有茎  断
面方形

Ⅲ

2795 鉄 鏃 SR3001
南区

(98-1)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-14 1〔
(16.5)

・

４

６期瓢
9 94g 長い頚部で先端は欠損。 長頸形

明
造

不
丸

状
面

形
断

直線状頸

部
赦股閣

有茎・断
面方形

Ⅶ

2796 鉄鎌 SR3001
苛区

(05-2)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-9

1.1 800g 長柄鎌の刃か ? ll

2797 鋤先 SR3001
南区

(05-1)
11.3 (12.1) 復元幅14.2 208 0g

逆三角形の板にU字型の板を張
り付け、内側に上台を差 し込む
溝をつ くる。中央に5mmの穿
7し。

Ⅲ

279モ 9Jl先 SR3001
南区

(05-1)

矢板①～
⑩中央部
西へ7m

(52) (55) 10 25 0モ No2797と 同様のものか ?

鋤先 SR3001
南区

(05-1)

Loc F一 l

δ―Ⅳ
G-9

172
刃先幅47

溝深
05～ 10

380 0彊
内側に溝があ り木枠 を差 し込
む。下端部薄く仕上げる。

Ⅳ

鋤先 SR3001
南区

(04-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-3

(192) 11
刃幅38
(最大)

320 0モ
内側に溝があ り木枠を差 し込
む。

V

釘 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-10

16 64 0g
断面長方形の杭の上端をL字に
曲げる。
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載

号

掲

番 名称 出土遺構 調査 区

出土地点 法量 L

長さ

[直径]

量
幅

法

Ｗ
濯
Ｈ
厚

他法量 質量 特   徴 鏃形式 鏃身部 頸 部 茎 部
卿

■

大

冒

2802 釘 (朱付 ) SR300ユ
南区

(05-1)

Loc F― ]

δ―Ⅳ
B-10

断面正方形。

28∝ ET SR800ユ
南区

(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
B-10

15 11 2g 断面 長 方 形 の上 端 を曲 げ た も
の。短い。

2804 釘 SR3001 南区
(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
F-8

0,7 断面長方形の上端を僅かに曲げ
たもの。

錐 (木柄
つき)

SR3001 南区
(03-8) (158) 14

身154
刃先82
木柄 (7.5)

木 製柄 上 部 残 存。刃 部 ほ ぼ完
形。

V

2806 T4 SR3001 離
０５．‐

Loc F― ユ
δ一Ⅳ
B-11

107 断面正方形 の棒状 の もの を10～
11回 ね じる。

2807 刀子 (本

柄つ き)

SRB001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

(22 9) 15
ｐ
ｐ
０

疎
鞭
醐

木製柄 ほぼ完形。 V

380[ 刀 子 SR3001 南区
(00-1) (108) 嚇ｍ鞘

51 片方から研いで刃をつけてし
る。

V

280C 刀 子 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-11

(22 0) 14 0.4 嚇的穀
23 88 片方 か ら研 いで刃 をつけ る。先

端欠損。刃部が湾 曲 している。

刀子 SR3001 南区
(05-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
G-9

24 5 1_6 0_5 朔］釦
30 0廷

片 方 か ら研 い で刃 をつ け る。
2809と 同様 に刃部が湾 曲 して彰
る。

Ⅳ

針金
(朱付 )

SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

(72)
径
駕

直
０

23と 全体に朱が付着。

毛抜 き SR3001 南区
(05-1)

一
Ⅳ

ｌ０

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ

Ｂ
11_2 6～ 7mm

サビ含
厚さ

25～ 4.0
細長 い板 を折 り曲げ ピンセ ッ ト
状 にす る。先端 は内側 に曲げる。

金属板 SRB001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
A-11

上端方形、下端が広 が る。両端
を薄 くのばす。

Ⅲ

工具か SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
5-Ⅳ
B-10

(159) 90 0g
上端部の片面 に植物 の繊維片残
存。

m

2815 鑑 か SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
6-Ⅳ
B-11

(153) 06 110 0g Ⅱ

2816 鉄環 S路001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
C-10

77 07 34 7g
断面 円形 の針金 を円形 に曲げ、
片方 の先端 は内側 に折 り曲げて
0の形 をつ くるぉ

Ⅲ

281「 用途不明 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

(118)
針金の径
1_0× 05 27 8建

U字に曲げた針金 と短 い針金 を
貼合 わせ、端 を曲げて捧状 の も
の に巻付 け固定す る。物干 し竿
の ようなもの を掛けるものか ?

Ⅲ

281〔 鉄杭 S郎001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

お
部

１
頭 325 3g 断面長方形の杭。 Ⅳ

映杭か SR3001 南区

(05-2)

Loc F-1
γ
~Ⅳ

T-10
170 2g 抗状 だが上部片側 曲線状。 I

282( 鑑 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
A-10

横 104
絶 5

板幅2.0
板厚04

78 4建 幅広 の板 を曲げてつ くられる。 Ⅲ

2821 刀子 SR300」
南区

(00-1)

Loc F-1
δ―Ⅲ
G-19

1.2
刃残存
(31)

茎部51
V

2822 釘 ?

(朱付 )

SR3001 南区

(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-11

3 63g 朱塗 り、Ll面方形。 Ⅲ

2823 釣 SR3001 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

(46) 14 断面方形の針金を釣 り針状に曲
げている。 Ⅲ

2824 鉄察 SR300] 南区
(05-1)

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

21

］３ｍｍ
73g 鎖の一部分か。 Ⅱ

2825 鉄環 SR3001 駆
０５．．

Loc F-1
δ―Ⅳ
B-10

鎖 の一部 分 か。 Ⅲ

2826 把手か SR3001 南区
(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
B-9

(1 断面台形 16.65g 把手の握 る部分か。 ]

2827 李巴手 SRB001 南区
(07-1)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
A-12

(25) 酷
４ｍｍ

径4mmの 針金を精円形状に曲
げる。 Ⅷ

2828
¢セ

ロ

キ
火 SR3001 南区

(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
A-7

火口高
14

火国径
17

05
～10 2 79g 火国の円形部分。 I

2829 鉄 鏃
第 5

包含層
北区

(99-2)

Loc G― ユ
tX~Ⅲ
F-4

1,1 柳葉形 ?

2830 直刀 SK1092 北区
(99-1)

18 30 2g
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載
号

掲
番 名称 出土還構 調査 区

出土地点 法量 L

長さ

[直径]

量

幅

法

Ｗ
濯
Ｈ
厚

他法量 質量 特   徴 鏃形式 鏃身部 頸部 茎 部
別
位

大
層

2831 刀の柄 観 4001
北区

(99-1)
短辺36 232[

〕83乏 刀 子 細礫
北区

(99-1)

刃娠rT

(34)
≧部 (73)

2833 刀 子 翔礫
北区

(99-1)

2834 刀子
北区

(99-1)
18 5モ

2835 釘 細欝
北区

(99-2)

Loc G― l

α~Ⅲ

D-17

2836 釘 細建
呵ヒ区

(99-1)

Loc G-1
α~Ⅲ

A-20

2837 釘
第 1

包含層
北区

(99-2)

Loc G-1
α~Ⅲ

B-2

2838 釘
第 3

包合層
北区

(99-1 (53)

2839 釘 SD30D2 北区
(01-1)

14 12.3〔 上端をL字に曲げる。

2840 釘
北区

(99-2) ∞ め 120を

2841 鉄 片 SK1002 躯
９９．‐

1.0

2842 鉄 片 籍騨
粧
９９．‐

1.0

2843 鉄 片 細騨
北区

(99-1)
4.48

2844 鉄片
第 1

包含層
北区

(99-2)

Loc G― ユ
α~Ⅱ

C-3
l l 128g

284〔 鉄片 SK4003 北区
roo_ハ 09 2.9g

284( 羨片 S腱003
北区

(99-2)

2847 鉄鏃 SR5001 枢
０‐・２

1) 46g 長頸形
直線状頚
部
台形関

有≧・断
面方形

2割モ鉄鎌 SR5001
北区

(01-2)
39,7g

2841 銭貨 細鱒
北区

(99-2)

Loc G-1
α~Ⅲ

E-17
2 5cII 1[蔵H 32g 天聖元賓 (察書)

28Ⅸ 錢貨 細欝
北区

(01-1)

Loc F-1
C~Ⅳ
S-4

2.5c= 1 lrlE 2,6g 興寧元賓

銭貨 郷鱒
北区

(01-1)

Loc G-1
α~Ⅲ

B-18
２．７ｃ．備 励鮪

３．０鯰
錆で判別できず。

銭貨
西壁

表上下

北区
(01-2)

22c= 1.(府 H 一銭か

銭 貨 絢鱒
南区

(03-8)

一
Ⅳ

ｌ

Ｆ

一　
一

ｏｃ
δ
Ｓ

2 45cm 1.(府 H 28建 寛永通賓

2854 銭貨 撹乱
南区

(04-3)
2.5cm 1.21mY 39彊 判別できず。

銭貨 撹 乱
南区

(04-3)
2 5cm 15- 3,2涯 永楽通賓

銭 貨 SR3001 南区
(04-2)

不 明 み45cm l ll― 2.5E 寛永通賓

銭 貨 SR3001 駆
０５．．

2.5cm 1.Qコ m 26E 永楽通賓 I

285[ 銭貨 SR3001 南区
(05-1)

2.5cm 15- 永楽通賓 I

み85C 銭貨 SR3CX11
南区

(05-1)

LocF-1
δ―Ⅳ
C-10

1,9cm 1.5Ш m 22モ 乱元大賓 ]

銭貨 SR3001 南区
(05-1)

koc F-1
δ―Ⅳ
B-11

1 9cm 1 51mn 1.8= 延喜通賓

2861 銭貨 SR3001
南区

(05-1)

Loc F-1
δ一Ⅳ
B-10

2.6cm 1飾 高年通賓

2862 銭貨 SR3001
南区

(05-1)

Loc F― l

δ―Ⅳ
G-10

2.4cm 1 lmm 2.48 寛永通賢

浅貨 SR3Cll11
南区

(05-2)

Loc F― ユ
δ―Ⅳ
A-9

2 3cln l ll― 寛永通賓か I
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第 6表 石器

掲載番号 名称 出土遺構 調査区
出土地点

(Gr.な ど)

法量 と 法量W 法量 H 質量 備考 1
別
位

大

国

5 蔽石 第 1包含層
Jヒ区

(99-1) 砂岩

敲石 第 4包含層
北区

(99-1) 174.8〔 砂岩

873 砥 石 SR3001 離
５．‐

Loc F-1
δ―Ⅳ

最大6.9
最/1ヽ4.0 砂 岩

温 石 SR311C11
南区

(05-2)

Loc F-1
δ一Ⅳ
A-7

210.2〔 滑石

第 7表 骨製品

掲載番号 分類名称 出土遺構 調査区
出土地点

(4ヽグリッド)

法量 L 法量W 法量 H 特 徴 大別層位

器
巻

楽

弦 SR3001 離呻
Loc F-1
δ一Ⅲ
E-20

シカの角を円柱状に切断し、
片方を細 く削る。楽器の弦を
張る糸巻きか。
下端部は欠損。

V

2347 武器
鏃

SR3001 南区
(04-1)

シカの角を円柱状に切断し、
上部を4方向から2回づつ削
り、先端を尖らせる。下部か
ら中央内部に穿孔する。
縦に半裁される。

V
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図版 1

区レ
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/

(1999年度 1-1区 )第 3遺構面検出状況

玉 !liド

・ ■ t,1

`ljllⅢ

・二

北区 (1999年度 1-2区 )第 4遺構面完掘状況
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図版 2

北区 (1999年度 1-2区 )

SK5004遺物出土状況

|■ 偽乱遭身嗣げ囲

北区 (1999年度 1-2区 )

SX5003遺物出土状況
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北区 (2001年度 1区)第 5遺構面完掘状況
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北区 (2001年度 2区)第 4遺構面完掘状況
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図版 5

南区 (2000年度 2区)第 3遺構面検出状況
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南区 (2000年度 2区)第 5遺構面完掘状況
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図版 6

南区 (2004年度 3区)第 2遺構面完掘状況
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南区 (2004年 度 3区)第 4遺構面完掘状況

―- 122 -―


